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				　内戦の最中にあるグラミア王国暦一一五年より、十五年前。

				　オデッサ伯爵ルヒティは、幼きイシュリーンに出会った。

				

				　グラミア王国暦一〇〇年。

				　王都キアフ。

				　グラミア王国はめでたい節目の年を迎え、春となっても『一〇〇年』と大きく描かれたグラミア国旗が、市街地のいたるところではためいている。そんな大都市の一角は、グラミア中の諸侯が別邸を構える場所で、彼の屋敷もそこにあった。

				　名門オデッサ伯爵家の当主で、国内では軍神と崇められている彼はこの日、人生の新しい岐路となる出会いがあるとは知らず、安楽椅子に揺られていた。孫の成人と同時に隠居をと企む老人の気分は、既に隠居後そのものであった。

				　この時、伯爵に来客を伝えるべく静かに入室したのはオデッサ伯爵家の家老だ。政務に軍務に当主を支える有能な男で、名をアルシャビンという。

				　彼は、主がどうせ寝ているだろうと思い、音を立てずに扉を押し開くと、やはり彼の主は居眠りをしていた。それを見たアルシャビンは悪戯心を刺激され、いつもより三割増しの大きな声を出す。

				「お館様、陛下がお見えになられておりまする」

				　ルヒティが家老の声に驚き、安楽椅子から飛び起きる。居眠りをしていたのを見咎めた家老が、自分を驚かす為に王の名前を出したと思ったルヒティだったが、アルシャビンの表情はどこまでも真面目くさったものだった。

				「アルシャビン、冗談であるならそう言え。お前の顔だと冗談も冗談に聞こえぬわ」

				「このような冗談を吐く性格は、親から譲られておりませぬ」

				　ルヒティは「そうだな」と納得し、厳格であった家老の父親を脳裏に描いて笑った。

				　オデッサ伯爵ルヒティ。

				　グラミア王国の王家よりも、古い歴史を持つ貴族の当主は、両頬の黒子を歪めて欠伸をした。彼のキアフ別邸の書斎は、窓から差し込む陽光で暖かみに満ちている。壁を隠す程の書棚には、古今東西の軍史書、歴史書、絵画集、楽譜集がずらりと並んでいた。

				　無言で廊下へと出た伯爵と、後ろに続く家老が、小さな声で会話をする。

				「あの馬鹿倅(せがれ)、何の用だ？」

				「存じませぬ。が、イシュリーン様をお連れでした」

				　ルヒティは、その名に聞き覚えがあった。グラミア国軍で活躍した女魔導士──セリアと、王の間に生まれた女の子。セリアどのは元気だろうかと、女魔導士を思い出した彼は顎を撫でる。綺麗に剃ったそこは、つるりとして触り心地が良かった。

				　進んだルヒティの目に、来客室の椅子に踏ん反り返るグラミア王と、その隣に座る幼女の姿が映る。

				　ルヒティは息を呑んだ。

				　幼女、イシュリーンであると思われるその子は、顔は痣だらけで唇は切れ、血は滲み、王家の姫とは思えぬボロを身に纏っていた。そして、それで隠せない箇所にはいたるところに傷があり、長く細い物で殴られたのだと伯爵に教える。

				「おお、伯。すまぬな」

				　馬鹿息子が喋りおったと、ルヒティは笑みを浮かべ、王と幼女を交互に眺め一礼する。

				「陛下、ご機嫌麗しゅう。さて、突然の来訪はどのようなご用件で？」

				　王は咳払いを繰り返し、視線を落としたままの幼女の頭を撫でる。

				「じつは伯に頼みがある。この子は……イシュリーンというのだがな……妃が王宮に置けぬと申してな。これまでなんとか誤魔化してきたが、この子を助けてくれる大人が周りにおらず……伯、しばらくイシュリーンを預かってくれ。母が死に、王宮内で孤立してしまった。頼む」

				　あの妃の泥人形風情が、べらべらと嘘を吐くでないとルヒティは思い、一礼したまま隠した顔を歪ませた。

				　──だいたい、お前は父親でありながら娘を守らぬとはどういうつもりだ？　

				　胸中で憤るルヒティはここで、はたと膝を叩き王の言葉を脳内で反芻(はんすう)した。そして首を傾げ、尋ねる。

				「陛下……今、セリア様がお亡くなりになったとおっしゃいましたか？」

				　伯爵の視線を受け、王は気まずそうに頷く。

				「う……うむ。急病でな。では、頼んだぞ」

				　ルヒティの返事を待たずして去る王の背は、聞かれたくない事を聞かれる前に去ろうというものと、娘を他人に押し付ける後ろめたさで溢れていた。

				　伯爵は、ぽつんと立つ幼女の視線に合わせるかのようにしゃがみ、その緑色の瞳を見た。

				　──いかん。色がない。

				　ルヒティは内心を隠し、アルシャビンに怒鳴る。

				「おい！　医者を呼べ！　まず姫様の傷を手当てせねばならんわ！」

				　家老が一礼し、足早に立ち去った。

				　それから視線を再びイシュリーンへと転じた伯爵は、一言も発しない幼女を前に、笑顔で悩んでいた。

				「姫様、しばらく御身をお預かりするルヒティです。よろしく」

				　彼は彼女の頭を撫でようとしたが、イシュリーンは驚き離れる。来客室の隅に隠れ、ぶるぶると震えてルヒティを見上げた。

				　──ベアドラ……あの畜生は姫君に何をしたのか？　いや、暴力を振るっていたのは分かる。しかし、この怯えようは何かある。

				　ルヒティはペコペコと幼女に謝りながら、わざと笑い、犬が喜ぶ真似をして、ようやくイシュリーンの小さな手を握る事ができた。

				「姫様は動物がお好きなのですな？」

				　無言で頷いた姫に、ルヒティは瞼を閉じた。

				

				　この日の夕刻。

				　ルヒティはイシュリーンを診た医者を見送る際、他言無用だと言い聞かせた。

				「承知しております。閣下……しかし姫君の怪我は……昨日、今日のものではありませぬ」

				　医者の言葉に頷き、ルヒティは自室へと向かいながらアルシャビンに用事を頼んだ。

				「姫君のお召し物、侍女もいるな。その他にもいろいろいるだろう。用意せよ」

				　真面目くさった顔で離れる家老に苦笑したルヒティは、自分の孫よりも少し年下の姫君が、転がりこんで来た事をどう利用するかと考える。

				「考えようによっては……姫と妃を戦わせ、儂が姫を助け王権を奪取……後に姫を殺せば、グラミアは我が公爵家のものだ」

				　古き良き時代、オデッサ伯爵家の爵位は公爵であった。それが、金の力で成り上がったグラム家がグラミアを統べ、今では王となってしまっている。一〇〇年前のオデッサ伯爵家当主は、苦渋の決断を強いられ、領地を差し出し従うと誓った。

				　悲願である旧領の回復と、仇敵である王家を倒す好機の前触れではないかと、彼は膝を打った。

				「せいぜい、飼い慣らしてやろう。心を閉ざしておるのもちょうど良いわ」

				　ルヒティは、長い年月を要する謀略に取りかかる決意をしたのだった。

			  

				　　　　　　　

				

				　名門とはいえ、地方貴族でしかないオデッサ伯爵にも、他の諸侯と同じように王家から与えられた公務がある。それは王家の墓守で、これが余計にルヒティの癇(かん)に障るのである。

				「墓掃除など、名門である我が公爵家を愚弄しておる！」

				　あくまでも自称公爵であるが、彼もその父も、またその先代も、さらにその前も、公爵を自称していた。そして家臣達、領民に至るまで、その思いは一緒である。

				　彼等、代々の当主達に共通する認識は、墓守など人を馬鹿にしているというものだったが、実はこの公務が、オデッサ伯爵家を助けていた。

				　ウラム公爵は娘を王に嫁がせ、権勢をふるっていたが、墓守でしかないオデッサ伯爵家を糾弾する材料を握れず、手出しができなかったのだ。

				　次々とウラム公爵によって取り潰される名門貴族を尻目に、ルヒティはイシュリーンを迎えての生活を、なんだかんだと楽しんでいた。

				　ある時、ロッシ公爵ゲオルグが彼の別邸を訪ねて来た。それはウラム公爵に対する愚痴を吐きに来ただけであるが、ロッシ公爵家は押しも押されもせぬ大貴族で、ウラム公爵といえども、まだ手が出せずにいる。しかし、権勢を振るうウラム公爵相手に、このままでは良くないと思案しているゲオルグは、いずれ必ず訪れる争いの時の為に、敵無しと言われる軍を抱えるルヒティを味方にしようと、愚痴を吐きながら機嫌を窺うのであった。

				　だがその日は、これまでとは違う運びとなる。理由はイシュリーンで、ゲオルグはルヒティの書斎に通され入るなり、オデッサ伯爵の横でしゃがみこんでいる幼女に驚いた。

				　彼女は、猫のぬいぐるみを大事そうに抱え、来訪者を見上げている。

				「ひ！　姫様！　ル……るるるルヒティ卿！　これは一体!?」

				　ルヒティは意地の悪い笑みを浮かべ、ゲオルグを椅子に招き座らせ口を開いた。

				「陛下からしばらく預かって欲しいと言われてな。姫様、この小父さんと話をしますゆえ、しばらくアルシャビンのところに行ってくれませんかの？」

				　無言で立ち上がり、ゲオルグを一瞥し去るイシュリーン。

				　ロッシ公爵は、ルヒティの説明に耳を傾ける。

				「あの王、妃の言いなりになって自分の娘を押しつけてきた。が、問題はそこではない。セリアどのが亡くなっていたと知っておったか？」

				　ゲオルグは、用意されていたグラミア茶を飲んでいたが、ルヒティの言で咳込み、口から茶を噴き出す。

				「汚いのう！　質問に答えんか、もう……」

				　絹の服を濡らされたルヒティがしかめっ面を作る。謝るゲオルグは、同時に首を左右に振った。そして一呼吸置くと、口を手の甲で拭いながら答える。

				「セリアどのが？　いや、さすがにそんな事があれば、葬儀だのなんだのと……ありえん。いや、しかし王宮で姿を見ておらぬ……伯、おかしいぞ。そういえば、彼女の姿を見なくなって、しばらく経つ……二月(ふたつき)は……過ぎぬか？　いや、それくらいか」

				　ゲオルグは、国軍にあって軍の指揮も魔法も巧みな女性を、近衛連隊に推薦した過去を持つ。実は、セリアに頼まれてそれをしたのだ。というのも、イシュリーンの母は国軍時代、ルブリン公爵アルウィンから、それはもうしつこく妾になれと誘われていた。それを断りきれなくなった彼女がゲオルグを頼ったのだ。ゲオルグとしては、セリアの力量は確かであったし、戦友でもあった事から、快諾し近衛連隊に彼女を推薦し入れた。

				　セリアが王に見染められたのは、それからしばらく経っての事だ。

				「あの王相手であれば、アルウィンのほうがまだマシであったわ。あいつはスケベだが、ちゃんと男だ」

				　セリアが、王の子を孕んだと聞いた時のゲオルグの言葉である。

				　ルヒティとゲオルグはしばらく無言で向かい合い、それから声を低くし言葉を交わした。

				「何か……ありますなぁ、伯」

				「ふむ、公もそう思われるか？　ちと調べてみる。事によっては、あの北の田舎貴族を追い落とす事ができるかもしれん」

				　ルヒティは、ウラム公爵の事を北の田舎貴族と呼ぶ。逆にウラム公爵から、東端の猪貴族と呼ばれているとは知らない。

				　ゲオルグが辞した後、ルヒティはイシュリーンを探した。

				　しかし全く喋らぬ子だと顎を撫でた彼は、裏庭で一人、池を彩る蓮に見惚れるように、しゃがみ込んでいる彼女を見つけた。

				「姫君、おやつを食べませんか？　美味しいチョコレートケーキがありますぞ」

				　イシュリーンが振り返った。

				　そこには、不安の色に染まった二つの瞳があり、ルヒティはどうした事かと首を傾げた。

				　この時、彼女の足元から、ルヒティの嫌いな生き物の鳴き声が聞こえてきた。

				　ニャーである。

				　その鳴き声をあげる生き物を、ルヒティは猫しか知らない。

				　見れば、猫は大層、イシュリーンになついており、彼女と猫の出会いは、昨日今日の事ではないなと伯爵は感づいた。

				「ひ……姫様、それは？」

				　イシュリーンは、猫の頭を撫でながらルヒティを見上げた。緑色の瞳が不安げに揺れ、猫を撫でる手に少し力が入る。

				「猫……お好きなのかな？」

				　怖々と問うたルヒティは、そういえば市場に彼女を連れ出し散歩をした時に、珍しく姫君が猫のぬいぐるみを持って離さなかった事を思い出した。それはいつも彼女と共にあり、先程も抱いていた。

				　イシュリーンは、この庭で猫を見つけ、可愛がるうちに猫好きになり、市場でぬいぐるみを見つけ、欲しいと思った。それでも、猫そのものをルヒティの屋敷にあげる勇気のない彼女は、いや、彼の許可なくそれをすれば、これまでの経験から、折檻(せっかん)という表現が優しいほどの暴力を振るわれると思い、庭で隠れて遊んでいたのだ。だから、その猫と会えない屋敷の中では、いつもぬいぐるみを持っていた。

				　瞬時にこれを悟ったルヒティは、イシュリーンの手に身体を擦り寄せる猫を見つめる。彼が近寄ると、イシュリーンが首をすくめながらも、猫を自分の後ろに隠そうとした。

				「姫様、大丈夫。猫、屋敷に入れてあげましょう。猫も、姫様と一緒にいられるほうが嬉しいでしょうからなあ」

				　ルヒティのこの言葉は、とりあえずこの場を収めるだけのもので、後でこっそり猫をどこかに捨てて来いと、アルシャビンに命じるつもりであった。

				　だが、イシュリーンを見て彼は後悔をする。

				　彼女は緑色の瞳をキラキラと輝かせて、長い睫毛(まつげ)を何度も揺らした。その艶のある可愛らしい唇が、食事をする時以外では初めて開き、白い小さな歯を覗かせている。

				　イシュリーンは喜び、微笑んだのだ。

				　ルヒティは、頭を殴られたような衝撃に驚き、猫を抱きかかえ自分を見上げる姫君から目を逸らせなかった。

				「……あ……と」

				　ルヒティの耳は、彼女の小さな声を拾う。

				　彼は初めて、姫君の声を聞いた。

				「ん？　姫様、もう一度……もう一度、仰ってください。よく聞こえませんでした」

				　膝を折り、姫の顔を正面に見たルヒティは、彼女の輝く笑顔を見つけた。

				「ルヒティ、ありがと」

				　ルヒティは、瞼を閉じて姫を抱き寄せる。ただそれだけの事であるのに、彼は震える胸と感情に驚き、うろたえていた。だが、心地よいこの気持ちの正体を知っていると彼は笑った。

				「姫様……初めて、名を呼んでくださいましたなぁ」

				　ルヒティにとって、イシュリーンが謀略の道具だけでは無くなった瞬間である。

				　彼は、彼女と猫の温もりで、しばらく動けなかった。

			  

				　　　　　　　

				

				「ルヒティ、グゥがいないの」

				　グゥとは、イシュリーンの可愛がる猫の名前だ。喉を撫でられるとグゥグゥと鳴く事から、姫がその名をつけた。

				　可愛らしい顔を不安に染めた姫が、屋敷の中を走り回っていた原因はそれかと、ルヒティは椅子から立ち上がる。領地から決済を求める手紙がいくつも届いていたが、迷いなく姫を優先させたルヒティが、泣きそうな顔のイシュリーンを抱き寄せた。

				「庭は探しましたか？」

				「探した！　いないの！」

				「ふむぅ……困りましたな。もしかしたら、屋敷の外に出かけていったのかもしれませんな」

				「どうしよ……ルヒティ、どうしよ。帰ってこれなくなっていたらどうしよう……」

				　ルヒティは家老を呼び、猫を探せと命じる。

				「お……お館様!?」

				「いいから探せ！　テュルク族も使え。猫の特徴は……ちょっと待て」

				　ルヒティは高価な紙にさらさらと猫の絵を描く。それはアルシャビンが驚くほどの出来栄えで、この方は画家の道を歩んだほうが、世の為になったかもしれないと呆れた。

				「姫様と市中を探してくる。……供はいらぬわ、大袈裟な」

				　黒子を歪めて笑ったルヒティが、イシュリーンと手を繋ぎ屋敷から出て行く。その後ろ姿を見送り一礼したアルシャビンは、すっかり孫に甘い祖父となってしまった主に笑みを浮かべた。

				　彼からしても、イシュリーンは可愛い。

				　明るさを取り戻した姫は、オデッサ伯爵家の別邸に賑やかさを与えてくれている。使用人達の誰もが彼女に微笑み、門番や警備の兵達も、イシュリーンの姿を見ると頬を緩める。

				　家老は人を集めた。誰もが何事かと訝しんだが、イシュリーンの猫がいなくなったので探せと命じられると、慌てふためき捜索を始める。

				　家老は笑うしかなかった。

				　一方、市中に出たルヒティは、イシュリーンを連れて猫一匹の為に歩きまわった。彼女は決してあきらめず、ルヒティもとことん付き合うつもりでその隣を歩く。

				　陽が傾き、夕闇に染まる市街地。

				　キアフの建築物の多くが赤い煉瓦の屋根である為、燃えるような光景がそこにあった。

				　その一角で、靴の底が破れ、ついに歩けなくなった姫君は、こぼれる涙で頬を濡らす。

				　ルヒティは、彼女を背中に背負うと口を開いた。

				「姫様……あと探すとなると……王宮の中か、よくない場所しかありませんが……」

				　広い市街地の多くは探せないが、猫が広範囲をうろつく事などないと知る伯爵は、そう言いながら、背中で震えはじめた姫に首を傾げた。

				「どうなされた？」

				「お城はいや！」

				　イシュリーンの叫び声に、行き交う市民達も振り返る。

				　ルヒティは一度、イシュリーンを下ろすと抱きしめ、その背中を撫でながら言う。

				「大丈夫。お城には行きません。お城には、姫様の猫が訪ねて来なかったかと訊いておきますゆえ……」

				　頷いた姫に、微笑んだルヒティが再び背負う。

				　この時、彼の背中で姫がぽつりと言った。

				「もしかしたら……迷路にいるかも」

				「迷路？」

				　ルヒティが聞き返す。

				「うん。お城とお外を繋ぐ迷路があるの。とっても臭いから行きたくないけど、グゥは暗いところが好きだったから、いるかも」

				「行ってみましょうか。外から入れるのですか？」

				「うん。いろんなところから入れるし、出られる。母様に何度も教わったの。こっち」

				　ルヒティは、姫に言われるがままに進み、迷路とは何だと首を捻った。

				　それは、秘密の逃走路だとすぐに判明する。

				　ルヒティは、下水に腰まで浸かりながら、イシュリーンの指す方向へと歩く。呼吸すら難しい臭気の中で、彼はある事を思い出していた。

				　王家を倒す道具として、イシュリーンを預かる。

				　すっかりと忘れかけていた事を、彼はこの地下通路で思い出し、強いものへと変えた。

				　歳を取って馬鹿になっていたかと自嘲した彼は、イシュリーンに王宮内部で事を起こさせ、地下通路から突入する絵を脳内に描く。

				　速やかに王と家族を捕らえ、王家に弓引いたとしてこの娘を殺せば、オデッサ公爵家は主家殺しの罪に問われる事なく、王権すら掌握できると笑みを浮かべた。

				　だが、胸をちくりと刺す痛みも覚える。

				　イシュリーンの温もりを、背中に感じるからだ。

				　苦労し迷いを払うルヒティは、深夜となって屋敷に帰った。

				　汚物だらけとなった主に驚いた家老が、すぐに風呂に入れと喚く。彼はそれに黙って従い、テュルク族の女に身体を洗われながら報告を受けた。

				「猫は、死んでおりました。寿命だったのでしょう。猫は死んだ姿を隠すと言います。恐らくそれかと」

				「どこで死んでおった？」

				「姫君の部屋の屋根裏……物置でございます」

				「ふむ……最後まで姫の近くにいたかったのか」

				　泣き疲れて眠ったイシュリーンの寝顔を思い出し、ルヒティは涙をこぼす。それに気付いたテュルク族の女が、何事かと慌てた。

				「お館様……痛うございましたか？」

				「ん？　ああ、目にゴミが入っただけだ」

				　彼は嘘をついた。

				　嘘で隠した本心は、口から外へと出ることは無かった。

			  

				　　　　　　　

				

				　姫との生活は二年目に入った。

				　ルヒティはイシュリーンに、厳しく軍事や政事(まつりごと)を教えている。

				　彼は異民族討伐で自領のコンスタンタへと帰る時も姫を連れ帰り、戦闘にも彼女を連れだしていた。

				「姫、敵のあの動きはこちらを釣るのが目的です。よくご覧なさい。騎兵の動きに覇気がないでしょう。殺してやるぞという気概を感じません」

				「ルヒティ、恐いよ。帰りたいよ」

				「なりません！　グラミア王家の姫たる者、戦を見て怖気づくなどあってはならぬ事！　恥を知りなされ！」

				　周囲の者達が、慌てて止めに入るほどの熱の入り様であったルヒティの講義も、終われば一転、甘い祖父となる。

				「さ、姫様、頑張りましたなぁ。牛の脳みそのシチューをこしらえましたゆえ、食べましょう」

				「ルヒティ、恐いから嫌だ」

				「恐くないですぞぉ。ニャニャニャァン」

				　猫の鳴き声を真似てイシュリーンを笑わせるオデッサ伯爵が、先程までフン族の騎兵三〇〇を一網打尽にしていた指揮官だとは、家臣であっても思えずにいるアルシャビンがいた。

				「お館様、捕虜はどう致しますか？」

				　ルヒティは、邪魔をするなとでも言いたげに顎鬚を揺らし答える。

				「ああ、殺しておけ。邪魔だ」

				　そして、顎鬚を手で掴み、イシュリーンの頬をそれで擦って笑わせる行為に没頭していた。

				　猫の尻尾を触るのが好きだったイシュリーンの為に、ルヒティは顎髭を伸ばし、猫の尻尾の如くそれで姫の頬を撫でて、彼女を喜ばせているのである。

				　ある時は、お膝元であるコンスタンタの市中見物に連れ出し、イシュリーンに物価とは何ぞやであるとか、物流とはこれこれこういうものであると説いた。そして、帰宅後にそれを姫君に尋ね、彼女が答えられない、あるいは間違った回答をすると、烈火のごとく怒りだすのである。

				「姫様は人の話を真剣に聞いておられなんだ！　それに怒っておるのです。どんな人物であれ、その人の話は真剣に聞きなされ！　人は己の事を知らずとも吐き出すもの！　普段の会話、冗談に隠された本音、そしてその人物の為人……そういうものを感じ取る訓練をしているのですぞ！」

				「ルヒティ、恐いよぉ、うわーん！」

				「困ったら泣くとは嘆かわしい！　恥を知りなされ！」

				　こうして叱りつけた後、彼女の寝室に忍びこみ、機嫌を取る為に姫が眠るまで本を読んでやるのだ。

				　この二人の事は、コンスタンタでも話題となった。

				「お、ルヒティ様と姫君だ。今日も仲良さそうに歩いておいでだな」

				「姫様は苺がお好きと聞いた。ちょっと差し上げてくる」

				　果物を売る商人が、品物を包み二人に駆け寄る。兵達が慌てるのを止めたルヒティと、苺を受け取って笑顔を咲かせるイシュリーンに、市民達もまた微笑んでいた。

				　ルヒティの実の孫にあたるハンニバルは、キアフの少年学校の宿舎暮らしでいない。だから余計に姫を可愛がるのだと、領民達は噂する。

				「王家に諸侯は人質として子弟を差し出す。寄宿舎暮らしとは良く言ったものだ」

				「ハンニバル様が、無事にお帰りになられますように」

				　人々は、ルヒティとイシュリーンの姿に微笑みつつも、ハンニバルの無事を祈った。

				　多くの諸侯に共通する悩み事は、ルヒティであっても払えるものではなかったが、しかし彼は、イシュリーンを預かっている限り、孫は大丈夫だと言って周囲を安心させていた。そして、そういう道具に姫君を使う自分を、嫌な男だと自虐するも、どちらの自分が本当なのかと、姫の瞳に映る自らに問いかけるのである。

				　答えはない。

				　彼は、だがそれこそが回答であるとした。しかるに悩む。

				　──姫様を、巻き込んで良いものか。

				　無邪気な笑みと信頼を、ルヒティに向けるイシュリーン。

				　──情けない。イシュリーンが懐いているのは、思惑通りで良い事だ。当家の屈辱を晴らす絶好の機会を、自らの甘さで捨てるのか？　馬鹿め。

				　伯爵は不甲斐ない自らを罵り、王家打倒の為にと、胸中で繰り返した。

			  

				　　　　　　　

				

				　コンスタンタは、黒洋海に面した半島を利用し築かれた都市で、この都市の南には立派な港町もある。半島の入り口に築かれた市街地と城は、それそのもので港を守るように存在していて、これは完全に異民族対策であるといえる。

				　ルヒティはこの都市の城で、書簡を斜め読みしながら姫に学問を教え、今は軍学を教えていた。

				「姫君、戦闘にあって重要であるのは、兵の強さ、戦術、そういうものではありませぬ。この戦いにどのような意味があるか。巨視感を持つことこそ、軍を指揮する者に必要なものですからな」

				　イシュリーンは、腰まで伸ばした銀色の髪を結い上げ筆を走らせる。上質の紙と筆を使えるのは、彼女に甘いルヒティのせいであった。

				「ルヒティ、戦いに意味をもたせるというのはどういうこと？」

				　伯爵は微笑み、書類の束を机へと捨てるように置くと、グラミア王国だけでなく、大陸西部一帯が描かれた地図が置かれた棚を指さした。それで姫は椅子から離れ地図を取ると、ルヒティの隣に地図を持って立つ。

				「ここに広げなされ」

				　イシュリーンが苦労して背伸びし、地図を広げようとするもうまくいかない。苦笑した伯爵は彼女を抱え、自らの膝に乗せた。

				　ほくほくとする両者は、扉を叩き開いたアルシャビンの微笑みを受けた。

				「お館様。帝国とアルメニアの情勢が届きました」

				「おう。見せてみよ」

				　指を自分の方向へと曲げる動作で家老を招いた伯爵は、広げられた地図の上に置かれた手紙の束を眺める。そうしながら、自分の為にそうしたと知っているイシュリーンの頭を優しく撫でた。

				「姫様、ご覧なされ」

				　ルヒティが、アルメニアと神聖スーザ帝国を示す。

				　イシュリーンにとって、神聖スーザ帝国は聞く頻度の高い国の名前だが、良い印象は受けない。一方で、アルメニア王国の名前は耳にした事がなく、どのような国かもよく分からない。

				「まず、アルメニア王国のことから説明しましょうかの」

				　ルヒティは言う。

				　アルメニア王国とは、古くから大陸西部でも最大の国家で、トラスベリアと並び古い歴史を持つ国である。後者が内戦にあけくれている事から、一人勝ちの状態であるとも付け加えた。

				「アルメニアは偉大です。というのも、その節目において、必ず自浄作用が働き、国が成長し続けるからです。近くは……王位継承の内戦が発生しましたが、これまでと同じく、偉大な人物が現れ国をまとめ、次の道を示し消えました」

				「消えた？」

				「物事には表と裏がありまする。内戦を収めたベルーズド公爵フェリエスという人物は、あのルイ大帝の子で、文武両道、公明正大な人物です。が、その彼は宰相となると一変し、悪政を民に強い、結果、民の支持を受けた王国元帥モリペレント公爵カミュルによって討たれた……これが表ですが明らかにおかしい」

				「おかしいの？」

				「ええ。まあ、これはまた今度にしましょう。とにかく、アルメニアは常に、この大陸西部の中心にありました。グラミアも少なからず、彼の国の影響は受けております。で、その東側に帝国があります。彼等はロゼニア地方の統治で対立しております。姫君、ロゼニアという王国が過去ありましたのは、以前お教えしましたが覚えておりますか？」

				「うん、覚えてる。女王が舵取りを誤って滅んだ国」

				　ルヒティは細い目をさらに細め、姫の頭をクシャクシャと撫でた。それに喜び声をあげるイシュリーンと、使用人を呼ぶ鈴を鳴らしながら破顔するアルシャビン。

				　陽光が窓から差し込む明るい室内に、笑い声が弾けた。

				「女王は長期的視野で頼る大樹を、帝国からアルメニアに代えようとしましたが、それが帝国の怒りを買い、先導された内部の反発によって内戦が発生し、アルメニアと帝国による東西分割統治となりましたが、この分割線が今、問題になっております。ご覧なされ」

				　ルヒティがロゼニア地方に筆を走らせ、南北に走る直線を描く。

				「このように直線的な国境など、つまり安定しない、生まれたばかりの境界線であるのは明白。大国はそれぞれの主張でこれを相手側に押してやりたいと考え、せめぎ合い……蠢(うごめ)いた結果、戦いが表面に出ます。ここで重要なのは、戦争というのは手段であるという事です。これをもって解決するのであればよいのですが、解決しない事のほうが多い。大事なのは、落としどころです」

				　イシュリーンは真剣な顔で、ルヒティと地図を交互に眺める。扉を叩き現れた使用人が、盆にチーズケーキと紅茶をのせていても、彼女はルヒティの紡ぐ言葉に耳を傾けていた。

				「で、最初へとつながりますが……戦いとは意味があります。いかなる戦闘にも……例えば、敵を誘いだすのが目的の戦闘であるなら、敵がさらに前進してくるのを狙い、わざと負ける。そして、誘い込んだ場所で包囲殲滅する。この包囲殲滅戦の意味は、敵が二度と攻め寄せてこないよう、徹底的に叩く事こそが目的となります。意味によって目的は変わり、一戦闘は姿を変えます」

				「ルヒティ、この前、異民族をやっつけたのは、攻めてこさせないようにする為？」

				「違います」

				　アルシャビンが、二人の為に紅茶とチーズケーキを運び、姫君は白い歯を見せるも、伯爵との時間を優先すべきと理解していて、すぐに頬を引き締めた。

				「前回のあれは、姫君に戦闘の悲惨さ、恐ろしさを知って頂く為です。だからわざと、本陣を前に出しました。敵を皆殺しにしました。姫君はあれで恐怖を感じられた。戦いで負ければどうなるか……見た。違いますか？」

				　コクリと頷いた小さな頭を撫でたルヒティは、「おやつをおあがり」と言い、話を再開させる。

				「その戦闘で何を成すか……一戦闘で勝った負けたと一喜一憂する愚か者には、軍の指揮はできません。戦略があり、策があり、戦術があります。戦闘とは戦術です。とはいえ……戦術を軽視はしませんが、姫様が養うべきは策、戦略眼です。いや、もしかしたら、姫様にあって大事なのは、それらを得意とする者を、味方につけることかもしれませんな」

				　イシュリーンはチーズケーキを頬張りながら、ルヒティの膝の上で口を開く。

				「ルヒティ……もぐもぐ……なら大丈夫……私にはルヒティがいる」

				　紅茶の入ったカップへと、手を伸ばしていた老人はそこで動きを止め、両脚をブラブラとさせながら、ケーキを楽しむ姫君の後頭部を見つめる。

				「姫……儂も、もう年。姫がご成人なさる時、お役に立てればいいですがな」

				「大丈夫……もぐもぐ……ルヒティ、歩けなくなったら私がおぶってあげるね」

				　アルシャビンが笑い、伯爵は皺の増えた顔をクシャクシャにした。

				「ははは……儂は姫様にこき使われるのですな？」

				「長生きしてね」

				　そこで振り返った姫は、口の周りにチーズをつけて微笑んでいた。

				　伯爵は指でそれを拭きながら、頷き、自分のケーキも彼女に差出すと、彼女の喜ぶ声で鼓膜を揺らし、楽し気に笑った。

			  

				　　　　　　　

				

				　姫との生活も三年目。

				　コンスタンタから再び、キアフへと出る事となったルヒティは当初、イシュリーンを自領へと残して、自分だけ王都に出ようと考えていた。それはテュルク族から受けていた報告が、彼にそう考えさせた。

				「王妃は、姫様を再び呼び戻し、魔法の訓練を積ませて軍役を強いるつもりだとか……近い者に、戦場で犬が死んでも、誰も悲しまぬと漏らしております」

				「あの女、目の前におれば、首と胴体を切り離してやるものを」

				　怒ったルヒティだったが、自分は姫を王家にいずれ戻すつもりであったし、それが今ではまずいかと考える。そして、理性ではなく感情で、嫌だと決める自分に気付き、呆れながらも言わずにはいられない。

				「確かにまだ教え足りん。まだまだ姫を返すわけにはいかぬわ」

				　こうアルシャビンに漏らしたが、家老は笑っていた。

				　だが、一人でキアフに行くと姫に伝えたルヒティは、彼女の強い反発を初めて受ける。

				「私も一緒に行く」

				　譲らないイシュリーンに、ルヒティは困る。

				　懐かれ過ぎたかと悪ぶろうとするも、頬はだらしなく弛んでいた。思案したが、王家から返せと言われたら従うしかない自らの立場に、ルヒティは結局、彼女を連れてキアフに入る。

				　どうせなら、一緒の時間を長く取りたいというものがそこにはあった。

				　ルヒティに王からの呼び出しがあったのは、キアフのオデッサ伯爵家別邸に、二人が入った翌日だった。

				　ルヒティはイシュリーンに黙って出かけた。彼は、馬車では目立って姫君にばれるという理由で、歩いて王宮へと向かった。

				「歳は取りたくない。姫様をおぶって歩いていたのが遠い昔のように、今はつらいぞ」

				　ルヒティが嘆くのは、身体の衰えだけでない。彼は薄くなった頭髪をすっかりと剃り上げていて、髪を懐かしむように頭部を撫でながら溜息をついた。

				「お忙しゅうあられますゆえ……杖を使ってはいかがです？」

				　アルシャビンの言に、ルヒティは彼を睨む。

				「あんな年寄りくさい真似ができるか！」

				　家老は、帰りは馬車で迎えにあがると伝え、気を利かせるに止めた。

				　謁見の間に通されたルヒティは、王だけでなく、妃までも姿を現した事に歯軋りをする。

				　彼はテュルク族から、セリアの死の真相を既に聞かされており、周囲の目を強く意識し自分を律せねば、素手で妃を殴り殺さんばかりの怒りを覚えていた。

				　鬼気迫る伯爵に、王が目を見開く。だが、その妻が王を無視して口を開いた。

				「伯、イシュリーンを預かってくれ、礼を申そう。あの娘もそろそろ、国の為に役に立つ準備をせねばならぬゆえ、返してたもう」

				　──イシュリーンは物ではないぞ、毒蛇(ベアドラ)め！

				　ルヒティは湧き立つ感情を懸命に堪え、素早く計算する。

				「どうした？　王家に対し返答なしかえ？」

				　ルヒティは、残酷な事この上ない女の顔を見ないまま口を開いた。

				「恐れながら……国の為に王家の為に、姫様を鍛えておりまする最中でございます。一軍を指揮し敵と戦うにも、学ぶべき事は多岐に渡り……ただ魔法が使えるというだけでは、逆に軍にとってよくありませんでしょう。のう、レニアス卿」

				　セリアと戦友でもあり、自分とも戦友である国軍将軍を巻き込んだルヒティに、レニアスが「よくも黒子(ネバスアダー)め」と呟いたが、誰にも聞かれなかった。

				　王妃が納得し得る最長の期間はどれほどだと、将軍は素早く計算する。

				「……伯の申す通りでございます。陛下、しかしいつまでもというわけにはいきますまい。あと一年、武勇誉れ高い伯に姫をお任せし、それから王宮にお迎えするのが良きご判断かと存じます」

				　レニアスが瞬きすらせず王と王妃を見つめ、一礼した。

				　顎を逸らし、不満げに顔を歪めた妃の横で、王がかろうじて頷く。

				　ルヒティとイシュリーンの時間は、残り一年となった。

			  

				　　　　　　　

				

				　ルヒティにとって驚きであったのは、イシュリーンの頭の良さだ。彼女はこれまでの戦史を学び、自分だったらこうするという意見を堂々とルヒティに伝え、さらにそれは、彼をして「なるほど」と頷けるものであった。

				　だが、ルヒティが彼女に感心した本当のところは、実はそこではない。

				　彼女は、ルヒティとの時間が残り少ない事を察し、彼との時間を一瞬たりとも無駄にすまいとしていた。笑う時も、怒る時も、どんな時もイシュリーンはルヒティを見ていた。

				　緑色の瞳に映る自分の顔に、ルヒティは問いかけるのである。

				　──お前は、この姫様を利用できるのか？

				　答えはやはり、返ってこない。

				　だが、彼は分かっていた。

				　自分はきっと、彼女を利用できると。

				　それは、ぎりぎりのところで彼を支えるものが、オデッサ公爵家の当主であるという強い念だからである。

				　幼い頃からオデッサ公爵家の誇りと、グラミア王家への恨みを叩きこまれたルヒティは、葛藤しながらも姫を利用してみせると決めた。

				　──自分はこの愛しい姫さえ利用できる。何の為に知識を彼女に授けた？　何の為に彼女を懐かせた？　全てはオデッサ公爵家の為である。

				「ルヒティ、恐い顔してどうしたの？」

				　イシュリーンを前にして、つい己と向き合ってしまう彼に、彼女は度々そう問い、首を傾げた。その仕草が、また彼を迷わせるのだ。

				　呪文のように、ルヒティは繰り返す。

				　──イシュリーンは道具。

				　──王家を倒す道具だ。

				　──情に負けるな、愚か者。

				　──お前にはハンニバルがいるだろう。

				　──イシュリーンは孫ではないぞ。

				　ルヒティにとって最後の一年は、イシュリーンとの時間ではなく、弱い己に勝つための時間となってしまった。

				　彼は、期限が一カ月後と迫ってようやく、姫君にそれを伝えた。

				　イシュリーンは、俯いたまま覚悟をしていたかのように頷く。だが、顔をあげてルヒティに願った。

				「私、ルヒティといたい。駄目？」

				　ルヒティは、すぐにでも抱きしめたい気持ちを殺し、震える声を吐きだした。

				「駄目だ。こちらとしては清々しておる。ようやく、お荷物から解放されるのだからな」

				　彼はわざと厳しい口調、嫌な言葉、意地悪な男を演じる。

				　イシュリーンは、泣きながら彼の執務室を去った。

				　この時の気持ち悪さ、己への怒りはこれまで感じた事のない凄まじいもので、それは息子を戦場で失った時以上だった。

				　彼は、こうでもしないとイシュリーンが王宮で自分との日々を望んでしまい、妃に攻撃の口実を与えてしまうと心配したのだ。そして、ウラム公爵がこちらを向くきっかけにもなる。

				　──これでいい。しかし、どうしてこんなに悲しいのだ。

				　ルヒティは苦しげに息を吐きだし、呼吸を止めていたのかと気付いた。そして、イシュリーンに謝りたいと思う自分を笑う。

				　最後の時は近いというのに、出会った時以上に距離は離れてしまったと、ルヒティは感じた。

				　そして、それはこの日以降、明るさを失った姫の様子で確信する。

				　イシュリーンはルヒティをじっと見つめるも、目が合えば逸らす。だが、彼が視線を転じると、また彼を見ている。

				　伯爵は、口から出かかる「許しておくれ」という言葉を何度も飲みこみ、その日を迎えた。

				　王宮からの馬車が、オデッサ伯爵家の庭に入る。

				　ルヒティは、いつも通りのローブ姿で、イシュリーンの好きなスイレンを眺めていた。彼女の為に、わざわざ取り寄せたのだ。

				　王宮から用意されていた王女の衣装ではなく、ルヒティの買い与えた絹服姿で玄関に現れた姫が、家老や使用人、オデッサ伯爵家の兵達に挨拶をする。

				　幼女から少女へと成長しつつあるその姿に、ルヒティは弛む頬を自覚し歯を食いしばった。

				　伯爵は、迎えの馬車の扉を開き、微笑むイシュリーンを見た。

				　彼女は背中に両手を回し、何かを隠しているようだった。

				「姫様、お元気で。ようやく解放され、皆、喜んでおります」

				　表情を消したルヒティに、イシュリーンが頷いた。そして顔をあげないまま、彼女は小さな声を発する。

				「皆から聞いた……ルヒティ、私に嫌われようとしてるって。私が王宮に帰るのが辛くならないように、わざと言ったんだって」

				　ルヒティは、微笑む家臣達を眺め、この裏切り者共めと歯を剥いて威嚇するも、アルシャビンを筆頭に、涙を溜めた彼らは伯爵に表情で伝える。

				『無理をして……カッコつけ』

				　うろたえたルヒティが姫に視線を転じると、彼女は微笑み、背中に隠していた物を彼に差し出した。

				「はい、ルヒティ。これ、あげるね。庭の樫の木の枝、勝手にもらったの許して。これが壊れたら言ってね。また作って持って行くから」


                			

	








			
　それは、樫の木で作られた歩行補助用の杖だった。

				　ルヒティは無言でそれを受け取ると、イシュリーンに手を伸ばす。これまで耐えてきた言葉、行為が感情の爆発で表に出る。

				「姫様、許してくだされ……王宮に帰すしかできぬ儂を許してくだされ」

				　イシュリーンはその手に誘われるように、彼に抱きつき動かなかった。

				　オデッサ伯爵はこの時、いつもと変わらないはずの庭が、輝いたように思えていた。彼の胸に顔をうずめ、その服を涙で濡らすイシュリーンの髪を撫で、そして背中を撫でる。一吹きの風に、彼は瞼を閉じ、溜まった涙を目から溢した。

				　泣きじゃくる姫から少し離れ、その小さな手を握った伯爵は、馬車へと彼女を乗せる。だが、座席に座った彼女は、伯爵の手を離さない。

				　ルヒティもそれを離さない。

				「ルヒティ……ありがと」

				　姫の声を初めて聞いた、あの時の言葉そのままだからこそ、ルヒティは我慢できず彼女を抱き寄せ、姫の名を呼び続ける。

				　彼は知った。

				　──自分がこの世に生を受けたのは、きっとこの姫を助ける為だ。賢く可憐な姫様が、いつか苦境に陥った時、全力でお助けお守りする為に、自分はこの世界にいるのだ。

				「長生きせねばならない」

				　彼は溢れる想いの全てを言葉にはできず、孫を見る目で彼女を見つめた。そして、素直な気持ちと、彼女への誓いを口にする。

				「イシュリーン……イシュリーン姫様……ありがとう。ありがとうございます。どうか、どうかお元気で。このルヒティ、できる限り姫様の事を見守っておりますれば、どうか耐えてくだされ」

				　こくりと頷く小さな頭。

				　ルヒティは、全力で自分を殺し、彼女から離れた。

				　濡れた笑顔のイシュリーンを見つめ、彼は言った。

				「イシュリーン、一人じゃないぞ」

				　近衛連隊長が、一礼しゆっくりと扉を閉じた。そして、涙を流すルヒティに言う。

				「伯……許してください」

				「言うな」

				　ルヒティは鼻をすすり、ぷいっと背中を彼に向けた。

				　馬車の中から、窓にしがみつきルヒティを見るイシュリーン。

				　ルヒティはそれを分かっていたからこそ、見ないようにしたのだ。

				　見てしまえば、全力で彼女を引きとめようとする自分を知っていたから。

				　馬車が走りだし、ルヒティは前を向いた。

				「ルヒティ！　ありがと！」

				　彼は確かにその声を聞き、腕で涙を拭った。

				　そして、決意する。

				「姫を助け、敵を討つ時が来る。必ず来る。その時の為に刃を研ぎ続けねばならぬ。まだまだ隠居はできぬ」

				　唇を結んだ厳しい表情の彼は、小さくなっていく馬車を見据えた。

                                			

	








			
				　グラミア王国歴一一五年。初冬。

				　ルマニア地方北部へと進出した王女の軍は、敵を前に止まっていた。

				　この時の敵とは、神聖スーザ帝国ではなくウラム公爵である。

				　イシュリーンは顎を引き、長剣の先端を地面に触れさせている。その柄に両手を重ね、肩幅程に足を開き立っていた。彼女の眼前には、ルマニア地方北端を流れる、ルビン河の支流の一つが流れている。そして対岸には、王女の軍を迎撃しようと出て来たウラム公爵の軍が待ち構えていたのだ。

				　深くない川の両端から五〇デール（五〇メートル）程ずつ離れた両軍の距離は、およそ三〇〇デール（三〇〇メートル）であることから、浅く幅広い川だと知る事ができる。

				　ここからさらに北へ一万デール（一〇キロメートル）進めば、そこにはルビン河本流があり、本流の北岸は王家直轄領となる。

				　冷たい風も心地よく、イシュリーンは頬を弛める余裕すらあった。

				「ウラム公爵軍三〇〇〇程！　騎兵を後方に配置！」

				　伝令の声に、王女は頷いた。

				　彼女の後ろで褐色の肌の男が、鎖帷子の上に着込んだ外衣の襟を正す。鮮やかな青地の外衣は、晴れた空と同色で、その左胸には、白いスイレンの花が描かれていた。

				「ダリウス！　我が軍は展開を終えたか？」

				　王女の声に一礼した傭兵が、一歩、進み出た。

				「殿下の命を待つばかりでございます」

				　王女は瞼を閉じ、純白のマントを風に撫でられるがままにさせた。マントと同じ色に輝く甲冑は、ところどころに花の模様が入り、冑(かぶと)の横には美しい薔薇が描かれている。それを小脇に抱え、彼女は口を開いた。

				「どこかの拠点に籠って、防衛線を張るつもりかと思っていたが……」

				「ジェフリ・スノーワイト。私は存じませんが、聞けばなかなかの指揮官であるとか」

				　ダリウスの言葉に、王女は忌々しいとばかりに舌打ちを発した。

				「同胞の死すら、野心の為に使うクズの犬だ。恐れるものではない！」

				　彼女は、発言を終えるあたりで、声を荒くしていた。

				　二人は川の向こうに陣取るウラム公爵軍を一睨みし、背を向ける。河原の小石を踏みつけ歩き、整然と並び立つ自軍の中に吸い込まれた。兵士達、士官達が二人に道を譲る。美しい王女に畏敬の念を向けると同時に、勇敢さで知られるダリウスに、信頼の視線を向ける彼等は、いつの間にか隣の者同士で盾をぶつけ合い、呼吸を合わせて叫び出した。

				「イシュリーン！　イシュリーン！　我らが姫！　美神ヴィラの娘！」

				　照れを無表情で隠した王女は、片膝を突く男達を見つける。

				　オデッサ伯爵代理のルヒティを中央に、右にロッシ公爵ゲオルグ、左にルブリン公爵アルウィン。その後方にナルがひれ伏していた。この時の大貴族達の並びは、そのまま布陣を表している。

				「ルヒティ、兵達も戦いたがっている。始めようか」

				　イシュリーンの言葉は穏やかながらも聞く者の腹に沈み、ルヒティは改めて、彼女が若くして歴戦の指揮官であるのだと認めた。そして、そうせざるを得なかった過去を思い、顎髭を揺すって立ち上がる。それにロッシ公爵とルブリン公爵も続いた。

				「それでは、それぞれの軍に戻りまして、殿下の命で、手はず通りに始めまする」

				　頷いた王女を見て、三人は散開した。その場にナルが留まっていたが、彼も一礼をしてルヒティの後を追う。

				　王女の周囲に従者、護衛達が並び、イシュリーンの軍旗を高々と掲げた兵士が胸を張った。それを背中に受けながら、ダリウスが鼻を鳴らして、高まる興奮を沈めようと努めるも、兵達の熱気は次々と伝播(でんぱ)しており、それは彼も例外ではない。

				「イシュリーン！　イシュリーン！」

				　叫びは祈りにも似た歓声に変わり、四〇〇〇を超す兵達の声は、凶器となってウラム公爵軍兵士の心を襲う。ウラム公爵軍兵とはいえ、彼等も所詮はグラミア人で、王女を嫌っている者は少ないのが実情である。そのため、所属する陣営が違うというだけで、彼女の敵となった自分に、溜め息を吐くばかりだ。

				　王女が、右手をあげた。

				　彼女の周辺から、興奮はさらに高まりながら内に込められ、歓声は、中心から外へと広がっていく。だがしばらく後、誰もが武器を確かめ、王女の声を聞こうと息すら止めた。

				「始めよ！」

				　どこからそんな大声を出したかと疑うほどに、イシュリーンの声は響き渡った。右手が振り下ろされた半瞬後、角笛が鳴り響き、地鳴りのような兵達の雄叫びが続く。

				　金属がこすれ合い、軍靴が砂利や土を踏む。

				　士官達の絶叫に、兵士達が応える。

				「弓！　用意！　味方の渡河(とか)を援護する！」

				「歩兵大隊！　前進！　重装歩兵一個中隊は前！」

				「魔導士連隊は、歩兵の後に続け！」

				　各部隊を率いる士官達が声をあげ、それぞれの役目を声に出して部下達を動かす。波打つように四〇〇〇人の軍勢が動きだし、隊列を整然と組み前進した。

				　川は水飛沫で煌めき、音をあげた。

				　膝まで濡らし進む前衛部隊は、さっそく放たれたウラム公爵軍の矢を盾で防ぐ。重い甲冑で身を固めた重装歩兵の役割は、後方の主力を対岸まで守り渡らせる事だ。ただそれのみを目的とする彼等はだが、誰もが後方の味方、そしてイシュリーンの為に、鉄の雨の下を懸命に進む。そして、自分達を援護するべく放たれた矢の多さに、戦意を高めて速度を増していった。

				「イシュリーン！　イシュリーン！」

				　重装歩兵の一人が叫び出した。

				　矢を盾と甲冑で防ぎながら、恐怖に耐える為に声をあげる。それはすぐに左右に並ぶ仲間にうつり、彼等は王女と神の名を交互に謡いながら敵に向かった。

				　その様子を、築かれた台の上から眺める老人が、隣の男に声をかけた。

				「大層な人気だ。ナル、今回は正面からぶつかった。思ったより早かったが、勉強しろ」

				「はい」

				　返事をした男の目は、強烈な光を放った。

				　目の前で起きるどんな些細な事も見逃さないという決意で、黒い瞳を前に向けたナルは、震える手すら無視する。興奮からか、恐怖からか、震えの理由は分からない。

				　彼の視線の先で、ウラム公爵軍から放たれる矢の量が増えた。風を切る矢と、兵士達の叫びが混じり合い、容赦なくナルの鼓膜を刺激する。

				「あ！」

				　彼が表情を歪めて声を発したのは、矢を受け倒れる兵士を見たからであった。

				「勝てと言われれば勝つが、死人を出すなと言われたら、それは無理である。これは戦闘だ」

				　ルヒティは、視線を前方に向けたまま言い放った。そして樫の杖を振るう。伝令がさっと動き、角笛が鳴った。

				　王女軍中央を構成するオデッサ伯爵軍は、敵に矢をぶつけながら重装歩兵の前進を助ける。その背後に、頭上に盾を掲げ、対岸へと進む軽装歩兵が続いていた。

				　彼等が角笛を合図に、さらに速度をあげる。

				　中小貴族達を中心とする混成連隊は、大きな丸太を結び合わせた筏(いかだ)を川に浮かせ並べ、ずらずらと対岸までそれを伸ばして行く。兵士達はそれらが流されないよう、水の中で筏を固定すべく動きを止め、杭を打ち込む。それを追い越した彼等の仲間が、さらに対岸へと筏を連ねていく。

				　その作業を助ける為にも、王女軍前衛は前進を止めない。矢で射倒されようとも、仲間の死体を無視して前進を続ける。陣形の隙間を瞬時に埋めながら、一個小隊ごとにまとまり、正方形の形を維持した部隊が前へと突き進んだ。

				　南から北へと、王女軍は続々と渡河(とか)をする。その光景は、甲冑で身を固めた者達の波が、川を飲み込み、陸地を襲うかの如くだ。

				　王女軍の圧力は相当なものとナルにも見え、その理由の一つに、放たれる矢の量が敵の倍ほどもあることが挙げられる。

				「軍勢の規模ではほぼ互角なのに、矢の量はどうしてこうも違うのでしょうかね？」

				　ナルの質問に、ルヒティが「かっかっか」と笑った。

				「こちらは矢が早々に尽きる事を想定して作戦を立てている。向こうは、そうではないというだけの事だ。ナル、重装歩兵が対岸へと到着したぞ。儂らも進もう」

				　台から飛び降りたナル。

				　馬によじ登り、伝令が忙しく動き回る中を、ルヒティに続く。老人は輿の上でツイカの水筒を傾け、樫の杖をぶんぶんと振りまわした。

				「両翼と連動し、敵を押せ！　突出し過ぎるなよ！」

				　老人の声が自軍に伝播し、兵達は粛々と陣形を整える。水飛沫をあげながら進む馬の背で、ナルは木製の盾を操り、身を守った。

				「おい！　馬も守れよ」

				「はい！」

				　叫ばなくては、近くのルヒティにさえ声が届かない。それほどまでに、彼らの周囲は怒声と絶叫が絶えない。

				　しかし、ナルの目にもウラム公爵軍の動きは遅いと見え、何か魂胆があるのではないかと不安を大きくする。兵力差はほとんどない。にも関わらず、進む王女軍に対し、ウラム公爵軍はあまりにも受け身一方だった。

				「閣下、敵は何か狙いがあるのでしょうね!?」

				「ふむ！　儂であれば敵が渡河を終えたところを一気に襲う！　渡河の難しさは、渡りきった時に安心してしまう事だ！」

				「だったら！　すぐ……」

				　ナルの声が角笛にかき消された。

				　ウラム公爵軍の弓兵達が一斉に矢を放ち、放物線を空に描く。その下で陣形を崩した彼等の後方から、騎兵の一団がわっと湧き出た。矢の援護を受けながら、加速する騎兵達は槍先を揃え、オデッサ伯爵軍つまり、王女軍中央へと疾走する。

				「ほら！　来ました！」

				「重装歩兵に槍を用意させろ！」

				　ルヒティの指示を待つまでもなく、彼の元で数多の戦いに身を置いた兵士達は機敏に動いていた。後方の歩兵達が運んだ対騎兵用に開発された長く太い槍を、重装歩兵達が二人一組となって前方へと突き出す。その後方に隠れた歩兵達は、魔導士達の渡河を助けながら、接近してくる筏の連なりが、岸まで届くその時を待った。

				　川の半ばで、ルヒティとナルを追い越し突進していく騎兵一個中隊。彼らは筏を連ねて造った橋の上を、列を成して対岸へと疾走していく。その先頭のダリウスが、長剣を鞘から抜き放った。

				「味方を助けろ！」

				　ウラム公爵軍騎兵が、渡河を終えた王女軍前衛とぶつかる。宙で交差する矢の下で、人間達が狂気をぶつけ合った。

				　重く大きな音を立て、両軍が弾かれたように崩れていく。血で染まった河原の上を、騎兵の馬蹄が踏み荒らし、王女軍歩兵達を突き崩さんとさらに暴れようとするも、重装歩兵達にその速度と数を減らされた彼等は、たちまち囲まれ乱戦を強いられた。

				「閣下！　右翼、左翼共に渡河を終えた模様！　それぞれ眼前の敵とぶつかっております！」

				「伝令！　魔導士連隊！　渡河を完了！」

				　次々と齎(もたら)される報告に、いちいち返事をするルヒティが味方の騎兵連隊に怒鳴った。

				「さっさと歩兵を助けんか！　馬鹿者！」

				　目を丸くしたナルの前で、騎兵達が突撃していく。味方の歩兵に囲まれていたウラム公爵軍騎兵を、交差した一瞬で血飛沫の下にのけ反らせ、そのまま敵本隊へと加速していく。

				　ダリウスは剣を前方に構え、血に濡れた刀身に目を細め怒鳴った。

				「死にたくなければそこをどけ！」

				　ルマニア公爵軍騎兵一個中隊は、後退しながら矢を放つウラム公爵軍へと肉薄していた。大地を揺るがした彼等は、すでに敵陣に突撃したオデッサ伯爵軍騎兵一個中隊を見て、さらに興奮を高めていく。

				　飛来する矢をすり抜け、剣を払ったペルシア人が、白刃を水平に構えた。

				　脅えを浮かべたウラム公爵軍兵士の表情が見えた瞬間、彼は雄叫びをあげ右手に力を込める。

				　ルマニア公爵軍騎兵が、ウラム公爵軍前衛に衝突した。

				　馬が兵士を跳ね飛ばし、ダリウスの剣が敵兵の首を宙に飛ばす。群がる敵を相手にせず、騎兵の本領である速度を落とさず突進した彼等は、たちまちウラム公爵軍本陣へと到達した。だが、そこにも目もくれず、彼等は後方に配置されていた魔導士の集団へと殺意を向ける。

				「皆殺しだ！」

				　ダリウスの怒声に敵が脅えた。

				　魔法を発動し対抗しようとする者、逃げようとする者で魔導士連隊は混乱し、ダリウスの部隊はそれを瞬く間に斬り刻んだ。

				　魔導士は魔法を瞬時に発動しているかのように見えるがそうではない。意識を魔法発動へと集中させなければならない。それは短いようで長い。その彼等に、魔法を使う隙を与えないダリウスは、声を張り上げ部下達共々、敵兵へと突っ込む。

				　ウラム公爵軍歩兵部隊が、味方の魔導士達を守るべく騎兵に立ち向かうも、そこに王女軍本隊が槍先を揃えぶつかった。

				　たちまち両軍が入り乱れ、剣と槍がぶつかり怒声と悲鳴が重なった。しかし、勝利に飢える王女軍は強く、「イシュリーン」と叫ぶ声は、さらに激しさを増していった。

				　白兵戦の中で、ナルはルヒティの意図を察知した。

				　重装歩兵を盾にして、歩兵を渡河させると見せながら、それを囮に騎兵を呼び寄せた。敵は、渡河を終えてやれやれと息つく王女の軍を襲ったつもりでいただろうから、おびき寄せられた自覚がない。したたかに反撃され困っている敵騎兵に、味方騎兵が筏を連ねた橋を渡って渡河をし、敵にぶつかる。わざわざ筏を連ねたのは、騎兵の良さを殺さない為だ。

				　つまり、速度。

				　止まってしまえば馬に乗るだけの兵士である騎兵は、走り続けねば意味がない。

				　そして、魔導士。

				　敵の本陣を狙わず、後方に隠れていた魔導士達を先に襲わせたのは、貴重な魔導士の数を減らさせる為だ。この一戦だけでなく、次、その次を考えての事である。

				　護衛の兵達が剣を振るいさらに前進する。その中で、輿に乗ったままツイカを飲み続ける老人は、どこまでも不謹慎であるようにナルには見えたが、その額に汗が滲んでいるのを見逃さなかった。

				　渡河を終え、味方の死体を乗り越えて進むオデッサ伯爵軍。その後方に王女の率いる一個大隊が続く。白馬に跨り、銀髪を鮮やかに煌めかせた王女の右手が動くと、角笛の咆哮が戦場を駆け巡った。

				　中小貴族達の軍を寄せ集めて作った混成連隊が、筏から離れ渡河を始める。彼等は味方が討ち漏らした敵兵を殺すべく、剣を抜き、弓矢を構えた。

				「ふむ。ルヒティにしては珍しく正攻法だな」

				　王女が笑った前方で、正攻法をあえて選んだ老人がナルを見た。

				「ナル、お前が敵ならどう戦った？」

				　突進してきた敵兵が、プレドヤクに斬り殺されるのを至近距離で見た青年が喉を鳴らす。血に濡れた護衛の剣が不気味に光り、肩から胸にかけて赤く染めた敵兵に、嘔吐感を覚えたナルだったが、それを飲み込んで言葉を絞り出した。

				「俺なら、ここで戦いません。もっと川が深く流れの速い場所を選びます」

				「ふむ、では、敵はどうしてそれをしなかったと思う？」

				「……ウラム公爵にさすがだと言わせたかったからだと思います。それに、我々の進行経路をあえて敵に晒した事で、彼等は、こちらを指して間抜け共めと思ったのではないでしょうか。完全に王家直轄領に侵入されるより前に、このルマニア地方北端で我々を倒せば、それは最高の戦果でしょう？」

				　ルヒティがツイカの水筒をナルに投げた。それを両手で受け取ったナルは、老人の声を聞きながら酒を喉に流す。

				「まあ、よかろう。お前がもし敵の指揮官であれば、この先、どう戦う？」

				　ナルは水筒から口を離す。

				「……ベオルードに王共々、移動します」

				　ルヒティが眉を寄せた。それは、弟子を侮っていたという己への侮蔑からである。彼は謝罪を込めた穏やかな声でナルに尋ねた。

				「ほう……国軍を戦いに巻き込むつもりだな？」

				「はい。ウラム公爵はこう言えばいいのです。王家の方々の安全を確保する為に、一時キアフを離れる。国軍が駐屯するベオルードに移り、王自ら親征し敵を討つ」

				　ルヒティが顎鬚を揺らした。

				「戦場で殿下と陛下を会わせるか……なかなか困るな。それにお前の策だと、我らがキアフに入り、そこで国王の軍を迎える事になる。これは一見、有利に見えるがそうではない。ルマニアとの兵站が絶えるからな……では、これをさせない為にどうすれば良いと思うか？」

				「はい。キアフにバザールが止(とど)まる状況を作ります。彼を操れなくとも、周囲を操り、その状況を作ります。同時に、ウラム公爵につく貴族達がバザールから離れるように仕向けます。これは彼等の領地で事を起こせば……領地が大事な貴族が無視できない事情を利用すれば、困難ではありません。ウラム公爵は単独で我々に対抗せざるを得ず、国軍も頼れない状況下では……キアフに籠城でしょう。これは不利にも見えますが、王、ウラム公が共にいるという図は大事です。そして民に人気がある王女殿下だからこそ、この方法を取るほうがよろしいかと考えます。既にご許可を頂いた件、進んでおります」

				　一礼したナルは、敵兵が降伏を叫ぶのを聞いた。

				　ウラム公爵軍は、見れば随分と後退しており、ナルにはそれは逃げているようにしか見えない。彼が顔をあげて、返り血で頬を赤くしたプレドヤクを眺めた。

				　腕で血を拭いながら、新婚の士官がナルに言う。

				「初戦は勝利。が、これは当たり前の勝利だ。予想以上に敵が脆い」

				　護衛の兵達を束ねるプレドヤクの言葉に、輿の上からルヒティが笑った。

				「イシュリーン殿下を敵に回すと、兵達がまず戦いたがらん。ナルよ、人の心こそ、勝敗を分けるものと知れよ」

				　ナルは頷いた後、白馬に乗って戦場を進む王女に見惚れる。

				　瑠璃色に塗られた空の下で、彼女は白く輝いていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　しんしんと雪が降り始めた丘陵地帯を、荒々しい装いの人間達が進む。甲冑は悉く濡れ光り、彼等の吐き出す息は白い。

				　グラミア王国ルマニア地方ブレストを発した王女の軍は、正式に反乱軍と呼ばれた。王国中枢を掌握するウラム公からすれば、自分に刃向かう愚か者共は反乱者となるのだ。

				　その反乱軍を迎撃させようと、国軍が駐屯するベオルードに、バザールは使者を何度も遣わすも、レニアス将軍は一向に動く気配を見せない。

				『帝国が、いつ反転してくるか分からぬ現在、この要衝を奪われぬよう、国軍は動かぬほうが得策でございます』

				　このような内容の手紙を使者から受け取った国務卿は、それをその場で破り捨て、主君である王に怒鳴った。

				　このような事もあり、不思議な事に国内では、この反乱に対して擁護的な目で見る者が圧倒的であった。本来、正義であるはずの王家は、自らのだらしなさでその存在を貶めていたのだと知る。

				　そして反乱軍は、王家直轄領との境、ルビン河本流を前に前進を止めた。後方に連なる後続を待ち、船で対岸へと渡る。

				　ウラム公爵軍はここで反乱軍を再度、迎え撃つつもりであったが、それはできなかった。

				　頼りにしていたジェフリ・スノーワイトが初戦で惨敗し、しかも兵力の二割を失う惨状とあって、中小貴族達の兵に頼らざるを得ない状況まで兵力が落ちていたからである。

				「ジェフリ！　トラスベリアに帰るか!?」

				　こう怒鳴ったウラム公爵だったが、誰よりも功を焦った自覚のあるジェフリは深く頭(こうべ)を垂れ、王女軍への復讐を誓い反論しなかった。彼は公爵の怒りを無言でやり過ごし、不覚は二度と取らぬと、再戦の為に敗残兵を再編し始める。

				　しかしこれも、思い通りに進まなかった。

				　ウラム公爵に味方する貴族達の軍をまとめ、さあ、いよいよと腕まくりしたジェフリだったが、ウラム公爵派の中小貴族達が、次のように訴えたのだ。

				「りょ……領地で領民達が武器を持ち暴れておりますれば、早々にこれを収め、改めて馳せ参じる次第でございます」

				　編成を終えていた軍は、再編成という運びとなり、混乱に混乱を重ねた。

				　一方で反乱軍とて順調ではなかった。

				　その行軍が、一度止まる。

				　それは、ルビン河本流を前に、どう取り繕っても王に剣を向ける事を躊躇う王女が、船首でしばらく考え込んでいたからだ。王家直轄領に軍を率いて入る事は、予想していたとはいえ、彼女に迷いを生じさせた。

				　だがしばらく後、彼女は顔を正面に向け、剣先を眼前に突き出した。王女を見守っていた三人の大貴族はそこで、振り返ったイシュリーンの顔に揺るがない決意を見る。

				「意を決した！　ルビン河を渡れ！」

				　王女は叫んでいた。

				　イシュリーン率いる反乱軍四〇〇〇はルビン河本流を渡り、王家直轄領に侵攻した。侵攻という言葉が正しいかは別として、彼女は軍を率い、王家の領地に入ったのだ。

				　ウラム公爵軍は再編成を急いでいる最中で、ジェフリは後手に回ったと焦った。それでも彼は取り急ぎ、キアフの南に位置するオルタヴァに連隊を向けると決めた。独自の判断で動かせる最大の規模である一個大隊三〇〇と、二個中隊二〇〇に出動を命じて、この都市を救援到着まで防衛しろと命じた。

				　都市を攻撃する敵に、自ら軍を率いてぶつかり、城壁の内と外から挟み倒す。いや、倒せなくとも敵が後退すればいいとジェフリは考えた。それは、北の大国トラスベリアの選帝公ヴィルヘルムが、軍勢を率いて南下するまで持ちこたえれば良いと企んだからだ。

				　しかし、またイシュリーンに風が吹く。

				　ウラム公爵を通して、グラミア王家からの救援要請を受けていたグレイグ公爵ヴィルヘルムの使者は、次のようにバザールに告げる。

				「トラスベリアは北国。雪が深くなると軍を動かせぬ。雪解けまで待たれよ」

				　グラミア王国内乱は、王女派有利で進んでいる。

			  

				　　　　　　　

				

				　王家直轄領に入った初日の夜。

				　反乱軍野営地の一部を占めるオデッサ伯爵軍陣地に、ナルはいた。彼は孫に爵位を譲ったルヒティの幕舎に入り、手招く彼の右斜め前に置かれた椅子に座る。斜に並んだ彼らの前には円卓があり、アブリルと彼女の部下達が調べた情報と、地図が広げられていた。

				　ルヒティは策を打つ時、必ずナルを呼ぶ。

				　それは彼に隠す事なく教えたい、育てたいと思うものと、彼ならば役立つ意見を言うであろうという期待が半々であった。

				　ナルはこの時、ルマニア産ツイカの壺を抱えていたから、ルヒティは二つの理由におまけがついたと手を叩いて喜ぶ。

				「お前は気が利く奴だ」

				　杯に注がれるツイカを眺め、細い目を機嫌良く歪曲させた老人の声が、ナルを笑顔にさせる。

				「よく言われます」

				「馬鹿め、世辞じゃ」

				　ツイカで喉を潤す師の台詞に、弟子は聞こえない振りをして資料を眺めた。

				「いろいろとあるが、ナル……まずは大事なところを統一しておく。思えば、ちゃんと話をしておらんでな。お前はこの戦いの目的を何としている？　まさか、ウラム公爵を倒すなどと単純な事を言うなよ？」

				「……よく分かりませんが、俺が思いますに姫様が安心できるようにです」

				「お前、馬鹿なのか賢いのか分からんな……正解のようで違い、違うようでそうでもない」

				　ルヒティは髭を揺らして楽しそうだ。

				　彼は卓上に何も描かれていない紙を広げ、鷹の羽で作った愛用のペンを、インク壺に突っ込む。そしてペン先を紙面に這わせた。サラサラと動いたそれは、イシュリーンの笑顔を見事に描いていた。

				「か……閣下……」

				　ナルはその出来栄えに驚き、ルヒティが首を傾げる。

				「何だ？　雪狐(ネピル)に化かされたような顔をして……」

				　ナルは、師が絵の道に進んでいればとんでもない画家になっていたのではないかと思い、ただただ絵と老人の顔を交互に眺める。その彼の耳に、道を間違えた可能性のある老人の声が届く。

				「姫様が安心できるようにする……毎日、こんな笑顔だったら良いな」

				　絵のイシュリーンに見入るナルは、無言で頷いた。

				「では、どうすればそうなるか……姫様がこうなれない理由はいくつかあるが、その全てがこの内乱が終わった時、綺麗さっぱり無くなっていればいいが……ま、それは無理だ。だが、この内乱を利用して、片付ける事が可能なものはある」

				　ナルは、視線をルヒティに定めて背筋を伸ばす。

				　そして老人の考えのうち、理解できた箇所を口にする。

				「なるほど……状況を利用する……ですね？」

				「そうだ」

				　ルヒティが、頷き続ける。

				「できる事に集中する。では何ができるかを考える。次に、この戦いは実のところ、イシュリーン殿下の戦いでありながら、それだけではないのだ」

				　ナルは老人の描く地図を見る。彼の師はイシュリーンの笑顔を円で囲むと、周囲にいくつも円を描く。

				　ナルにはそれが、グラミアと周辺諸国に思えた。そしてイシュリーンをグラミアに見立てたルヒティの狙いを理解する。

				「閣下……姫様は王になられる。つまりこれが大事という事ですね？　そして周辺の円の中でもここ……」

				　彼はグラミアの左隣、実際の地図では西にあたるそこを指した。

				「帝国の侵略と戦う姫様……これは今と変わらないように見えますが違う。いや、この状況を……今の状況を利用して作るんですね？」

				　ルヒティは頷く。

				「姫様が笑顔になれない理由は多い。その大きな一つに帝国がある。憎らしいが、これは内戦で排除できない。であるなら、この内戦を終えた時、グラミアが姫様と共に一枚岩となり帝国と戦う姿にする……これを考えた時に、ただウラム公爵に勝つだけでは足りない。ただ彼を排除したいなら、暗殺すればよい。しかしそれではグラミアは変わらぬ。ウラム公爵を闇で葬ると、王妃は残っているし、あの王のままだ。諸侯もまた変わらずだろう」

				　ルヒティは資料を手に取り、パラパラとナルの前に広げた。

				「これだけ王家の者達がいて、彼らはイシュリーン殿下中心に国がまとまるのに障害である。では、どうして姫様でなければならないか……ま、味方しているからという理由もあるが、グラミアとグラミアに住む人々、諸侯との関係を考えた時、姫様が最もまとまりやすいという計算もそこにはある……」

				　彼はそのまま自分の考えを、言葉にしてナルに伝え続ける。

				　ルヒティが考えるに、この内戦の入り口はずっと昔、ウラム公爵を恐れた諸侯にある。それは強く恐ろしい敵と対抗するに、手を結びあった中心に現在の王家であるグラム家という図が、今も変わらずそうある事は、グラミア王国成立以前の混迷が終わっていないと彼は見ている。

				　現実にルヒティも、オデッサ伯爵家は公爵家であると思っているし、従うしかなかった過去の情勢を歴史書で読み知って、自分が当時の当主ならばと歯軋りさえした事実がある。そして、グラミア王国には彼のような、過去をひきずる諸侯が未だに多く、だからウラム公爵はキアフの財と権力を手に入れても、グラミアを掌握できていない。こう考えるルヒティは、今回の内戦はこれまで水面下で蠢いていた事柄が表面に現れ、だから海(グラミア)は大時化に似た状況であると見ていた。きっかけはウラム公爵の鸚鵡であるグラミア王ディスムンド二世が、自分の娘を戦場に残して軍を退けた事であるも、その前に、こうなる理由が雪のように積み重なっていたからだと知っている。もしかしたら、これらの理由が、あのクローシュ渓谷の撤退を引き起こしたとも見る事ができるだろう。

				「思えば……セリアどのを初めて見た時、このような日が来るとは思わなかったな」

				　ルヒティはそこで口を閉じ、ツイカの杯を傾ける。

				「その人は……？」

				「殿下のお母上だ。美しく強く賢い女性だった。ゴーダ騎士団領国へ魔法を学ぶ為に留学していたが、帝国の東方侵攻が本格化したとあって帰国した。彼女は国軍に入り……帝国やヴェルナ王国などと戦った……魔導士だったからな。昔も今も魔導士は戦に欠かせぬのは変わらない」

				　ルヒティが脳裏に、セリアの姿を描いて微笑むような表情で語ったので、ナルは興味を覚える。それは単純にイシュリーンの母親であるという事と、ルヒティが懐かしんでいると感じたからだ。

				「ご存知なんですね？」

				「戦友だな……いくつもの戦場で一緒だった。あの頃はまだ王家を中心に諸侯は今よりもまとまっていた……いや話が逸れた。セリアどのはな……国軍の高級士官までに駆け上っていった……戦闘とあれば連隊を率いて戦場を駆け回っていた。白い甲冑に銀髪が良く似合っていて……戦の流れを読むにも長けていたし、目立ったな……だからかもしれんが、彼女にちょっかいを出し始めた馬鹿貴族がいてな。それからセリアどのを守るべくロッシ公が近衛連隊に推薦したんじゃ。結果的に裏目に出てしまったがな」

				　近衛連隊は王直下の連隊である為、王の身辺に侍る事が多くなる。だから自然と諸侯から距離を取ることができる。しかしこれで、彼女は王の目に止まった。

				「王は美しいものが好きだ。だが妃は美しくとも、王の好きにはできない……舅が恐ろしいからな。そして王冠が似合わない男は、セリアどのを側室に迎えた。ま、断る事などできん事は、お前の頭でも理解できるだろ？」

				　ナルはそのような過去があったのだと知り、だからイシュリーンは王家の中で異質なのだと気づいた。つまり王は、自分では何もできないくせに、側室を勝手に作った。それが原因で妃は怒り、今もその憤怒が娘に向けられている。イシュリーンの存在は、ウラム公爵が進める王位簒奪、王国掌握に邪魔でもある為、彼女は今の状況に至っているのだ。ウラム公爵バザールの慎重さが、イシュリーンを生かしているとも見る事はできるかもしれない。ウラム公爵家の血が入った王太子が、玉座に座る日は遠からず来る。イシュリーンを害して、諸侯の反発を招くのも馬鹿らしいとでも考えていたのかもしれないが、それにしても彼はどうして今になって、クローシュ渓谷に彼女を置き捨てるようにと王に命じさせたのだろうかと、弟子にあたる男が思考を巡らす隣で、師が口を開いた。

				「セリアどのが宮中で不可解な死を遂げて……イシュリーン殿下を守る大人はいなくなった。ウラム公爵がというより、その娘で、妃である毒蛇のベアドラは……殿下を憎しみの対象に替える事で、セリアどのに突きつけられた女としての敗北感を誤魔化そうとでもしたのだろう。この時はさすがの王も人であったわ……儂に殿下を預けなすった。あの男が人生の中で正しい事をしたのは、後にも先にもこれだけであろうな」

				「そうしなければならない程に、危険だったのですか？」

				「論理など、権力者の感情を前にしては無力だと、ベアドラは主張していたのかもしれん程に異常だった。いや、今もそう変わらぬが……男も女も……人は嫉妬に狂った時が最も見苦しく危険になる。初めて殿下を見た時、傷だらけだった。が、可愛かったぞ」

				　虐待という単語を脳裏に浮かべたナルは、師の言葉で目を見開いた。

				「虐待という言葉も生ぬるいな……自分の母親が……目の前で……いや、すまない。やめよう。これを口にすると、儂は怒りで腸(はらわた)が煮えくりかえるでな」

				　ルヒティはそこでツイカを飲みほし、ナルに次を注がれながら熱い息を吐き出す。長く重い溜息の理由は酒のせいだけではない。

				「閣下、では今の情勢は王妃の感情によってのところもあると？」

				「情勢は、権力者達の理性と感情の揺り籠みたいなものだ。権力なき者は振り回されている。これは規模こそ違えど、根は変わらん。世を動かすのはいつも、どんな世界も一部の者達で……彼らの頭の中にこそ原因があるのだ」

				　ナルは自分の杯を見つめる。

				「ナル、金も権力も手段であり力だ。儂は気付くまでに時間がかかり過ぎた。愚かだな……お前は儂が死んだ後も殿下を守らねばならんから言っておく。頭の中の欲求が、結果として皆に支持されればそれは正義で、逆ならば悪となるのがこの世界だ」

				　ルヒティの顔に刻まれていた皺が深くなる。

				　ナルは目を限界まで開き、背筋を伸ばして師に正対していた。

				「内戦の勝利も過程である。これを利用し成す状況も過程である。長い道の途中……はるか未来を見据えながら、目の前の状況を操る。修正してやる。角度を変えてやる……時には殴りつけて向きを変える必要もある。どうだ？」

				　ルヒティは、ナルを前に饒舌である自分に驚きながら、それでも嬉しく思いながら尋ねた。あえてぼかしたのは、弟子ならば分かるだろうという信頼というより、期待である。

				　彼は自分の先が短い事を知っている。だから、急いでいた。

				　一方のナルは、苦しむ表情である。

				　ルヒティの真似事を始めたばかりの彼に、多くを期待するのは間違いであるが、それでも師の期待に応えようと考える様に、ルヒティは満足した。

				　考え込む弟子を見守る師は、応援するわけでもなく、諦めるでもなく、ただただツイカのおかわりを催促するかのような、ふざけた目である。

				　ナルは腕を組み、卓上の書類を眺め、師の質問の意図と正解は何かと思議する。

				　静かな幕舎の中で、蝋燭に照らされた二人の影が揺れた。

				　ルヒティが室内に何者かが入ったと知り、蝋燭を揺らして知らせた事からアブリルであると分かった。

				　何か報告があるのかと、伯爵代理となった老人は髭をしごき、だが弟子の答えを聞いてからだと反応しない。

				　ナルが口を開いた。

				「申し訳ありません。はるか未来は分かりません……と言うより、自分がどうしたいのか分かりません。ですが今、俺が殿下をお助けしたいという気持ちに嘘はないと断言できます。ではどうするか……この内乱をどう利用するか……素早く国内を殿下中心にまとめるために利用するに集中します。一致団結したグラミアとなって初めて、侵略者達と戦うことができます。冬……兵站(へいたん)に苦労し、帝国の万を超す大軍が東進するのも難しくなる冬の間に成す必要があり、それには……この内乱終結の時、王家の方々でご健在なのはイシュリーン殿下お一人であるのが望ましいと思います……閣下、アブリルさんをこれからもお貸しください。彼女の力が俺には要ります」

				　ルヒティは、ナルの杯にツイカを手ずから注いだ。

				「飲め」

				　師に勧められ、弟子は一礼し受ける。それは、合格とまでいかないにしても、とりあえずは許すという意味のものであったが、今のナルには十分であるとも取れる。

				　ルヒティは、弟子にツイカを飲ませると帰れと命じ、隠れていたアブリルが現れるのを待った。

				　彼女は、彼の背後に立っていた。

				「ここに……」

				「ナルはどうだ？　怪しい素振りはないだろうな？」

				　ニカーヴで顔を隠した女は、緑玉の瞳だけを闇の中で輝かせると、ルヒティの前に回り出て、膝を突く。

				「調べました。どこぞの間諜ではないようです……連絡を取っている様子も……何かを隠したり仕込んだりもしておりません」

				　ルヒティは首を縦に振ると、続けろと顎をしゃくった。

				「働きぶりは……真面目です。昼間は行軍中でも荷馬車の上に乗り書類仕事をしておられますし、軍史書にも目を通しておられます。夜は一人で情報を前に思考を巡らしておいでのご様子……ただ、聞いた事のない摩訶不思議な言語で、ぶつぶつと何事か呟いておりますのが怪しいと言えば怪しいかと」

				　ルヒティは、手の動きだけでアブリルを下がらせる。

				　彼は、ナルを近くに迎えてからアブリルに調べさせ、監視させていた。そしてようやく、問題ないと確証を彼女が得るに至り、それを知らされた彼も安堵できる。

				「人は嘘をつく生き物だ。許せよ」

				　師は、辞した弟子に詫びる言葉を漏らしていた。

				　そして、それを聞いてしまったテュルク族の女は、残念な報告をしなくて済んだと思い、またルヒティの想いを裏切っていなかったナルに好感情を抱いた。だから彼女は、彼に頼まれていた仕事の首尾を、確認するべく部下達を集める。

				　反乱軍野営地の中で、グラミア人ではない者達が闇夜の下で固まる。だがそれは悪さをしようというものではない。

				　ナルから、次の障害となるであろうオルタヴァへの仕込みを頼まれていたアブリルは、部下達から滞りなく進んだという言(げん)を聞き頷いた。それはニカーヴが揺れた程度の変化であったが、彼女達には十分だった。

				「皆、ルヒティ様の大恩に応えるに、ナル殿からの仕事にも励んで欲しい」

				　アブリルの声に返事はないが、無言は肯定、承知であると受け取る彼女達はそれで不都合はない。

				　ナルがアブリルに頼んだ仕事。

				　それは、このまま反乱軍が北上すれば、ぶつかる都市オルタヴァの守備兵を操るというものであった。オルタヴァは王国中央部の南寄りに位置していて、王都へと反乱軍が攻め寄せるに、兵站を整える意味でも重要な都市となる。そしてそれは、相手にとっても同じで、この都市を奪われまいと動くに決まっていた。

				　だからナルは、事前にこの都市の戦力を調べ、手を打っているし、ウラム公爵軍が動けないようにと、ウラム公爵とその旗下の諸侯を支える領地において扇動を激しくしている。

				　これは、ルヒティから命じられたからだ。

				「お前一人で考えてみろ。失敗した時は任せろ」

				　師は弟子にこう言い聞かせていた。

				　ナルは知恵を絞り、その実行はテュルク族の役目となる。

				　部下達が去った後、アブリルはいささか乱暴にも見えるルヒティ流の指導に、逃げず誤魔化しもせずに応える弟子が、ぶつぶつと不思議な言葉を呟き悩む光景を思い出している。

				　彼女はニカーヴの奥で、自然と微笑みを浮かべていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　オルタヴァ。

				　人口は二万人近く、ベオルード、キアフから南へと向かう人や荷の中継地として栄えている。王国でも上から数えたほうが早い規模の都市で、どちらの陣営も重要視していた。ウラム公爵の幕僚、ジェフリ・スノーワイトが遣わしたウラム公爵軍五〇〇の連隊が合流した守備隊は、総勢で一〇〇〇を少し下回る。しかしながら、国軍一個連隊との混成であり、お互いに仲は良くない事を、テュルク族の調べからナルは知っていた。

				　だから、小細工もできると彼は喜ぶ。

				　反乱軍は、城壁の内側に籠るウラム公爵軍と国軍の混成連隊相手に、攻城戦となるはずだった。宿場町を一つ陥として進んで来た反乱軍であったが、それは拠点とは呼べない規模である。砦の類はあったが、それらをあえて無視しても進む理由は、ウラム公爵が防衛拠点をいくつかの要衝だけに絞り、兵もそこだけに集中して配置しているからだった。

				　空となった砦は、後の利用を考えて破壊していない。

				　イシュリーンは決起後初となる攻城戦を前にして、時間はかけられないという思いと、緊張を確かに感じていた。これまでの多くは防衛戦で、敵の拠点を攻撃した経験はないのだ。周囲に頼れる者達がいるとあっても不安を覚えた彼女は、友人が何をしているかを知らない。

				　ルヒティからの使者として彼女の前に現れたナルは、相変わらずの笑みで王女の硬さを解すと、こう告げる。

				「閣下からの伝言です。全軍の夜営地をオルタヴァ南二〇〇〇デール（二キロメートル）の地点に設け、明日の朝、合図と共に騎兵を出動させてください」

				　ルヒティからの伝言として王女に伝えた彼だが、これはナルの案であった。

				　イシュリーンは眉を寄せて意図を図るが、合図とは何かとナルに尋ねる。

				「王女殿下と戦いたくない兵が、それを致します」

				　友人の返答はそれだけで、イシュリーンはつまり国軍を抱き込んでいるのかと考える。

				　それは少し違うが、結果として同じだと、ナルは一礼し応えた。

				　短い行軍に加え野営とあっては、士気も下がると不満も出たが、王女が攻城戦の準備をするようにと命じたので、諸侯達はとりあえずそれを理由として納得した。しかし命じられたのは城壁を爆破する為の爆薬を用意するだけであり、攻城櫓を組み立てもしないのは異様であった。味方の援護で工作兵が進み、城壁を爆破するのは常套手段であるが、しかしこれだけでは足りないように思える。

				　諸侯は不思議がったが、王女への不信というものは無かった。というのも、彼女がこれまでこなした戦闘の数を見れば経験豊かな将だとわかるからだ。だがルヒティを除いた誰もが、イシュリーンが敵拠点を攻めた経験が無いということを失念していた。

				　一方でナルは、これまでのイシュリーンの戦歴を詳しく知らないからこそ、拠点攻撃に時間をかけられないという反乱軍の事情のみを思考の起点にしていて、国軍とウラム公爵軍が同時に籠っているという状況を利用するのが手っ取り早いと決めていた。

				　その彼は今、野営地に散らばる幕舎の一つで、ニカーヴで顔を隠した女性と向かいあっている。

				　テュルク族の女、アブリルだ。

				「手はず通り、ウラム公爵派諸侯の領地で、領民を扇動し暴動が発生しました」

				　ナルは頷き視線を逸らす。彼女の瞳は、イシュリーンと似た色なので、まるで王女に見つめられているかの如く、鼓動が早まるのだ。それはきっと、顔を隠しながらも目だけが覗いている彼女の容貌が、その輝きを強調しているせいでもあった。

				「ウラム公爵の力は現在、国軍と中小貴族を支配している事に頼るのが大きい。それも力によっての支配であるし、利で誘った相手だ。剥がす事はできる」

				　アブリルの齎した情報から分析したナルは、ルヒティが黒子を歪めて笑うほどに正確な分析をしてみせた。

				「王家の強さは国軍あっての事。それが今、イシュリーンに味方しているなら、後は貴族達を引きはがせば良い。ウラム公は確かに単独でも巨大だが、イシュリーンがいる事で、対ウラム公に諸侯がまとまり中身が伴った。対抗から凌駕という状況に変化しつつある」

				　こうしてナルは、ウラム公の支配下にある諸侯の領地で反乱を起こさせた。民を利用するに大器なしと、ルヒティはナルに言った。だから彼は、王女の知らないところで、臣下の自分が勝手に手を下すべきと解釈している。この考えは、ルヒティによって導かれていた。

				『王女殿下が民を利用するのは後の統治に関わってくる。踊らされたと彼らが知った時に反感を持つ。だから焦土化作戦の許可を、王女殿下に取ったお前は愚かだ。民を動かす小狡さを、王女殿下に押しつけたのは卑怯だ。殿下の了承を得る策ならば、それは堂々たるものであるべきだ。だが、その責任を自分で負うのではあれば、民を扇動するのは有効な手だ』

				　ナルがこれにようやく気付いたのは、ルヒティの近くで彼の手際を見ていた時であった。ルマニア地方を次々と飲み込みながら、ルヒティは民を操り、貴族を弄んだ。だが、それをいちいち王女に報告していない。ただ彼は王女から、ルマニア公爵を成敗せよと言われただけで、その方法の結果、発生する責任は、全て自分にあるとナルに示してみせたのだ。

				「王女殿下に許可を仰げば、責任は王女殿下に発生する。貴族の家々を潰し、民を扇動し貴族達をおびき寄せる道具に使ったのは、全て儂のした事だ」

				　ナルはこの解釈を転用した。

				　だが、実行する前にルヒティには相談をしている。

				「ナル。殿下は陽光の下で、輝く道を歩くべきお人だ。陽の当たらぬ暗闇での仕事こそ、我らの働き場だぞ」

				　そう言ってナルの策を了承した老人は現在、する事全てにいちいち王女の許可を求める。彼はその様子を貴族達に見せているのだと、ナルは理解していた。

				　黙り込んだナルに、アブリルの澄んだ声が届く。それは目の下に隈を浮かび上がらせた青年を、労るような響きを含んでいた。

				「ナル殿。王都に潜る部下によりますと、ウラム公と王の間がこれまで以上に上手くいっておらぬ様子。王はここにきて、王女殿下の味方をするような発言を、近い者達にしておるようです」

				「調子のいい奴」

				　ナルはそう断じた。

				「王妃の言いなりになって不利となったら、今度は娘に靡くか。卑怯で不潔で保身にしか知恵を使わない奴らとそう変わらないな」

				　ナルは憤りながらも、利用するべく思考を巡らす。

				　この内戦が終わった時、王家の人間はイシュリーン一人が良いと彼は決めている。ここで心配なのは、現在の王家にあたるグラム家の親戚連中だが、ナルはこの辺りの事情を知り、彼らの台頭はないと安心していた。グラミア王家は、初代国王の定めた法によって、分家は権力を持てない。彼らは王家の農場を管理したり、高級士官として近衛連隊で務めたり、官僚として国政を支えたりはすれども、領地は小さく、力は持てない仕組みになっている。それでも血を絶やさぬようにと、分家はその分家を作れないという決まりの中で、存続を許されているに過ぎない。

				　となれば、現在のグラム家を構成する人間達が消えて、イシュリーン一人になれば良いと行き着く。

				　国王、妃、王太子、その弟、妹。

				　彼らがいなくなれば、イシュリーンは王になるしかない。

				　そう、彼は王女がそうなるしかない状況を作りたいと考えていた。それも、この戦いが終わった時、彼女が家族殺しと非難されることなく、そうなるのが良いのだ。

				　彼らが疑心暗鬼になる状況が必要だと、ナルは決めた。

				　現在の王族達は、不仲であろうと対イシュリーンという体制は変わらない。これは彼等の共通利益であるからだ。

				　人が白いと言っているものを、黒と言わせるには、大きな衝撃がいる。

				　ナルはルヒティの教えをこうも解釈していて、今回の対王家を考えた時、大きな衝撃は何かと考えた。

				　今だから効果ある手は何かと、思考する。

				　それが、イシュリーンの人気に影響ないもの、後々に利用できるものが良いと悩む。

				　真剣な表情で悩む彼は、いつもの口角があがったような顔ではなく、目は細まり、口は堅く横一文字に結ばれ、痛みに耐えるかの如くであった。

				　アブリルはその前に畏まり、ただ待つ。だが、決して彼から目を逸らさない。ルヒティの弟子が、完成形に近づこうと努力する様を眺め、この様子も老人に伝えるべきだと理解しているからだ。

				　風に叩かれた幕舎が、バタバタと音を立てた。

				　ナルが頷く。

				　アブリルは、彼の声を聞く。

				「アブリルさん、まずはオルタヴァだ。対立を助長させた結果、彼らは仲がさらに悪くなっている。ここで……国軍の兵を……ウラム公爵軍兵の仕業に見せかけ撲殺しろ」

				「殺すのですね？」

				「殺せ」

				　言った男は瞼を閉じる。日本でのありふれた日常を懐かしみ、それを消すように頭(かぶり)を振った彼は、日本に帰りたいという気持ちを捨てるのではなく、奥底にまで沈めると決めて、しばらく黙った。

				　イシュリーンの近くで居場所を得るには、彼女を支えるには、自分は人を殺す事から逃げられないのだと、強く自らに刻む。

				　彼は呻いていた。

				「大丈夫ですか？」

				　アブリルの気遣いに、ナルはニカーヴで顔を隠した彼女もまた人なのだと思い至る。

				「大丈夫……そして必ず起きる騒動を大きくしてほしい。国軍兵士が城門を開くように扇動もしてくれ。ただ誰かに叫ばせればいい。味方が来たと」

				「はい、それはもう間違いなく」

				「それと、王都には人を入れてあるよね？」

				「調査をお命じになられる前から……私達はオデッサ伯爵家にお仕えしている者です。ルヒティ様にとって、王宮内の動きは大事でしたから……宮中で働く者、潜んでいる者、市街にて動いている者、様々です」

				　ナルは王族達を対立させる為に、今だから打てる一手だと信じる策を再考し、やはりこれしかないのだと決意する。

				　アブリルからの報告によれば、王太子アッピアーは、祖父と仲が悪い。その原因は、祖父が弟を可愛がり、この男児をもって時期国王にと目論んでいるからだとナルは報告を受けていた。これが対立を助長させると彼に示している。

				　彼は脳裏に、イシュリーンの笑顔を描いた。

				　そして、彼女の過去を想う。

				　ナルは、後悔などするはずもないとアブリルに命じる。

				「弟を暗殺し、王太子の仕業に見せる事は可能か？」

				「……やれと言って頂ければ十分です。少し時間はかかりますが？」

				「構わない。しかし殿下が王都から離れている今がいい」

				「承知致しました」

				　アブリルが一礼する。

				　彼が下の王子を殺す狙いは、王家とウラム公爵の結束を切る為だ。結果、王太子はウラム公爵との対立を深めるだろうし、王と王太子の関係も崩れる。さらに、王妃と王と王太子の関係を壊す事で、それは自然と王家とウラム公爵の糸を切る事に繋がる。

				　この手は今しか使えず、今だから効果が高い。そして、暗殺という手は、殺す相手が肝要なのだと分かっていた。

				「俺は運が良い。例えばこういう事を考えついても、アブリルさん達がいなければ実行できないからね」

				　ナルの言葉に、ニカーヴから覗く目が動揺で揺れた。

				　不味い発言をしたかと慌てた男の耳に、彼女から初めて聞く柔らかな声色が届く。

				「……ナル殿のような……感謝をお示しくださる方と出会えて……こちらこそ感謝致します」

				　ナルは照れながら椅子から立ち上がると、ツイカの壺から杯にそれを注ぐ。そしてそれをアブリルに差し出した。

				　彼女は少し首を傾げる仕草をした。

				「ナル殿？」

				「どこに消えるか知らないが、これを飲むといい。今夜はきっと冷える」

				　跪く彼女の前に杯を置いたナルは、ゆっくりと背中を向ける。そのまま、幕舎の中央に置かれた寝台に手を置き、振り向き腰をそこに下ろす。

				　アブリルは消え、空となった杯だけがあった。

				「さて、騎兵だけの編成の指揮官は……おっさんがいいかなぁ」

				　彼の脳裏に、ペルシア人の顔が描かれていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　オルタヴァはこの日も穏やかな朝を迎えた。

				　反乱軍が迫っているにも関わらず、それが王女の率いる軍だと知る住民達の多くは逃げ出そうとしない。彼等のほとんどは、王女歓迎なのだった。

				　この様な情勢下で、防衛にあたるウラム公爵軍一個連隊は職務に身が入るわけがない。彼らが頑張れば頑張るほどに、民から睨まれ、おもしろくない。さらに、本来であれば協力者であるはずの国軍は、全くやる気を見せない。それどころか、ウラム公爵軍兵を邪魔とさえ見ていた。そして、そもそも彼らとてグラミア人であり、産まれた場所がウラム公爵領であっただけで、彼らの多くも侵略者に立ちはだかり戦う姫様を嫌いなわけではない。主が彼女を相手に戦えというので、背けば死罪、逃げ出せば家族が死罪とあって仕方なく戦っているだけだ。しかし当然ながら、彼らの中にも率先して、反乱軍たる王女の軍兵と戦いたがる者達はいて、褒美、出世、名声、忠誠がその根にはあった。

				　ウラム公爵軍の中でも、まとまりはないのだ。

				　そんな彼等は、それぞれの官舎や兵舎から、雨風なく晴れた空を迎えた外へと出る。各々が「さあ仕事だ」と考えた最中、国軍兵舎が騒がしいと気付いた。

				　国軍はこの都市に、一個連隊を駐屯させていた。数にして五〇〇人であり、治安維持に必要な最小限の兵数であって普段はもっと多い。ベオルードへと向かった同僚達を見送った居残り組は、彼らの同僚が兵舎の裏で撲殺されているのを発見し、騒いでいたのである。

				　その兵は、声をあげられないように口に詰め物を入れられていて、手足を縛られた後に暴行を受けていた。全身への殴打、もしくは吐いた血が喉に詰まっての窒息、どちらかが原因で死んだ。

				　犯人探しが始まり、疑惑の目は敵対勢力へと向けられる。

				　ウラム公爵軍である。

				　朝に発生した疑惑は、昼前には両軍の言い争いに発展し、昼過ぎには殴り合いの喧嘩となった。そして、お互いに武器を手に取り、それぞれの兵舎の前に陣取り睨みあう。市街地へ巡回に出ていた双方の兵達まで睨みあい、城壁の上でもそれは見られた。

				　どちらが先に手を出したのか分からない。

				　この時、白い鳩が青い空へと吸い込まれるように飛び立ったが、両軍の兵士達が興味を持つものではなかった。

				　中天から西へと太陽が傾き始めた頃、国軍とウラム公爵軍は兵舎の前で、市街地で、双方が睨みあっていた場所で、殺し合いを始める。市民達は巻き込まれまいと屋内に逃げ込み、逃げ遅れた者達は狂乱の中で傷つき倒れた。

				　罵り合いは激しくなり、穏やかな空に似つかわしくない断末魔が響く。

				「反乱軍だ！」

				　誰かが叫んだ。

				　それは、汚い単語ばかりが応酬される中で異質だった。

				「姫様の軍だ！」

				　国軍兵士が叫んだ。

				　両軍はこの時、不思議なことに戦闘を中断し南の方角を見る。城壁の覗き穴や、胸壁と胸壁に挟まれた箇所に取りついた彼らは、城壁の外に騎兵ばかりの軍勢を見た。

				　平地は草花に覆われていたが、それを巻き上げオルタヴァへと一直線に迫る騎兵達の数は、百をはるかに超えていて、それはもうイシュリーンの軍勢以外に考えられない。

				　国軍兵士の誰かが叫んだ。

				「国軍の味方だ！　反乱軍は我らの味方だ！　中に引き入れろ！」

				　これに応えた国軍兵士達が、城門の一つに殺到した。

				「殿下の軍を引き入れろ！　ウラム公爵軍を追い出せ！」

				　彼等は口々にそう叫び、ウラム公爵軍に容赦なく罵声と剣を浴びせる。襲いかかられたほうも黙ってはおらず、双方共に剣と怒声をぶつけ合った。

				　開かれた城門から、一斉に騎影が市街地へとなだれ込む。

				　先頭は、白いマントに青地の外衣をはためかせるペルシア人。

				　褐色の肌は汗一つなく、左手に王女の旗、右手に長剣を持つダリウスは、脚の締め付けだけで馬を疾走させる。彼はそのままウラム公爵軍に突っ込み、一人を斬り飛ばした。

				　王女の騎兵連隊はダリウスに続き、速度を保ったまま市街地へと突っ込み、ウラム公爵軍を散々に追った。市街地のあちこちに分断されたウラム公爵軍兵は、国軍と王女の軍に囲まれ苦戦を強いられる。

				　オルタヴァは混乱の中で市街地戦へと発展し、双方ともに激しく戦った。

				　その中で、特筆に値する程に敵を殺した男がいる。

				　ダリウス・マキシマムだ。

				　彼の白刃が、近くにいたウラム公爵軍兵士の喉を裂いた。血煙を噴き上げ、独楽のように回転した敵を一瞥し、彼は次の獲物を定め、馬を走らせる。逃げ惑う敵兵を馬で蹴り殺し、剣で突き、斬りまくった。血に濡れ、使い物にならなくなった白刃に鼻を鳴らした雷神(トールアン)が、それを敵兵に投げつけ馬から飛び降りる。そして左手の旗を国軍兵士に投げると、受け取った男に怒鳴る。

				「絶対に落とすな！　ついて来い！」

				　ダリウスは倒れた敵から剣を奪い、振り、血を払うと、笑顔を浮かべてウラム公爵軍へと突き進む。

				　向かって来た敵兵の斬撃を、半身で躱(かわ)した彼の右手が剣を振りぬく。敵兵は自らの血で濡れ、地に崩れた。

				　ダリウスは歩みを止めない。

				　しゃがみ、躱し、斬りあげ、払う。進み、止まり、突き、斬り裂く。

				　彼の後ろに増える死体。

				　旗を持つ兵はそれらを踏み、ダリウスに続く。彼は、鬼神にも似た強さを見せつける男の背中に身震いした。

				　戦闘は国軍と反乱軍がウラム公爵軍を圧倒し、分断された彼等は降伏しようにも味方に殺される。

				　ダリウスは、返り血で汚れた右頬を指で撫でる。外衣の左胸に描かれた美しいスイレンまでも、敵の血を吸い重く濡れていた。

				　既に彼の部下達は悉く下馬し、乱戦の中で歩兵となって暴れまくっている。制止した状態だと、馬より徒歩のほうが小回りは利く。それに、馬を殺されては大きな損失である。空馬となった馬達を先導する騎兵数騎が、城門の外へと駆け抜ける。その後方に八百の馬蹄が地面を蹴り、人間達の争いから加速しつつ離れていった。

				　ウラム公爵軍一個連隊の指揮官はこの時、歯軋りをして兵士達に叫んだ。

				「戦え！　もっと前に出ろ！　槍で突け！　逃げる奴は殺すぞ！」

				　その声にダリウスは反応した。そこにいたかと進んだ彼は、邪魔をする兵士を一刀で斬り捨てると、敵指揮官に笑みを向けた後に叫ぶ。

				「人の後ろで喚くばかりの奴！　そう、お前だ！　人に言う前に自分がしてみせろ！」

				　ダリウスは石畳を蹴って走った。敵の指揮官が部下達に人の壁を作らせて、自らは後方へと逃げる為に背を向けたからだ。

				　ダリウスの白刃が、最初の兵士の頸動脈を切断する。彼は噴き上がった鮮血の下を回転しながら前進し、次の兵士の腹を切り裂く。返す刀で首の裏に剣を走らせる。よろけた兵士の背中を蹴って、推進力を得た彼はさらに前へと加速した。右から迫った白刃を屈み躱し、その男のみぞおちに左肘を叩きこむ。そして反転し左の男の首に剣を突き立てた。引き抜き、腹を押さえて蹲(うずくま)る右の男の頭部を、鼻のあたりで切断する。

				「どけろ！　皆殺しにしてしまうぞ！」

				　雷神(トールアン)が咆哮した。

				　血飛沫が噴水のように宙を染める中、彼は潜り抜けるように身体を横回転させ、槍を躱しその腕を斬り飛ばすと、前方へと跳躍する。宙で一人の首を薙ぎ払い、着地したと同時に、血に濡れた剣を、逃げる指揮官の背中へと投げた。

				　くるくると回転しながら宙を飛んだ剣は、死地から逃げる指揮官の背中に吸い込まれ、剣先を腹から出した。彼は数歩、前によろめき、腹から生えた剣を見ながら前のめりに倒れて動かなくなる。

				　ウラム公爵軍の指揮官は、自らの作った血だまりに沈んでいった。

				　右手を前方に突き出した体勢で止まっていたダリウスが、動けない敵兵達をぐるりと見回し踵を返した。その先で部下達が奮戦する様に目を輝かせるも、戦闘を終結させるべく声を張り上げる。

				「ウラム公爵軍兵士に告ぐ！　降伏しろ！　お前達を戦わせていた男は死んだぞ！」

				　この声で、戦闘は次第に収まっていった。

				　興奮が冷めたダリウスを、恐怖が支配する。

				　彼は衣服が汚れる事も厭わず、その場で両膝を突くと上半身を倒す。

				「神よ……神よ、あなたの偉大なお力をもって、罪深い私を罰しくださいますよう。この者達の家族、友人、恋人を癒し賜わん。死した者達の魂を救い賜わん。彼等の無念は我が身一つに向かいますよう……」

				　ペルシア人はイラ神に祈る。

				　彼の震えた囁きは、反乱軍本隊がオルタヴァに到着するまで続けられた。

			  

				　　　　　　　

				

				「本当に強い者とは、きっとお前のような者だと思える」

				　オルタヴァの中心にあった総統府官舎の一室で、イシュリーンはダリウスに声をかけた。

				　この都市は王家直轄領の為に、王家に任命された総督が王家に代わって統治を行う。だが、その総督は既にいない。内戦発生時に、王都に呼び戻されている。これは、彼が王女の味方をしないようにとの、ウラム公爵の意図があった。

				　王女は今、行軍中にできなかった湯あみを終え、まだ濡れた髪を結い上げ、寝間着で椅子に座っている。その部屋の隅、扉に近い場所で、こちらも湯あみを終え、血を洗い流したダリウスが平伏していた。

				　王女の意外な言葉に、ペルシア人は顔をあげた。そこに、微笑みを湛えた美女を見つけ、慌てて視線を床に落とす。

				「ナルに聞いたぞ。お前は戦いの後、敵であった者達の為にも祈っているらしいな」

				「これはお耳汚しを……お忘れください。傭兵風情の自己満足でございます」

				「私の為にすまない」

				　イシュリーンは、微笑みを浮かべていたがその大きな二重の両目は、今にも泣き出しそうなほどに歪んでいた。

				　ダリウスはこの時、臣下ではなく年長者としての態度を取る。

				「殿下……これしきの事で何となさいます？　殿下はこれから、多くの人命を犠牲とする方です」

				　言いながら、どこまでも俺は嫌味な奴だと苦笑したダリウスは、たじろぐ姫君に言葉を続けた。

				「しかし、その犠牲をはるかに超える人々を幸せにする方であられます。それを宿命とされておられるお立場であられますゆえ、感傷的になるなど決してよろしい事ではございませぬ」

				「宿命か……私はその言葉は好かぬ。人は結局、宿命などと言い訳をしているだけだ。私が、選んだ事だ」

				「であられるなら、あえて申し上げます。私が人を殺すのも、私の責任においての事でございます。姫君のお気を煩(わずら)わせてしまい、申し訳ございませぬ」

				　イシュリーンは、どこまでも優しい笑みで傭兵を見た。

				「ナルにも同じ事を言って慰めたらしいな……」

				　ダリウスは、そんな事まで喋りやがってと友人に怒るも、数刻前の様子を思い出し平伏する。

				　市街地へと入った本軍の中で、戦闘が終わったばかりの惨状を目の当たりにしたナルは動揺していた。そして、路地に逃げ込み嘔吐を繰り返しながら、己を呪う言葉を吐いた。

				　ダリウスは、その背中を撫でながら、彼を立ち上がらせたのだ。

				　腹を裂かれ、路面に飛び出た内臓の上に倒れた死体。

				　血を噴き出す、切断された脚を押さえてもがく兵士。

				　頭部を激しく欠損し、どんな顔だったかさえ分からぬ遺体。

				　野戦を経験したとはいえ、戦場にあって戦況に集中していたナルが見落としていた戦争の現実が、そこには無視できない程に溢れていた。

				　血を吸わない石畳の地面は、どこまでも滑った血の川を低きへと流していた。

				　これをしたのが兵士であるなら、それを命じたのは自分であると嗚咽するナルの肩を抱き、頬を叩き、励ましたのはダリウスだった。

				　平伏したままの彼は、イシュリーンに顔を隠したまま眉の両端を下げる。

				　その耳に、イシュリーンの声が届いた。

				「ダリウス、お前がいてくれて良かった。私は、お前に命と心を救われていると思える」

				　彼女は椅子から立ち上がり、静かに歩き彼へと近づく。両膝を床に突けた男の前に、同じように膝を突いた姫君は彼に上半身を起こさせ、わざと正面から彼を見て、伏し目がちに言った。

				「ありがとう」

				　偽りない言葉だったからこそ、ダリウスは深く一礼し、らしくもなくこの王女に、金では発生し得る事のない忠義を感じた。なぜかは説明できない。とても論理的ではないからだ。ただ言うなれば、惚れたとかではなく、人としてこの姫君を好きになっているのだ。

				　彼は思う。

				　大望を抱く権力者は多い。しかし、民の心配をする者は少ない。この姫君は、矛盾するこの二つを併せ持ち、だからこそ苦しんでいるのだ。アルメニアで感じていたものとは、また違う想いに、彼は素直に助けたいと願う。そして、そうだからこそ、彼女とナルの関係に眉をひそめた。

				　彼が観察した限りであるが、王女がナルに向けるそれは、女性のものである。彼を人に取られたなどと言った王女の言は、端的に彼女の感情を表していると、無粋な自分にも分かるとダリウスは結ぶ。

				　ナルはそれを否定している。

				　だが、ダリウスはどちらも間違っていないと思っている。

				　王女は、自分の感情を友情だと信じたい。

				　ナルはイシュリーンが、二人の関係は友情に止めたいと願っているから、そうさせてやりたいと考えていて、違う世界からやって来た自分などは、出しゃばるべきではないと一歩、引いているのだ。

				　ダリウスは、慕う二人が勘違いで離れる結果は見たくないと、目の前の美女を前に思っていた。これは彼が、アルメニアで経験した過去のせいで、こう強く思ってしまうという自覚がある。それでも彼から見て、不幸せにはなって欲しくない対象である二人が、遠慮と誤解、地位と関係でいつか離れてしまうと予見した。

				　乙女のような感受性だなと自嘲した彼に、イシュリーンが微笑みを保ち、首を傾げた。その仕草は年相応の娘そのもので、中年の男は安堵する。ダリウスには、王女の仕草は愛らしく映っていて、なるほど、王女の殻、つまり大人びた強く気高い女性の殻で覆い隠したその中は、この様な仕草ができる女性がいるのだなと、自らへの嘲りは苦笑に変わった。

				「どうした？　迷惑だったか？」

				　彼の表情の変化を読み違えたイシュリーンに、ダリウスは慌てて首を左右に振った。

				「いえ……殿下。私は殿下の臣下であると同時に、ナルの友人であります」

				「知っている。そして私にとっても大事な友人だぞ」

				　ありがたい事だと感謝したペルシア人は、だからこそ、二人の為におせっかいを焼く覚悟をする。

				「殿下は、ナルを友人と言いますが、友人とは思っておられないでしょう？」

				　瞬きしたイシュリーンが、たじろぐように彼から離れた。

				　その表情を確かめたダリウスは、イシュリーンが自らの想いに気づきながらも、否定し続けているのだと確信を得る。それは王女たらんと振舞う事で保ってきたこれまでの半生が、彼女にこれを強いているのだとも知る。

				「殿下、ナルは確かに殿下に優しい。それに甘えたくなる気持ちも分かりますが、どうか、私の友人が悲しまぬようにしてやってください」

				　言ったダリウスは、瞬きを繰り返しながら、頬の色合いを白から朱へと変える王女を見つめた。彼女の瑞々しい唇が薄く開きかけて閉じたので、ダリウスは言葉を続ける。

				「殿下、武骨者である私にも言える事があります。友情であるのなら、彼をルヒティ閣下に取られたと拗ねたり致しませぬ」

				　イシュリーンは銀色の髪を舞わすと、ダリウスに背を見せる。そして優雅とは程遠い足取りで、窓へと近寄った。

				　ガラス窓が乱暴に開かれ、音を立てる。

				　夜風が室内に飛び込み、イシュリーンの香りをダリウスに届けた。

				　彼はルマニア産ツイカだとそれを評し、ナルがあれを好きなのを思い出すと、わざわざ李と杏を調合させた香水を使う王女の可愛らしさに、白い歯を晒した。

				　答えられずとも、この香りが語っていると彼は微笑む。その彼の耳に、彼女のか細い声が届いた。

				「ダ……ダリウス。でも私は……」

				「殿下は殿下であられる前に、イシュリーンという名の娘です。失礼ながら」

				　主の発言を遮る以上の無礼を働いた男に、くるりと反転したイシュリーンの視線が注がれる。跪き頭(こうべ)を垂れたままのダリウスには、王女の顔は見えない。しかし、彼には王女が、動揺も露わに自分を見ていると分かっていた。

				「殿下……人はいずれ必ず死ぬもの……それが明日であると分かっていても、殿下は自分の気持ちを殺しますか？」

				「……ふ……不謹慎だぞ、ダリウス」

				「申し訳ありません。不謹慎が歩いているような男でございますればお許しください。しかしながら、俺は戦いの中に身を置く戦士であります。いつ死ぬか分からぬ中で、今日も、明日も……この先、生きて戦う限り死体を増やす男です……明日があると信じるには、人を殺しすぎました。どうぞ殿下、我儘(わがまま)の一つも通してみてください。そのほうが……殿下も可愛い女性なのだと、俺は安心できますゆえ」

				　ダリウスはそこで口を閉じると、許しなく立ち、室を辞した。しかし、扉を背に、不届き者が現れないかと朝まで過ごすのだ。

				　イシュリーンは、頼んでいないにも関わらず、そうする彼への感謝で瞼を閉じる。

				　そして、ダリウスがあえて口にした自分の感情を、確かめるように細い息を吐いた。胸の谷に手を当てると、打楽器を打つかのように心臓が激しく動いている。

				　無礼を働かれたとはいえ、怒りなどない。

				　彼女は、窓から離れ寝台に倒れこむと、厚手の毛布を抱きしめるように丸くなる。

				　ナルへの感情は彼女自身、実は良く分からない。

				　ただ、自分を王女として接する事が当たり前である人達と違い、彼はまず彼女をイシュリーンとして扱ってくれる。そして、周囲の目があるから王女として立ててくれている。

				　この差は大きく、ゆえに彼女はナルとの時間は心地よいし、楽しいと思える。これが恋だの愛だのにはならないだろうと決めつけている彼女であるが、同時に、たまらなくナルの隣にいたいと願う自分も知っていた。

				　危険な目に揃って遭ったからなのか。彼が周囲とは違う態度を、自分に取るからなのか、イシュリーンには分からない。

				「分からない」

				　声に出ていた。

				　迷う王女は、だが、一つだけ分かっている事がある。

				　相手がナルだから悩むという事実だ。

				　彼女は勢いよく飛び起き、窓を閉じると、扉の向こうにいるだろうダリウスに言う。

				「ダリウス、お前のせいで眠れなくなったぞ」

				　コンコンと扉を叩く音に、王女は飾らない笑みを浮かべることができた。

			  

				　　　　　　　

				

				　大陸西部諸国の東端にあるグラミア王国。

				　その国土の中央、やや東寄りにキアフはある。三〇万人を超える大都市は、まず赤い煉瓦屋根の連なる市街地が、旅人に感動を与えるのだ。二重の城壁の中に入れば、整然と石畳の道路が続き、手入れの行き届いた建物が軒並みを揃える。幅員八デール（八メートル）の大通りは、中央部分を馬車が進み、両端を人々が徒歩で移動するには十分な広さだった。

				　東西南北にある城門は、市街地の外にある事から外門と呼ばれ、市街地の中央に鎮座する王宮の城門は内門と呼ばれる。そこをくぐると、白を基調とした巨大な建築群が現れ、訪れた者を圧倒する。交易で富む国の中心であるとの威厳は十分にあった。

				　その王宮の奥、王族の居住空間である内宮で、早朝のまどろみを裂く悲鳴があがる。

				　王の次男であるヒーピアが、寝室で惨殺されているのを侍女が発見したのだ。白いシーツは血に染まり、齢十二の王子は、驚いたように目を見開いたまま首を裂かれていた。

				　すぐさまこれは王の耳に入ったが、彼は妻より先に国務卿に知らせた。いや、義父であり国務の一切を取り仕切る彼を頼りにしたのは理解できるが、妻であり、殺された子の母親への連絡が遅れたのは、夫婦間の問題の表れである。そしてこれは、王妃の悲しみと怒りを頂点まで高め、ベアドラは髪飾りを侍女の腕に突き刺し傷つけると、喚きながら王に会うべく廊下を突き進んだ。

				　四十を超えても美しいと言える女性の顔は、恐ろしい形相へと変貌し、いつもは冷淡な輝きを発する瞳も、この時ばかりは狂ったように煌めきを強めていた。

				　夫は、父と膝を向かえ合わせていた。

				　国王の執務室で二人を見つけた王妃は、腹の底から声を発した。

				「陛下！　何をしているのです!?　犯人は見つかったのですか!?」

				　二人が弾かれたように顔をあげ、なにやら微妙に表情を変化させる。金色の髪を乱暴に振り乱した王妃は、王の肩を掴み、歯軋り混じりの言葉を吐き出す。

				「よくも……よくもよくもよくも！　ヒーピアをこの様な目に合わせたのは、間違いなくあの不潔で不細工な女の娘に違いない！　許さぬ！　許さぬ許さぬ許さぬ、許さぬー！」

				　美しく整えられた髪も乱れ、両手で掻きむしったが為に幾本もの髪の毛がはらはらと床へと落ちた。涙で化粧を剥がしながら、王国一の美女と謳われた過去を持つ王妃は、ますます狂気を強めていく。

				「侍女達は何をしておった!?　ヒーピアの寝室にあの娘が忍び込んでいたのを見過ごしたのかえ！　皆殺しじゃ！　侍女達を皆殺しにしてたもう！　陛下！　すぐにしてたもう！」

				　常軌を逸した王妃の言に、王だけでなく国務卿までも呆れる。二人はヒーピアの殺害が、王太子の帯刀によって成されていると知っている。そして現場から、アッピアーの服のボタンが発見されている事実を知っている。毎日、掃除をされる王子の部屋から、今朝になって発見されたそれの意味するところは、最後の清掃を終えた後に、アッピアーが弟を訪ねたという事実で、それは昨晩から早朝にかけての事であると、この喚く女性に伝えて理解してもらえるかを悩む王と国務卿は、お互いに視線で会話をする。

				『お前が話せ。彼女の父なのだから』

				『お前が話せ。夫であろうが』

				　興奮の絶頂にある女性を前に、男二人は無言であった。

				「あああああ！　憎らしい！　父上も陛下も頼りにならぬ！　ヒーピアを殺されて何を話しあっているのじゃ！　早くあの娘を捕まえてたもう！　この手で、あの目を潰し、鼻を削ぎ、喉を掻き切ってやるのじゃ！」

				　悲しい事に、この王妃の狂った思い込みこそ、実は真実なのだと誰が推測できるだろうか。

				　正確には、イシュリーンの書記官であるナルの策で、彼の指示を受けたアブリルの手の者が実行したのだ。

				　どのような方法でそれを成したか、ナルでさえ知らない事であるが、アブリルの部下達は数日も前から王宮の中に忍び込んでいた。ある者は地中に潜り、ある者は倉の中に隠れていた。屋根裏で動かず、ずっと時を計っていた者達もいる。

				　彼女達は王太子の部屋から、彼の帯刀と服のボタンを盗み、ヒーピアを殺して、またその血をつけて、証拠として落として去ったと、彼女達をよく知る者なら推測しただろう。さらに、寝ている王太子の手に、ヒーピアの血をつけて去ったと予想するのではないか。

				　王妃の喚きは激しくなり、聞くに耐えない程になってようやく、国務卿が折れた。

				「王妃陛下……。王子殿下の寝室から、王太子殿下が所有なさるいくつかの物が発見されたのです。ここは慎重に調べていかねばならぬゆえ、こうして……」

				　娘に対して、態度と言葉で距離を取ったバザールのそれに、親子間の関係を窺えるというものだ。

				「嘘じゃ！　嘘じゃ嘘じゃ！　あるわけがない！　犯人はあの汚い娘じゃ！　色目を使って王宮に潜り込んだ女の娘に決まっているのじゃ！」

				　娘は喚くばかりで、会話が成立しない。

				　王は溜め息混じりに義父を見る。困った時は必ずこうする王の前で、ウラム公バザールは腕を組み声にはせず嘲る。

				　──我が娘ながら愚かな女だ。その嫉妬狂いが俺の計算を狂わしておるというのに、この馬鹿め。

				　自分の育てた結果という事実を無視して愚痴を溜めこんだバザールは、あの王太子を排除する理由ができたとも思う。

				　こうなれば息子と孫娘を夫婦にして、産まれた子を王に置くかと脳裏に図を描いた。叔父と姪での婚姻も、三十五歳と十四歳の年の差も、野心の前では小さな事だと唇をゆがめる。過去の例からみても、権力者達の世界ではそう珍しい事ではないしと自分を納得させた国務卿は、双眸を光らせて愚かな娘と頼りない婿を眺める。

				「お任せくだされ。犯人には必ず後悔させまするゆえ……実行犯と、それを操った真犯人を罰します」

				　王族殺し、兄弟殺しの罪をイシュリーンに被せるとバザールは言っていた。

				　いや、おそらくはイシュリーン派の手によるものだと彼は察している。アッピアーが手を下していてもいなくても、裏にいるのはイシュリーン派であるなら、王太子の口から、イシュリーンによって促された、協力させられたと言質を取り、反撃すればいいと思案した。これにより、王太子失脚とイシュリーン排除を成すと結ぶ。

				　──王太子は部下達がそろそろ捕らえているに違いない。しかし、この馬鹿な二人には、まだ言わぬほうが良い。

				　バザールは、涙と怒りで美しい顔を台無しにした娘から視線を転じ、一礼して王の執務室を出た。侍女達が怯えた様子で廊下の壁際に並ぶのを見て、鼻を鳴らす。

				「その方(ほう)ら、ここにおっては命が危ない。暇をやるゆえ、一時、王宮から出るが良い」

				　彼の発言は、何も慈悲から出たものではない。彼は娘の残虐な行いを目の当たりにするのが嫌なだけなのだ。そして、その後片付けも。

				　深く一礼した彼女達が、揃って離れていく。その集団とすれ違いながら、彼の元へと歩み寄る武官を見たバザールは眉を寄せた。

				「どうした？　また厄介事か？」

				　武官は一礼し、膝を突く。

				「申し上げます。ジェフリ卿率いる閣下の軍が、王都南五万デール（五〇キロメートル）の地点で反乱軍とぶつかる予定でございます。本日の夕刻には、両軍は対峙するでしょう」

				「ふむ……その場所は平原であったのう」

				　畏まる武官に背を向け歩き出した彼は、脳内で素早く対策を練り上げていく。

				　キアフにこのまま居座るか。

				　自領に引き上げるか。

				　国軍が頼りにならぬ今、防衛戦略の根幹が揺らいでいるとバザールは不機嫌も露わに鼻を鳴らした。彼からみて、馬鹿者達と評するに相応しい国軍の主だった者達は、事もあろうに王より王女に味方するかの如く動かない。この反乱が終われば、上層部を一掃してやると、バザールは息まきながら執務室へと続く扉を開いた。

				　卓上に置かれた手紙の束と、近侍を交互に眺めた彼は、急ぎだという文を差し出される。

				　封を開くと、息子のドラガンからで、バザールが彼への手紙で書いた相談への返答であった。

				『王女の軍にはキアフをくれてやればよろしいでしょう。父上は領地にお帰りになられ、王陛下ご夫妻はベオルードに避難して頂けば形成は逆転いたします。というのも、国軍は主君を守る為に戦わざるを得なくなります。姉上が必ずそれをします。父上は両者の争いを眺めつつ、グレイグ公を待てばよろしい』

				『春になれば、帝国が東進を再開するでしょうが、スーザ教の布告をグラミア国内で許すと発せなされば、あの狂信徒共は、剣を収める他にありません。違う理由を作り再侵攻してくるまでに時間は稼げます』

				『そして時間をかける最も大きな理由は、王女の軍は諸侯の軍勢が集まったものに過ぎない点です。父上が領地に帰られた後に軍を再編され、諸侯の領地に向かう動き一つで、奴らは王女から離れます』

				　バザールは手紙を読み、執務机に座る。近侍に茶を持ってこいと命じた彼は、息子の案とやらが自分とそう遠くないと思えたが、よりによってあの息子と、ここに来て気が合うかと口端を歪めた。

				「キアフにこだわる必要はないな。グレイグ公の軍は春にはやって来よう……何も焦ってあの娘を倒す必要はない。王ともどもここを離れて……グレイグ公の到着を待てば良いのだ……。キアフでは春までもたない。知恵の無い民は王女好きで、奴が城壁の外に来れば騒ぎ出す恐れがあるし……」

				　そう声に出しながら頷く彼の脳裏には、キアフを戦場にしたくないとの思いもあった。というのも、彼はただ国が欲しいだけではないのだ。この国の富の五割が集中するキアフが、戦闘で灰塵に帰する事にでもなれば、たとえ勝っても得るものがない。グラミアを取るというより、キアフを取りたい。それが本心であった。

				　あの王女もそうだろうと考えながら、しかしキレた小娘は何をするか分からないと、バザールは窓から窺える市街地へと視線を転じる。

				「キアフを要するグラミア州の統治権は、王家が所有するグラム伯爵位にある。王家がいくつも保有する爵位の中で、グラム伯爵位さえあれば済むが……」

				　この爵位の相続権は、彼の孫達とイシュリーン。

				　国務卿など結局は、面倒なばかりで旨味が少ないとバザールは決めつけた。

				　現在、実効支配に近いとはいっても国務卿という役職では富を好きなようには使えず、結局は自分も次の世代への橋渡しかと渋面を作る彼は、それでは足りないとする己の欲望を知っている。

				　野心という方が正しいかもしれない。

				　グラミア王は、グラミア地方、クローシュ地方、ロムヌーイ地方の支配権を持つ公爵位を揃えた人物が就く。しかしバザールには、三つも必要ない。彼は改めて望むものは、キアフと周辺の支配権を持つグラム伯爵位だけで良いと決めた。

				　彼はここで、執務机を平手で叩いた。

				　下の王子が死んだ。この事実が、ここにきてさらに重い。

				　王太子を不問としたところで、彼はバザールと仲が悪い。それは王太子がまともだからだ。例えば、ヒーピアのように、イシュリーンに熱湯をかけて遊んでいたような馬鹿ならばバザールも御しやすい。そうではないアッピアーは、祖父の狙い、母親がしでかす凶事、父親の情けなさに眉を顰め、自分が王となったら正さねばならないと考えていた節がある。

				　また面倒なのは王太子の護衛を務める男で、近衛連隊を引退した後にそうなった彼は、バザールが懐柔を図ってもやんわりと拒否し続けた。そして家庭教師から王太子相談役となった男もバザールに与しない。

				　どうしてこの様な男達を王太子の近くに置いたのかと、王を罵ったウラム公だったが、そのような事は自分で考えろと、王を突き放したのもまた自分かと自嘲した過去を後悔する。

				　彼は羽根ペンを掴み、卓上の紙を目の前に広げると、息子への手紙を書きだす。

				　ドラガンは、妊娠した恋人を両親に殺されて親から離れた。これは、家柄を問題視したバザールと妻が、家と息子の為にやった事だが、ドラガンはこれで、魔法研究以外に興味はないと宣言し、ウラム公爵家の城内に建つ塔に籠って出てこなくなった。文武に秀で、将来を期待した子を、自分達の行いでひねくれさせたと考えるウラム公は、どこまでも俺は女に足を引っ張られるかと、動かす手を止め溜息をついていた。

				　表向きは不届き者ゆえに幽閉したとしているが、それは所詮、自分の見栄である。子に見捨てられたなど、大ウラム公爵があってはならないと思う彼の自尊心だ。

				　それでも、相談をすればこうして返事を寄越すあたり、ドラガンは父というより、公爵家そのものは気に留めているようだとバザールは思う。そして、その息子だから、家の為に姪と夫婦になれと頼めば、承諾するだろうと父親は期待する。

				　扉を叩く音に、国務卿が視線を転じる。

				　近侍が茶道具を運んで来たのとほぼ同時に、ウラム公爵家の武官が敬礼し入室する。

				「王太子殿下は、宮中のどこにもいらっしゃいません」

				「……よく探したのであろうな？」

				「国軍も動員して捜索しております」

				　バザールは頬を歪めた。

				　国軍は王宮の中に近衛連隊五〇〇、市街地に一個連隊一〇〇〇が残っている。この彼らが王太子逃亡に手を貸したのではないかと考えてしまうあたり、いよいよキアフから出るべきだとバザールは表情を苦笑に変えた。

				　ヒーピア殺害の真犯人は誰か分からないが、糸を操るものはおそらく諸侯の誰かであろうとバザールは決め、ならばそれはルヒティの他にいないと、黒子顔を脳裏に描いて舌打ちする。

				「東端の猪貴族め」

				　ルヒティをそう称する彼は、向こうから、北端の田舎貴族と呼ばれている事など知らない。だが、お互いに好ましい関係ではないと認め合っているのは事実で、しかるにバザールは、自らの推測が事実に近いと鼻を鳴らし、武官に命じる。

				「捜索は続けろ。見つからないにしても、する事に意味がある」

				　武官は一礼し、退室する。

				　紅茶の香りが室内を満たす。

				　バザールはここで、ギクリと目を見開き、茶を入れる近侍を眺めた。

				　どうしてヒーピアだったのだと考えた。

				　今、彼の頭をかすめた可能性は、自分こそ狙われるはずだというもので、相手はそれをするだけの準備をしていたのだと、今回の騒動で知った。しかし自分は生かされ、まだ子供である孫を殺した。

				　これは、王都は危険であると突きつけるのが狙いだろうかと深読みしたバザールは、自分と王族を、キアフから出すのが敵の目的ではないかとも考えてしまった。もちろん、王太子を王家から切り離す狙いもあっただろうが、これは誰でも分かる。

				　バザールは、淹れられた紅茶が目の前に置かれても、手をつけず考え込んだ。

				「お気に召しませんでしたか？」

				　近侍の声で我に返ったバザールは、そうではないと笑みを見せてやる。近侍の少年は安堵し、公爵の許しを得て辞した。

				　大宋国から運ばれた茶葉を使用したと分かる香りに、バザールは鼻を鳴らして液体を眺める。

				「まさか……これを飲んだら俺も死ぬとかな……」

				　臆病になったと笑い、優雅に紅茶を飲んだ大貴族は、味が分からない自分にまた笑う。

				「くよくよと悩むからだ……とにかく、ジェフリにはグレイグ公南下を待つにも時間が必要で、なるべく時間稼ぎをしろと命じるか……王女の軍はいずれキアフに到着するだろうが、その日を一日でも遅らせる事が大事だ。国軍の馬鹿者達への対処も時間が必要だ……」

				　彼は今度こそ、茶を楽しむと決めて身動きした。

			  

				　　　　　　　

				

				　オルタヴァ陥落から二日後。

				　反乱軍と呼ばれるイシュリーンの軍は、王都南二日半といった場所でウラム公爵軍と対峙していた。雪がついに降り始め、時間の経過と共に多くなる積雪量に焦る王女だったが、敵が防御陣形のまま動かないのでは手出しも難しい。矢を放てば後退する。かといってこちらが後退すれば、敵は前進してくる。三列に並べられたウラム公爵軍の前衛部隊は、固く閉じた貝のように変化を見せない。

				「時間稼ぎですな」

				　ロッシ公爵ゲオルグの言に、尖った顎を引いたイシュリーンが踵を返す。そこに居並ぶ諸侯を眺め、艶のある唇を開いた。

				「敵が時間稼ぎに出てきた理由は一つ。持久戦の末に援軍の到着を待つ方針を取ったからに違いない。拠点に籠らないのは、民や国軍の裏切りが恐いからだろうが、開き直られては厄介だ」

				　イシュリーンはそう言いながら歩を進め、諸侯の中央を通り過ぎると床几(しょうぎ)に腰を落とす。煌びやかな装飾が施された甲冑が鳴り、ナルからもらった耳飾りが揺れた。

				「トラスベリアからの援軍を待つのであろう。それだけは避けたい。我が軍は何よりも時間と戦っている。春までに内戦を終え、雪解けと共にやってくるであろう帝国との戦いに備えねばならぬ。ルヒティ……どう思う？」

				　王女の信頼に応えるべく、老人は丸めた背中をさらに屈め、一礼し顔をあげた。両頬の黒子が、彼が喋る度に歪む。

				「ジェフリ卿の為人(ひととなり)から察するに、というより、トラスベリア人の気質から申しますに、眼前の敵を粉砕するこそ彼らの生き様。おそらく、相当に不満を溜めこんでいるものと思われます」

				「それが主の命であってもか？」

				「そういうものでございます。特に彼は用兵家として国務卿に雇われているのです。先日の惨敗に続き、此度の専守防衛策。腹の中は煮えくりかえっているでしょうな」

				　イシュリーンは頷き、

				「そうだな……私も確かに、父上の命であっても不満を持つ事は多々あった」

				　自嘲気味に笑ってみせたイシュリーン。

				　その彼女に触発されて、誰もが覚えがあるとでもいうように笑みを浮かべる。

				「ルヒティ、策を言え」

				「は……ですが、殿下にはもうお決めになられている策がございますでしょう？」

				「ばれたか……」

				　王女は苦笑し立ち上がる。

				　ロッシ公爵とルブリン公爵を交互に見た彼女は、二人が見惚れるほどに美しい微笑みを顔に作った。

				「両公、私を裏切れ。そうだな……ルヒティばかりを重用しておもしろくないとでも怒鳴り、自軍を率い離れよ。一日ほど行軍し、反転して参れ。そこは戦場になっており、私は苦境に陥っている。助けて欲しい」

				　二人の公爵が顔を見合わせた。彼らも愚かではないから、王女の意図を汲む。だがわかっていながら、反論せざるを得なかった。

				「殿下……ではオデッサ伯爵軍と直属軍のみで戦うと？」

				「いや、ルヒティにも離れてもらおう。そうだな……王になったら公爵にすると王女は言ったが、人の財布で買い物をするかのような戯言に付き合うのは疲れた……と言って離れろ」

				　これには、さすがのルヒティも細い目を限界まで開き驚く。おそらく王女は敵を誘う為に貴族の軍を切り離し、敵に隙を見せるつもりだろうと推測していた彼であるが、そのさらに上を王女はいってみせた。お諌めせねばと考えるも、王女が続けて言葉を発しようとしているのを見てとり、ただ無言で待つ。

				「私は必ず耐えて見せる。そなた達が反転して帰って来る事を信じて耐え抜いてみせる。それすらできぬ私に、そなた達の忠義を受ける資格などないのだ。よいか？　私を助ける為に必ず帰って来い」

				　言葉を止めた彼女は、瞬きをして唇を閉じた。

				　三人の大貴族が、言葉を失い両膝を突く。

				「待っているぞ」

				　イシュリーンの声は穏やかで、そうであるがゆえに、自信と決意と信頼を三人は受け取る事ができた。

				　深く頭(こうべ)を垂れたルヒティはほくそ笑む。

				　確かに、ルヒティの軍が王女に従った状態であるままなら、惨敗を経験している敵の指揮官は、警戒するかもしれない。せっかく罠を張ったところで、敵がそれにかからねば意味がないし、この罠は敵がかかってくれなければ、二度と使う事ができない。なぜなら、こちらは合流するのだ。そうなれば、ジェフリ・スノーワイトは慎重になる。

				「やはり罠だったか」

				　こうして、これまで以上に時間稼ぎをされてしまう。

				　顔をあげぬまま、ルヒティは呟く。

				「やはり……仕えるべきは覇気ある方でなければ楽しゅうないわ」

				　それは左右に並ぶ両公爵に届き、彼らも頷いて見せた。二人の公爵にとって、利の為に馳せ参じたところが大きいというのは事実だ。だが、その利の先には、仕える主君は選ぶという気概がある。

				「殿下！　さすれば我が軍から一個中隊を残していきます。あまり多くては囮になりませぬゆえ、せめてこれだけお受け取りくだされ」

				　ルブリン公爵アルウィンの願いに、「助かる」とだけ答えた王女がそこで膝を折った。

				「ルヒティ、頼みがある」

				「は、何なりと」

				「ナルだ。ナルがいる。彼がいれば、頑張れる」

				　老人は、王女の頼みに笑みで応えた。

			  

				　　　　　　　

				

				「何!?　解散!?　貴族達が撤退していると言うか！」

				　ジェフリは跳ね起きた。組み立て式の簡易寝台が、彼の慌ただしい動作で軋む。そこから飛び出し裸足で地に着地したトラスベリア人が、長髪を寝ぐせだらけにして幕舎の中をうろつき始める。それを、従者がじっと見つめた。

				「王女の元にはどれだけ残った？」

				「は……、ルマニア公爵の軍、六〇〇に足らずかと。撤退準備をしている模様……」

				　ジェフリは素早く計算した。先日の惨敗が脳裏をよぎったが、しかし今回の敵は自軍の二割程度しかない。

				「勝てる！　耐え忍んだ甲斐があったというものだ。敵が完全に離れるのか確かめるぞ。斥候に貴族の軍を追わせろ！　本当に離反したのであれば攻撃する！」

				　指揮官の言葉に従者が一礼し幕舎を出て行く。ジェフリは、戦場にありながら近くの村で捕まえた若い娘に視線を転じた。

				　それまで、存在を消していたように虚ろな目をしていた娘が、シーツだけで肌を隠し、寝台から這いだした。

				「着替えを手伝え！」

				　涙で目を晴らした娘が、腫れた右頬もそのままで男に服を着せていく。下着のみだったジェフリはたちまち、鎖帷子と甲冑を身に纏った。

				　剣を腰に帯びたトラスベリア人が幕舎から出た時、娘はその場で泣き崩れた。彼女を一瞥もしないジェフリは、右拳で左手の平を叩きながら進み士官を集める。

				「斥候が帰るまでに攻撃準備を整えておけよ」

				　彼の指示に、一人の士官が反論した。

				「ですが……お館様は防御に徹せよと、仰せになられていたのではありますまいか？」

				「馬鹿者！　逃げようとする敵を前に防御など意味がないわ！　後背を突き、王女を仕留める」

				　この、仕留めるという単語がジェフリの苦しさを物語っている。彼は殺すという言葉を避けていて、それは士官や兵達がグラミア人だからだ。彼等の多くにとってイシュリーンは、仕える主君がウラム公爵であるから戦っているに過ぎない相手なのだ。

				　できれば戦いたくない相手が王女で、大国の侵略に立ちはだかり続けた彼女を認めている者が少なくない。

				　粉雪が空から落ち続けたせいで、地表はうっすらとした白い幕に覆われている。そこから覗く草花も、冬を前に元気がない。

				　ジェフリは早く冬になれと願い、軍が動かせない程に積雪すれば、自然と勝ちは転がってくるとほくそ笑む。今でこそウラム公爵の幕僚であるが、彼はもともとグレイグ公爵家に仕えている。ウラム公が戦事を任せる人物を借り受けたいと、グレイグ公に頼ったせいで、ジェフリはウラム公爵軍を率いている。それも、来年の春には終わるという予感が彼にはある。

				　春になり、トラスベリアの勇猛な兵が南下すれば、内戦状態のグラミアなど一網打尽だと彼は考えている。

				　グレイグ公爵ヴィルヘルムならば、必ずウラム公の救援を利用し、グラミア侵略に乗り出すに違いないという確信がジェフリにはあった。そしてその時、グラミア国内に精通した案内役は必要で、自分以外の誰が相応しいかと、栄達した自分を想像する。

				　ジェフリは士官達を解散させても、思考を続ける。

				　ルブリン公、ロッシ公、さらにオデッサ伯爵軍までが王女から離れた今、彼女の滅亡は赤子が泣くのと同じように分かりきった事だ。ルマニア公となったマルームが、彼女に最後まで味方したとしても、それは変わらない。よくてせいぜい地方勢力の一つにしかなれない。

				　ウラム公はこれを放置はしない。そして、王女を見限ったとはいえ、バザールという男は諸侯を許さないだろうとジェフリには思える。

				「ならば……グレイグ公がグラミア侵攻に乗りだされた時、再び王女を中心にグラミアがまとまらないようにしておかねばならんか。うん……殺しておいたほうが良さそうだ」

				　独り言は誰にも聞かれない。

				　トラスベリア人は歩きながら、髪に付着する小さな白い結晶を手で払い落としながら、あのクローシュ渓谷から逃げ延びた王女の為に笑みを浮かべた。

				　せっかく生きる事ができたのに、また死を目の前にするかと唇を歪めたトラスベリア人は、馬蹄の轟きに視線を転じる。

				　ウラム公爵軍陣地から、王女軍を監視すべく騎兵一個小隊が飛び出していったのだ。

				　大地を白く染めていた雪と泥が舞い上がり、ジェフリは白と黒の幕にクローシュ渓谷の霧を連想した。

				　美人だが気が強く、生意気な娘というのが彼にとってのイシュリーンで、クローシュ渓谷で彼女が見せた怒気も覚えている。

				「あの娘が……死を前にどのような顔をするか見物だな」

				　邪悪な眼光で進むジェフリは、兵達に指示を出す士官の一人に叫ぶ。

				「王女は殺すな！　生捕りにしろ！　王都に運ぶ！」

				　安堵の表情を見せた士官に、ジェフリが手を上げ離れる。

				　それは馬鹿めと笑う自分の姿を、グラミア人達に見られたくなかったからであった。

			  

				　　　　　　　

				

				「矢を放て！」

				　ダリウスの声は掠れていた。戦闘が始まって以来、叫び続けているので無理もない。彼は自ら前衛部隊に混じり、敵と戦い続けている。

				　諸侯達の軍を切り離したイシュリーンは撤退を装いながら、敵の襲来まで雪と土で土塁を作らせた。その後方に展開させた六〇〇程の連隊で、ウラム公爵バザールの軍勢約三〇〇〇の攻勢に晒されている。

				　一昨日の夕刻に離れていった貴族達の軍が、反転し到着してくるのは今日の午後。おそらく昼過ぎから夕刻にかけての事だろう。敵は貴族達の行方を観察し、十分に離れたと判断してようやく、攻勢に出てきたのだ。

				　イシュリーンは後方にありながら、数名の護衛とナルだけ従え、仁王立ちしたまま動かない。

				「もっと下がったほうが」

				　ナルの言葉に、彼女は首を左右に振った。

				「下がらぬ！　兵達を信じている。私をきっと守ってくれる！」

				　叫んだ王女に、周囲の護衛達が力強く頷く。飛来する矢から王女を守るべく、彼等が盾を重ねた。そうされながらも、仁王立ちを崩さない王女は、逆に腰の剣を抜き放ち、前方へと突き出す。

				「遠慮はいらぬ！　迫る敵兵を薙ぎ払え！　目の前の敵を倒せば、すぐにまた次の敵が現れるのだからな！」

				　イシュリーンの怒声に「おう！」と答えた兵士達は、矢を浴び、傷つきながらも立ち続けた。その命ある限り剣を振るい、血の中に沈みながら王女の名を叫び続ける。

				　狂人じみた反乱軍の兵士達は、血に濡れ斬れない剣を敵にぶつけ殴り倒す。味方の死体を盾にして、敵の矢と剣を防ぎ押し返す。

				　止まる事を知らない敵の矢は、鉄の雨となって奮戦する反乱軍の頭上を何度も襲い、ナルでさえ盾を掲げてイシュリーンを守った。

				　この時、王女の軍前衛で、ダリウスは数で圧倒される状況に舌打ちを響かせる。

				　──防戦一方となるのはまずい！

				　ダリウスは、矢と剣の嵐の中でも前に出た。

				　土塁を踏み越え迫る敵兵を蹴り飛ばし、自らその上に立つ。

				「押し返す！　続け！」

				　雷神(トールアン)が吠え、兵士達が続いた。

				　数を頼りに攻め寄せて来た敵に向かって、ダリウスはまず矢を撃ちこませる。その一瞬後、彼は先頭に立ち、敵軍に突っ込んだ。

				　二本の短剣を左右に投げた彼は、倒れた敵から長剣を奪う。走り、それを一閃させ、すれ違い様に一人を斬り殺すと、その死体で敵の斬撃を防ぎ、盾を奪っていた。

				　ダリウスに続けと、王女軍兵は果敢に攻勢に出る。

				　ひとしきり敵の前衛を蹂躙した雷神(トールアン)は、兵達をまとめて素早く後退した。

				　敵から奪った剣も盾も赤く濡れ、勇戦を表している。

				　ダリウスと兵達の働きは、王女軍に一息をつかせた。矢を前に運び、魔導士は呼吸を整える時間を得たが、ウラム公爵軍に戦い方を改めるきっかけにもなってしまった。彼らはただ勢いに任せていたこれまでを反省し、しっかりと陣形を整え、数の多さを活かした戦術に変更する。

				「数で押せ！　整然と進め！」

				　ジェフリは力攻めをしながらも、前に行きたがる自軍を引き締める事に注力する。それは反乱軍にとって、指の先から細切れに斬り刻まれていく痛みを感じさせ、苦境に陥らせた。

				　ナルは味方の苦戦を肌で感じながら、自分に何ができるか必死に考えていた。

				「考える事をやめるな」

				　ルヒティの言葉を呟き、やや後方に立つイシュリーンの横顔に動揺する。

				　これまで見たことのない険しい表情の王女は、微かに震える脚を叱咤するかのように、その場で動かず立ち続けていた。

				　ナルはまず、敵の攻勢を弛める必要があると判断した。

				「殿下！　後退しましょう！」

				　すでに昼過ぎの現在。

				　朝から戦い続けている前衛は疲労困憊で、ナルの目から見ても押されているのが明らかだった。それでも敵は、ダリウスの暴れっぷりを警戒していると見え、突撃を控え、整然と盾と剣を揃えて進んで来る。だからこそ、厄介とも言えた。

				　そしてまた、彼の視線の先で、味方の兵士が斬り殺された。その穴を埋めるべく、すぐさま兵士が前に出るが、その層は頼りない。

				「殿下！　兵達は貴女を守る為に気力で戦っております！　が、体力あっての気力！　剣も振れなくなる前に後退すべきです！」

				　喚声と矢音で、隣にいるイシュリーンにも叫ばないと聞こえない。

				「後退する！」

				　王女はそこで初めて、後退を指示した。

				　護衛達が一塊となって姫君を矢から守り、ナルは振り返りながら盾で矢を防いだ。顔の横を一本の矢が切り裂いていった音に、彼は汗を噴き出して喉を鳴らす。

				　──この恐怖の中で兵達は戦っているのか。

				　ナルは走りだしたい気持ちを抑え込み、放たれる矢を防ぐ。後退を始めた王女軍だったが、期待するほどに速度は出ない。それは後方にあたるイシュリーン本陣の進みが悪いことと、味方を逃がそうと頑張る前衛の間で、中間の部隊が迷いで動きが鈍くなってしまっているからだ。

				　イシュリーンの近くで、ルマニア公爵軍士官の一人が声を張り上げる。彼はダリウスと共に帝国軍輜重部隊を襲いまくった精鋭の一人で、ルナイスという青年だった。

				「後ろの進みが遅い！　前を掩護だ！　見捨てるな！」

				「盾！　隣の仲間を守れ！」

				「馬鹿野郎！　そいつはもう死んでいる！　構うな！」

				　苛烈な言葉を吐きまくる青年士官の前方で、王女軍前衛が敵の圧力に抗っている。その先頭でダリウスは、迫る敵兵の剣を剣で撥ね退けた。甲高い金属同士の衝突音が、周囲で連続して発生する。放たれた矢の多さに、目を見開いたペルシア人が絶叫する。

				「盾！　掲げぇ！」

				　眼前の敵と頭上の矢。双方の攻撃に晒された反乱軍は、イシュリーンの叫びを生じさせる。

				　彼女は我慢できないとばかりに魔法を発動させた。

				　魔導士だけで編成された一個小隊二〇人が続く。

				　矢と剣で斬り崩された味方を助ける為、反乱軍から火球の群れがウラム公爵軍にぶつけられたとナルが思った瞬間、それらは宙で爆発し、爆炎と煙で空を汚す。派手な爆発も、敵に届かず意味がない。

				「結界か！　ちっ！」

				　ナルの舌打ちを無視し、イシュリーンはさらに集中を高めた。魔法発動時、魔導士は無防備になる為、彼らを歩兵達が守る。盾で矢を防ぎ、間に合わぬ時は生命をもってそれを成した。

				「まずい……焦りから使いどころを間違ったな！　今、使っても無意味だ！」

				　ナルが叫んだが、彼女に声は届いていないと即座に判断した。彼は、彼女がクローシュ渓谷での後悔から、頑張りすぎていると読んだ。

				「くそったれ！」

				　ナルは盾の下で声をあげ、混戦状態となった前線に視線を走らせる。そこに、返り血で真っ赤となったダリウスを見つけた。ペルシア人は敵から奪った戦斧を振り続け、一閃するごと敵兵を撃ち倒している。

				　矢をかいくぐり、踏ん張る味方を励ましながら前進したナル。

				　その背中に、彼の無謀とも思える行動を見たイシュリーンの悲鳴がぶつかった。

				　しかし、彼は止まらなかった。

				　ナルは進みながら、味方の兵士に迫る矢を盾で防ぐ。

				「すまん！」

				　兵士の詫びに、その背中を叩く事で応えた彼はさらに進む。ダリウスの背中が手を伸ばせば届く距離で、彼は怒鳴った。

				「ダリウス！　頑張るな！　あんたが頑張れば、殿下も頑張る！」

				「雛(ひよこ)は黙ってろ！　今！　片付けてからそっちに行く！」

				　怒声に罵声を返したダリウスが、血と肉片で汚れた顔を一瞬だけナルへと向けた。彼としては、後方部隊の後退の進みが遅い現在、前衛が勢いよく退く事などできもせず、また急かす提言も不可能な状況であり、戦い続けるしかなかったという事情があった。だが、いちいち言い訳しない彼は、不機嫌の全てを敵にぶつける。

				　ダリウスの戦斧が敵兵の胴を切り裂き、雪の上に血と内臓を飛散させた。

				　その飛沫を浴びながらも、ナルは声を張り上げる。

				「後退だ！　ここは一気に後退だ！」

				　ダリウスは戦斧を水平に薙ぎ払い、敵兵二人を同時に真っ二つにした。さらにその戦斧を砲丸投げの要領で投げ飛ばす。戦斧が敵陣に吸い込まれ絶叫を発生させた後、ダリウスは踵を返した。

				「速やかに後退！　おら！　盾を寄こせ」

				　ナルから奪うように盾を手にしたダリウスが、迫る敵兵の顔面をそれで撃ち砕く。そしてギロリと敵兵達を睨み、怒鳴った。

				「機嫌が悪い！　近寄るな！」

				　──このおっさんはふざけてんのか！　

				　ナルはダリウスの横顔に抗議の視線を向けたが、受けたダリウスは真面目であった。それに呆れたナルであったが、敵の弓兵達が矢をつがえるのを見て、ペルシア人の陰に隠れる。ダリウスは鼻を鳴らして、敵に盾を投げつける。それを顔面で受けたウラム公爵軍兵士が、悲鳴と共にのけぞり倒れた。

				　王女軍前衛が、二人を守るように盾を並べて、後退を始める。それが一気に始まった事で、中間と後方もようやく、進み始める。しかし、それでもナルは遅いと急ぐ。彼は敵兵の血で濡れたダリウスを伴い、軍後方のイシュリーンを目指す。

				　彼女は今も、魔導士達と魔法を発動しては敵にぶつけていた。しかし、せっかくの魔法も敵の魔導士達が創り出した結界によって消失する。そして、後退はやはり進まない。

				　──テンパってるな！

				　ナルは遠目に見えた彼女に舌打ちし、抗議するダリウスを引くように走る。本気で抗えば逃れられるダリウスであるから、文句も格好だけだとナルは決めつけた。そしてナルがダリウスから離れると、汗で濡れたイシュリーンを見る。彼女は魔法を三度、発動させようとしていたが、目の前に立ったナルの顔が血に濡れている事に気付いて動きを止める。すぐにそれが返り血だと分かって安堵した彼女へ、ナルの罵声がぶつけられた

				「馬鹿野郎！　後退だ！　聞こえないのか！　ダリウスがジグルドの二の舞になるぞ！」

				　書記官に怒鳴られる王女。

				　護衛達が目を剥いた先に、ダリウスを見て顔面を蒼白にしたイシュリーンがいた。

				「今、魔法をいくら使ったところで無意味だ。何の意味もない！　無駄な事はするな！　今すべきは、味方の被害を最小限に抑える事！　つまり、後退だ！　言ったろ！」

				　ナルはそう言うと、慌てる周囲を無視してイシュリーンの手を取る。

				「ここにいたら皆が頑張る。来い！」

				　イシュリーンを無理やりに引っ張り、歩き出したナルは、振り返りもせず声を荒げた。

				「ダリウス！　後退戦の指揮をしろ！　俺にはできないからな！」

				「うるさい！　どうしてお前が俺に命令してんだ!?　雛(ひよこ)のくせに！　さっさと行け！　役立たず！　お前ら！　矢が来たぞ！　盾ぇ！」

				　ナルのおかげで、王女の軍は一刻ほどで四〇〇〇デール（四キロメートル）もの距離を後退した。

				　戦闘開始時、六〇〇を超えていた反乱軍も、激闘の中で二割に近い死傷者を出し、戦力的には一個中隊を丸々一つ失ったに等しい損害を出している。だが、それでも彼らはダリウスの指揮の下、ウラム公爵軍の圧力に耐えながら、白い大地に血と足跡を残し後退を続けている。

				　そしていよいよ、夕刻が近くなった平原に、騎兵の一団が姿を現した。

				「ルブリン公爵！」

				　誰かが声を上げた。

				　騎兵一個中隊一〇〇が、雪上を疾走してくる。それは粉雪を宙に跳ね上げ、冷たい空気の中で白刃を煌めかせ突進した。

				　ウラム公爵軍が反乱軍本隊から離れ、騎兵に対抗すべく陣形を整える。しかし、ロッシ公爵旗を掲げた新手の騎兵連隊まで登場し、色めきだった。

				「今だ！　反転攻勢！　鬱憤を晴らせ！」

				　ダリウスが怒鳴り、もう何本目か分からない剣を前方へと振り下ろす。

				「矢を放て！　遠慮はいらぬ！　使い切れ！」

				　ようやくナルから手を離されたイシュリーンの声に、弓から一斉に百を超す矢が宙に放たれ、後退から前進へと変化する味方前衛を助ける。

				　ウラム公爵軍は正面から矢と剣。左側面から騎兵の突撃を受け、あっという間に浮足立った。

				「ついて来い！　トラスベリア人をここで殺す！」

				　ダリウスの剣が唸りをあげた。

				　彼は敵に突っ込む軍の先頭を走る。騎兵の突撃で陣形を乱され、隙間だらけになったウラム公爵軍の中に、反乱軍本隊が小さくまとまり突っ込んだ。

				「終わればすぐに寝させてやる！　あとしばらく、死ぬ気で戦え！」

				　叫びながら敵兵を斬殺したダリウスは、敵軍の後方から迫る別働隊騎兵の集団を見た。

				「ロッシ公か！　オデッサ伯か!?　来るのが遅い！」

				　怒鳴りながら敵を倒し、さらに加速する彼の前は、敵兵の背中ばかりとなる。だが、逃げ惑う彼らは、ロッシ公爵軍の軍旗を掲げた騎兵中隊によって蹂躙された。長槍を揃え突撃した軽装騎兵の一個中隊が、ウラム公爵軍を突き崩し、そのまま敵陣を突っ切る。反転し再度、突撃をするべく大きな弧を描くように動くその集団に呼吸を合わせたルブリン公爵軍騎兵が、ウラム公爵軍の退路を塞ぐように疾走する。

				　騎兵のみが到着した戦場に、両公爵の本隊が現れるまで時間がかかるが、ウラム公爵軍は完全に戦意を失い、雪崩をうって走り出す。その背中に反乱軍本隊の逆襲がぶつかる。それでも、多くのウラム公爵軍兵は、味方を犠牲にして戦場から離れる事に成功した。しかし、彼らは逃げる前方に、陣形を整え待ち構える軍を見つける。

				「ほれ！　やっぱり逃げてきたぞ！　プレドヤク！　皆殺しだ」

				　ルヒティが、樫の杖を振るう。

				　オデッサ伯爵軍は約束通り、戦場に反転してきた。だが、予定より随分と南へ戦場が移動していると知りながら、老人はそこにすぐに向かわず、敵の野営地を蹂躙する。物資を奪い、一個大隊ほどの守備兵達を壊滅させた彼の軍は、逃げて来るであろう敵を待つべく、ここで準備を整えていた。

				「姫様が儂らを信用してくださった以上に、儂は姫様が負けぬと信じた！　結果がこれだ！　存分にやれ！」

				　ルヒティの号令に、オデッサ伯爵軍が動き出す。

				　勝敗は決した。

				　だが、この死地から逃れるべく、部下達に奮闘を命じて、一人で逃げようとするジェフリ・スノーワイト個人の戦いは、始まったばかりだ。

				　褐色の男が、返り血で全身を赤く染め上げて、何やら叫びつつ彼へと突進してきたのだ。ジェフリは兵達に防げと命じる。だが、それすら不気味な男を阻む事はできなかった。

				「逃がすか！　この馬鹿！　お前はここで俺に殺されろ！」

				　ダリウスは咆哮し、疲労を全く感じさせない勢いで雪を蹴る。そして逃げるジェフリに、斬撃を見舞った。それを剣で防いだトラスベリア人は、手の痺れに顔を歪め、雪を投げつけ再び逃げる。

				「来るな！　来るなぁ！」

				　雪上を二人の男が走る。一方は必至に逃げ、一方は懸命に追う。彼らの後方で、反乱軍魔導士達による魔法が、ウラム公爵軍を爆炎に包んだ。広範囲を一度に殺傷できる炎の魔法は、戦場ではよく使われる。ウラム公爵軍魔導士達は、逃げ惑い結界を張る事も許されなかったのだ。

				　黒煙を背に、ダリウスが右手の剣をジェフリ目がけて投げる。それを肩越しに見たトラスベリア人が、身体をのけぞらせ躱して、地面の上に転がった。

				「観念しろ！　へなちょこ！」

				　ダリウスは素手のまま走る。それを見て、ジェフリは「馬鹿め！」と叫び立ち上がった。彼は、イシュリーンに勝てると思い込まされ戦い敗れた直後だというのに、再び同じ間違いを犯した。

				「剣も持たずに俺を殺せるか！」

				　ジェフリが長剣を払い、ダリウスの頭部を狙った瞬間、ダリウスは前方に倒れ込みそれを躱す。そして同時に手で雪を掴み、トラスベリア人の顔めがけてぶつけた。

				　わっと喚いてジェフリが顔を手で払った時には、ダリウスの拳で顎を殴られていた。脳が揺れ、膝を突いた彼は、後頭部に蹴りを喰らい前のめりに倒れる。雪の冷たさで意識を繋ぎとめていたトラスベリア人の手から、するりと剣が奪われた。

				「殺せるから投げたんだ！　馬鹿はお前だ」

				　それが、ジェフリの耳が捉えた最後の言葉だった。

                			

	








			
				　ナルは手枷、足枷をされた状態で諸侯の前に立っている。

				　ルヒティがわざと厳しい声を発した。

				「王女殿下に対し不敬の極みだ。が、忠義からそれが出たものだと証言する者達もいる。よって、一日の謹慎に処す」

				　戦場にあって、王女に怒鳴り、許しなくその手を取って歩き出したナルに対して、謹慎一日が言い渡された。形式上の事ではあるが、ナルはむっつりとしている。

				　戦闘が終わり、興奮がゆっくりと冷めつつある現在、空には星達が輝き、雪雲をすっかりと払っていた。

				　反乱軍は一五〇名を超す兵士を失ったが、ウラム公爵軍の死者はその一〇倍以上。ただこれは、戦場に転がる腕も、一人と数えるので正確なものではない。

				　ナルは手枷をされた状態で、顔にこびりついた返り血すら拭けぬまま、幕舎の中へと押し込まれる。その入り口には歩哨が立った。

				　幕舎にしてもらえたのは幸運だったとナルは思う。

				　鈴を鳴らしてもいないのに、アブリルが現れたので、彼は瞬きをする。すると彼女も、緑玉の瞳を瞼で隠した。

				　彼女は伏し目がちに彼に近づく。その手に、湯で濡らした布を持っていた。そして、ナルの隣に座ると、不機嫌な顔を作る彼に報告をする。

				「ヒーピア王子の暗殺は成功しました」

				　彼女の言葉に、ナルは微かに頷いた。

				「閣下にもお知らせになっておられませんが、よろしいので？」

				　布でナルの顔を拭くアブリル。

				　ナルは、彼女と視線を合わせない。

				「子供殺しは俺のした事だ。閣下は関係ない。それより……ウラム公、王、王妃はどう？」

				　アブリルは瞳を揺らした。

				　ナルがこれまでと打って変わり、厳しい口調で彼女に話すからだ。だが、そうして感情を殺しているのだと悟り、彼女は彼の手をそっと握る。

				「ナル殿、ツイカを飲まれますか？　手が凍えているように冷たいですよ」

				　彼の返事を待たず、彼女は立ち上がると、寝台の下から壺を取りだす。そこから柄杓ですくったツイカを、杯に注いだ。

				　そこに隠しているのを知っていたのかと、ナルは彼女の一連の動作を眺めて口端を歪めた。

				「ウラム公は王家の安全を図ると言い、ベオルードへの移動を王夫妻へと勧めておりますが、王妃は反対。王は相変わらず判断がつかない様子で、舅を立てるか妻を取るかで狼狽えております。王太子は行方不明。国務卿の兵達が彼を捕縛すべく部屋に押し入った時には、姿を消していたとか」

				　ナルは、手枷をしているから杯を持てない。

				　アブリルは彼に身体を寄せると、ナルの唇に杯を寄せた。された彼は彼女を一瞥もせずツイカを飲む。

				「君は閣下に報告しないのか？」

				「……報告すべき事は報告致します」

				　無言となった。

				　アブリルはただ、ナルの手を握り温めている。

				　ナルが口を開く。

				「アブリルさん……俺はひどい男だ。今、俺は子供を殺した事になんの罪悪感も覚えていない。それよりも、成功して良かったとさえ感じた」

				「はい。私は上手くいって良かったと思ってます」

				「言い訳をしてもいいかな？」

				　ナルがここでアブリルを見た。彼女は、表情を消したナルに頷く。

				「君は疑問を持ってないか？　どうしてウラム公ではなく、子供を殺させたのかって……王太子ではなく、成人していない王子だったのかって」

				「いえ、考えた事はありません」

				　ナルは笑った。それは、彼女が本心を言ってないからではなく、自分の情けなさにである。

				　──なんだかんだ言って、お前のした事は正しいと思われたがっている自分可愛さか。

				　彼は自嘲し言葉を紡ぐ。

				「アブリルさん、俺はやっぱり、自分の事しか考えてないんだなぁ……」

				　口を閉じた彼に、アブリルが杯を近づける。

				　彼はツイカをまた飲ませてもらう。杯を彼に差し出すアブリルが、彼の言葉を継いだ。

				「本当にそれだけなら、閣下や殿下に自慢なさるはずです。真意は？」

				「いや……真意だよ」

				　目だけが覗くアブリルだが、ナルから見て微笑んだように思える。

				　彼女が顔を隠していたニカーヴをはぎ取り、素顔を見せる。

				　そこには、左頬から左耳の付け根まで達した、ひどい火傷の痕があった。

				　年齢は自分より少し下かと感じたが、いや、分からないなと彼は諦める。

				「私も秘密をお教えしました。さ、お話しください。これから私達は貴方の指示に従うのです。一人を殺した事で、二人を助けたと思える事ができれば、救われると思えるもの……」

				　ナルはアブリルから顔を隠す。彼は、彼女達とて、したくない仕事をしているのだと改めて思い知り、それを命じながら、彼女達の心情を知ろうともしなかった自分を恥じる。手が自由なら、彼は自分で頬をはたいていたかもしれない。

				　彼が表情を改めて口を開こうとした時、幕舎の外で声がした。

				「殿下、ナル殿は謹慎中でございます」

				「かまわぬ！　至急の用だ！」

				　歩哨とイシュリーンの声だ。

				　ナルの視線を受けて、アブリルが立ちあがる。彼女は現れた時と同じように、幕舎の隅、灯りの届かぬ闇へと消えた。

				　入り口の幕が撥ね上げられ、銀色の髪を揺らして王女が現れる。

				　イシュリーンは努めて笑みを浮かべ、ナルの隣に歩み寄った。彼は何かを隠すような表情をしていたが、この男のそういう顔にも慣れたと感じた彼女は意に介さない。白い歯を見せて、彼の隣にふわりと腰を下ろした。

				　そして気づく。

				　──温かい？

				　座った個所がまるで、先ほどまで誰かがいたように温もりを留めていると気付くも、幕舎の中にはナルの気配だけ。

				　イシュリーンは、何事も無かったかのように口を開いた。あくまでも、笑みは絶やさない。

				「ナル、助かった。反省している」

				　彼は手枷をされたまま笑う。だが、それは何かを誤魔化す時の笑顔だと、彼女は知っていた。

				「ところで……何を隠している？」

				　女性は時に、こういう質問を男性にする。

				　この時、迂闊な男性であったなら、頭の中にあれやこれが瞬時に浮かび、いかに誤魔化すか考える。女性はその表情から本当に隠し事があるのだなと、不機嫌になるのだ。

				　今、ナルはこの罠に嵌った。

				「な……何もない。何でそんな事を？」

				　罠に嵌った男性の多くがそう答えるであろうものと、大きく違わない回答を選択したナルの顔と言葉から、イシュリーンは「隠しているな」と決めつけた。

				　記憶喪失という嘘を告白したにも関わらず、他にもまだ隠し事があるのかと訝しんだ王女だったが、もしかしたら、また彼自ら話してくれるかもしれないと思い、話題を変える。

				「ナル、ルヒティがお前はよく戦況を読んだと褒めていたぞ」

				「いや……本当であれば、もっと楽な方法があったはずだ。あの様な危険な策をイシュリーンが実行する事なく、勝てた方法があったはずで、俺はそれを君に示さないといけなかった」

				　やけに立派な事を言うなと王女は笑い、彼の冷たくなったであろう手に、自分の手を重ねる。鉄の手枷で、きっと凍えるようになっているはずだと思っていた彼女は、ナルの手を取った瞬間、緑色の瞳を激しく揺らした。

				　それを、彼に見られた。

				「イシュリーン……誤解されるから」

				　そう言って手を引っ込めたナルは、違う理由でそうしたのだと王女は感じた。

				　彼女は立ち上がり、幕舎の中をぐるりと睨み、ナルが一緒にいたはずの人物を探す。

				「どうかした？」

				　闇に目を向ける彼女に、ナルが尋ねる。どこまでも白々しいものだった。

				　しばらく無言で幕舎の隅から隅まで眺めた彼女は、だがそこに、何者も発見することはなかった。王女は自分を見上げるナルへと視線を転じ、黒い瞳が安堵の色を湛えるのを見て取る。

				「誰もいないか……」

				　イシュリーンの声に、ナルは首を左右に振った。

				「いるわけない。どうして？」

				「うぅ」

				　唸った王女にナルは、彼女が座っていた場所を見て気付いた。

				「ああ……そこにはさっき、俺が座っていたからね。温かかった？」

				「そう……だ」

				　再び、寝台に腰を下ろしたイシュリーンは黙り込んでしまった。それによって沈黙が支配した幕舎の中は、決して居心地の良いものではない。だから王女はそれを払うように、疲れた身体を労る振りをして伸びをする。甲冑を脱いではいるが、鎖帷子は身につけている為、鎖の擦れる音がナルの鼓膜を刺激した。

				「イシュリーン、重くない？」

				「ん、大丈夫だ。お前の手枷よりは軽いぞ」

				　鉄製の頑丈な手枷を見て、王女はようやく口端を弛めた。そしてナルに背中を向ける。彼は彼女の鎖帷子をそっと脱がしながら、邪な考えを頭から追い出した。シャツと乗馬用ズボンといった姿のイシュリーンが、鎖帷子を地面へと落とす。賑やかな音を発したそれが完全に身体からすり落ちた時、王女はナルに瞬いてみせた。そして、ここに来た本来の目的を思い出す。彼女は、ルヒティに褒められていた事を彼に伝えたいからこそ、足を運んだのだ。

				　誰よりも、ナルが他者から認められるのが嬉しい自分に笑い、弾んだ声を彼に届けた。

				「話が逸れた。ルヒティがな、ナルの判断を褒めていた。確かにあのまま頑張っていれば、我が軍は援軍の到着を前にやられていた可能性が高かった」

				　ナルは、あの光景を脳裏に描いた。

				　戦場の興奮は常軌を逸している。あの中で、人の絶叫と怒声が入り混じる地獄のような状況で、どうして自分は恐ろしく冷めていたのだろうかと悩む。いや、正確に言えば、決して冷めていたわけではない。だが、この時の彼には、あの時の自分の状態は、冷めているとしか表現する事はできなかった。

				　イシュリーンが、そっとナルの顔を窺う。

				　──この不思議な男は、何を考えているのだろうか。嬉しくないのか？

				　彼女から見て、剣も馬も乗れない弱い男であるはずなのに、時にとても頼もしく感じる。あの渓谷の後、森の中で彼の背中に命を預けた。あの時はそれしかないと思ったからそうした。だが、今となって思えば、例えばあの時、果たしてナル以外の男であれば、ああも無防備になれただろうかと考える。

				　いや、私はおかしな事を考えていると、彼女は苦笑を浮かべた。

				　彼女は今の心情をもって、当時の判断を量ろうとしている。それは間違いだ。あの時の彼女には、単にナルしかいなかったからだ。にも関わらず、あの判断をした自分を、もっと別の理由からではないかなどと考えたがるのはなぜだろうかと、イシュリーンは自問したが答えは自ら封じ込めた。それを誤魔化す為に、彼女は彼に問う。

				「ナル、嬉しくないか？」

				「いや、嬉しいけど……本当は戦う前に勝ってないといけない。閣下はいつもそうしていた」

				　王女とナルの視線がぶつかる。

				　彼女は、ダリウスの言葉を思い出した。

				　こうしてナルと近くにいると、自分は疲れなくて済むと彼女は微笑み、次にジグルドとの関係を想う。彼には、逆に頑張っている姿を見せて、安心して欲しがっている自分がいたと気付き、それは他の諸侯に対しても、そうであると思えた。

				　ゆえに、王女はナルに本音を溢す。

				「私は最近、自分の事が分からない。ダリウスにも嫌味を言われた」

				「ダリウスさんが？　一言、多いんだ、あの人は」

				　イシュリーンの心を温かくしてくれるいつもの笑みを作ったナルに、彼女は頬を赤らめる。そして、この気持ちが何かを認めた。今まで感じた事のないもの、気を張り続け、強く気高い女性を演じ続けていた自分が、決して持つ事はできなかった感情だ。

				　イシュリーンは頼れる人が欲しかった。だから、ジグルドにそれを求めた。そして、渓谷で敗れ、一人となった彼女は、やはり頼れる人が欲しかった。だから、ナルにそれを求めた。それが今、彼女がナルに求めているのは頼りたいだけの存在ではない。しかし、この気持ちは決して許されるものではなく、ナルにも彼女にも良いものではないと唇を結ぶ。

				　──でも、私はこれを否定する事ができない。だから、今だけ許してくれ。

				　王女は、腕をゆっくりと伸ばし、ナルの髪に手で触れた。そして、彼の頭部を自分へと引き寄せ、その胸に抱きしめる。

				「ちょ！　な……」

				　慌てるナルを、力と立場で静めた王女は、彼の狼狽を無視して、その耳元で彼の名を呼んだ。

				「ナル」

				　彼女の胸の中で、ナルは動かなくなった。

				「私にできる事は少ない……お前の為にしてやれる事など本当に少ない。知らぬ世界に一人で来て、私の我儘に付き合ってくれて嬉しい」

				「じゃあ、もっと頑張るよ。これでも、暗い道を歩くのは得意なんだ」

				　ナルの声は穏やかで、それが却ってイシュリーンを不安にさせた。

				「どういう意味だ？」

				　ナルは答えない。

				「ナル、あまり急ぐな。急がれると、追いつけないぞ」

				　言葉を紡ぎながら、彼女は既視感に襲われる。

				　脳裏に、ジグルドと遠駆けに出かけた光景が浮かび上がった。あの時の彼の言葉は、そういう意味かと、彼女は瞬きを繰り返す。

				　近くにいた人が、突然、その背中を小さくしていき、置いて行かれるような不安。

				　彼女の場合、その不安の多くは、ナルがどのような日々を、彼の言う、違う世界で過ごしていたか知らない事から生じているものが大きかった。

				「ナル、ルヒティの下で鍛えられたといっても、どうしてそこまで急激に変われる？　元の世界で、お前は何者だったのだ？」

				　ナルは何も答えなかったが、彼女が彼の髪をそっと撫でた時、ようやく、消え入るような声を吐いた。

				「家族を、弟を、憎んでいた駄目な奴だよ……自分を慰める事で生きるしかなかった……努力したのにと拗ねていた。いや、逃げていたんだ」

				　イシュリーンは、小屋で重なり温め合った時のように、彼の体温を感じて瞼を閉じる。

				　ナルも瞼を閉じ、彼女の温もりの中に沈んだ。

				　いつの間にか、二人はそのまま眠っていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　物資と兵士の補充を終えた王女軍が、王都へと進軍を再開したのは、戦闘を終えて二日後だった。

				　この軍が、戦闘と行軍に困らないだけの物資を、ルマニア地方からオルタヴァ経由で届け続けるアルキームは間違いなく有能であり、輜重(しちょう)隊を指揮するマルームもそれに劣らない。そして、彼らの指揮下で、不満を言う事なく地味な後方支援に従事する小貴族達の働きにも、イシュリーンは満足していた。

				　彼女は唇を指で撫でる。

				　二日前の夜。

				　ナルの幕舎で目が醒めた時、彼は彼女に寄りかかり眠っていた。その寝顔を見た瞬間、イシュリーンは彼を絶対に手放したくないと感じた。しかし同時に、いつか、彼を元の世界へ帰してあげる事ができればとも思った。

				　思考を止め、馬に揺られる彼女は、ナルのいるオデッサ伯爵軍へと視線を転じる。その瞳は、まさしくダリウスが指摘した、女性が男性を見るものだった。

				　その視線を受けるべき男は、ルヒティに樫の杖でポカリとやられていた。

				「イター！」

				　ナルは本気で痛がり、事実、ルヒティは喜びで加減を忘れていた。

				「馬鹿者！　しかしよく決断した。これで儂の仕上げも成功間違いなしだ」

				　王都で変。王太子が王子を殺害した模様。

				　斥候からその報告を受けたルヒティが、隣で馬を進めるナルを杖で殴った。彼は瞬時に、この変を誰が起こしたのか悟ったのだ。そして、弟子が自分の領域へと、一気に近づいたと確信を得た喜びで震えた。

				「褒めてやる。王子を殺すは現状を打破するのに良い手だ。が、どうしてそうした？」

				　ナルは長い説明を始めた。

				　この内乱の意味、それは他国の侵略から国を守る体制を築く事で、王位奪取、国務卿排除などはそのためのお手段である。

				　それと同時に、長期化は避けないといけない。ウラム公爵が自領に引き上げる。もしくは国軍を巻き込むといった判断をした時、それを防ぐ手を打つ必要がある。

				　短期間で、相手の頭を殴ってでも白を黒と言わせるには、大きな衝撃がいる。

				　誰か暗殺しようとナルは考えた。それくらい強い毒でないと効かない化け物達が相手だ。

				　では、誰が良いか？

				　ウラム公爵を殺してしまえば、それで全て終わってしまう。王が娘に謝罪し、王妃が遠ざけられるだけの変化。だが、それも長くは続かないだろう。

				　王太子がいるからだ。ベアドラは、何といっても彼の母だ。そして王の性格、これまでの事を鑑みるに、王には何一つ主体性がない。不平不満を漏らすも、そこに行動は伴わない。結局、ベアドラが王を操作し、イシュリーンの邪魔を始める。それは、現在よりも悪い状況を生む。

				　なぜなら、ウラム公爵バザールがいなくなった事で、貴族達は不満なく暮らし、王女の不幸も他人事となるからだ。

				　そうさせてはならないのだ。

				　王族を殺す。

				　では、王太子を殺した場合、どうなるか。末弟が残り、ウラム公爵と王家はより結びつきを強くするだけ。

				　では、王はどうか？　彼を抹殺する選択肢はない。ウラム公爵に王家が染まり、王太子を殺害するより性質(たち)が悪い。

				　王妃は？　イシュリーン個人の事を考えれば良いかもしれないが、後の事を考えた時、あまり意味がない。なぜなら、結局はウラム公爵の鸚鵡(おうむ)でしかない王だけが残るからだ。ウラム公爵バザールと、娘であるベアドラが、王を翻弄する今の状態が良いのだ。

				　王女であるイシュリーンの腹違いの妹は？　ナルは彼女を完全に無視している。王宮の奥で偉そうにしているだけの女の子だと決めつけ、それはほぼ正しかった。しかるに、どうにでもなる存在だ。

				　悉(ことごと)く殺す？　確かにそれで事は済む。だが、民の信は得られないだろう。堂々と戦いを以て勝ち取ったわけではなく、背後から斬りつけ、その座を奪った事実は、民と貴族を王女から離す。証拠がなくとも疑惑は残る。王女の治世に暗い影を落とす。

				　選択肢を狭めていき、残ったのが末弟。

				　ナルの作りたい未来の図は、内乱が終わった時、無事に立つ王族はイシュリーンだけというものだ。王夫妻は、内乱の責を問う事で処刑すれば良い。だが、成人していない王子まで、罪を被せるのは難しいのではないか。

				　末弟を殺せばどうなる？

				　祖父は嘆き、王太子へと目を向ける。王は祖父の意見を自分のそれとするだろう。王妃は、我が子を殺した犯人が、我が子であると知り冷静さを保つのは無理だろう。祖父が王太子へ疑惑を深める事に、残された男子まで奪われてはたまらぬと反発するのではないか？　通常の母親なら、子を守ろうと必死になるはずだ。だが、万が一という可能性もある。ベアドラが他の行動を取る場合、それは何かと考えれば、末弟も王太子も諦め、失意し、全ての感情を憎しみに変えて、イシュリーンを倒すと怒り狂う事ではないか。とすれば、彼女がいる限り、祖父も王も対王女に消極的になれず、持久戦を徹底できなくなる。

				　その後、王太子はどうなるのか？

				　捕らえられれば幽閉。悪くすれば極刑。王族であるから裁判があるかもしれないが、祖父は邪魔な彼を排除したがるだろう。

				　跡取りはどうする？

				　王女がいる。そして、塔に幽閉しているというウラム公爵の息子がいる。ベアドラも健在。逆に、赤子のほうが良いというものだ。

				　ナルの考えた末弟暗殺が齎(もたら)す最高の結果とは、王太子が疑われ、王妃がこれを庇い国務卿と対立。王がその間に挟まれ膠着状態となる事だった。

				　彼はそれからも、王と王妃と国務卿がどのような動きをするかと、様々な可能性を推測して、どのような結果へと繋がるかを読み、対処を考えていった。そして仮にイシュリーンに疑惑が及び、犯人として国内に公表されたとしても、「証拠を示せ。お前達が姫の命を、敵の手で奪おうとしたからといって、姫が同じように卑怯な手に走ると考えるな」と言い返してやれば、王や国務卿は反論できなくなるだろうし、万が一、反論があったところで笑っていれば良いだけの事だと考えていた。

				「……また、弟殺し、王族殺しのアッピアーは仮に逃げ延びても、これが理由で表には立てません。彼がこれを晴らすには、グラミアにて立つしかなく、つまりそれは彼が、消える時となるでしょう」

				　ここで説明を終えたナルだが、隠すべき事は隠した。

				　それは、弟王子を殺すという方法に躊躇わなかった心の動きだ。

				　彼は、下の王子を可愛がるバザールによって、自分と王太子を重ねていたのだ。だから彼は、自分可愛さとアブリルに笑ったのだ。彼女はそれを勘違いしていたようだが、説明するには難しかっただろう。

				　するべき個所だけの説明を終え、黙ったナルは前方に視線を向けたまま馬を進める。その隣で、ルヒティはツイカで喉を潤し、両眼を滾らせる。彼には彼の策謀があり、そして、ナルのおかげで、それはさらに確かなものとなったように思えた。

				　嬉々と杖を振り回す老人の隣で、ナルが悲鳴をあげる。

				　ルヒティは薄ら笑いを浮かべ、頭を抱えて涙を浮かべたナルを見る。周囲の護衛達は、これまでの二人のやりとりを一言も聞いていない振りをする。それは、彼ら自身を守る為でもあり、主君とその弟子を守るに通じるからだ。

				「公爵は自領へと引き上げを狙う。が、王妃は必ず反対する。なぜか。それはあの女は富と権力に恋した女だからだ。自領に帰ればただの娘。手放すわけがない！　ナル！　プレドヤク！」

				　痛みに顔を歪めたナルと、笑いを堪える士官が並んだ。

				「儂は軍を離れ、公爵の下に走る。仕上げをする！　ナルのおかげで、今という機会を得た！　お前達は、儂が出奔したと殿下に言え！　それからナル！　孫への相続の件、文書で届けたであろうな!?」

				　背筋を伸ばしたナルは、「しまった！」と顔に出していた。

				「戦争中で進んでません」

				「馬鹿者！」

				　ポカリ！　ポカリ！　ポカリ！

				　ナルはさすがに怒ったが、それ以上の怒りを見せるルヒティに、唇を噛み睨みつけただけ。

				　手の早い爺めと、その目が言っている。

				「すぐに文書で作れ！　ほれ！　さっさとやれい！」

				「閣下！　出奔とはどういう事でございますか!?」

				　プレドヤクの声に、ルヒティが樫の杖をぶんぶんと振り回す。

				「ナル！　孫が来るまでプレドヤクと共に軍を指揮しろ。プレドヤク！　この雛(ひよこ)だけでは心許ない。お前が補佐せよ。ナル！　早く作れ！」

				　やってやらぁ！　アホったれ！　とヤケを起こしたナルが馬から飛び降り、ゴトゴトと進む荷馬車へと飛び乗る。矢を束にして重ねた荷の上に、筆や墨壺、紙を置き、ひどく乱れた字で、オデッサ伯爵家と王女の約束を、文書として記し始めた。

				　それを見たルヒティが、納得していない様子のプレドヤクと、周囲の護衛達を手招きした。彼らは緊張した面持ちで老人に近づく。

				「よく聞け。このまま王都を攻め落としては、王女殿下は王族殺し、父殺し、継母殺しの汚名をかぶる」

				「は……ですが、それすら殿下のご威光を汚すものではありますまい。正々堂々と大儀を掲げ、討ち倒すのでございますから」

				　プレドヤクの言葉に、ルヒティが首を左右に振って見せた。

				「違うな！　これは国内だけを見ればそうだ。が、他国へ大義名分を与える事となる。考えてもみよ。グレイグ公は王家の外戚であるウラム公爵とは縁者で、同盟もある。大義を奴に与えかねん」

				　プレドヤクが微かに口を開いた。そして、そのまま固まる。

				「王族殺しの汚名を浴びるは殿下ではない。先の短い儂の役目よ。馬を引け」

				　老人の迫力に負けたプレドヤクが、部下に命じる。

				　いつも輿で移動しているルヒティだが、引かれてきた馬にぴょんと飛び乗り手綱を握った。

				「ナル！　仕上げたらプレドヤクに渡せ！　オデッサに送るからの！」

				　そう叫んだ老人は、馬を鞭で打つ。そして後方の騎兵に合図を送った。彼等の一部が動き出し、一個連隊から三個小隊が離れ、ルヒティに続き速度をあげる。

				「すまんが手伝え！」

				　ルヒティの声に、従う騎兵の士官が、老人のすぐ後ろに馬をつけ答える。

				「あの日！　館で小さな姫様に誓ったのはお館様だけではありませんぞ！」

				「お前！　あそこにいたのか!?」

				「馬車に乗り込む姫様を！　止めなかった過去を！　清算します！」

				　兵の声にルヒティは笑い、ひさしぶりの騎乗でも鮮やかに加速して見せた。齢七十を超えていても、五十年間、戦場の中で生きてきた男が双眸に危険な色を宿す。

				　老人と騎兵の一団が、王女軍を離れ北上した。

				

				　イシュリーンは馬に乗り進みながら、二つの報告を同時に受けた。

				「弟が兄に殺された？　……ルヒティが出奔!?」

				　彼女の胸の内を正確に表すなら、兄の凶行と、冷血で残酷な弟の死より、ルヒティの出奔に衝撃を受けた。

				「プレドヤク！　ルヒティは何と申しておった!?」

				　知らぬ内に声が大きくなり、両耳の耳飾りが激しく揺れた。この時、頭に包帯を巻いたナルに気付いていたが、それどころではない。

				「は……特に何も仰せにはなられておりませぬ。必死に止めたナル殿に対し、杖を振りこれこのような結果に……」

				　むすっとしたナルに視線を転じ、彼の頭部を覆った包帯の理由を知った王女は、溜め息をついた。その視線を受けて、誤魔化す為に使われたナルが、演技ではなく痛みで眉を寄せる。彼の頭部には、三つの瘤ができていた。

				「理由もなく姿を消すとは思えぬ……、もしや私に不満があったのではあるまいな？」

				　念のために尋ねた王女に、事情を知るプレドヤクは口端を弛めた。

				「逆でございます。どこまでも殿下の御身をご案じになられておりましたゆえの行動と、推測致します」

				　安堵の表情を浮かべた王女は、ルヒティの出奔の理由を推測するより先に、ダリウスの名を叫ぶ。

				「今夜の夜営地で、両公と共に食事を取る。事情を話さねばならぬ……彼等に申し伝えよ」

				　指示されたダリウスが伝令達を手招き、王女の言を伝える。それを眺めつつ歩くナルは、王女の操る馬の横で遅れまいと速度をあげた。そして、表情を曇らせた馬上のイシュリーンを仰ぎ見て、彼女の気を紛らわせようと話題を変えた。

				「殿下、キアフを攻めるにあたり、攻城兵器をオルタヴァから運ばせる必要があります。まずは王都近郊まで進出し、道の除雪をしなくてはならないでしょうね」

				　ナルは、雪上に足跡を残しながら口を開く。

				「そうだな……それにまた雪が来そうだ」

				　イシュリーンの瞳が灰色の空を見た。まだ昼前だというのに暗雲立ち込める頭上は、耳障りな音を生じさせている。

				「閣下は恐らく、私達を裏切ったと見せかけるおつもりでしょうから、動揺なさらぬように」

				「言葉が随分と上手くなったな」

				　イシュリーンが冑を脱ぎ、銀色の髪を冷たい空気の中で払った。粉雪が舞ったかのように煌めく。彼女は冑に描かれた薔薇を見つめ、微笑みを浮かべた。

				　ルヒティが出奔した原因に思い至ったからだ。彼女はそれを確かめるべく、手に息をあてて歩くナルに尋ねた。

				「ルヒティがなぜ離れる決断をしたか分かるか？」

				「……閣下しかできぬ事をする為に、ご判断なさったのでしょう」

				「半分は正解で、半分は間違いだ」

				　イシュリーンは王都の方角を眺め、馬の鬣を撫でる。

				「ルヒティは、今のナルなら任せても良いと判断したから離れたのだ。この出奔の後、彼が何をしようとしているのか、私には分からぬ。が、なぜ今かと考えた時、それは自分がいなくとも大丈夫だと確信したからである。そう彼が考えるに至ったのは……王都での変であろう。という事はだ……私の弟を殺したのは、お前だな？　ルヒティはお前を認めたのだ、ナル」

				　ナルは王女を侮っていたと視線を落とす。いや、馬鹿にしていたつもりはないが、ルヒティが去った理由を、ほぼ同時に齎(もたら)された報から答えを導きだしたイシュリーンの鋭さに降参する。

				　しかし、口にしたのは否定のみ。

				「さぁ……殿下もご存知の通り、私はずっと近くにおりました。殿下、ご兄弟の事は残念でございましたね」

				　張本人が白々しいと、ナルは胸中で自嘲した。

				　その彼に、イシュリーンの声が届く。

				「はは……アッピアー殿下は私にも丁寧な物腰で良い方であったが……ヒーピアはな、私の背中に熱湯をかけ笑っていた子供だ。驚き、痛みに呻き水を求める私を見て、手を叩いていた子供だ……おかげで背中を人には見せられない。子供という一面だけをもって同情を寄せるつもりは毛頭ない」

				「……因果応報という言葉がございます。殿下の代わりに、誰かが復讐をしてくれたのでしょうね……殿下の背中を見る者がいるとするなら、それは未来の夫でしょう。殿下が選んだ方であれば、背中の痕こそ、今の美しく気高い殿下の糧であると、愛でて下さるのではないでしょうか？　ご心配なさる必要はございませんよ」

				　王女は視線を前方に向けたまま、意識をナルに向ける。

				　そんな恥ずかしい事を言うなと、頬を染めながら声は鋭く発した。

				「婿に来てくれる気概のおる者などいないだろうな。お前達のおかげで、私はすっかり恐い王女だ」

				　さあ、どう答えるかな？　とうっすらと口端を弛めた王女に、ナルの穏やかな声が届く。

				「殿下が拒まなければ、いくらでもいるでしょう。殿下の気に入る殿方を探すほうが難しい。どうかご自分でどうぞ」

				「あはっ！」

				　イシュリーンは笑って、ナルに振りかえった。

				「もう見つけている！」

				　馬を駆けさせたイシュリーン。

				　照れた顔を一瞬だけ、わざとナルに見せた。それだけで十分だと感じた彼女は、軍中を軽やかに前進する。馬が冷たい空気の中を駆け、イシュリーンの笑い声を兵達に届けた。

				　一個小隊ごとにまとまり、整然と北上していく王女の軍。その規模は四〇〇〇を超え、後方に連なる輜重隊まで入れると六〇〇〇に届きそうであった。ルマニア地方からはさらに増援が送られてきている。武器や糧食もオルタヴァから届けられていた。

				　王女の性格を知る諸侯の軍は、軍律を自ら厳しいものとし、下品な笑い声などあがらない。

				　どす黒い空の下でも、イシュリーン軍は冷厳で、遠巻きに彼等を眺める農民達が歓声をあげる。その声が大きくなったのは、兵士達の中に銀色の髪を煌めかせ、馬を駆る美しい王女を見つけたからだ。

				　イシュリーンは馬を駆けさせながら、ナルがどこまでもしらばっくれる理由に、湧きおこる笑みを消せない。彼に言った言葉のせいで、高鳴る鼓動を沈められない。

				　──ナルは、私を守ってくれている。私が弱く勝手な女だと気付いていながらも、私を守ろうとしてくれている。

				　王子が殺されれば、自然と敵対勢力の仕業だと誰もが思う。しかし、イシュリーンは今、王都にいない。とすれば、王子の敵で王都内にいる者は王太子のみ。二人の仲が、祖父の贔屓が原因で裂かれていたのは彼女も知るところだ。ここで大事なのは、王太子の仕業ではないという事実ではなく、ウラム公爵バザールがこの事件から何を考えるかというものと、祖父との関係を悩むアッピアーが、弟変死の報を受けて、自分がどうなるかを想像する事だろう。

				　イシュリーンには、配下を持たないナルが、どうやってそれをしたのか分からないが、誰の為にしたのかは明らかだった。

				　内乱が終わった後も、彼女の居場所を守る為に、ナルは暗闇の中を進んだ。これを悟った彼女は、異母兄弟の不幸よりも、ナルへの感謝で胸を満たす。そしてこの道を進むのだと改めて双眸を細めた。

				　機嫌の良い王女は、民衆に応えるべく片手をあげる。それは民衆だけでなく、兵士達の歓声も誘った。

				　兵士達が王女の名を叫び、それが波打つように行軍中の全軍へと伝わっていく。堂々と行軍を晒すまで、状況は好転している。ウラム公爵はもう、王都に籠るか逃げるかの方法しかない。いや、もしかしたら、王女の命を狙う刺客を野営地に送り込んでくるかもしれないが、問題はない。彼女の幕舎を固めるダリウスの手を、すり抜けられる刺客がいるはずがなかった。

				　──ダリウスは、今の私を守ってくれている。

				　──ナルは、未来の私を守ってくれている。

				　白い歯を見せた王女は、民衆と兵達の興奮の中で、守ってもらうだけの存在になってしまっては駄目だと感じた。

				　そこで彼女は腹違いの妹を思い出す。

				　ナルが、あえて彼女を蚊帳の外に置いたのは何故だろうかと、彼女は首を傾げた。確かに、権力には興味のない妹だ。彼女が求めるのは、素敵な恋人と美しい装飾品。だが、彼女は王家の血とウラム公爵家の血が流れる者だ。

				　──皆を頼ってばかりでは笑われるな。妹をどうするかは、私が考えてみよう。将来、私の治世に不満を持つ者が現れた時、妹を利用しようとする者も出てくるだろう。今の私がまさしく、そうなのだから。

				　イシュリーンの頭上で、黒い雲が白い粉を吐き出し始めた。

			  

				　　　　　　　

				

				　オデッサ伯爵領コンスタンタ。

				　人口四万人の都市で治安も良く、衛生的だ。高い城壁は異民族に対する備えで、その外側は戦いの痕が生々しい。

				　その市街地の中央やや東寄りにある城の伯爵執務室で、留守を預かる青年の背中に、扉が開いた音がぶつかる。

				「若様！」

				　従者の声に、青年が振り返った。

				　ルヒティの孫で、現在のオデッサ伯爵領を預かる彼は、豪華な金色の髪は波打ち長く獅子のようで、一重の目は知的で獰猛だった。ルヒティに全く似ていないのは、既に他界した母の面影を色濃く残すからだろう。彼は騎兵の調練(ちょうれん)を終えたばかりで、甲冑姿のままであった。

				　青年は短く整えた顎髭を指で撫でつつ報告を聞く。

				「イシュリーン殿下からの書簡を、渡鷹(バザードイグル)が運んで参りました」

				「どれ、見せろ」

				　従者の手から筒を奪い、執務机に向かって椅子に座る。背後の窓から陽光を浴びながら、彼は筒の中で丸められていた紙を取り出し見た。

                			

	








			
				「ひどい字だな……」

				　思わず声が出てしまうほど、歪んだ字を眺めた青年は青い瞳を輝かせる。

				「よし。俺がオデッサ伯爵だ。領内に知らせろ。それと！」

				　彼は立ち上がり、書状を机に放る。

				「編成の終わった騎兵連隊を率いて王都へ向かう」

				　従者が一礼し、退室した。

				　ルヒティの孫、ハンニバルは碧眼を市街地へと向ける。

				「じじ様はどうだ？」

				　誰もいないはずの室内で、誰にというわけでもなく声を発したように見えたが、彼の背後に一人の女が膝を突いていた。彼女はいつのまにか現れ、一礼し声を発する。ニカーヴで顔を隠した装いは、ナルにつくアブリルと同じである。

				「はい。軍を離れ一個連隊のみを引き連れ王都に入られました」

				　ハンニバルは振り返りもせず唾を飲み込み、一切の感情を殺すと、女に向かって言葉を続ける。

				「じじ様の手紙によると、王女の書記官を鍛えているそうだ。アブリルまで使わせているらしい。よほどの者か？」

				「イシュリーン殿下の信厚い人物のようです。姉からは、殿下のご友人であると聞かされております」

				「アブリルにしては、情報が少ないな」

				　女は無言であった。

				　彼女も、姉がどうして、ナル・サトウという人物の事を知らせたがらないのか推測する事すらできない。

				「そうだ。幕僚達に命じて、そなた達の集落に一個連隊を遣わす。冬の前に食料がいるであろう」

				　女が深く一礼する。

				「ありがたき幸せに存じます。いくつかの集落に分かれて、隠れ住んでおりますが、どこの集落に遣わしてくださいますか？」

				「馬鹿を言うな、クルティナ。全ての集落に決まっているだろう」

				　ハンニバルはそこで初めて振り返り、姉と同じ瞳の色を発する女を見つめた。彼女は微かに進み出て、冷たい床に額をつけた。

				「ただし、一度には無理だ。老人、子供の多い集落から順番に配る。悲しい事に集落の数が減ったからこそできるのだがな」

				　彼は視線を落とし、ひれ伏す女に近づいた。彼女が恐れ入った様に退がるのを、その肩を掴む事で止めた青年が口を開く。

				「クルティナ、すまぬ。我がオデッサ伯爵家であっても、そなた達全員を助ける事ができぬ。だが、必ずヒッタイト、フン族を討ち滅ぼし、そなた達の失った土地を取り戻してやるからな」

				「若様……」

				　クルティナが顔をあげた時、ハンニバルの悲しげな顔が目の前にあった。

				「力不足ですまぬ」

				　青年は微かに未練を残し立ち上がった。それを感じたクルティナは、彼から目を逸らさない。四つの瞳がぶつかり、どちらともなく腕を伸ばす。

				「若様……お許しください。私は……」

				「いいんだ。俺が我儘を言い、そなたに甘えているだけだ」

				　青年の胸にニカーヴをずらして顔を露わとした女性の頬が触れる。愛しい男性の温もりを感じた彼女は、小さく息を吐き出した。

				　右頬に火傷の痕が残るクルティナは、その箇所に口づけされ喘いだ。

				「しばらくコンスタンタを離れる。アブリルに伝えたい事があれば、手紙を預かるぞ。たまには暗号ではない文字を送ってやりたいだろう」

				　主の気遣いに感謝し、瞼を閉じた彼女が声を漏らす。

				「はい。今夜……お渡し致します」

				　二人がそっと離れる。

				　ハンニバルが再び、窓へと身体を向けたその背後で、クルティナは一礼し床を蹴った。軽やかな身のこなしで、彼の見る反対方向の窓から外へと飛び出る。それはハンニバルが、一呼吸つく程度の短い時間に成された。

				　碧眼に覇気を漲らせたハンニバルが、腕を組んだ。

				「じじ様の足を引っ張らぬようにせねばな。それに……ナルとかいう男、会ってみたい」

			  

				　　　　　　　

				

				　ルヒティは出奔から二日後、王宮にいた。

				「いまさら裏切りか？　どういうつもりだ？」

				　バザールに睨まれたルヒティは、手枷をされたまま顎鬚を揺する。

				「今だからだ。初めから味方しておっては、軽んじられて終わりだろ。それよりも、これを外せ。痛(いと)うて敵わん。老人一人が暴れたところで、何ができる？」

				　鼻を鳴らしたウラム公爵が、士官に顎をしゃくって見せる。それを受けた士官の手により、ルヒティの両手は自由となった。

				「イシュリーンの首でも持って来れば良かったものを！」

				　ベアドラの言葉に、ルヒティは瞬きをして見せた。国王の書斎でありながら、王の姿はない。彼の前に座るのは、国務卿とその娘だけ。

				「王妃陛下。自ら憎き相手の首をかき斬る楽しみを放棄するおつもりですか？」

				　ベアドラの唇の両端がつり上がる。禍々しい笑みの後、彼女は顎を反らしてルヒティに言った。

				「策はあるのかえ？　国務卿は領地に帰るなどと言うが、まっぴらごめんじゃ！　あのような田舎、二度と帰りとうない」

				　ウラム公爵領の中心都市であるルイスクは田舎ではない。南北縦断公道(グランミシュベル)の中継都市であり、人口も六万人を超す国内第二の都市だ。これはベオルードに並ぶ規模で、王国北部の要衝である。

				「王妃陛下。ウラム公爵のご領地に帰る事は決して、悪い事ではございませぬぞ」

				　バザールが、ルヒティの言に咳をした。

				　こいつ、俺の味方をしてどういうつもりだ？　と顔に出ている。

				「国務卿閣下。だから儂は味方する為に来た。王妃陛下、なぜ、王都にこだわるのですかな？」

				　ルヒティの質問に、ベアドラはそっぽを向く。

				　肩をすくめて、ウラム公爵を見たルヒティは、国務卿に頷いてみせた。

				「ま、王都に留まり敵を倒す方法を考えましょう。閣下、王都の城壁をもって敵を防げばよろしい。王女の軍に残して来た我が軍が、儂の合図で剣先をあっちに向けまする」

				　バザールは「おお！」と口に出していた。

				「お前は……いや、貴公は本当にそのつもりなのか？」

				「儂とてグラミアの盟主であった過去の栄光を忘れたわけではない。この働きをもって、王家によって奪われた領地を返して頂きたいものです。王女はああは言っておるが、所詮は担保もないのに金を借りようとする輩と同じ論理じゃ。信用ならんわ」

				　バザールは大きく頷き、王妃を見た。

				「王妃陛下、よろしゅうございますな？」

				「私はここに残れて、イシュリーンを殺せるならどんな事でもする」

				　ルヒティは深く一礼し、顎鬚を揺らしたのを隠した。

				　──危機の時に現れた味方こそ注意しろよ、ナル。こいつらの二の舞になるぞ。

				　表情を隠したルヒティの耳に、王妃が立ち上がり退室していく足音が届く。彼女は「王都を出ぬ」という意思を、立ち去る事で示したのだ。

				「ルヒティ卿。あれをどうにかする策はないか？」

				　国務卿の嫌味は、扉の向こうへと消えた娘には届かない。

				　顔を上げたルヒティは、細い目をさらに細め、バザールが指を鳴らして呼んだ侍女から葡萄酒の入った杯を受け取った。

				「儂も息子には苦労した。人に教える事などできやせん……」

				「感情を優先させおる。こうだと言って聞かせたところで、嫌(いや)だ、嫌(きら)いだで済ます。そして己に都合の悪い事には耳を塞ぐ……愚かな事だ」

				「はは……耳が痛い者達が他にもおるでしょうなぁ」

				　お前だってそうだろうとは、ルヒティも言わない。彼は、出された葡萄酒を疑いもせず喉に流し込み、それを見たバザールは満足げに頷く。軍を率いて下って来なかった理由といい、今の無防備な態度といい、どうやら信用とまではいかないにしても、利の為に協力し合う事はできそうだと、国務卿は判断した。

				　だが、こうもころころと陣営を変えるのは危険である。乱が終われば、消えてもらうのも一つの選択肢だなとバザールは決めた。

				　このウラム公爵の弱みを、ルヒティは知っている。

				　乱が終わるまでは、信用ならざるとしても、頼らざるを得ない状況がバザールの弱みだ。これが例えば、季節が春から夏にかけてならば、ルヒティの裏切りは一蹴されていただろうし、ウラム公爵陣営が優勢であれば、同じようになっていただろう。だが今、ウラム公爵バザールは苦しいのだ。いや、苦しいと思っている。頼りにしていた用兵家が敗れ死に、彼の代わりに軍を率いる者がいない。自分には不可能だと彼は知っていた。であるから、軍を率いる事に長け、策謀を得意とする老人を一蹴できなかったのだ。

				　さらに王子が殺されて厄介事が増えた今、国務卿一人で、全ての事態に対処するのは不可能だった。王は頼りないし娘は我儘だ。王太子は姿を消したまま現れず、外にも内にも面倒を抱え込んだバザールは、どちらかに集中したいと考えていた。反乱軍にはルヒティを当たらせ、王族をまとめトラスベリアのグレイグ公爵と連携を取り、春には反乱軍を押し返す段取りをすると企んでいる。

				　ルヒティが、思考を巡らす国務卿に向かって口を開く。

				「まあ、閣下。たとえ反乱軍が王都に迫ってきたところで、所詮は五〇〇〇を超える程度。包囲するにも難儀じゃろうて……。いざとなったら王都市民に武器を持たせて戦わせれば良い。万以上の即席軍くらいは務まるであろう。それと……」

				　言葉を止めた老人に、ウラム公爵が視線を走らせる。

				「それと？」

				　国務卿に促がされ、ルヒティは続ける。

				「それと、キアフを取り返すのも大変だ。巨大な都市そのものが、中の我らを守ってくれるだろう」

				　ルヒティの言に、バザールは「ふむ」と顎を引いた。

				　──確かに、この王都であるからこそできる事もあるか。

				　こう考えた国務卿は、更に次のように思案する。

				　──手持ちの軍は高給を取るしか能の無かった男で随分と減ったが、国軍の一個連隊一〇〇〇と、我が軍の敗残兵をまとめれば二〇〇〇を上回る程度だが、防衛には十分な戦力になる。巨大な城壁と豊かな物資で、春が来るまで耐える事もできるだろう。

				「閣下、それに王都であるからこそ、反乱軍は手出しできぬ。彼等とて、荒れた都を手に入れたいとは思っておらんだろうからな」

				　ルヒティが杯を卓に置き言った。

				「分かった。ルヒティ卿。この戦いが終われば、生意気な諸侯達の領地を没収する。追加で欲しい土地はあるか？」

				「しからば、ルマニアを貰おうか」

				　老人は頬の黒子を歪めて言い、バザールを満足させた。

			  

				　　　　　　　

				

				　王女の軍が、ついにキアフへと到着した。ジェフリ率いるウラム公爵軍を破って七日後のことである。そして、ルヒティがウラム公の前に立った日の翌日にあたる。

				　その中でナルは、馬に乗るイシュリーンのやや後ろに佇み、くしゃみを連発している。

				「大丈夫か？」

				　王女が振り返り眉を寄せた先で、布切れで鼻を拭く青年がまた大きなくしゃみをした。

				「風邪かな？　この国は寒いから」

				　ずらりと後方に展開する反乱軍は、戦闘員だけで五〇〇〇を超えようかという数まで膨れ上がり、高々と掲げたイシュリーンの軍旗は、一〇〇〇に届くまでに増えていた。青地に白で描かれたスイレンの模様は、寒空の下でも凛々しく映える。攻城櫓が次々と組み立てられ、破城車に盾代わりの木片を打ち付ける音が律動的に響く。あちこちで煙をあげているのは兵が暖を取るためだ。その数は多く、城壁上で眺める守備兵達は、気温のせいではない寒気を覚えていた。

				　イシュリーンは、キアフは包囲するには大きすぎると理解していて、東西南北の外門を塞ぐような形で自軍を布陣させていた。その間を忙しく駈け回るのは伝令である。

				　地面は、止まない雪で既に白い。

				　粉雪が王女の銀髪に付着し、髪飾りにも似た煌めきを発した。

				　見惚れてしまったナル。

				　イシュリーンは首を傾げ、馬上から身体を倒して、彼のおでこに手の平を当てた。

				　彼女は安堵を、声色で示す。

				「熱はないようだ。精のつく物を食べて寝れば大丈夫」

				　複数の馬蹄が、二人へと接近する。

				　ロッシ公爵ゲオルグと、ルブリン公爵アルウィンが、少数の護衛を引き連れ、王女に近づき馬から飛び降りた。

				「殿下。展開完了でございます。分解して運んでいる投石器も南約五〇〇〇デール（五キロメートル）地点まで到達。もうしばらくで届くでしょう」

				　アルウィンの言葉に、イシュリーンが力強く頷き、高くそびえるキアフの城壁を見上げた。二〇〇デール（二〇〇メートル）離れたこの場所であっても、地上二〇デール（二〇メートル）の高さを誇るキアフ城壁の威容は、喉を鳴らすだけのものがあった。

				「殿下、しかしキアフを攻めるには兵が足りませぬ」

				　ロッシ公爵ゲオルグの言に、イシュリーンは口端を弛める。

				「であるから、ルヒティが動いたのであろう。それに、本命は地下通路からの侵入だ。攻城戦は陽動である」

				「本当に裏切ったわけではないのでしょうな？」

				　ゲオルグがナルを睨む。ぶーと下品な音を立てて鼻水を取ったナルが、苦笑する二人の大貴族に一礼し、非礼を詫びた。

				「申し訳ありません。閣下は間違いなく、閣下にしかできぬ事をする為に、敵に下った振りをしていると確信しております」

				　どうかな？　と、どこまでも疑う二人の公爵を責めるのは間違いで、彼等の反応こそ普通である。

				　それにナルとて、イシュリーンほどルヒティを知っているわけではない。だが、あの老人が裏切るなら、そうと気付かせぬように裏切るだろうという、変な信頼をナルは彼に抱いている。

				　二人の大貴族を前にして、イシュリーンが友人であるはずの男に視線を転じた。

				「ナル、王太子の行方がまだ掴めぬそうだが、乱が終わって、のこのこと出て来られても厄介だ。良い御方だが、それとこれは別だと思う。策はあるか？」

				　ナルは即答した。

				「王太子をこちらで仕立て上げ、殿下の御元に参じさせます。それも複数……我々は偽者を前にして、あれ？　偽者だったか。また偽者か。おっとこいつもだったか。やれやれ偽者だらけだな。王太子を名乗る不届き者が現れるから、皆は注意しろ。見つけたら連れて来い。褒美を取らすぞ……でいきましょう。殿下、仕返しをしてやればよろしいのです。慌てて出てくればしめたもの。後に姿を現しても、偽者が何を言うかで捕らえれば良いのです」

				　彼の言い様に、イシュリーンは笑った。この手法はまさしく、逃亡中であった彼女に、王家とウラム公爵が使った手を応用したものであったからだ。

				「ゲオルグ、聞いたか？」

				　名を呼ばれて、ロッシ公爵は膝を突いた。

				「そなたに頼む。王太子の偽者を作ってくれ」

				「は。すぐに取りかかりまする！」

				　臣下としての扱いをされた大貴族が、興奮で顔を赤く染め上げ立ち上がる。それを眺めたアルウィンが、なんとも複雑な表情をしているのを見て、イシュリーンが首を傾げた。

				「アルウィン、どうした？」

				　名だけで呼ばれて、アルウィンも膝を突いていた。

				「いえ、その……」

				「ロッシ公、ルブリン公の両公は私の大事な臣下だ。そなたには別の事をしてもらいたい」

				「何なりと」

				　アルウィンが深く一礼するのを見て、ナルは呆れたように笑うも、それを布切れで隠した。だが、イシュリーンに見つかり視線で叱られた。

				「ベオルードに使者を立て、西と北への備えを急げと伝えよ。冬の間に準備をし、雪解けと共にやって来るであろう、蛮人達を撃ち倒す準備をしろとな」

				　イシュリーンの言に、アルウィンは一礼した後、踵を返し離れていった。その背中に視線をぶつけたナルが、王女の馬の手綱を預り呟く。

				「単純というか、何と言うか……」

				「ナル、そう言うな。お前のいた世界の事は知らぬが、自ら崇めたいとする主君に仕えるのは喜びなのだ。その相手に、私を選んでもらえるように、あのような無茶をしたのだが……その甲斐があった」

				「もう、二度とするな」

				　二人きりとなり、言葉を普段のものに変えたナルに、イシュリーンは「ん」とだけ声を出す。

				　彼に引かれて、馬が馬首をめぐらす。進行方向を自軍へと転じた二人と一頭は、のんびりとした速度でキアフから離れた。

				「この国は……雪がよく降る」

				　地表を白一色に染めても止まない雪に、ナルが呟く。

				「お前の世界はどうだ？　雪は降るか？」

				　ナルは視線を前方へと向けた。

				　五〇〇〇の軍勢が、西からの斜陽を浴びて雪上で煌めいている。甲冑や武器が、凶器であっても美しく栄(は)えた。彼等のはるか後方にそびえる稜線まで、白一色となった世界を眺めたナルは、顔を上げ、馬上の王女に顔を見せる。

				　いつもの笑みが、イシュリーンに向けられた。

				　王女は、たまらなくなり顔を背け隠した。

				「降るよ。でも、この国のほうが降るね……」

				「お前の世界……行ってみたいな。飛行機というものを見てみたい」

				「楽しい事、美しい事だけじゃない世界だ。食い物を余らせて捨てる人間がいるのに、同じ時、違う場所では、食い物が無くて死ぬ人間がいる」

				「どこの世界も、人がいる限り似るのだな」

				　イシュリーンの囁きに、ナルは小さく笑った。

				「でも、良いところだ。いつか……」

				　彼が言葉を止める。

				　イシュリーンは馬上のまま、腰を折る様にして手を伸ばすと、手綱を掴むナルの手に指先で触れた。

				　彼女の瞳は、驚いた顔のナルを映した。

				「ナル、日本とやらに帰りたいか？」

				　恐々と口にした彼女に、彼は驚きに困惑を混じらせ視線を逸らす。

				「さあ、どうかな？　今はよく分からない」

				「私は……お前に帰ってほしくない。あの時にも言ったが、今はもっとこの想いが強くなっている。ナル、帰らないで……」

				　しばらく無言であったナルは、そうする事でイシュリーンを困らせる。彼女は、また彼を苦しめるような事を言ったと後悔するも、ナルは目を柔らかく細め微笑むことで、彼女の自責を払った。

				「まるで、帰る時が来たみたいな事を言わないでくれ。こういうのは、本当にそうなってしまうんだぞ。これから禁句ね」

				　イシュリーンは、締めつけられた胸の苦しさを隠すように笑う。

				　耳飾りが揺れ小さく鳴った時、東の方角から接近してきた斥候の馬蹄が聞こえてきた。それは次第に大きくなり、ゆるりと馬を進める二人に向かって鼻息の荒い馬が近づく。

				「馬上から失礼致します！　一軍がこちらに接近中！」

				　二人だけの時間が流れていた空間を、斬り裂いた斥候の声に、イシュリーンもナルも表情を改める。揃って厳しい顔を作り、東の方角から続々と舞い戻ってくる斥候達を見つけた。本隊を中心に半径八〇〇〇デール（八キロメートル）に斥候を放っているのは、敵軍襲来を受けた場合に、戦闘準備を完了するまでに必要な時間を逆算し、さらにそこから余裕を見てのものだ。これはナルによる提言だった。

				　ルヒティがいつもそうしていたのを、彼は近くで見ていたのだ。

				　斥候達は到着した順に次々と、王女に報告をする。

				「騎兵約三〇〇！　東から接近中！　距離五〇〇〇デール（五キロメートル）！」

				「黒縁に赤地！　金色の獅子三頭！　オデッサ伯爵軍の軍旗確認！　騎兵一個大隊規模！」

				「オデッサ伯爵軍騎兵連隊！　二八〇！　殿下にお目通りを求めております！」

				「オデッサ伯ハンニバル閣下、ご到着！」

				　イシュリーンは、ルヒティの孫の到着に喜色を浮かべ、ナルを見た。

				「雷神(トールアン)がダリウスなら、ルヒティの孫は炎王(イフリル)だ。強いぞ」

				　大地を埋める雪を巻き上げ、接近してくる騎兵の一軍に、ナルは目を細めて口を開いた。

				「ちなみに、ルヒティ閣下は何と呼ばれているので？」

				　イシュリーンは逡巡した後、答えた。

				「黒子(ネバスアダー)だ。言ったら殺されるぞ。絶対に言うなよ」

				「ああ……」と声を発し、イシュリーンの笑いを誘ったナルは視線を転じて騎兵の集団を眺めた。長槍を掲げ、速度を落としながら接近してくる彼らは、馬から甲冑から全てが赤一色で、ナルは日本でいう赤備えを思い出す。

				「あれは確か武田家だっけ？　この人達もそんな感じか？」

				　彼が言葉をこぼしたと同時に、赤一色の騎兵連隊が王女と距離を取り整列を始めた。彼らの先頭の男が、赤い冑を脱ぎ脇に抱えると、金色の長髪をなびかせ、馬から飛び降りる。

				　長身の青年は、碧眼を王女へと向けてすぐさま膝を突いた。彼の一連の動作は洗練されたもので、ルヒティの教育が行き届いているのだと、イシュリーンを感心させる。

				「異民族相手に武勇を轟かすそなたと会えて嬉しい」

				　イシュリーンが王女の声を出す。ナルと二人だけの時とはかけ離れた、威厳に満ちたその声量と響きに、後方に控える書記官は苦笑した。先ほどの可愛らしい小鳥が、突然、鷹になったかと感じる。

				「お初にお目にかかります、殿下。このハンニバル、祖父の不始末の責任を取る為に参りました。先陣をお命じください」

				「祖父と連携し、内と外から我が軍を撃ち倒すのではあるまいな」

				　オデッサ伯爵軍騎兵連隊到着を知らされて現れたロッシ公爵ゲオルグの発言に、炎王(イフリル)と異名を取る青年は頭(こうべ)を垂れたまま口を開いた。

				「ロッシ公爵閣下ともあろう方が、私のような若輩者を苛めなさるな。疑惑を晴らすにはただひれ伏すだけでは足りぬと承知しておりまするゆえ、まずは働き場所を頂きとうございます」

				　イシュリーンは彼を立たせ、王都を睨んだ。

				「この通り、大きな城壁の内側に籠って出て来ぬ。攻城兵器の到着を待って、攻め寄せるつもりだ」

				　凍えそうな程に冷えた風が、王女のマントを叩く。バタバタと音を発するそれが翻り、銀色の髪も同じように風に踊った。

				　イシュリーンが鋭い声を発する。

				「ハンニバル！　よく来た！」

				　金髪の青年は、一礼した。

				

				「貴公がナル殿だな？」

				　オデッサ伯爵軍に合流したハンニバルがナルを捕まえる。この時、ナルは長身で肩幅も広く、腕も自分の倍ほどに太い青年に威圧され目を白黒させた。だが、そのようなつもりが無かったルヒティの孫は、そうと気付き笑顔を浮かべる。一重の目が見開かれ、穏やかな色を湛えてようやく、ナルは安堵する事ができた。

				「じじ様が世話になっていた。あの酒飲みの面倒をみるのは大変であったでしょう」

				　いい人そうだとナルは感じる。いや、そう信じるのは早計だが、有無も言わさず暴力で人をどうこうする人物ではないと知り、胸を撫で下ろす。そして、ハンニバルの言葉を否定し笑う余裕を取り戻した彼は、会釈を返した。

				「いえ、俺のほうこそお世話になりまして、いろいろと学ばせて頂きました。ハンニバル卿は軍を赤色で統一していますが、どうしてですか？」

				「強そうでしょ？」

				　金髪の青年は間髪いれずに答える事で、ナルの目を丸くさせた。ハンニバルはニッと笑い、白い歯を見せるとナルの肩をぽんと叩いた。

				「アブリルにこれを渡して頂きたい」

				　予想外の名前を口にされ、ナルはさらに目を丸くさせる。ルヒティの孫の手には、紐で縛られた封が厳重そうな手紙が持たれていた。

				「知り合いですか？」

				　尋ねたナルは、ルヒティの手の者であるアブリルを、彼が知らないわけがないなと一人で結論づけ、馬鹿な事を聞いたと恥じる。しかしハンニバルはそれを笑う事なく、真面目な顔を作ると、照れを誤魔化すために顎髭を指で弄りながら答え、頼んだ。

				「俺の大切な人の姉上です。ただ、それが原因で俺には会いたがらないでしょうから、貴方から渡してもらえますか？」

				　どういう意味かと尋ねるより早く、金色の長髪を風に撫でさせたハンニバルが踵を返す。

				　彼の要件は終わったのだと感じ、声をかけて止めるまでもないと思ったナルは、手紙を大事に抱え自分の幕舎に入る。オデッサ伯爵軍は、若君到着という事もあり、ハメをはずさない程度に騒いでいた。この事から、ハンニバルが兵士達から人望があるのだと感じたナルは、自分はどうかと考える。

				「戦う兵士の信頼を得ないと、軍を動かす事など不可能だ。いや、立場で言う事をきかせることはできるが、そこは人同士、どうしても感情が入る。こればかりは焦っても駄目だが、でも焦るな」

				　思えば、イシュリーンであるからこそ、国軍はウラム公爵の傀儡(かいらい)である王に味方せず、可能な範囲内で王女の味方をしてくれる。諸侯の兵達も、あの王女だからこそ戦ってくれている一面もあるのだ。

				　そういう事を考えながら、ナルは鈴を懐から取り出し鳴らした。

				「ここに」

				　背後から声をかけられ、幕舎の中で悲鳴をあげたナルは地面に尻もちをつき、ニカーヴで顔を隠した女性を見上げた。

				「如何致しました？」

				　幕舎の外からプレドヤクの声が聞こえる。この士官は、王女から預かっている客人扱いの異国人の警護も役目のうちと考えていて、ナルの幕舎を固めているのだ。

				「なんでもないです！　自分で転んだだけ！」

				「やれやれ」というプレドヤクの声を聞きながら、アブリルの手を借り立ち上がったナルは、放り投げた手紙を探す。驚きのあまり、手紙は彼の手から飛び出し、幕舎の隅に落ちていた。

				　それを拾ったナルは、手で汚れを払いながらアブリルに渡す。

				「ハンニバル卿からの手紙……」

				「若様？　から？」

				　目だけ覗く彼女だが、そこに困惑をありありと表していた。

				「ただの知り合いってわけじゃなさそうだけど……そういえば、彼の大切な人の姉上だって君の事を言ってたな。妹がいるの？　妹はハンニバル卿の恋人？」

				　ナルの疑問に、アブリルは長い睫毛を揺らしたのみ。

				　彼女は手紙を開き、中の紙に視線を這わせた。

				「妹からの手紙です。ひさしぶりに暗号以外の文字を見ました」

				　質問の全てに答えないアブリルに、ナルもあえて聞く事はしない。

				　彼は寝台、といっても簡易寝台のため作りは粗いその下から、ツイカの壺をひっぱり出す。行軍中は荷馬車に紛れこませて隠しているが、野営地設置と同時に真っ先に自分の幕舎に運び込んでいるのだ。

				「飲む？」

				　躊躇い首を左右に振ったアブリル。だがすでにナルは、彼女の為に、杯にツイカを注いでいた。寝台に座り、立ったままの彼女に杯を差し出す。

				　アブリルはそれを拒まなかった。

				「じゃあ、一杯だけ。酔っては役目になりませんから」

				「どうぞ」

				　自分の隣を、手で軽く叩き誘ったナルだったが、すぐに変な意味で誘っているのかと疑われては恥ずかしいと慌てた。しかし、アブリルはニカーヴを剥ぎ取りながらそこに腰を下ろす。

				　艶のある唇に見入ってしまったナルが、誤魔化すようにツイカを柄杓でかきまわす。自分の杯を左手に、右手の柄杓からツイカを注いだ。

				「温まります。ナル殿、風邪気味でいらっしゃるご様子。これを卵と一緒に温めて飲まれては？」

				　微笑んだアブリルが、ツイカを飲む口元を手で隠した。その優しさと気遣いに感謝したナルは、彼女の左頬に刻まれた火傷の痕を見つめた。

				「答えにくい事を聞いてもいい？」

				「火傷……の事でございますか？」

				　ナルは自分を恥じ、「ごめん」と呟き視線を落とした。その彼の耳に、アブリルの穏やかな声が届く。

				「当然の疑問です。これは私が十五の時、フン族の襲撃で集落を焼かれた時の……火傷の痕です。私と妹は、焼けた建物の中から、母上を助けようとしましたが、結果は二人揃って火傷を負った……という次第です」

				　彼女は、黒装束の胸元を右手で掴むと、勢いよく左肩を晒す。ナルは思わず顔を背けたが、アブリルが続ける言葉がそれを制した。

				「誘惑しようとしているのではございません」

				　ナルは、ゆっくりと彼女に視線を向けた。

				　アブリルの左肩から、乳房の上、脇までに至る焼け爛れた痕が無残だった。そして、装束に隠されているだけで、痕はさらに広いと思われる。

				「ナル殿、私がこのような身体になったのは、争いがあるからです。ですから、一人を殺す事でそれが防がれるなら、私は貴方の命に疑いもなく従いますよ」

				　ナルは、彼女に手を伸ばした。

				　驚いたアブリルだったが、黒装束をナルに正され、小さく息を吐き出す。

				「いや……俺はそこまでの人間じゃないよ。でも、努力する。閣下が君を俺に預けてくれたのは、閣下なりに認めてくれていたからだろうしね」

				　アブリルは微笑み、瞼を閉じた。そして、柔らかい声質で言う。

				「ごちそうさま」

				　彼女はそう言い終えた時には、灯りの届かない闇へと消えていた。

				　ナルは気づいている。

				　戦いがあるから、彼女達は必要とされている。その矛盾に、彼女が気づいていないはずもなく、アブリルは彼の為に、言ってくれたのだ。

				

				　しばらく後、一人でツイカを飲んでいた彼の寝台に、卵が置かれていた。

				　ナルは、微笑みそれを掴んだ。すると、熱してある事が分かる。

				　彼は、ツイカに半熟の卵を入れて、大事に、ゆっくりと飲んだ。

				

				　ハンニバルが王女の軍に合流した翌日の朝、キアフへの攻撃が始まった。

				　イシュリーンは、城壁の外に攻城兵器を並べ、さあ攻撃するぞと威嚇しながらも、そうしたいとは、毛先ほども思っていなかった。

				　彼女は王族しか存在を知らない、キアフの外と王宮を繋ぐ地下通路の出口から、武装した兵士達を突入させるという作戦に出た。地面の下に穴を掘る時間も惜しかったし、昨夜から勢いを増す雪の中では、その作業も難しいと判断したからだ。

				　当然、この攻撃はルヒティによって予見されていた。彼はイシュリーンとの日々で地下通路の存在を知っていたし、王家の外戚たるウラム公爵からもその存在を知らされており、これを知る王女が必ずここから兵を突入させて来ると推測した。

				　しかし、地下通路の王宮側入り口を知らないウラム公爵に舌打ちしたルヒティは、王夫妻にこれを尋ねる。ところが、王も王妃も、王宮側の隠し通路の入り口が、どこにあるかを話したがらない。これは、いよいよとなった時に逃げ出す為にも、ルヒティに知られるのはよくないと、ひさしぶりに二人は意見を同じとしていたのだ。

				　老人は怒りのあまり怒鳴った。

				「死にたくなければ教えろ！　小僧！」

				　王を小僧呼ばわりした彼の剣幕に、王は白状する。ルヒティからしてみれば、死んだ息子と、歳の変わらない王は小僧でしかないのだ。

				　この老人の怒りは、ウラム公爵を安心させた。

				　爺め、本気でやるらしいと笑みを浮かべ、彼への疑惑をさらに薄めると、自分は王太子捜索に集中する。王太子を見つけ、その口から言質を取る必要があると信じている。

				「イシュリーンにそそのかされた！」

				　これさえあれば、成人してもいない子供を暗殺した王女の評判は落ちるだろうと、バザールは推測していたし、敵の手に王太子が渡る前に、捕縛したいと願っていたのだ。そして、無理矢理にでも言質を取ると決心していた。

				　こうして、王太子捜索をするバザールと、対反乱軍に対処するルヒティという図になる。

				　両軍は、城壁があるがゆえに、地上では矢戦程度で収まっているが、地下では激しく白刃をぶつけ合う激闘を繰り広げていた。

				　通路の一部は、キアフの下水道を利用していた。元々は古代文明時代に造られた貨物用の通路であったらしく、恐ろしく広いその下水道は、キアフの地下を縦横に走っていて、道を知らない者であれば迷い、出口まで辿りつく事はできない。

				　イシュリーンに地図を書かせたナルは、それをダリウスに託した。

				　傭兵は暗闇の中を慎重に進みながら、襲いかかってくるウラム公爵軍を斬り伏せ進んでいる。要所ごとに兵を配置してはいるが、それらはどうやら、敵が本来の防衛拠点まで、どの経路で接近しているかを知る為に配置しているとダリウスは悟った。

				　つまり、迷いながら向かっているのか、目標に迷わず真っ直ぐと向かっているのか。これは防御側にとって重要な情報である。

				「閣下、次を右です」

				　膝まで汚水に浸かった兵士の声に、ダリウスは鼻を鳴らして手信号を出す。暗闇に慣れてきた部下達が、それに従い無言で進むも、水は彼らの存在を敵に教えていた。

				　暗闇の中でも松明を使わないのは、敵に位置を知らせない事を目的としている以上に、目を闇に慣れさせる為だ。灯りが消えて混乱する様では、このような場所で満足に結果を出すなど無理だと、ダリウスは考えていた。

				　右へと曲がる通路に、兵士達がさしかかったところでばたばたと倒れていく。汚水を跳ね上げ、沈む部下達を救おうとしたダリウスだったが、誰もが顔や身体に穴を開け倒れているのを見て動きを止めた。

				　闇の中では黒く見える液体を流し、汚水の中に甲冑の重さで飲まれていく彼等を見て、ダリウスは手遅れだと理解し指示を出す。

				「止まれ」

				　拳を握って、後方に続く兵士達を止めた彼。

				　その手信号は、次々と伝播していく。彼は壁に背を預け、倒れた兵士達を貫通した矢が、下水道の壁面に突き刺さっているのを発見した。

				「弩か……」

				　アルメニア王国で弩は一般的な兵器となっているが、グラミアではまだまだ偏見が強く、戦闘で使われる事は無かった。腕の悪い狩人が使う武器だと忌避される弩だが、アルメニア王国では内戦時、フェリエス・ベロア・ベルーズド公爵がこれを戦闘で使い、恐るべき戦果を挙げていた。ただし、装填時間をどう作るかが難しいのがこの武器の難点である。

				　それを躊躇いもなく有効に活用するあたり、そしてこの通路が狭まる個所でありながら、他に迂回路がないここで待ち伏せているあたり……お出でなすったかとダリウスは唇を噛む。

				　彼は兵士に耳打ちし、後方へと走らせる。そして同時に声を張り上げていた。

				「ルヒティ卿！　いらっしゃるか？」

				「うるさい！　ペルシア人！　かかってこんか！」

				　いたか、と顔を歪めた指揮官に、隣の兵士も同じ表情を作る。

				「ご老人！　御身内が来られているぞ！　貴方が殿下から離れたせいで、それはもう肩身が狭い！」

				　実際には、そこまで肩身が狭くないハンニバルであったが、こう言ったほうが良いとダリウスは思って口にした。

				　──可愛い孫を困らせるな。何やら考えあっての事だろうが、殿下の軍であんたによる死傷者が増えれば、これは策謀を成功させる為だと言ったところで、許されんぞ。

				　ダリウスの願いむなしく、通路の奥、闇から元気な声が返ってくる。

				「知るか！　黒犬(アスワカプ)！　来ぬなら殿下の元に帰ってキャンキャンと泣いておれ！」

				　ペルシア人を侮辱する時、ペルシア以外の人達は彼らを黒犬(アスワカプ)と呼ぶ。そして、そうと呼ばれたペルシア人は、我も忘れて怒り狂う。

				「言ったな！　おいぼれ！　墓場に片脚をつっこんでいる黒子(ネバスアダー)め！」

				　ダリウスも例に違(たが)わず怒り叫んだ。

				「貴様！　それを言ったな！　許さん！　八つ裂きにしてやるからな！」

				　ルヒティが罵声を返す。

				「そっちが先だ！　黒子(ネバスアダー)！　いいから出てこい！　それとも恐くてそこに隠れているのか！」

				　笑えない口喧嘩に、兵士達も緊張を増していく。ダリウスは罵声を吐きながらも、攻撃の呼吸を計っているのを知っているからだ。彼等は指揮官が怒った振りをしながら、隙を窺っていると理解しており、それは正しかった。

				　しかしダリウスは、敵の隙を見つける前に、不吉なものに気付く。

				　彼の鼻は、汚水の悪臭に混じる微かな油の匂いを嗅ぎ取ったのだ。

				　汚水は、奥からこちらに流れて来ている。

				「退け！」

				　ダリウスは本気で叫んだ。

				　バシャバシャと汚水を巻きあげ、身体を汚しながら反乱軍突入部隊が来た道を逃げる。誰もが異変を感じ取り、疑問を感じる暇すら無く、後方へと全力で走った。水に速度を落とされ、動きにくいが為に、頭から水路の中へと倒れる者達もいた。

				　その彼らの背後に、紅蓮の炎が噴き上がる。それは、確実に人間達の後を追い、反乱軍は悲鳴をあげながら闇の中を懸命に走った。

				　ダリウスは最後尾で、部下達を追い立てていたが、すぐ背後まで迫った炎の勢いに死を覚悟する。

				　彼の目の前を走っていた兵士が、水の中で脚をもつれさせ倒れる。

				「馬鹿！」

				　叫び助け起こそうとしたダリウスは、部下共々、炎に包まれるのを感じながら、身体を前方に投げ出したのだった。

			  

				　　　　　　　

				

				　キアフへの攻撃を仕方なく開始させたイシュリーン。

				　命からがら、逃げ還ってきた汚水まみれのダリウスは訴える。

				「あの元気な爺を下水道から引きはがす必要がございます！　殿下！　あの爺を地上におびき出す為に攻撃を！」

				　王女は兵士達を使ってキアフ市民達に呼びかける。

				「城壁から離れよ！　城壁から離れよ！」

				　そうして、彼女はロッシ公爵とルブリン公爵に、攻撃を命じたのだ。

				　城壁上に展開したウラム公爵軍と国軍の守備兵が、矢を放ち応戦する。城門を破壊すべく、ロッシ公爵とルブリン公爵の両軍が盾と鎚を並べ、城壁上から放たれる矢の下で前進を開始した。両公の戦いぶりは良く言えば堅実、悪くいえば華のないものだったが、イシュリーンは、この二人の価値は戦いのみで語るものではないと十分に理解している。そして、二人の大崩れする事のない堅実な用兵は、状況により必要なことも分かっていた。

				　今も、イシュリーンの目に映るのは、基本に忠実な動きを見せる両公爵の指揮で、軍勢はキアフ城壁に、重装歩兵をまず進めさせる。彼等は重装と名付けられているが、頑丈な甲冑で身体を覆っているものとは少し違う。高価な鉄製の大きな盾、大人一人をすっぽりと隠しても余るほどの盾を両手で持っているのだ。彼等はそれで、後方に続く味方部隊の為に、矢を防ぐ防波堤となりながら前進する。彼等に守られ、盾と剣、槍、槌を持った歩兵が続き、さらに火薬などを運ぶ工作兵が続く。彼等の頭上を追い越しキアフ城壁に迫るのは、王女軍から放たれた弓矢だ。遠目から、狙いもつけずただ放たれるそれらだが、これがないと敵の矢を浴び続け、味方歩兵の前進速度が落ちる。

				　そして、ついに到着し組み立てられた攻城兵器。

				　投石機は巨石を吐き出し、城壁を痛めつける。堅牢な岩壁の外面を傷つけるだけだったが、それでも次々と打ち出されるその打撃は、確実にキアフの城壁を破壊しつつあった。

				　城壁上へと到達したいくつかの巨石が、ウラム公爵軍兵士を押しつぶし、弾き飛ばす。彼等は悲鳴と血と肉、内臓を周辺に撒き散らし、城壁の内側へと肉片となって巨石もろとも落下していく。そこで、矢や煮えた油を城壁上へと運んでいた防御側兵士達が、逃げ遅れて圧死する。

				　巨大な城壁に守られているからといって、必ずしも安全ではない現実を、ウラム公爵軍兵士達は仲間達の死で見せつけられた。

				　攻城櫓は後方に配置され、投入の時まで温存されていた。これは、城壁まで矢を放ちながら進み、城壁に接近すると吊り橋をかけて、味方部隊を城壁上へと送り込む事ができる。だが、敵の戦意が未だ旺盛な今、これを投入するのは危険であると判断した両公爵によって、活躍の場を得られていない。

				　ロッシ公爵も、ルブリン公爵も、現在の攻撃があくまでも、地下道での戦いを有利に進める為の陽動だと知っているからだ。

				　王女は両公爵の判断に満足しつつ、しかし、堅実さだけでは、短期間で戦局を一変させるのは難しいと空を見上げる。雪の一粒ごとが大きく、視界を奪うほどに振り続ける天候の中で、敵のみならず、時間とも戦わざるを得ない彼女は、表には出さないものの、実は相当に焦っているのである。

				　ここはどうしても地下から王宮内に侵入し、一気にケリをつける必要があると感じながらも、ルヒティが何ら行動を起こさぬ事に不安を感じていた。ルヒティは下水道でダリウスの連隊を火攻めで撤退させた。容赦のないその手法に、いくら敵を欺く為とはいえ、やり過ぎではないかと瞳を揺らす。

				　信頼している。でも、不安もある。これまで彼女はただルヒティに頼ってきた。もしかしたら、ここにきて愛想を尽かされたのではないかと、弱気の彼女が胸の中で大きくなっているのだ。

				　イシュリーンは俯く。

				　──思えば、初めて会った時から、私はルヒティに守られてばかりだった。にも関わらず、彼の喜ぶ褒美の一つも出す事のできない自分が、一方的に忠義を求めるのはおかしいのではないか。

				　彼女は髪に付着した雪を宙に散らし、後方に控えているはずの書記官に振り返った。

				「ナル……私はルヒティに報いた事がない……」

				　彼女の瞳が不安で揺れ、ナルは返答に窮した。

				「ナル……私はルヒティに離れられても仕方ないかもしれない。このまま、勝つ方法を考えたほうがいいかもしれない……」

				「殿下、どうか先生を信頼して差し上げてください」

				　書記官の頼みに、弱々しく息を吐いた王女は言う。

				「私が信じられないのは私だ……キアフの内側を崩す手は進んでいるか？」

				　ナルは溜息とともに報告する。

				「市民達を扇動するよう手を打っております。ただ、今すぐというわけには……」

				　ナルは答えながら、扇動をもっと早い段階で着手しておけば良かったと後悔していて、それが顔に出ていた。それを見たイシュリーンは、彼を頼りにしていないかのように取られかねない発言だったと自責し、ナルへの詫びにと、努めて笑みを浮かべてみせた。

				「ナル、全てを突然に完璧に行う事など、誰も出来はしないぞ。お前は最善を尽くすべく努力しつづけている。だから私は頼りとするのだ。ただの友人だからというのは、もう過去の話だ」

				　王女の労いに、ナルは表情をさらに引き締めた。彼とてしようと思えば、キリリとした顔を作れるのだ。だが、それは自己評価で、イシュリーンには目を細めて微笑んでいるようにしか見えない。しかしそれは、彼女にとって心地良いものであったから、彼女も作り物ではない本当の笑みを浮かべる事ができた。

				　この時、ナルは瞬きし、表情を固めた。そして、何かに気付いたという顔を作る。

				「殿下、ダリウス卿とハンニバル卿に地下通路から攻撃させましょう。孫が来たという事実を、ルヒティ卿はその目で確かめておられない。だからまだ、企みを実行しないのではないか。敵に信用されるよう本気で……戦っているのではないかと、私は考えます」

				　ナルはずっと、老人の出奔の理由を考えていた。

				　そして、ハンニバルの到着と、ダリウスが王女に、怒り混じりに訴えたルヒティの戦いぶりで答えに気付く。

				　──あの爺さん、王と妃を殺して……死ぬ気だ。

				　おそらく、ルヒティはこう考えたとナルは脳裏で展開する。

				　イシュリーンが勝ち、王となる。それは良い。だが、その過程において、可憐な王女が父親、継母(ままはは)、異母兄弟を害するとあれば、民達はどう思うか。これまでの王女人気に良くない変化が生じるのではないか。それは、泉に落ちた汚物の如く、彼女の治世に悪影響を与えるのではないか。

				　それに対外的なものもある。ウラム公爵とトラスベリア選定公グレイグ公爵の間柄だ。両者は同盟を結んでおり、両家は何度か娘を差し出し血の繋がりを保っていると聞いた。そのグレイグ公爵が、親族を殺されたとあればどうなる？

				　情に厚い人物であれば復讐戦。そうでなくとも、親殺し、兄弟殺しの悪王を討つという大義を掲げ、ウラム公爵領の相続権などを主張し侵略してくる可能性が高い。

				　ではどうするか？

				　イシュリーン以外が王族を殺す。これは、ナルのした事と一致している。ルヒティはこれを自らする事で、汚名を被り死ぬつもりなのだ。なぜ、彼が汚名を被る必要があるのかと考えると、犯人なくして王族が死に絶える事態は、自然と生き残ったイシュリーンに疑惑の目を向かわせるからだ。それを避けたい理由は、ナルが王子ヒーピアを暗殺した理由と同じだ。王女の治世に影を落とさせてはいけないという事。

				　では、なぜこれをルヒティがしなくてはならないのか。それは、彼は他人にその役を押し付ける事のできない人物であるからだ。汚名を被り死ぬのは、先の短い自分が良いとでも考えているのだとナルは確信した。

				「その為に閣下は、イシュリーンとの約束の文書化にこだわったのか」

				　ナルの独り言に、イシュリーンは首を傾げる。だが、ナルはそれに応じない。

				　彼はこの時、ルヒティとハンニバルの関係を、素直に羨ましいと感じていた。だが、感心して終わりではない。イシュリーンが彼に緑玉の瞳を揺らし「どうした？」と問うも、笑みを崩さず思考を続けた。

				　彼は、王族を殺したルヒティが、ウラム公爵をどうするつもりか考える。普通であれば、彼も殺すだろう。

				　だが、ルヒティは前ルマニア公爵をどうするかナルに尋ね、彼の答えを否定した事があった。あの時の事を思い出し、ナルはルヒティの考えを導き出す。

				　敵に送って、それで敵対勢力が二つに割れるなら良い手だとルヒティは言った。という事は、生かす事で活きるなら、逃がす。

				　ルヒティは、バザールを逃がすのではないか？　王族と一緒にその領地へ逃げられたら困るが、一人で逃げてもらうのは、実はアリなのではないか？　なぜなら、王となったイシュリーンが、国権を私物化していたウラム公爵を弾劾し、罰する軍をもって彼の領地を召し上げるに繋ぐ事ができる。

				　こうすれば、相続云々は発生しない。没収であるからだ。

				　そもそも、グラミア王国の国王に、他家の領地を没収する権利などないではないかと反論を封じ込める為にも、イシュリーンは王となってすぐに、この国の統治方法を一新させる布告をしなくてはならないが、ルヒティはその布石をすでに打っている。

				　諸侯が初めて集ったあの広間で、彼は王女に自分から孫へ伯爵位を譲る伺いをしている事だ。それを許可し、なおかつ過去に献上されていた領地を返し、公爵に命じると宣言したイシュリーンの言葉に、ナルはようやく喉を鳴らした。

				　彼女が王になれば、統治方法を改めるとあれで示したのだ。

				「殿下、俺はまだまだ貴女にも及ばない」

				　それまで、不思議そうに書記官を眺めていた美女が、何を言い出すとばかりに目を見開く。絶え間ない攻城兵器による投石が続く中にあっても、二人の周辺だけはやけに空気が和らいでいた。

				「ナル、何だ？　お前に褒められると、とても嬉しいが何を褒められているのか分からない。ちゃんと言葉で伝えてもらわねば、私は困るだけだ」

				　イシュリーンが照れたように頬を朱に染めるのを、ナルは見つけ、口を開いた。

				「地下に私も行きます。先生に確認をしないといけない事があるのです。ご許可を……」

				　イシュリーンは、さすがにそれは駄目だと思った。というのも、これは完全に一人の女性としての感情でそうなり、「駄目だ」と言おうとした。だがその直前、二人の背後で大量の水が、垂直に地面を叩く音が発せられた。

				　振り返った二人は、水を頭から被り、汚水を洗い流すダリウスを見る。

				「綺麗な顔をしやがって！　お前も来い！」

				　そう言うと、ダリウスはナルの手を掴む。

				　止めようとしたイシュリーンに、ダリウスが目で合図した。

				『ナルは必ず無事にお返しします。ご安心を』

				　彼の目はそう言っていて、ほぼ正確に王女に伝わる。彼女は、不安げに息を吐き出すも、歩き出した二人を止める事はせず、ただ囁いた。

				「ルヒティの事を先生と呼んだな……。ルヒティが喜ぶだろう。彼は人から敬われるのが好きだからな」

				　イシュリーンは瞼を閉じた。黒子を歪めて自分の頭を撫でてくれたルヒティを思い出す。彼との生活は三年間だったが、人間として彼女を扱ってくれたのは、実の母以外では初めての人だった。様々な事を教えてくれ、彼女が生きていけるようにしてくれた恩人だ。

				「ルヒティ……私はまだ、お礼もできていないの……」

				　老人の不細工な笑顔を脳裏に描いた王女は、誰に聞かせるでもなく呟き、胸に手を当てる。

				　攻城兵器の攻撃と、絶えまない怒声に包まれながらも、彼女は一人、馬上でしばらく動かなかった。

			  

				　　　　　　　

				

				　地下通路に突入したナル達は、一個連隊を率いていた。それはハンニバルの連れて来たオデッサ伯爵軍の精鋭達で、詳細には軽装歩兵二六〇と魔導士二〇人。誰もが馬から降り、汚水の中を喘ぎながら前進している。

				「ダリウスさん、よくもまた入ろうという気になったね」

				　あまりの悪臭に、ナルが鼻をつまむ。

				「うるさい。俺はな、助かる為にこの中を泳いだんだ。膝まで浸かるくらいでガタガタ言うな」

				　雷神(トールアン)の言葉に、炎王(イフリル)が小さく笑う。

				「地上では血まみれ、地下では汚物まみれ。しかし生きた者勝ちです」

				「ほう、ハンニバル卿とは意見が合いそうだ。お前とは大違いだ」

				「誰も否定したわけじゃない」

				　三人の会話も、例の通路を前にして静まる。

				「あの右に伸びる通路。あそこはどうあっても通らねばならず、狭い通路がしばらく続く。それに深くなっている。そしてその先はまた広がっている。俺であってもここで迎え撃つだろう」

				　ダリウスがナルに説明したところで、彼は壁際に移動し、右に伸びる通路すれすれまで進んだ。背中を冷たい壁面に預け、ナルが叫ぶ。

				「先生！　ルヒティ先生！」

				　地下通路の中で、それは何度も壁に当たり、反射しながらルヒティに届く。

				「おう！　大先生じゃ！」

				　機嫌の良い声に、ナルはホッと息をつく。

				「黒犬(アスワカプ)はおらんだろうな！　儂はあいつが嫌いだ！」

				　ダリウスが叫び返そうとしたのを見て、ハンニバルが手でペルシア人の口を塞ぎ防いだ。彼以外の誰が、ダリウスを止める事ができたかというほど、彼の暴れっぷりは激しく、ナルはそれから、ダリウスに黒犬(アスワカプ)と言ってはいけない事を学ぶ。

				「先生！　ハンニバル卿もいます。休戦といこうではありませんか。ツイカを持ってきました。話をしましょう」

				　兵士達が壺を前へと手渡しで進めて行く。それがハンニバルの手に届いた時、通路から小柄な老人がつるりとした頭部を見せた。小柄であるがゆえに、汚水で腰まで濡らした老人だったが、鼻をくんくんと鳴らして、壺をよこせと手を差し出す。

				「おい！　休憩しとれ！」

				　部下達にそう叫んだルヒティは、壺を受け取り暗闇の中でも正確に封を解いた。そうしながら口を開く。

				「ナルよ。キアフを攻撃しておるだろうな？　そろそろ明るい場所へ戻りたいのじゃがなぁ」

				「殿下がすでに……」

				　力強く頷いたルヒティに、孫が声をかける。

				「じじ様、到着致しました」

				　ハンニバルに、ルヒティはツイカを嚥下する音で応え、続けて熱い息と言葉を吐き出す。

				「ダリウスめがしゃしゃり出おって……普通、遅れて来た軍にこういう突入は任せるもんじゃろうが！」

				　ダリウスが反論しようとするも、先程と同じく、ハンニバルに防がれた。ばたばたと暴れるペルシア人を無視し、ナルが口を開く。

				「やはり、ハンニバル卿を待っておられたのですね」

				　弟子の問いに、老人は満足そうに笑う。彼は柄杓ですくったツイカを弟子にも飲ませた。

				「察してくれたか。儂がこれからする後始末は、孫の手によるものでなければならん……」

				　老人の言葉に、ナルは瞼を閉じる。

				　その言葉の意味を正確に理解したからだ。その彼を確認したルヒティが、弟子の鋭さと賢さに頷き、「まだまだだが、合格だな」と呟いた。そしてダリウスを羽交い絞めにしている孫を見上げ、言う。

				「ハンニバル、言って聞かせた通りにするのだぞ」

				「承知しております。じじ様」

				　王女の書記官は、この老人が王女決起に応じる前から、今回の絵図を描いていたと知り、まだまだ教わる事が多いと思った。ゆえに、違う方法を考えたいと願ったが、口に出すのは躊躇う。祖父と孫の決意に、水を差すと感じたからだ。

				　それでも、イシュリーンの為に、ナルは言わざるを得なかった。

				「先生、殿下の事も考えてあげてください」

				　ルヒティは腹に沈む弟子の発言に瞼を閉じる。そしてゆっくりと目を開き、しばらく弟子を眺め、その言葉の重みが何から生じたのかを察しようとしたが、途中で諦めた。それは、彼という弟子と出会えたことで十分だという想いが、老人に満足感を与えたからだが、それを口にする事はしない。

				「ナル、殿下がこれからこの国を統べていくにあたり、この儂が役に立てるとしたら、これ以上の事はないのだ。しかし思い残した事もある。お前……誓ってくれ」

				　ナルは暗闇の中で、半ばを隠したルヒティを見つめる。その白い髭が目立ち、ナルは一歩近づくと、汚水に胸まで浸かって、ルヒティを見上げるように窺った。

				　師は微笑んでいる。

				「ナル、誓ってくれ」

				　──誓えば、この人は死ぬ。

				　ナルはそう分かっているから、そのまま目だけで訴える。

				　一緒に帰ってくれと。

				　このまま、ハンニバルの連隊を宮中に突入させて、王夫妻は国外追放で良いではないかと。

				　それを利用し周辺国がグラミアに干渉してきても、二人で払い続けようと。

				「先生、お願いです。姫様の……いや、俺の為です。一緒に帰りましょう。お願いします。どうか……」

				　弟子の言葉に、師は一筋の涙を汚水に落とした。

				　ダリウスが、ハンニバルと連れ立って二人から離れる。

				　ルヒティは、孫とペルシア人が離れる水音に感謝を示すように笑うと、ナルの肩に手を置いた。

				「ナル、頼む。誓ってくれ」

				　弟子は言葉を失った。

				　分かっていた事だが、師は考えを変えない。

				　どうすれば説得できるかと悩む一方、この老人は何を望んでいるのかとも思う。そして、例えば説得して連れ帰ったとしても、ルヒティが死の床についた時、今日の事を後悔するのではないかと感じた。それでも、師はきっと誰も責めない。あの時にお前がと、ナルを恨んだりしない。

				　静かに、世界に多く存在する死と同じように、この世から去るだろう。

				　ナルは顔をあげ、左手を胸にあてると、肩に置かれたルヒティの手に、自分の右手を重ねた。

				「先生、その前に告白すべき事があります。俺が記憶喪失であると嘘をついている事に関してです」

				　囁くようなナルの声に、ルヒティは小さく笑った。

				「分かっていた事であるが、聞こう」

				　やはりばれていたかとナルは俯き、正直に話す。それは、この世界に来てからだけではなく、二十一世紀の日本で、どう生きていたから始まる短くない話となった。彼はルヒティだけに届く声量で、だが偽りなく、全てを語った。

				　ルヒティはそれを黙って聞き終えると、詫びる弟子を見つめる。そして、彼の肩に置いた自分の手に、改めて意志と力を込めた。

				「そんなもんは些細な事だ。お前はナルという男で、殿下も儂もお前が好きだ。楽しい奴だからな」

				　ナルは、息を吸いこみ、師を見て問う。

				「先生、何を誓えばよろしいですか？」

				　ルヒティは、感謝で声が激しく揺れる。

				「姫様を守ると誓ってくれ。儂も老いて……時間はそうない。ならば姫様の為に、少ない残りで何を成すかに集中した……しかしお前はまだまだ未来がある。お前の事情を知ってもなお、こう頼む儂は卑怯かもしれん。だが、頼めるのは、やはりお前だ。姫様を……イシュリーンを助け、守ってくれ」

				　ナルは、肩に置かれた手を眺め、皺が刻まれ血管が浮き出たそれに目を細める。

				　骨と皮だけと見える師の手は、確かにイシュリーンと繋がった手だとナルは思えた。この手が、過去の王女を助け、また今を助けるのかと弟子は喉を鳴らし、次の未来を託す相手に、自分が選ばれた不安、恐怖、緊張で沈黙する。

				　自分は、この世界で生きるのかと自問する。

				　脳裏に、イシュリーンの笑顔を描いた。

				　ナルの声が蘇る。

				「誓います。俺はイシュリーンを……何があっても助け、守ります」

				　白い髭が揺れる。

				「感謝する。お前は大丈夫だ。お前は……儂の友であり、弟子である」

				「先生……」

				　ナルは嬉しい言葉も、今は悲しみしか感じないと項垂れ、だが、無理を承知で師に頼んだ。

				「せめて、王女殿下に一言だけでも……」

				　老人は水音と共に離れるも、思い直してナルの願いをきく。

				「イシュリーン、一人じゃないぞ……このまま、お伝えせよ」

				　ルヒティは、あの日の言葉を選んだ。

                			

	








			
				　彼は、イシュリーンとの三年間を終えた日の誓いを守り、また弟子にそれを託す。託された青年は、ツイカの壺を持ち離れて行く師を見つめる。

				　ナルの後ろに、水音と共にダリウスとハンニバルが立った。

				「ナル殿、感謝致します」

				　ハンニバルの声に、ナルは立ち上がる。その肩に拳をぶつけたダリウスが怒鳴った。

				「爺！　明後日、城門に総攻撃をかけるからな！　正午だ！　それまで首を洗って待っていろ！」

				「返り撃ちじゃ！」

				　闇の中から、ルヒティの声が三人に届く。

				　彼は自分を待つ部下達の前まで陽気を装い戻ると、一同が神妙な面持ちをしているのを見て苦笑した。

				「聞こえていたのか？」

				　誰も答えないが、自分の発言は声量を抑えてのものではなかったから無理もないと、ルヒティは兵達の間を進みながら口を開く。

				「お前達、貧乏くじを引かせるが許せよ」

				　老人の言葉に兵士達はお互いの顔を見合い、揃ってうすら笑いを浮かべた。

				　誰かが声を発した。

				「閣下、我ら一同、貴方と殿下だからこそ、それを選ぶのです」

				　その言葉に異論はあがらず、ルヒティは壺のツイカを全員に分けたのだった。

			  

				　　　　　　　

				

				「殿下、明後日の正午、南門へ総攻撃をかけると同時に、地下道からハンニバル卿の連隊二八〇を再突入させます」

				　王女の前には身体を洗い着替えを済ませたナル、ダリウス、ハンニバルの姿がある。右端で畏まるナルの言葉は、このまま正攻法を続けるには兵が足りない証拠であった。そもそも三〇万人が暮らす城塞都市を。万に満たぬ軍勢で攻めるのが間違いなのだ。

				　だから王族しか知らぬ地下道からの攻撃こそ、本命である。

				　だが、イシュリーンは眉を顰めた。それは、作戦に対してのものではなく、ルヒティと話をしてきたはずの三人が、自分に何の報告もしない事に対してだ。

				「ナル、ルヒティとはどうだった？」

				　ナル、ダリウス、ハンニバルが唇を閉じ、視線を落とす。

				　地下道で、ダリウスが堂々と総攻撃を宣言したのは、ルヒティに決行の呼吸を教える為である。ルヒティがしようとしている事は、ハンニバルの手によって収められる必要があり、あの老人は勝手に動けないのだ。

				　ハンニバルが沈黙を破った。

				「殿下、じじ様は王宮で騒動を起こすつもりです。その隙をつき、我が連隊をもって制圧します」

				　そう言ったハンニバルの表情から、真実を隠していると悟った王女は、床几から腰を浮かし鋭く大きな声を発する。なぜなら、三人の様子から、イシュリーンはルヒティの思惑を推測してしまったからだ。

				「ナル！」

				「はい！」

				　雷に打たれたように、ナルは視線を王女に向ける。

				「ルヒティは何をしようとしているのだ!?」

				　イシュリーンの緑玉の瞳が激しく揺らぐのを見たナルは、聡い王女が老人の魂胆を推測しながら、それを否定して欲しくて自分に訊いていると感じた。だが彼は、老人の孫が発言した事を、自分が改めるべきではないと感じ、さらに、ルヒティの企みは、イシュリーンの未来に陽光を導くものだと信じて、頭(こうべ)を垂れ、ただ謝罪した。

				「申し訳ございません。分かりかねます」

				「嘘をつくな！　ダリウスも！　ハンニバルも！　お前達の顔を見れば、愚かな私でも知れるというものだ！　隠すならもっと徹底して隠せ！」

				　王女の怒りに、三人は雪に額をつけた。彼女の護衛達が固唾をのんで見守る。そして、ちょうどこの時、二人の公爵が攻城戦の進捗を報告すべく王女を訪ねてきており、珍しく感情を高ぶらせている彼女に固まった。

				「許さない！　ルヒティは死ぬ気だな？　汚名を被って死ぬ気なのだな!?　私は彼の忠義に、何一つ報いていないのだ！　ハンニバル！」

				「は！」

				　イシュリーンの怒声に、オデッサ伯爵が雪から額を離し、声を発する。

				「なんとしてもお前の祖父を助けろ！　生きて私に会わせろ！　約束しろぉ！」

				　王女の声は言い終える前には涙で濡れていて、聞く者達の胸を裂いた。ナルはしかし、彼女の為にもあえて無言を貫き、それは雷神(トールアン)も、炎王(イフリル)も同じだった。

				　イシュリーンは押し黙る面々を、濡れた瞳で睨みつけ、「絶対に許さない！」と怒鳴り踵を返す。護衛達が慌てるのを手で払い除け、彼女は雪上に足跡を残し、自分の幕舎へと飛び込んだ。士官級の者達のそれと変わらぬ大きさでしかない彼女の幕舎が激しく傾(かし)いで、中から寝台を叩き壊す音が外へと漏れ始める。

				「……姫はお怒りだ……。おぬしら、演技も満足にできぬのか？」

				　ロッシ公爵ゲオルグが、気の毒そうに幕舎を眺めて口を開いた。その横で、ルブリン公爵アルウィンが汗で濡れた髪を手で払う。冷たい空気の中でも、冑を被り続ければこうなる。

				「ルヒティ卿の出奔は、そういう事であったのだな」

				　アルウィンの言に、三人は無言で瞼を閉じただけで、肯定も否定もせず、ただ冷たい雪の上に両膝を突いたまま動かない。二人の公爵は話の全てを聞かずとも、王女の動揺、三人の様子、そのやり取りから察していた。

				「ナル、姫を宥めるのはお前の役目だ。俺達は、あの爺を助ける方法を探す」

				　ダリウスが立ち上がり、膝に付着した雪を払いながら声を発した。それに合わせて、長身のハンニバルが口端を弛めて動作を同じくする。

				「ダリウスさん、聞いてくれ……。両公爵閣下、伯爵閣下、聞いてください」

				　ナルは、雪に膝を沈めたまま口を開いた。

				　彼の顔が悲痛に歪む。

				「先生……ルヒティ卿は死ぬ必要があるのです……王族を殺し汚名を被り死ぬ事で、この内乱を素早く過去の出来事とする為に、死ぬ必要があるのです。そうと知っているからこそ、先生は自分でこれを為さっているのです」

				　教え子は、震える声を吐き出し続ける。

				「対帝国、対グレイグ公に、グラミアが一つにまとまる必要があるこの時、殿下の近くに彼の居場所はありません。いや、どこか離れた場所であっても、彼が生きていれば駄目なのです。殿下が彼を助けたという事実は、殿下が彼に命じてそうさせたと考える人間を生みます。悪意ある人はそれを利用します。人の悪意ほど、拡散は早く、醜く育っていくものです。そうさせてはいけないのです。ハンニバル卿、ですから貴方も、先生にそうと言われ、理由を話され、ご納得されたのでしょう？」

				　ナルはハンニバルを眺め、唇を閉じる。

				「つまり、我々がそうと知っている事自体も危ういという事か」

				　ロッシ公爵の言葉に、ナルは頷く。それは、ハンニバルの笑みを誘った。

				「じじ様の気持ちをそこまで汲んでくれて、感謝の言葉もありません」

				　孫は赤い甲冑の胸に手を置き、視線を空へと転じた。

				「ナル殿、殿下の元へ……さぁ。私は戦働きしかできぬ武骨者ゆえ、戦で殿下を助けまする。ダリウス卿……」

				　ルヒティの孫が、ペルシア人に顔を向けた。

				「感謝致します。ですが爺様の願いを、尊重してやって下さい」

				　ダリウスは眉をピクリと動かし、そっぽを向く。ナルは、ペルシア人が照れているのだと感じ、衣服についた雪を払いながら居並ぶ者達に一礼した。

				「殿下はお強い方です。必ずご自分で立ち上がります。が、その手助けをするのはやぶさかではありません。行って来ます」

				　歩き出した彼は思う。

				　──イシュリーンは弱い。本当は弱いんだ。

				　歩き出したナルの背後で、アルウィンが叫ぶ。

				「書記官！　こっちは攻撃を継続していると殿下にお伝えせよ！」

				　ナルは、肩越しに振り向き一礼することで、承知したと彼に伝えた。

				

				　幕舎の中で、木端微塵となった寝台。

				　その残骸の上で座りこんだイシュリーンは、幕舎の外から許しもなく、中へと滑りこんで来たナルを見た。

				「許してないぞ」

				「ごめん」

				　睨んだ王女を無視して、ナルが彼女の隣に腰を落とす。二人で同じ方向を眺めた。その先にはキアフがあるはずだが、幕舎の幕に隠されていて見る事はできない。

				「イシュリーン……先生からの伝言、あるんだ」

				「……ナル、お前はひどい男だ」

				　薄く施されていた化粧は涙で剥がれ、人には見せられない顔となっていたイシュリーンが、そうと気づいて顔を背ける事で彼から隠す。

				「こんな時にそれを私に聞かせるの？」

				「ああ……先生の為にも聞いて欲しいんだ」

				　イシュリーンはナルを見ない。

				　それでも彼は師の言葉を伝えた。

				　一言一句、ルヒティと全く同じ発音を心掛けたナルは、震える王女の背中を見る。

				　イシュリーンは俯いたまま、ナルへと向き直る。

				「ナル……絶対に顔……見ないで」

				「うん」

				　彼の返事を合図に、王女が泣き崩れる。声も涙も堪える余裕のない感情の爆発は、一切の思考を彼女から奪う。その彼女の髪を、ナルはただ撫で続けた。

				　イシュリーンの声が弱く、だがまた強くなり、しばらくしてようやく嗚咽へと変化しても彼は撫でる手を止めない。外からは戦いの音が届くも、二人だけは違う世界にいるように動かない。

				　ただそうするしかできないかのように、イシュリーンは涙を流し続け、ナルは彼女の髪を撫でる。それは、幼子を慰めるような優しさで、だから彼女は、情動が静まりつつある今、記憶を辿る余裕の中で、ルヒティにもこれをされたのだと唇を激しく震わせた。

				　彼との日々は今でも覚えている。いや、忘れるはずがない。そして、彼との出会いは、いつでも鮮明に思い描ける。

				　さらにそこから始まる日々も。

				　この人はどんな人なのだろうと、幼き日のイシュリーンは悩んだ。

				　──私を苛める人？

				　──私を苛めない人？

				　その二つしか知らない彼女。

				　母との思い出も、凄惨な仕打ちが繰り返される日々の中で薄れ弱まり、人形のように感情を殺す事で自分を守っていた当時の彼女は、ルヒティから向けられるものが何なのか、理解できなかったのだ。

				　王都のオデッサ伯爵別邸で生活を始めた彼女は、そこで人と食事をする楽しさを感じ、笑顔はこうやって作るのだったと思い出す。身体に刻まれた痣が薄れていくのと合わせ、感情を取り戻していったイシュリーンに、ルヒティはどこまでも優しさと厳しさをもって接してくれた。

				　ある時、イシュリーンはルヒティの屋敷に迷い込んで来た猫を見つけた。彼女はその猫をとても可愛がり、餌を与え名前をつける。だが、猫は一年後にいなくなった。姿を消したのだ。

				　幼き日のイシュリーンは、懸命に猫を探した。だが疲れ果て、歩けなくなる。この時、ルヒティは、彼女を背負ってどこまでも付き合ってくれた。その温かさと、猫を失ったという事実に、幼かったイシュリーンは涙を止める事ができなかった。

				　母が死んだ日以降、何があっても泣かなかった彼女は、忘れていた涙の温かさに驚き、さらに嗚咽をひどくさせた。

				　泣きじゃくるイシュリーンを、ルヒティはただ抱きしめてくれた。そして、彼女が泣きやむまでずっと、銀色の頭を撫で続けてくれたのだ。

				　その温もり、優しさ、感謝を、ナルの腕の中で思い出したイシュリーンは、止まらない涙で彼の服を濡らし続ける。王女の甲冑が邪魔していたから、二人は密着とまでいかない。それでも、十分にお互いの温もりを感じられる距離で、短くない時間が過ぎていた。

				　イシュリーンは、掠れた声でナルに言う。嗚咽を挟みながら、懸命に伝える。

				「私が……私が王城に帰っても……耐えてこられたのは、彼のおかげなの……皆の目があったから……たまに会えても目で合図し合うくらいだったけど……ルヒティは私をずっと見てくれていた！　ナル……お願い。ルヒティを助けて……じじ様を助けて！」

				　ナルは瞼を閉じたまま、彼女の叫びに息を吐き出す。自分にかける言葉などあるわけがないと、彼には分かっているからだ。

				　慰めの言葉など、いくら紡いだところで自己満足に過ぎない。その人の悲しみ、苦しみを他人である自分は理解できるはずもなく、ただ泣きやむまで、相手に添うしかできないのだとナルは諦めている。そして同時に、彼自身もルヒティへの感謝と、彼を助けられない自分の情けなさ、悔しさで、言葉を探せないという理由もあった。

				　──でも、こんな俺でも……添う事はしてあげられる。

				　ナルは、彼女を抱きしめる腕に力を込め、涙に濡れ震える彼女の頬をやさしく撫でた。

				「ナル、お願い……私、じじ様の忠義に報いたいの。とっても良くしてもらったの」

				　ナルは答えない。

				　それが、王女の頼みをきけないという答えであると彼女に伝えていた。

				　懇願するようにナルを窺うイシュリーンに、ルヒティの弟子が告げる。

				「イシュリーン、違う。先生が君に向けるのは忠義、親切じゃない。愛情だよ……イシュリーン。先生は、君を孫として愛しているんだ。君が、先生をじじ様と呼ぶように……」

				　ナルの声に、イシュリーンは彼の肩に顎を乗せ、声を堪え泣いた。

			  

				　　　　　　　

				

				　キアフの中心に聳(そび)える王宮。

				　その中で、最も広い広間は謁見などにも使われる空間である。磨かれた大理石が敷き詰められ、大人が手を回せない程に太い柱が幾本も床から天井へと伸びている。玉座はその奥に置かれているが、座るべき王は、空間の真ん中で王妃と共におろおろとしていた。

				　ルヒティは二人を睥睨(へいげい)した後、白鬚を右手で撫でながら隣のバザールに耳打ちする。

				「国務卿閣下、ここは自領に引き上げなされ。王家の方々は、儂が説得して連れていくでな」

				　絶え間なく続く反乱軍の攻撃は凄まじく、攻城櫓による城壁上への突入は、跳ね返しても凌いでも、呆れるほどしつこく繰り返される。櫓を破壊しようと、火矢を一斉に放ったウラム公爵軍であったが、燃え盛る攻城櫓をわざと城壁にぶつけて攻撃してくるイシュリーンの覚悟に戦意も萎んだ。

				　バザールとて、ここまで王女がキアフ破壊に積極的になるとは予想もしていなかった。王都を無傷に近い状態で手に入れなければ、ここを奪う意味がないと自分の価値観で判断していた証拠である。イシュリーンにとって、キアフが目的ではなく、目的は王位であり、それは自分が生きる為と、他国の侵略から国を守る事が目的である。そして、決意したルヒティの助けとなるべく、彼女は迷いを捨てて、攻撃の手を緩めなかった。

				　新たな攻城櫓が次々と城壁に迫り、投石機は次々に巨石をキアフにぶつける。その轟音に耳を防いだ国務卿が、娘に視線を転じ、口を開いた。

				「ベアドラは強情な娘だ。納得するか？」

				　バザールは王妃を名で呼び、ルヒティは王と不安げな顔をつくる王妃を見る。あの二人には不思議であろうと老人は笑った。

				　兵力にそれほど開きはないにも関わらず、どうして敵ばかり戦意旺盛なのか。防御側は現在二〇〇〇程。近衛連隊五〇〇は王宮の防衛を理由にルヒティは後方へ配置させた。それでも、反乱軍は五〇〇〇を超える程度である。キアフ程の規模を誇る都市攻城戦に限って、この時の両軍は、大きな戦力差にならない。

				　その答えは人望の差だとルヒティは口にせず、王女派諸侯の軍兵だけでなく、ウラム公爵軍兵士の一部にも慕われている王女でなければ、こうはいかぬと口端をねじ曲げる。

				　老人は、バザールの背を押す言葉を選んで口にする。

				「貴公が結局は守ってくれると思っておるから、強情を張るのだ。さっさと行け。先に帰って兵でも集めておれ。王、王妃、下の王女を連れた儂が到着したと同時に、軍を発する事ができるようしてくれ」

				「……王太子が見つからぬ」

				「ふむ、なにやら偽物が反乱軍に現れている様子で、奴らも対応に困っている。本物が出て来てもすぐには信用されまいし、本物はおそらく、出るに出られぬ状況になっておるであろうよ。しかし、本当に心当たりはないか？」

				　ルヒティの声の最後に、伝令の絶叫が重なった。

				「反乱軍がどこからともなく、王宮に突入して参りました！」

				「市民達が反乱軍に加勢！　門を開きました！　裏切りも多数発生！　支えきれませぬ」

				　バザールが顔色を失う。

				　ルヒティが舌打ちした。

				「儂一人で、地上も地下も面倒みれぬわ！　ええい、王太子など捨てるつもりでおったのだろう！　国務卿よ、今逃げねば、もう逃げられぬぞ」

				　ウラム公爵は唇を噛みしめ頷く。それから視線を転じたルヒティが、王夫妻を睨み罵声した。

				「だいたい、敵は王女であるというのに、未練たらしく逃げ道を残しておったお前らの責任だ！」

				　バザールを急かす為に、老人は怒った演技をしたのだ。

				　王は、怒気と恐怖に顔色を変化させ続けるも、王妃を気にして動けない。しかし、さすがにベアドラも、恐ろしさに唇をひどく震わせていた。

				「国務卿、行け！　お前が行けば、あいつらも行く！」

				　すでに不敬すら無視した老人の怒声に、バザールは「借りておく」とだけ残し、身を翻した。

				　伝令達に細かな指示を出しながら、地下道の存在を初めて王女から聞いた過去を思い出す。これがあったからルヒティは地下道を知っていたし、王女の命を受けてハンニバルが突入してくるものと確信していた。この人選は、遅れてきた者にこそ、危険な役目を任せる常識と、本気でハンニバルが戦うつもりであるのを確かめるにも必要であっただろう。しかるにそこで待っていれば、必ず孫の到着を知る事ができる。その時、彼は地上の攻撃を始めるように指示を孫に出し、突入の呼吸を合わせるよう伝えるつもりだった。

				　ウラム公爵がその存在を明かさなくとも、問題はない。

				「防衛を引き受けるにあたり、秘密は許さぬ。どこぞに王族しか知らぬような抜け道はないだろうな？　相手は王女だぞ」

				　こう詰め寄れば良かった。しかし、これをするまでもなく、バザールは彼に地下道の存在を伝え、王は怯えて、王宮から地下道へと入る入り口を彼に教えた。

				　うまくいったと安堵したルヒティの視線は、数人の護衛を引き連れて慌ただしく離れていく国務卿の背中に注がれている。巨大な広間で、王は今もまだ玉座と王妃を交互に眺め判断がつかない様子で、王妃はその隣で頼りにならぬ王に何やら罵声を浴びせる。

				　大きな炸裂音が空間を揺るがす。

				　兵達の喚声が大きくなり、伝令が外門を突破されたとルヒティに報告した。

				　近衛連隊が慌ただしく内宮へと向かうのを眺め、次に王夫妻を眺めたルヒティは、これまで抑え込んでいた悪意を増幅させていた。

				　──歴史あるオデッサ公爵家を、キアフの富だけを頼りに裏切った上、金で味方を買い増やし、ついには一大勢力なったグラム家の末裔。いや、それを成した当時のグラム伯爵は確かに優秀な者であっただろう。だが、過去の栄光をただ食いつぶす愚か者たちに、偉大な我らが跪く理由などない。

				　ルヒティの目は興奮と憎悪、怒りと屈辱でみるみる充血していく。

				　彼は幼い頃、父親から毎日のように聞かされた現王家への罵りと恨みを、脳内で何度も繰り返し再生させると、カッと口を開く。

				「百年だ」

				　オデッサ公爵家は、爵位を伯爵と下げる事で、屈辱を忘れぬように胸に刻んだのだ。

				　前当主ルヒティは、樫の木を握る右手に力を込める。そして、増幅していく己の悪にも、今は心地よいと歩みを早めて、王夫妻の脇に立った。

				　ウラム公爵家が、代を重ねるごとに野心を増していったのと同じく、彼らも、重ねる代の数だけ復讐心を膨らませてきたのだ。

				　イシュリーンと初めて会った時、この娘を利用し復讐を成すと決めたルヒティだったが、彼女との三年間は、彼の計画を狂わせた。賢く可愛いイシュリーンを、ルヒティはいつしか、本当の孫のように感じていたのだ。

				　別れの日、イシュリーンは樫の木で杖を作ってくれた。

				　残念ながら、彼女が手ずから作った杖は数年で折れてしまった。今は、オデッサ伯爵領コンスタンタにある城の一室で、大事に箱に入れられ保管されている。しかし、ルヒティはそれ以来、杖を作る時は樫の木と決めていた。

				　今、彼の手にある樫の杖には、特殊な細工が施されている。それは、王女の檄を受けてすぐ、職人に作らせたものだ。

				「内門をロッシ公爵軍が突破！　裏切りが止まりませぬ！　支えきれません！」

				　伝令の報告を聞きながら、ルヒティは左右に視線を走らせた。彼につき従うと決めた部下達が、無言で謁見の間の出入り口を閉じていった。

				　その場にいた近衛連隊の二個小隊四〇人が、何事かとルヒティの兵達に近づく。

				　国王と老人の近くで膝を折っていた伝令が、突然の異変に周囲を窺った瞬間、ルヒティと部下達が動いた。彼の樫の杖には剣が仕込んであり、その刃が伝令の頭部を宙に刎ね飛ばす。齢七十となっても、筋力が以前より落ちていても、彼の為に、イシュリーンの為に、ルヒティの腕は動いてくれた。

				　広間のいたるところで白刃が一斉に抜かれていて、味方だと思っていた者達に瞬殺される近衛兵達は、断末魔をあげる暇さえ許されなかった。その中心で、ルヒティは細い目を見開き、王妃を見る。

				　──思えば儂は、この女のこの表情を見たかったのかもしれぬ。

				　彼がこう思う程に、そこにあった王妃の顔は、彼女の感情、思考を晒している。その耳に、老人の掠れた声が届く。

				「ベアドラよ……外見ほどに内面も美しければ、また違った結果になっておったかもしれんな」

				　血に濡れた空間の中で、老人の口から渇いた笑いがこぼれた。そしてそれは、怒声に変わった。

				「ベアドラ！　イシュリーン殿下のお母上、セリアどのにした仕打ちをお前で再現してやろうか!?　王よ！　ただそれを眺め怯え震えただけの自分を呪え！」

				　恐怖に歪んだ男女に、ルヒティは歯軋りをした。幾本か失ったとはいえ、まだまだ丈夫な彼の歯は、王が息を飲むほどに軋む。

				「セリア殿を、王や姫様の前で男達に蹂躙させたな!?　彼女の顔を焼き、鼻を削いだな？　否定しても無駄だ……儂は知っておる！　調べさせたのだからな。泣き叫ぶ彼女を……物として扱ったな!?」

				　王妃は喘ぎながら必死に否定するも、その浅ましさにルヒティは声をさらに荒げた。

				「許さぬ！　彼女が翌日、自ら命を絶った時、その遺体を庭に捨て、虎に喰わせて笑っておったな!?　お前は彼女の心を殺し、尊厳を踏みにじった！　さらに姫様の心を壊した！　お前のような外見(そとみ)だけの女……八つ裂きにしても怒りは消えん！」

				　ルヒティの小さな身体と言葉は、憎悪に震える。イシュリーンとその母の為に、殺意を発散させ、のそりのそりと前進した彼は、ベアドラを広間の隅に追い詰めた。我を失い怯える彼女は、王ではなく父の名を狂ったように叫び続ける。

				　この時、王はルヒティの部下達に押さえつけられ、広間の出入り口もまた、彼等によって内側から閉じられていた。外が騒がしくなる。閉じられた扉に異変を察知して、内宮から取って返して来ていた近衛連隊の兵達が、扉を破壊しようとなにやら喚いていたのだが、そこに悲鳴が重なった。反乱軍が、謁見の間に迫ってきたのだ。

				「この時をどれだけ待っていたか……お前の命など償いに値せぬが、しかし……お前の吐く息で、姫様の御世を汚すのは許さぬ！　ベアドラ！」

				　ルヒティは、仕込み剣を王妃の大腿部に突き刺した。激痛に絶叫を放ったベアドラの頬を、平手で打ったルヒティはさらに女の髪を掴み、渾身の蹴りで彼女を冷たい床に叩きつける。そして充血した目で再び近寄り、今度は王妃の腹部に突き刺し、剣をえぐる。

				　この世のものとは思えない金切り声が、広間の内外を駆け巡った。

				「両手両足切り落とし、ゆっくりと苦しみ死ぬ様を眺めたいところだが……時間が足りぬ。残念だが、もう死ね」

				　ルヒティが、白刃を垂直に振る。

				　地を這い苦しんでいた王妃の首から上が、大理石の上を血で濡らしながら転がった。美しかったその顔も、恐怖と痛みで不気味な形相と化している。びくびくと血を吐き出す切断面を晒した首無しの王妃は、自らの頭部を求めるように崩れ倒れた。

				　仕込み剣を振るって血を払ったルヒティが、異臭に鼻を鳴らして声を発した。

				「どうだ？　外の様子は？」

				　ルヒティの問いに、部下の一人が外へと叫ぶ。

				「オデッサ伯爵軍か!?」

				　広間の外から、「じじ様！」と怒鳴り返され、さらに「ルヒティ卿！　待て！」と聞こえた。

				　ハンニバルとロッシ公爵ゲオルグの声だと確認した老人は頷く。それを受けて彼の部下達が、扉を開いて外の者達を招いた。

				　ハンニバルとロッシ公爵、そしてルブリン公爵の三人を先頭に、オデッサ公爵軍が大広間になだれ込む。ゲオルグとアルウィンは、イシュリーンとルヒティの為に、ハンニバルと共に地下通路の汚水に濡れながら、第三者としてここに立ったのだ。

				　ルヒティ達と距離を取り止まった反乱軍に、王が救えと手を伸ばし訴える。

				「おお！　おお！　予を……予を助けろ！」

				　ルヒティが、喚くディスムンド二世の顔を蹴りつけ、黙らせ、怒鳴った。

				「黙れ！　泥人形！　勝手に喚くでない！　貴様ごときがグラミアの王など名乗るな！　汚らわしい」

				　老人が、鼻から血を流す王の髪を部下に掴ませ、自らその首筋に刃を当てる。「ひっ」と声をあげた王に、ルヒティが笑った。だが、老人が予定通りの行動を取る直前、ハンニバルが一礼する。

				「じじ様！　殿下がもうじき参ります。せめて、殿下に最後の別れを！」

				　ルヒティは瞼を閉じた。

				　──会いたい。

				　──イシュリーンの笑顔を最後に見たい。

				　だが、それは絶対にしてはならないと彼は分かっている。なぜなら、企みが台無しになるからだ。そして、醜い今の自分を彼女に見られるのを恐れた。さらに、これが最も大きな理由であるが、彼女の顔を見てしまえば、自分は死にたくないと思ってしまうともルヒティは分かっていた。

				　老人は、彼に初めて笑顔を見せてくれた時のイシュリーンを脳裏に描く。痣だらけでも、切れた唇は腫れ、血で汚れていても、彼女は可愛く可憐だった。

				　──イシュリーンの役に立って死ねる。

				　──オデッサ公爵家の積年の恨みを晴らせる。

				　老人は薄く笑い、すぐにそれを消すと、鋭い声を発した。

				「不要だ！」

				　ルヒティが、気合いの声と共に剣を振るう。

				　王が声もなく首から鮮血を噴き出し、血を撒き散らしながら倒れた。

				「じじ様！　これにて！」

				　ハンニバルが祖父を斬り、細い目から涙を流したままのルヒティの頭部が、大理石の上を転がると、孫の足にぶつかり、止まった。

			  

				　　　　　　　

				

				　グラミア王国の王夫妻が殺された。

				　犯人は、王女を裏切り王へと走ったはずの前オデッサ伯爵ルヒティ。

				　通常であれば、これはイシュリーンの計略であると判断しても不思議ではないが、通常ではない理由がいくつかあった。

				　一つ、ルヒティは王宮に突入した彼の孫、現オデッサ伯爵ハンニバルによって誅されている。

				　二つ、ルヒティの死に「裏切り者に相応しい死に方だ」と断じたイシュリーンは、その遺体すら見る事なく、父の変わり果てた姿に涙を流したという。反旗を翻したものの、それはウラム公爵に対してであって、王家にはその襟を正すを求めたのみであると、彼女はこの行為と言葉と文書で示した。

				　三つ、オデッサ伯爵ハンニバルは、ルヒティに加担した兵達を処刑し、さらに祖父の首も献上した。そして改めて忠誠を王女に誓った彼に、イシュリーンは次のように伝え、許した。

				「当然の事である。だが、帝国の侵略に晒されている今、これ以上の混乱は父上の望むところではないし、民も望まぬであろう。親の罪は子には及ばぬという。ならば、孫である貴公はなおさらである。私と国と民の為に戦い、忠義を示せ。それで許す」

				　さらに、祖父を誅した孫を気遣い、約束通り、領地を返し公爵とする事を改めて書記官に文書化させていた。

				　このような事が功を奏し、イシュリーンに対する疑惑は皆無ではなかったが、最小化された。特に、ロッシ公爵ゲオルグと、ルブリン公爵アルウィンの証言は、客観的に現場の様子を語る事で、疑い深い者達の声を、差し当たっては抑える事に成功する。

				「ルヒティは王夫妻を人質に取り、逃走を図った。だが、それができぬと観念し、イシュリーン殿下を罵りながら、お二人を殺害したのだ」

				　王太子不在の現在、帝国の侵略に晒されている今、王位が空位のままでは問題であると誰もが案じ、ロッシ公爵、ルブリン公爵が揃って、イシュリーンに懇願する。

				「王太子殿下がお姿をお見せになさらぬ今、王女殿下以外の誰が、王に相応しいでしょうか。ご決断くださいませ。我ら、全身全霊で殿下を御支え致す所存」

				　こうして、グラミア王国歴一一五年の冬。しばらくすれば、新しい年を迎えようかという頃、グラミア王国の玉座に、初めて女性が座ろうとしていたのである。

				　もし、他に異母兄弟がいて、しゃしゃり出てくる事でもあれば、もっと揉めたに違いないが、彼女にとって幸運な事に、この時の王家を構成する人数は、片手の指で足りたのである。

				　この幸運は、ベアドラが齎したといっても良いかもしれない。彼女の狂気、執念、独占欲が夫である王を縛ったからこそ、王は女を囲う事もしなかったのである。たった一度の過ちの結果、残虐で卑劣な人の本性を突きつけられた王は、欲望を恐怖と嫌悪で封じ込めていた。もしかしたら、隠れてしていたかもしれないが、現時点で表に出ていないのでは勝負にならない。

				　それでも王家の血を引く者達はいた。しかし、いずれもその血は薄く、イシュリーンには及ばなかった。それに彼らは、王都周辺の町や村の領主であるとか、高級官僚や士官でしかない存在に留められていて、薄い血を頼りに王位を狙うという無謀な者はいなかったし、彼らを担いで事を起こそうとする勢力はなかったのである。血を残すも、力は譲らぬ法を作った初代国王が、一一五年後の子孫を助けたという見方もできる。

				　その助けられた子孫であるイシュリーンは、天地がひっくり返ったように慌ただしい王宮で、いくつもの指示を同時に出す。

				　誰もが走り、彼も彼女も叫ぶ。

				　まずは、諸侯を中心とする軍勢が分担で、治安維持に務めよというもの。

				　近衛連隊は速やかに王女イシュリーンに頭(こうべ)を垂れたが、逃亡したウラム公爵に捨てられた格好となったウラム公爵派諸侯とその兵達が、王都に存在する各々の屋敷に閉じこもったので、この鎮圧が急務だった。

				　説得に応じた者もいれば、拒否する者もいて、後者はウラム公爵家に縁ある者が多かった。あくまでも抵抗の構えを見せる諸侯に当たったのは、遅れて王都に到着したルマニア公爵マルームで、彼は士官を集めて地図を広げろと命じる。

				「小火(ぼや)は、広がらないように処置するのが常である。各個が連絡を取らないように連隊をこのように配置し、順次潰す。所詮は屋敷だ。火を放ち、逃げ出して来た者を斬れ」

				　キアフの市街地でも王宮に近い区画で、ぽつぽつと赤い炎が色づいた。

				　次に、彼女は諸侯に対し軍勢の統帥権を改めて求めた。

				　国軍とは別に存在する諸侯の軍を、グラミア史上初めて王が握るという狙いは、貴族に勝手な軍事行動を取らせないとする宣言でもあり、これまでのグラミア統治とは違うぞという意思の表れでもある。また、帝国の侵略に対しての防衛戦、逃亡したウラム公爵との決着が控えている現在、グラミアに存在する軍事力を結集するという目的もあった。これに難色を示した諸侯は多くいたが、ロッシ公とルブリン公、ルマニア公とオデッサ公が揃って頭(こうべ)を垂れては右に倣えとなる。

				　今のイシュリーンに、彼らが独力で対抗するのは難しい現実が、それをさせたと言っても過言ではないだろう。

				　そして、降伏したウラム公爵兵の処遇もあった。彼らはイシュリーンから、ウラム公爵に忠義を尽くしたいものは自由にすると言われ、また、自分に従おうという者は国軍に加えるとも言われた。処刑を覚悟していた彼らの多くはこの処遇に感謝し、少数のひねくれ者は人気取りだと批判したが、結局のところ、ウラム公爵を追うか、国軍に加わるかのどちらかとなる。ここで故郷(くに)に家族がいる事からウラム公爵を追った者はやはり多かったが、国軍に加わりイシュリーンに忠誠を誓った者達もいた。

				　この他にも、戴冠式の準備や国内外への発表、人事など山のように増えた面倒からイシュリーンが解放されたのは、ロッシ公爵やルブリン公爵が、彼女の為に一切の庶務を分担し、当たってくれたおかげであった。

				　実の父と、継母が死んだ二日後、眠気さえ感じないまま起き続けていた彼女は今、王女時代から使っている王宮内庭の小屋に入った。それは、まさか王族の部屋とは思えない程の内外装で、ナルと雨を凌いだ小屋に、毛が生えた程度でしかない。もともとは、庭師達が休憩に使っていた木造の小屋で、扉の中には、寝台、暖炉、卓に椅子があるのみだ。手洗いはいちいち内宮に入る必要がある。

				　それでも、彼女にとっては誰に遠慮する必要のない空間で、だから彼女はようやく、一人で悲しむ事ができた。

				「ルヒティ……」

				　声が、涙に濡れて零れた。

				　激務のせいで、化粧も怪しいが、直す気も、落とす気もないイシュリーンは、粗末な寝台に腰掛ける。

				　イシュリーンは、ルヒティを死なせた。さらにその遺体を、罪人と同じ扱いに処した自分の判断と、彼を裏切り者で卑怯な小人であると決めつけたかのような発言と態度を悔やみ、嘆き、自責し寝台を何度も叩く。こうしなければ、彼の死が全て無駄になると、自らに言い聞かせていた気持ちの高ぶりは消え失せ、ただただ溢れる涙で頬を濡らし、鼻をすすり、唇を震わせた。

				　立派な部屋に移動して欲しいと、ルブリン公爵アルウィンに頼まれても、警備上の問題を理由にロッシ公爵ゲオルグが再考を促しても、彼女は拒否した。そうして守った自分の空間で、彼女はルヒティとの三年間を思い出す。

				　繋いだ手は、今でも温かったと覚えている。

				　美味しいご飯を二人で食べる楽しさは、母との生活でもなかったものだ。

				　猫とルヒティに挟まれて眠る毛布の中は、冬でも心地よかった。

				　読み書き、計算、様々な事を教えてくれた彼の厳しさと優しさが、王宮に戻ってからのイシュリーンを支えてくれた。

				　外から声が聞こえた。

				「ダリウス卿！　しかし急ぐのだ！」

				　マルームの声だった。

				　だが彼は現れず、扉も叩かれない。

				　イシュリーンは、ダリウスが小屋の前に立っていて、彼女を訪ねて来る者達を全て追い返しているのだと知る。

				　そしてダリウスは何も言わず、中にも入ろうとしない。

				　おそらく、彼女がこの小屋に籠ってから、ずっとそうしているのだろう。

				　イシュリーンが一人になりたいと切望していると知る彼は、それを黙々と守ってくれているのだと彼女は感じ取る。

				　乱暴に涙を手で拭った彼女は、自分に過ぎた人物だと思える彼の為にも、前を向こうと立ち上がる。視界はまだまだ揺れていて、油断すれば唇は震えるが、それでもイシュリーンは緑玉の瞳を扉に向けた。

				　──ここを出れば、泣く事はできない。

				　だがここで、何の為にと考える。

				「私は……何のためにここを出る？」

				　声に出ていた。

				　部屋の隅に立てられたままの長剣を見つめる。それは母の形見だ。魔導士であった彼女の母が鍛えた剣は、魔力が込められた貴重で丈夫な長剣だが、彼女にとっては唯一つの形見であり、武器として扱うのは躊躇われた。しかるにそれは、この空間で彼女の帰りを待っていて、今はイシュリーンに過去を突きつける。

				　王女はそれに歩み寄り、左手で鞘を掴むと右手ですらりと刀身を晒した。

				『主神、智神オルヒディン。慈悲と加護をグラミアに。我が生命を懸けます』

				　母の願いが文字となり刻まれている刀身を眺める。彼女が持つと淡い光を発する剣が、母の想いを娘に伝えていた。

				　イシュリーンは、形見に込められた母の想いと、ルヒティが自分を生かしていたのだと回顧する。ゆえに、あの日々の中でも逃げるという選択肢を取らなかったのだと瞼を閉じる。

				　彼女は、指先で矢傷の痕が残る肩を撫でる。絹服で隠れているが、晒せば蚯蚓(みみず)が張り付いているようにも見えるはずだ。背中の火傷はあえて見ない。だが、手で触れれば皮膚の感触が違うと分かる。

				　他にも小さな傷はいくつもある。

				　消えたもの、残ったもの、違いはあれども、そのような日々の中だったからこそ、今の自分がいるのだと、彼女は瞼を開いた。

				　イシュリーンという人間は、だからこそ今日まで生きたのだ。

				　歌も踊りも音楽も知らない。

				　それでも、母の為に、ルヒティとの日々を取り戻す為に、彼女は生きた。しかし、一つが消えたのだと、彼女は剣を鞘に収めて抱きしめる。

				　侵略者との戦いはまだ続くが、勝った先に母親は当然ながらいないし、ルヒティもいない。

				「私は、戦い続ける？」

				　自問した彼女の声は、外からの声で邪魔された。

				「ダリウスさん！　通してくれ！」

				「駄目だ！　特にお前は駄目だ！　スケベな男は立ち入り禁止だ！」

				　ナルだ。

				「あ……あんたに言われたくない！」

				「俺は健全なスケベだ！　お前はムッツリだから駄目だ！」

				　イシュリーンは扉の向こうにいるはずの二人に、気を紛らせる事ができたと声を出す。

				「ナル、私も話がある」

				　室内に一つだけの椅子を彼に譲ろうと思った彼女は、自らは寝台に腰掛ける。

				　咳払いして現れたナルは、イシュリーンを見て表情を消したが、すぐに微笑んだ。

				　彼からして、彼女は明らかに泣き続けていたと分かる。

				　ここは事務的にいくかと決めた青年は、努めて感情を声から消した。

				「お疲れのところ、申し訳ありません。戴冠式の運びと……あとグラミア新法の起案を致します前に、ルブリン公爵閣下が陛下のお考えを伺いたいゆえ、時間を求めております。えっと……こちらはキアフの城壁修繕に関する臨時予算の承認ですが、ロッシ公爵閣下がすでに着手しておりまして、ただ陛下のご了解を得る体裁を取りたいとの事で、ええと……ウラム公爵討伐ですが……」

				「ナル」

				　書記官の言葉を遮った王女は、ナルに椅子を勧めた。彼が座ってから声を発する彼女もまた、顔から感情を追い出す。

				「私はまだ王女だ……仕事の話だけか？」

				「全て急ぎです」

				「ナル、二人だけの時は、いつものナルになって欲しい。そんな話し方をするナルは嫌いだ……もしかして怒っているの？」

				　細く小さな声を発した彼女に、友人で書記官の青年はぽりぽりと頭を掻く。仕事の話をする事で、感傷的になっている彼女を、無理やりに引っ張り上げようとしたナルの考えは失敗だった。

				「怒ってなんかいないですよ。どうして、私が怒らないといけないのです？」

				「その話し方をするなら、答えない」

				　完全に素が出ているなと、無意識に頬を弛めたナルは、手にしていた書類の束を床へと放り投げる。散らばったそれらを見て、イシュリーンが濡れた睫毛を揺らした。

				「どうして、俺が怒っているって思う？」

				　ようやく口調を改めた彼に、王女は再び小さな声を発する。

				「私は……ルヒティを辱しめた。彼の死を、当然のものだと冷たい態度を取ったから……ナルの先生を侮辱したから……」

				　イシュリーンの言葉に、ナルは腕を組み、次に天井を見上げた。そして、黙り込んだ末に言った。

				「俺よりつらいのは君のはずだ。それに先生はきっと、イシュリーンを褒めてるよ。あそこで先生の死を君が悲しんだら、彼が死んだ意味などない。無駄死にだ。イシュリーン、君は頑張った。とっても頑張ったよ」

				　彼女が言って欲しかった言葉を、王女に向かって言ったナル。

				　彼は、自分の前に来てペタリと座り込んだイシュリーンの意図が分からず、首を傾げる。手を伸ばせば、そこに王女の濡れた頬がある距離で、彼女がナルへと泣き腫らした目を向けた。

				「ナル、私はお前と一緒だ。居場所が欲しくて……戦っていたに過ぎない。それなのに……ルヒティを殺して、ナルを巻き込んだ。一人で不安なナルの気持ちを、利用して引き込んだ……」

				　彼女は、あの草原での会話を思い出しながら、ナルに言葉を紡ぐ。

				「お前は居場所が欲しいと言ったな？　私もだ。私は、ナルや皆のおかげで居場所を手に入れた。そしてこれからは、この居場所を守る為に、私はまた戦わなくてはならない……手に入れたからといって、そこで止まる事などできないのだな？　ルヒティの為にも、私は立ち続けないといけないのだな？　その先に得るものがなくても、私はそうしないといけないのだな？」

				　ナルは、微笑み頷いた。だが、彼女の肩の力を抜こうと言葉を選んだ。

				「頑張らなくて良い時もある。今はそれでいいよ。俺を逃げ道に使ってもいいから」

				　王女は、もうじき王となる彼女は、彼の気遣いに感謝しつつも、もっと大事にされたいと感じた。イシュリーンの手が伸びて、ナルのローブをちょいと掴む。

				「ナル……この前みたいに抱きしめて欲しい……」

				　イシュリーンは、ナルに抱きしめられる事で彼の優しさを受け取る。そして、彼の背中に腕を回し、膝立ち、その胸に頬を寄せる事で、彼女がナルに抱く思いを伝える努力をした。頼りないほどに痩せた彼の胸が、この時はとても心地よく、彼女はルヒティを失った悲しみから、立ち直る勇気をもらえているように感じる。

				　だが、こうも思う。

				　この人にこうされて嬉しいだけで、ルヒティの事を誤魔化しているのだと。

				　自分を嘲り、泣く女に値しないと自らを叱咤したイシュリーンだったが、ナルが自分の耳に、唇を寄せてきた感触に身じろぐ。それは、嫌だからではなく、驚いてした事だ。

				「イシュリーン、君は俺が守る。先生に誓った……いや、俺がそれを望んだ」

				　断言したナルの声がイシュリーンの耳にかかり、彼女は細い息を吐き出した。そして、自分がなぜナルに惹かれているのか理解した。彼は、自分とやはり似ている。違いは大きいが、求めるものが似ているのだ。

				　二人が求めているものは、居場所というよりも、自分の存在が許される場所。

				　そしてもう一つ。

				　ナルは無条件で自分の味方をしてくれる。いや、そこに彼の求めるものがあるから、そうであると考える事もできるが、この時のイシュリーンには、ナルのそういったものは後付けであると信じる事ができた。彼の声と鼓動の早さ、そして自分を抱きしめる彼から感じる躊躇い。

				　それらは、今の自分と同じであるように感じ、彼女は微かに唇を開き、彼の名前を口にしようとした。しかし、続けて発せられたナルの言葉にそれを遮られる。

				「戦い続けたその先に、きっと心から笑える日々がある。きっとそうする。俺がそうする。その未来に、俺もきっといる」

				　沈黙の後、エメラルドの耳飾りを揺らして王女は顔をあげた。

				　王女は、ナルの髪を撫で、その顎に軽く額をつけた。そして、自分と彼の為に言葉を選んだ。

				「ナル、ありがとう」

				　イシュリーンは額を離し、緊張したナルの顔を見つめた。ぎこちない笑みを浮かべる彼の表情が、彼女の胸を締め付けて、その発音を乱す。

				　許されない気持ちと知っていても、それを伝えられずにはいられなくなった彼女は、彼の視線から逃げる事なく、声を絞り出す。

				「私は……私という人間を見てくれるナルが好きだ。いつも微笑んでくれるお前が好きだ。頭を働かせ、私を助けてくれるお前が好きだ。今はできなくても、できるようになる為に頑張るナルが好きだ……。ルヒティがいなくなった事で悲しんでいるからこう思っているわけじゃない。危険を二人で乗り越えたから勘違いをしているわけでもない。じじ様の代わりを……ナルにさせようと思って、言ってるのでもない」

				　彼女は彼の瞳を見つめた。そこに映る自分は、これまでにない程に複雑な表情をしているとイシュリーンは思う。

				　不安と期待、恥じらいと勇気、そしてナルとルヒティへの想いが入り混じった微笑み。

				　ナルが固まったまま喉を鳴らす。

				　イシュリーンは、瞼を閉じて声に感情を乗せた。ナルにそれが届くように、丁寧に言葉を紡ぐ。

				「私の背中を見ても、きっと私を大事にしてくれる……貴方が好きなの」

				　彼女が言葉を止めた瞬間、ナルが椅子を鳴らして、彼女から離れ立ち上がる。予想外の反応に驚き、彼を見上げたイシュリーンは、そこに無表情のナルを見た。

				　急速に心を支配する後悔に、王女が息を吐き出す直前、ナルが動いた。

				　彼は彼女を立たせると、彼女の腰に手を回し、自分のほうへと抱き寄せたのだ。

				　鼻先が触れ合い、イシュリーンは震えた。

				　ナルがそっと、彼女の頬に唇を触れさせる。かさついたその感触すら、彼女は嬉しく震えると、自分から彼の唇を求めた。

				　イシュリーンは、胸を満たす幸福感に身悶え、ナルの背中を力いっぱい抱き締め、願う。

				　──ルヒティは私を守る為に死んでしまった。ナルは、私を守ろうとしてくれている。二度と同じ間違いはしない。この人を絶対に失いたくない。

				　一度離れた二人の唇が、触れるか否かで止まる。

				　王女は、相変わらず緊張で強張ったナルを見つめた。

				　彼は、少しだけ視線を逸らす。それが照れからのものだと感じたイシュリーンが、彼の鼻を指で摘む。

                			

	








			
　苦笑したナルに、イシュリーンは囁く。

				「ナル……ルヒティの事を思い出したらまた泣いてしまう。だから今は……こうしていて」

				　応えるように彼女を抱きしめたナルの肩に、彼女は顎を乗せる。

				　身体を包む温もりに、イシュリーンは誓う。

				　──私は、ナルの居場所を守る為に戦う。私がいる限り、彼は居場所を得る事ができる。

				　──誰にも邪魔はさせない。

				　──ナル、私を守ってくれてありがとう。

				　──私も、お前を守る。

				　この彼女の決意が、二人の関係が、歴史を動かしたのだ。

				　二人を中心に、歴史が動く。

                                			

	








			
				　ウラム公爵バザールはルヒティと別れ、王都北の外門から出ると、雪の中を農耕馬に引かせた馬車で逃走して自らの領地に入った。彼はまさか、反乱軍がわざと北門の包囲を薄くしていたとは思いもしなかった。

				　ナルは、ルヒティならばバザールを逃がして活かすと推測して、東、南、西の外門から激しく攻撃することでバザールの行動を操ると、北門をダリウスに任せた。書記官の意図に従ったダリウスは、ウラム公爵の乗る馬車をわざと見逃したのである。

				　かくして無事に逃げおおせたバザールであったが、王と娘の死を知らされ、その犯人の名を聞く。

				　この時の彼は、伝令に三度も報告の内容を聞き返した。

				「おのれ！　これが目的で下ってきたのだな！　やはり、殺しておけば良かった！」

				　後悔するも、過去に戻る事などできない。あの時は、防衛の指揮ができるルヒティには価値があったし、わざわざ有利に戦を進める王女の軍を裏切る理由は、老人の口から出されたものだと、信じるのではなく納得していた。

				　そして、頼らざるを得ないほどに苦しいと思っていた。

				　歯軋りと共に過去の己を呪うも、がらがらと音を立てて崩れた優位を取り戻せず、現在の状況をどう挽回するかを考えなくてはならない。人は未来から過去を見て、あの時にああすれば良かったと思うものだし、他人を見て、ああすれば良いのにと思う事ができる。だが、現在から未来を推測し、手を打つとなると話は別となる。当事者となって判断するとなると、理性と感情が入り乱れ、客観性を失う事もある。

				　今この時をどうするか。

				　ウラム公爵は感情で理性を乱しながら、馬車の中で唸り続けた。

				　キアフを奪われ、王族との繋がりも絶たれ、残されたのは、自領と選帝公グレイグ公爵家との同盟。

				　ただし、自領で兵を集めても戦力は落ちている。領内に残していた残存兵だけで、大軍となった王女軍を防がねばならない。

				　グレイグ公爵とは懇意だが、彼とて野心ある人物で頼り過ぎるのは良くない。だが、もう他に方法はない。なんとか冬でも軍を出してもらえるよう、頼みこむ必要がある。礼金や要求されるであろう利権を推測し、バザールは苦い薬を飲んだかの如く眉を寄せた。

				　ルイスクまでの道中、バザールは思考の糸を紡ぎ続ける。

				　食事も睡眠も狭い車内で取る姿は、権勢を誇った大貴族である彼に相応しいものではなかった。それでも、自らの凋落に歯を軋ませ逆転を狙うバザールは決して諦めない。それは四日後、ルイスクの市街地を囲む城門を、通過し考えがまとまるまで続いた。

				　とにかく今は時間を稼ぐ必要があり、それをするには息子を頼るしかないとバザールは考える。軍の指揮を子に任せ、自らは諸侯切り崩しに動くと決めた彼は、あのドラガンが従うかと不安を抱えた。というのも、親子の関係は冷えきるを通り越して凍り付いていて、その原因はバザールにある。

				　彼は息子の恋人を殺した過去がある。

				　彼女の腹部に、宿っていた小さな命もろともである。

				　以来、息子は父に子としての態度を取らない。

				　バザールが政略や軍略を相談すれば、公爵家の為にと応じてくれるが、塔に籠った息子は顔さえ見せない徹底ぶりで、会話は全て、ドラガンの近侍が手紙を運ぶ方法で行われる。

				　今さらながらに、その息子を頼るしかない自分が情けない。

				　バザールは口端を歪め、ルイスクの城門を馬車が通過した事を窓から確かめた。

				　グラミア王国北部最大の都市であるルイスクは、円形の市街地を放射線状に延びる街路が見事である。街路樹や魔法工学の恩恵である街灯も整備され、軒を連ねる店々は主君の危機にも賑わっている。彼はそれらの様子を見もせず、馬車の中で親指の爪を齧(かじ)り呟く。

				「隠居し、ドラガンに家督を譲る事で恭順を装い、春を待つしかない」

				　バザールは小娘相手にそうしなければならない現在の自分を呪い、爪だけでなく指先の肉も噛み千切ってしまったが動じなかった。

				　公爵を乗せた馬車が、城の中に入った。車窓から外を眺めた彼は、武装した兵の多さに、準備の良い事だと感心する。家老のアズレトが、伝令からの報告に動いたのだと考え、停止した馬車から降りたと同時に、満足げに頷き声を発した。

				「アズレトはどこか!?」

				　バザールの声に、兵達が忙しく首を振る。それは家老の居場所を主に教えるものではなく、彼の到着をアズレトに伝える動作だった。

				　ウラム公爵家の家老フュドレイ子爵アズレトが、白髪を乱して城の広場へと姿を現す。軍勢の集結場所にも使われるそこは広く、公爵の護衛と馬車が停止しても囲む兵達が窮屈さに固まる必要はなかった。公爵を中心に、円を描いた兵達は誰も膝を突かず、バザールは無表情となる。そして、彼らを押しのけて姿を見せた家老の形相が尋常ならざるものであったがゆえに、バザールは怒鳴っていた。

				「何事か!?」

				「お館様、若様がお待ちです」

				　アズレトが答える。

				「ドラガンが？」

				「は……塔にお連れするようにと仰せつかっておりますれば、失礼」

				　家老が目配せし、兵達が包囲の輪を小さくした。これでバザールの護衛達と悶着を起こすも、ウラム公爵が一喝し収める。

				「静まれ！　ドラガンに会えば片付く。何がどうなったか！　奴から聞こう！」

				　それを受けて一礼したアズレトが、憤懣(ふんまん)やるかたないバザールを先導し、塔へと歩く。

				　白一色で整えられた巨城の一画にあるそれは、影のように黒い。もともと黒い石を選び集めて築かれた塔に、苔がびっしりと付着している禍々しさは、その中に籠った男の異常さを表すかのようである。

				　塔の扉は木製で、魔法を反射させる術式が施されていた。そして、塔の内部にも同じくそれはされていて、この中で魔法を使えば自分に跳ね返ってくることから、魔導士を閉じ込める目的で塔は造られたと知る事ができる。過去、邪神を崇める魔導士達を捕え罰したここは今、ドラガンが引きこもり生活をする場所でもあり、禁呪である召喚魔法を研究する空間だった。この中ならば、誰にも知られず危険な魔法の研究に打ち込めるとしたドラガンは、両親への憎しみから、生活の一切をその中でしていて、食事も湯も近侍が運ぶ。排泄は塔の上層階から外に捨てるのだが、そのまま地上に空いた穴に吸い込まれる。それは地下の川に通じていて、その川はルイスクに隣接する湖まで繋がっていた。

				　その塔を見上げたバザールは、はたして息子が説得に応じるかと悩んだ。だがそれも一瞬の事で、話さなければ進まぬとばかりに進み、家老に確認すべき事を問う。

				「アズレト、ドラガンは何をした？」

				　集まる兵達の異変は、息子が原因であると察するバザールに、家老は塔の扉を引き開いて、恭しく一礼し道を譲る。

				「お館様ご自身の目で、お確かめください」

				　カチンとくる言い様にバザールが鼻を鳴らすも、自分の留守の間に、この城で何が起きたのか理解できず、子に会うというのに緊張を消す事が許されず、余裕を演じるに必要な時間を稼ぐのも忘れ、不機嫌も露わに中に入った。しかし、それも続かない。

				　彼はここで、後方で閉じられた扉の音に目を細める。

				　採光を目的にした穴が、ところどころに空いた塔の一階は、外からでも分かる通り円形の部屋となっており、右手に階段が壁伝いに螺旋を描いて上へと続く。

				　バザールは一段ごとに舌打ちをして強がると、二階へと進んだ。

				　そこもやはり円形の室だが、穴も窓もない場所だ。閉塞感にバザールは呻き、充満している濃い血の匂いに喉を鳴らした。

				　そこで、光が闇を照らす。

				　光球(ルベン)の魔法で、光を敵にぶつけて目くらましに使う方法と、こうして暗闇を照らす使い道がある。

				　これを発した男が、血に濡れた長剣を片手に、鍛えた上半身を晒して椅子に座っていた。

				　ドラガンだ。

				　切りそろえたばかりと思われる金色の髪に貴公子然とした顔は、演劇歌手になれば成功していたに違いないほどの美貌で、眉は整い、鼻筋も見事である。唇は不健康な生活でかさついているが、それを舐めて潤す仕草に色があった。だが、せっかくの美丈夫も、瞳が爬虫類を思わせる形では不気味でしかない。蛇目(サペルアイ)という奇病に侵されている彼の瞳は、蛇を連想させる。そのドラガンが立ち上がり、鍛えられた体躯を誇るように佇むと口を開く。

				「父上……ご無事でなにより。母上、叔父上……従兄弟、全員を集めておきました」

				　バザールは声を出す事ができない。

				　言葉を忘れたように口を開閉させる彼は、歯をぶつけ合わせて鳴る音だけを響かせる。それを遮るのは、歌手のようなドラガンの声だ。

				「あれだけ……早く王都を捨てなさいと申し上げたのに父上はなさらなかった。結果、対父上という目的で結んだ王女と諸侯が勝った……愚かしく嘆かわしく無様な結果は、己の判断が招いたものだという自覚くらいはあるでしょうな？」

				「ドラガン……ドラガン……」

				　息子の名前を繰り返し声にしたバザールは、その視線を相対する男の足元へと向けている。それは床に転がる複数の生首を確かめるように彷徨い、妻の頭部で止まる。

				「ウラム公爵家を存続させるに、あと一つ、首が足りない……過去、聖人は自らの命を天に捧げ人々の許しを乞うた……見習うべきでは？」

				「ドラガン……」

				「父上、隠居し俺を前に出す事で、時間を稼いで春を待つと計算しておられますな？」

				　図星であったからバザールは否定できない。

				「相変わらず貴方は人を馬鹿にしているな……何をどう考えたらそうなるか分かりやすくて嫌になる。そして、相手が自分の考えた通りに動くだろうと思い、策を練る癖がある……さて」

				　彼は左手の剣を振ると、切っ先を父親の鼻先に触れさせ、怯んだバザールに微笑んだ。

				「母上のほうが勇気はあった。これを突きつけられても、説教する図太さがあった。しかし貴方は……所詮、貴方はウラム公爵家の名前と力を恐れる者達をどうこうしてきただけという事だ」

				　息子は父親に片目を瞑って見せる。

				　バザールは喉を鳴らした。

				　この時、ドラガンは剣を持っていない右手で、魔法を発動させていた。氷の刃がそれである。この冷たい槍は、一瞬で現れ、具現化された時には父親の身体を貫いていた。

				　ウラム公爵バザールは、自分がいつ死んだのかも理解できないままに固まる。それは文字通り、氷の槍から放出される冷気で身体が冷やされ、凍らされた。甲高い澄んだ音が室内に響き、金色の髪を冷気に揺らした蛇目(サペルアイ)の男が、氷漬けになっていく父親の開かれた瞳を見つめる。

				「首は頂いておきますよ、父上」

				　ドラガンの剣が水平に払われ、バザールの首が飛んだ。

			  

				　　　　　　　

				

				　ウラム公爵バザールの息子ドラガン。

				　幼い頃から、馬も剣も魔法も巧みであった彼が期待されたのは当たり前だろう。だから彼が、家柄も何もない村娘と恋に落ち、屋敷を何度も抜け出していたのは、公爵家にとって憂うべき事態だった。将来、国を代表する名門を背負うはずの彼に、教養も礼儀もない貧しい村の娘が相応しいはずがないのだ。ドラガン自身は、周囲のそのような物言いにうんざりとしていて、彼女の内面を知らずして、また見ようともしない者達と、まともに話をする必要はないと断じていた。結果として、公爵と妻は、娘を殺すという手段でドラガンの病を治そうと考え実行した。

				　貧しい村の、小さな家に強盗が入ったという事件は異常である。盗むものなどない場所に、彼等が押し入るはずがないからだ。しかし強盗は、目的の金品は後でもらう予定だった。その家に住む娘と家族を皆殺しにすれば、公爵家から謝礼が支払われる約束だったからだ。当然、これはバザールの臣下が仲介したもので、強盗達は雇い主を知らない。

				　ドラガンはこの事件が起きてすぐ、犯人は何者か知った。そして、実行した者を探せと命じる。この時、一連の騒動にウラム公爵夫妻は、ただ惚けただけだった。

				　ドラガンは、部下が見つけ出した実行犯達を自分の前に引き出させると、強盗達を同時に相手し、瞬殺する。

				「殺しても晴れぬ」

				　彼は仇達の首を両親の寝室に放り込み、バザールと妻が、目覚め悲鳴をあげる頃には塔に籠っていた。

				　バザールは兵を突入させ、力づくで連れ出そうとしたが、突入させた兵達を皆殺しにされた。そして、死体となった兵達を塔の上から地上へと、次々に投げ捨てる息子に寒気を覚えた。

				　以来、親子は対面した事がない。手紙や従者を介してのやり取りが全てである。

				　十年ぶりに母親と対面した息子は、彼女を殺し、その命令だと偽り親族郎党を城に呼び出し斬り殺した。これに加担したアズレトも、城の兵達も、ドラガンの圧倒的な強さを知っているがゆえに逆らえなかったのだが、例えば広い場所で、全員で一斉にかかれば、ドラガンとて勝てはしなかっただろう。だが、そうしようとしたところで、お前が先に行けと譲り合って結局は駄目だったに違いない。

				　ともかく、アズレトも城の武官や兵達も、ドラガンが自らの血縁者を根絶やしにする一から十まで静観し、その負い目があったのは事実だ。だから彼らは、塔の中から父親の生首を掴んだ息子が現れた時、自然と安堵し、膝を突く事で誤魔化した。あくまでも、新当主としてドラガンを認めたから、味方したと自分達を慰める。

				　そして、これは忠義だと言い聞かせた。

				　蛇目(サペルアイ)でそれらを一瞥した男は、全てお見通しだった。満足そうに鼻を鳴らすと、容易に人は御せるともでも言いたげな笑みを顔に作る。

				　アズレトが進み出て一礼する。

				「お館様……と、お呼びするべきでしょうな？」

				「はは……」

				　白い歯を見せたドラガンは、左手で掴んでいたバザールの生首を地面に転がした。

				「王が来るぞ。ウラム公爵家を滅ぼそうとやって来る。戦うか、降伏するか……俺は戦うが、お前達にはお前達の生き方があろう。アズレト、お前も俺に付き合う必要はない」

				　立ち尽くす臣下達から離れた彼は、張り詰めた冬の空気を大きく吸った。

				「冬だ。雪が降れば、敵の進軍も鈍るが……だが春までに片付けたい王は必ず来るだろうな……戦かわねば、交渉などしてくれまい……」

				　思考を声に出していた彼は、そのまま屋敷の中に入る。

				　動揺する使用人達が新しい主に視線を泳がせ、公爵家一族を片っ端から斬り殺して歩いた男との関わり方に迷う。

				　ドラガンはその中を意に介する事なく進み、一人の女性の手を掴んだ。

				「風呂に入る。洗え」

				　問答無用で引き歩く彼に、小さな悲鳴をあげただけの娘は、いつでも湯が用意されているウラム公爵家の浴場へと連れていかれる。彼はさっさと服を脱ぎ進み、彼女は混乱と羞恥で歩みも不安定なままそこに入った。

				　大理石が敷き詰められた床は磨かれ濡れて輝いている。その真ん中に立った男は、背後で湯の温度を手で確かめる娘を肩越しに見た。

				「皆、俺を怖がっているか？」

				　ドラガンが尋ねる。

				　コクコクと頷いた娘は、服を着たままの自分に気づいたが、濡れる衣服もそのままに男の身体を洗い始めた。

				　男の身体から滴る湯は濁り、彼は苦笑する。

				「……清潔にしていたつもりだがなぁ」

				　垢すりで彼の身体を洗う娘は、塔に引き籠っていた男の身体が傷だらけである事に困惑した。

				　その傷痕は、ドラガンが塔の中でしていた事を語っている。

				　彼は禁呪である召喚魔法の研究をしていたのだが、召喚した異世界の生物は殺さねば姿が消えないという事実を、呼び出して初めて知った。そして、呼び出した者に必ずしも従属するわけではないとも。

				　黒皮狩人(ハンター)。

				　羊頭魔獣(シープレンス)。

				　首無し騎士(デュラハーン)。

				　異世界の化け物達を召喚し戦う中で、魔法と戦士としての質を高めながら、この化け物達はどこからやって来るのかと自問した。異世界の生物とはいえ、彼の知る動植物で説明がつく外見を持っているし、武器も魔法も彼と同じものだ。

				　そして彼はこう解釈するに至る。

				　──この世は一つで、大きな箱の中に、球状の世界がいくつも同時に存在しているに違いない。

				　だが一方で、こちらから呼べるのに、向こうには行けない理由が分からない。

				　真理を探るべく、召喚魔法の研究を続けた彼は、ある日、その存在と出会い、一切の謎を知った。

				　この世界の摂理と言っても差し支えないそれを知った彼の感想は、腐っているの一言である。

				　ドラガンは、娘に身体を洗われながら、両親を殺しても罪悪感さえ覚えない自分に呆れながら、過去に奪われた恋人と子に復讐を果たしたと祈りながら、塔の中で出会った者に問いかけた。それは声によってでなく、脳内で発した言葉によって為される。

				『荒れてきたのは、お前達が望んだからか？』

				　返答はなく、彼は苦笑し娘に気味悪がられる。そうと察してドラガンが肩越しに彼女を眺め、蛇目(サペルアイ)に娘の顔を映した。

				「お前、処女か？」

				「は？」

				「違うのだな？」

				「は？　は……はぁ」

				　間の抜けた答えしかできない彼女は、彼に湯をかけた瞬間、抱きかかえられていた。

				「寝台に付き合え。いや、乱暴にしないから暴れるなよ。無理やりは好かん」

				　彼は彼女を両腕で抱きかかえると、濡れた身体のまま浴場を後にした。

				

				　一方で、取り残された格好となった臣下達はそれぞれに忙しい。

				　戦おうという者と、逃げようという者で意見が割れ、彼らは家老を中心に集まる。ウラム公爵家に臣従する中小貴族の多くは財貨を抱えて今すぐにでも離れたいと思っている。だが、自分が率先してそれをするのは憚った。

				　それを眺めるアズレトは、ドラガンが好きなようにしろと言って彼らから離れた理由に気づく。

				　結局、心が離れた者が恰好で従っていてもいずれ災いとなる。ならば今、はっきりとさせるべきだ。

				　家老は側近の武官に耳打ちした。

				「俺も領地から兵を集める。お館様に従う者達だけで戦えばいい。逃げ出したい奴らは行かせてやれ。無理に止めても混乱の元だ」

				「しかし子爵閣下、兵が少なくなります」

				「仕方ない。それに、兵がいれば食い物も武器もいる。役立たずに食わせる余裕はなくなるだろう。戦いたい者だけで戦う。お館様はそう考え、ああ言われたのだ」

				「……子爵閣下も戦うと？」

				　アズレトは薄く笑う。

				「ウラム公爵家がこれで無くなるとも思えない。結局、王もお館様も苦境の時にこそ忠節を全うした者こそ重用するだろう。今だけ見て右往左往するのは軽いのだ。たとえ敗れたとしても、正々堂々と戦いそうなった者と、こそこそと逃げ出した者と……どちらが信用されるか？」

				　自分の為に戦うと決めた家老に、武官は一礼し去った。

				　アズレトはガタガタと騒ぐ者達を一瞥してその場を離れる。城の内庭から館へと進む彼は、歩きながら武官達に指示を出す。

				「騎兵を斥候として領境へと出せ」

				「物資を城の倉庫に集めろ」

				「油、蝋燭は節約しろ」

				「部隊の再編を急げ」

				　ウラム公爵家の館は広く、窓ガラスから差し込む陽光によって屋内は明るい。彼は使用人達を呼び止めてはドラガンの居場所を確かめ、来客用の寝室に籠ったと聞き、そこに急いだ。いくつもあるそれの一つから、女の喘ぐ声が外まで聞こえていて、アズレトは失笑する。

				　こんな時にと思う一方で、こんな時だからかとも思い部屋の外に立つ。

				「お館様！　戦う算段をしなければならず！　済まれましたら合議に使う室にお越しください！」

				　声を発した彼に、室内で発せられたドラガンの声が届く。

				「分かった！　だが明日にしろ！　今は忙しい！」

				　アズレトは、一礼するもまた吹きだしていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　ナルは、外宮に用意された室に一人でいる。彼は部屋の真ん中にある卓に向かい、地図を広げていた。

				　明日、イシュリーンは王になる。

				　ウラム公爵バザールを排除し、グラミアを彼女が治めるのだ。

				　だがそれは目的ではない。

				　これはあくまでも、過程に過ぎない。

				　対帝国に国内がまとまっただけだ。いや、それもギリギリのところだと彼は考える。これから彼女が独自色を強めれば、今は支持している諸侯達も必ず反発するだろう。それまでに、力をつけなければならないとナルは決めて、地図へと視線を落とした。

				　その彼の背を、蝋燭の灯りが届かない部屋の隅で見守る女性がいる。

				　アブリルだ。

				　彼女はルヒティの死後も、彼の言い付けを守りナルを手伝っている。あの老人の指示でしていた周辺諸国での諜報活動も継続しており、情報を得てはナルに届けるつもりである。

				　だが彼女は、自分がどうして彼にまだ味方しているのか不思議でならない。本来であれば、オデッサ公爵となったハンニバルの指揮下に収まるべきだろう。

				　しかし、ハンニバルの下に付けない明白な理由はある。

				　アブリルはクルティナとハンニバルの関係を良く思っていない。主君を相手に何を考えているのかという妹批判は、自然とハンニバルにも厳しい視線となる。これまで彼女は役目と感情を分けてきた。これからもそうするつもりである。それでも、こうして離れている今、二人の関係を見せつけられる事もないと安堵する自分がいるのだ。

				　嫉妬かと、闇の中で鮮やかな緑色の瞳が揺れた。

				　自分が捨てたはずの感情を、妹は得ている。そしてこれは、テュルク族の女にあって、金にも勝る価値があった。

				　思えば、ルヒティが自分を側に置きたがったのは、これを見通しての事かと、この時に知る。

				　ハンニバルの祖父は理解があり、孫の相手がテュルク族のクルティナでも彼の気持ちを尊重した。祖父はハンニバルに、彼女を妻にはできないが、妾を持つのも甲斐性だと許していた。それでいて、自分は常にアブリルを側に置いた。これは能力的に認められていただけではなく、二人の様子を姉が見ないようにという配慮だったのだ。

				　改めてルヒティの差配に感謝した彼女は、ならばなおさら、このままルヒティの言い付けを守ろうと目を機嫌よく細める。

				　そして、イシュリーンの近くで仕事をするナルの役に立つのは、テュルク族の現在と未来に明るい材料だとも思う。

				　子供を抱いたまま狩りをするのは難しいとはテュルク族の諺だが、あの二人と距離を取りつつ、テュルク族の為に働くという二つを同時に成すのは難しくなさそうだと決めた。

				　このように考えながら、ナルを見守る彼女は、頼まれてもいないのに彼の身辺を守っている。それはアブリルから見ても弱すぎる彼が、刺客にでも襲われたら抵抗する暇なく殺されてしまうだろうからだ。

				　もちろん、鈴を鳴らされたら、すぐに現れる為という理由もある。

				　彼女とて離れたところから瞬間移動しているのではなく、こうして気配を消してナルの近くに隠れているから、呼ばれれば一瞬で現れることができる。

				　人は見ていても、見ていないと認識すれば見えていないもので、例えば彼女は兵装、老人の格好などをしながらナルの近くにずっといる。それでも彼は気づかない。

				　身長の足りなさは靴底の高さで隠し、膨らみやくびれは衣服や姿勢で誤魔化す。

				　癖づいたこれらを今は排して、ただ気配を消している。そうして眺めるナルは上を向いたり、立ったり座ったりと落ち着きがない。

				　アブリルは首を傾げた。

				　この人はよくこうすると思い、可笑しくて少し微笑む。

				　だが今日は、それだけでは終わらなかった。

				　ナルは突然、椅子を掴むと床に叩きつけた。

				　激しい音が弾け、椅子の脚は折れて飛び、壁にぶつかり音を立てた。

				　息を飲んだアブリルは、視線の先で激しく自分の髪を掴み叫ぶ男に驚く。

				　ナルは、一人の時にしか使わない不思議な言語で叫んでいた。

				　アブリルには、彼が何と言っているのか理解できない。

				　ナルが静かになり、肩を大きく忙しく上下させながら頭を抱える。

				　何が起きたのかと困惑する彼女は、だが鈴を鳴らされていないまま、現れる事をしない。

				　扉が叩かれ、衛兵の声がした。

				「如何なされましたか!?」

				「何でもない！」

				　ナルは即座に叫び返し、卓を拳で叩く。

				　一度。

				　二度。

				　そのまま彼は膝を突き、這いつくばるようにして止まった。

				　アブリルの目が細まる。

				　彼女の耳に、ナルの吐いた言葉が届いた。それはやはり彼女には分からない言葉だが、何故かとても彼女の胸をざわつかせる。

				　アブリルは不安げに瞳を揺らすと、祈るような視線を彼の背へと送る。

				　また、彼の声が届いた。それは途切れながらでも、彼女の注意を引いた。

				「先生は死んだ……俺の力の足りなさが……先生を殺した……」

				　ナルの呟きの意味を、やはりアブリルは理解できなかったが、苦しんでいると察することはできた。

				　震えるナルの背中を見つめるアブリルは、視界に伸ばしかけている自分の手を見つけて慌てた。

				　気配が漏れ、ナルが顔をあげる。

				　アブリルは、急いでその場を離れ、隠れた。

			  

				　　　　　　　

				

				　グラミアは、主神オルヒディンが誕生した土地であるという言い伝えがあり、彼を主神とするラグーラの神々への信仰が古くから根付いている。その土地を治める王は戴冠式で、オルヒディンに祈りを捧げ、グラミアを守ると誓う慣わしがあった。

				　イシュリーンも、王宮にある神殿でその祈りを捧げている。

				　彼女はここで、あの父でさえ同じく誓ったのだと思うと、誓いなど、した者の人格に左右される拙いものだと、薄く唇を開いた。

				　神殿は天井が見上げるほどに高く、床からそこへと白い巨大な柱が幾本も伸びている。そして天井の採光窓からは、昼前の穏やかな日差しが空間に入り込み、祈る王の髪を白く淡く美しく煌めかせる。その彼女の前方、ずっと奥にオルヒディンの姿を再現した石像があるが、彼女はそれを遠目に眺めるだけである。その背後に、王書記官となった男の姿があり、彼の隣には褐色の肌が逞しい印象の武人が並び立っていた。

				　ナルは王付き書記官として、また相談役としてこの場にいることを彼女から許され、青いローブにマントは、グラミアの色であった。

				　ダリウスの甲冑は白銀であったが、その上に着た外衣とマントは同じく青で、王直下の武官扱いという立場でここにいる。

				　彼らはやや上目づかいで、王の白いマントが揺れるのを見た。

				　身を翻したイシュリーンは、金色の王冠すら輝きを遠慮する美しさである。纏った白いドレスを揺らして歩きながら、朱色の刺繍で縁どられた裾を摘み上げている彼女は、式典用のハイヒールに苦笑した。

				「歩きにくい」

				　ナルとダリウスが声なく笑った。そして左右に別れ、王の為に道を譲る。

				　イシュリーンはずらりと並ぶ近衛兵達を眺め、直線で続く通路の先にある大広間の扉を見つめた。

				　そして立ち止まる。

				「ナル、ダリウス」

				　王となった女性の声に、二人が顔をあげた。

				「皆の前では仕方ないが、私はお前達とは君臣の関係だけではいたくない。面倒な女だが、仲良くしてくれ」

				　ダリウスは、王の真剣な眼差しに恐縮して一礼する。

				　ナルは、彼女の微笑みに照れて一礼した。

				　歩き出した王に、二人が続く。

				　近衛連隊の者達が、鞘に収めたままの剣を掲げた。

				　王は踵で、磨かれた床を叩き進む。歩を進める度に、カツカツと小気味良い音がナルの耳朶を打った。

				　それは楽し気でもあり、これからの未来に挑むかのように強い。

				　ダリウスが視線を落とし、王の前に進み出る。彼はそのまま小走りに移動し、大広間と通路を隔てる扉の前で止まった。彼の左右で、青い輝きを発する甲冑に身を固めた近衛連隊の兵が並び、王の速度に合わせて扉を厳かに押し開く。

				　大広間には、この国の諸侯達が集まっている。玉座に向かって正装した彼等がこれだけ集まったのは、グラミア史において、建国日以来初である。

				　その先頭には三人。

				　ロッシ公爵ゲオルグを中央に、左にルブリン公爵アルウィン。そして右にはオデッサ公爵ハンニバルだ。

				　そして彼等三人の対面には、ルマニア公爵マルームと、その兄アルキームが、新王が座る予定の玉座を挟み、貴族達を眺めるように佇んでいる。彼等兄弟は、イシュリーン決起を助けたとして、他の諸侯達とは扱いが分けられているからこその立ち位置であった。

				　ルマニア公爵となったマルームと、王の許可を得てモルドバ伯爵位を弟から継いだアルキームは、国中の貴族が王の登場を待つ光景を前に、果敢な前進を選択した過去を思い出し、安堵と興奮でやや紅潮していた。

				「王陛下！　ご入場！」

				　近衛連隊長の宣言が大広間に響き渡る。壁に、石柱に反射し集まる者達の鼓膜を揺らした大音声に、新王の登場を待っていた諸侯達は、波が引くように膝を突き頭(こうべ)を垂れた。

				　イシュリーンがその中を進む。

				　誰もが、垣間見た新王の美しさに溜息を溢した余韻がそこにはあったが、彼女は歩みでそれを軽やかに払った。

				　人一人が座るには大きな玉座に、イシュリーンが腰かける。

				　近衛連隊長であるアビダル・ヴィダルが、自然な動作で彼女のやや右後方に立つ。

				　ここで、一辺が大人の身体ほどもある掲揚旗が兵士二人に運ばれた。彼等からアビダルが受け取り、アルキームに手渡すと一礼と共に下がった。

				　アルキームとマルームが、旗の両端を持ち玉座を挟むように立つと、旗は王の背後で広がり、六連星の中心にスイレンが描かれた王旗が露わとなる。

				　イシュリーンは王旗を背に諸侯達を見渡すと、大きく息を吸い、声を発した。

				「大儀である！」

				　よく通った声に、諸侯がさらに頭(こうべ)を垂れ臣従を示す。

				　イシュリーンはその光景を見下ろし、やや顎を反らした。戴冠式を終えたばかりであるというのに、ドレス姿にもマントを纏っている事から、戦ともあればすぐに飛び出しかねない雰囲気を漂わせている。

                                			

	








			
				　新王イシュリーンが声を発する。

				「ロッシ公爵ゲオルグ、ルブリン公爵アルウィンの両公は、自領だけでなく我が国全体を見てもらう。二人で国務卿の職を全うせよ。ゲオルグ！」

				「は……」

				　名前を呼ばれた大貴族が、一歩だけ進み出た。

				「貴公を軍務卿に命じる。我が軍を統べ、以降は前線ではなく、私の側で王である私を支えよ」

				「は！」

				　頭(こうべ)を垂れたゲオルグの前にナルが立ち、一枚の紙を彼に渡す。それを両手で受け取り胸に抱いたゲオルグが、一礼し一歩、後退した。

				「ルブリン公爵アルウィン！」

				「は！」

				　ロッシ公爵と同じ動作をした彼に、王の声が届く。

				「貴公を政務卿に命じる。政務の一切を取り仕切り、見事、期待に応えてみせよ。強い国を作るには、そなたの力が必要だ」

				「は！」

				　二人から視線を転じたイシュリーンの意識は、反逆者の孫へと向けられた。

				　誰もが、ハンニバルに視線を送る中で、イシュリーンは無言で金髪碧眼の青年を見つめている。

				　静まりかえった広間の中で、その沈黙は長い。

				　誰かの囁きが、諸侯たちのざわめきを誘い、それが大きくなりつつあった時、王の声がそれらを制した。

				「オデッサ公爵ハンニバル！」

				「は！」

				　進み出た青年に、イシュリーンは顎を反らし、口を開いた。

				「ウラム公爵を討つべく私は軍を発する。我が幕僚となり功を成し汚名を雪げ！」

				　ハンニバルが、力強く一礼し声を発する。

				「恐れながら申し上げます。勅命に従いウラム公爵を討伐致しますに、時が大事と存じますれば、すぐに準備をするべく、この場を去ることをお許しくださいますよう、お願い申し上げまする」

				「許す」

				　手を水平に払ったイシュリーンの動作を受けて、炎王(イフリル)が踵を返した。

				「王陛下ご親征！　皆！　勇み戦え！」

				　ロッシ公爵ゲオルグの宣言に、諸侯達が一斉に立ち上がり、気合いの声で応える。

				　興奮する彼らが慌ただしく動きだした広間の中で、優雅に王が辞す。そしてナルがイシュリーンに続き、その背後にロッシ公爵、ルブリン公爵が続き、廊下を進む。いつの間にか、ダリウスが最後尾についた。

				「王太子は見つかったか？」

				　イシュリーンの言葉に、ナルが口を開いた。

				「いえ、見つかっておりません。が、おそらく、既に王都にはいないものと存じます」

				「説明せよ」

				　新王の声は鋭く短く、両公爵は書記官の背中に視線をぶつけた。

				　さて、何をこいつは言うかと、彼等の目が表している。

				　二人は、内乱の中でナルと共に戦い、ルヒティの指導を受けた青年が、見た目からは想像できない鋭さを秘めていると評していた。

				「申し上げます。王太子は陛下と同じく王族の方であられました。当然、地下通路の存在は知るところであったでしょう。変が生じた時、瞬時に判断しそこから逃れたと考える事ができます。と同時に、これだけ探し回っても見つからぬ事から、この推測は事実であると断じて問題ございませんでしょう」

				　イシュリーンが無言である事を受け、ナルは言葉を続けた。

				「逃亡先は国内ではありませぬ。いずれに逃げても陛下、ウラム公爵のどちらかの影響下。ベオルードに逃げて国軍を掌握されるのが厄介でしたが、それも無し。となれば、彼は国外、同盟国たるアラゴラ王国に逃亡したものと推測しております。現在、調査中でございます」

				　説明しながら、省いた箇所を脳裏に浮かべたナル。

				　王太子は変を受けて瞬時に逃げると判断できる人物だったが、ただそれだけの人物であるという事だ。あの王家にあって、善良であるのは美徳かもしれないが、そんなものは道端に転がる石コロにも劣るとナルは見ている。ただ、王族であり善人であるというのは、武器にもなり得る。ゆえにナルは、イシュリーンの為にも王太子は生かさないと決めていた。

				　その彼を知ってか知らずか、イシュリーンは歩みを止めず、王太子逃亡先の候補を口にして、ナルの考えを知りたいと示した。

				「ナル、トラスベリアの選帝公グレイグ公爵のところに、逃げたとは考えなかったか？」

				　笑みを浮かべたナルは、それでも彼女の意見を否定した。

				「王太子はウラム公爵の手から逃れる為に逃げたとはいえ、グレイグ公爵を利用して、ウラム公爵の手から逃れるという選択肢は、あるようでございません。なぜなら、二つの理由がございます」

				「申せ」

				「まず、グレイグ公領に入るには、ウラム公領を通過せねばならず、南に向かうアラゴラへの道程に比べ、危険が大きい。裏をかくという選択肢も、あの差し迫った状況で下す事のできる人物ではないと判断しました。果敢な手を打てるのは、陛下のようにご自身を律する事ができる方のみ。次に道の問題がございます。現在は冬。グラミア北部一帯は、王家直轄領、南部、東部に比べ雪が深く、着の身着のまま……多く見積もっても十名を超える事のない王太子一行が、無事にグレイグ公領に入る可能性は限りなく低いと判断しました。つまり、裏をかこうにも彼は己の力量と自然に阻まれできなかったのでございます。ただ、これを裏付けしますに、調べがまだ終わっておりません。報告できる材料をそろえ、改めさせて頂きますれば、本日の夜まで、お待ちください」

				　イシュリーンは振り返り、黄金の冠を右手で取った。それをくるくると手で回しながら笑う。

				「邪魔くさいな」

				　一同が揃って白い歯を覗かせた。

				「ナル、報告を待つ。アルウィン」

				　名を呼ばれた政務卿が姿勢を正した。

				「私の部屋を王宮に移す。準備をして欲しい」

				　ようやく受け入れてくれたかと、金色の口髭を指で弄った大貴族が、イシュリーンに笑みを浮かべた。

				「仰せのままに……」

				「我儘を言って済まなかったな」

				　アルウィンが離れ、人を呼び集めながら歩いていく。その背中から視線を転じたイシュリーンがナルを見た。

				「妹を紹介しよう。ゲオルグ、会えるな？」

				「会わぬと言っても、押し入れば問題ございません」

				　ロッシ公爵の言い様に、イシュリーンが苦笑した。

				「おい、私の妹だぞ……」

				「であるなら、それらしく振る舞って頂きたいものです」

				　壮年の貴族が肩をすくめ、背後のダリウスを肩越しに見る。

				「ダリウス卿、先頭を頼めるか？　壺やら杯やらが飛んでくるかもしれんからな」

				「閣下……お戯れを」

				　ダリウスが笑ってみせる。

				　ゲオルグが、イシュリーンが、ペルシア人に釣られて笑う。ナルまで笑いだし、渇いた笑い声の連なりが四人を包むも、王と軍務卿は同時に笑いを止めた。それによって、ナル、ダリウスの順で笑みが消える。

				　それまでと一転して、イシュリーンが真面目くさった顔を作る。

				「戯れではない」

				　彼女の言葉に、ダリウスはがっくりと肩を落とした。

				

				　かくして、ダリウスを先頭に妹姫の部屋へと入った彼らに、壺による攻撃が行われた。

				　扉を開けた瞬間、飛んできた小さな壺を躱すという選択肢の取れなかったダリウスが、右腕で払い落とす。強引に踏み入ったペルシア人は、金色の髪を振り乱す少女に接近した。彼女は、次の武器を手にしようとしていたところで捕まる。

				「きゃああ！　無礼者！　下賤な者が何とする！」

				　喚くも、寝台に押さえつけられた少女。

				　リニティア・グラム・グラミア。

				　イシュリーンより六歳下の妹で、春で十四歳になる。大人になりきれていないながらも、美しい眉目に気の強さは母譲りであった。

				「リニティア、落ち着け」

				　イシュリーンの声と姿に、妹はさらに喚き散らす。

				　およそ、高貴な者とは思えない言葉を選んで吐き続けた彼女は、罵詈雑言を姉にぶつけ、疲れて喘ぎ口を閉じた。

				「落ち着け。お前など殺すにも値しない」

				　イシュリーンの冷たい声に、ダリウスでさえ王へと視線を向けた。

				　冷笑と表(あらわ)すに相応しい笑みの王が、妹に言い放つ。

				「死んで役に立たぬなら、生きて役に立ってもらいたい」

				「誰がお前の役に立つか！　死ね！　汚い女の娘！」

				　これは小ベアドラだなと、口端をねじ曲げたゲオルグが歩を進め、無礼な妹の顎を掴んだ。

				「黙れ！　王陛下に向かっての不敬、極刑をもって償う勇気があっての事か!?　でないなら口を閉じていよ」

				　自分の代わりに、怒りを示した軍務卿の肩に手を置いたイシュリーンが、妹からゲオルグを離してやる。

				「リニティア、お前にとっても良い話だ。お前、アルメニアに行け」

				「え？」

				「は？」

				　イシュリーンの言葉に、リニティアが呆け、ダリウスもそうした。

				「アルメニア国王ヨハン陛下は未婚である。理由は分からぬが妃を未だに娶られておらん。大陸で最も偉大な国の王を夫とするにお前も不満は無かろう？　ダリウス、使者としてアルメニアに向かえ」

				「しかし陛下……」

				　ダリウスの反論を手の動きで制したイシュリーンは、呆気にとられたまま動かぬ妹に笑みを向けた。

				「私は残虐な女ではない。確かにお前の母は憎かった。が、だからといってお前にそれをぶつけようとは思わぬ。だが、お前も十五になれば成人し王位継承権を持つ。それは許さない。だからだ、リニティア。嫁げ」

				　この時のリニティアの表情は複雑なものだった。忌み嫌っている相手が、夢にまで見た大国の王との縁談を薦めてきたのだ。

				　リニティアは、自分の事しか考えない脳を必死に動かす。

				　──私の相手が、あのアルメニア王国の王？　この大陸で、『千年後であっても、偉大な姿であろう国は、大宋国かアルメニア』と誰もが認める大国の王妃が私？

				「どうした？　不満か？」

				　イシュリーンの声に、リニティアは思わず首を左右に振っていた。それを見て、王は笑みを浮かべ、言い放つ。

				「では、進める」

				　踵を返したイシュリーンに、ゲオルグが鼻を鳴らし続き、ナル、ダリウスの順でリニティアから離れた。

				「私……アルメニアの王妃？　素敵……」

				　王の妹は、どこまでも自分本位な思考の持ち主であったのだろう。すでに両親を失った悲しみ、憎しみを振り払い、輝く未来を想像し胸をときめかせていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　執務室に入ったイシュリーンは、マントを侍女ではなく、ナルに脱がせる。されるがままの彼女に、苦笑を浮かべたダリウスが口を開いた。

				「そうも男に無防備な……ナルは相当にスケベでございますよ、陛下」

				　ペルシア人はナルに睨まれ、イシュリーンに笑われた。

				「ナルは大丈夫だ。それより、不満があるようだな」

				「アルメニアの事でございます」

				「分かっている。ダリウスには申し訳ないが、ここはお前しかできぬ事だ」

				　ダリウスはすぐに返ってきた主の言葉に、考えに考えた末の事であるかと瞼を閉じた。その耳に、イシュリーンの穏やかな声が届き、椅子を薦められた。

				「皆を鼓舞する為に、いつでも出るという意味でマントを纏ったが……ナル、私はこの様なドレスも苦手だ。お前のように、ローブがいい」

				「なりません」

				　即答した書記官が、二人の為に飲み物を運ぶよう、部屋の外に待機する従者に告げる。

				「陛下……確かに私はアルメニアと縁がございますが……だからこそ、したくありません」

				「してもらいたいのだ。ダリウス」

				　王として命じないイシュリーンに、ペルシア人は感謝する。彼は命じられればしなくてはならない。だが、彼女は頼むばかりだ。そしておそらく、彼が断れば、別の方法を取るつもりでいるのだろう。だが、それよりも自分を使ったほうが、成功する可能性が高いと彼女は考えての事なのだとダリウスは思えた。

				「ナル、お前の入れ知恵だったら、後で殴る」

				「半分正解……」

				「じゃあ、小突く」

				　一緒じゃないかと反論するナルに、イシュリーンが笑う。

				「ダリウス、お前が手加減したところで、ナルにとってそれは手加減にはならぬ。やめてくれ」

				　侍女が紅茶の香りと共に部屋に入り、彼等の前に茶器を並べ、紅茶を注いでいく。

				「ダリウス、私はただ妹を他国に嫁がせてはどうかと考えただけだ。正確に言うなら、トラスベリア王家、もしくは彼の国のグレイグ公以外の選帝公へと考えていたのだ。が、ナルに相談した結果、アルメニアが良いと思った」

				　イシュリーンは、妹をどうするか自分で考えてみた。これはまだ王都を陥(お)とす前の事だった。

				　まず、命を奪うという選択肢は除外した。これはただの感情論だ。妹はイシュリーンを軽蔑していたが危害を加えようとしたり、した事は無かった。だから、憎むという感情は無かった。あったのは、このまま彼女を成人させれば王位継承権を得てしまうという危惧のみである。

				　ならば、嫁がせようと彼女は考えた。

				　初め、イシュリーンは妹をロッシ公爵、ルブリン公爵、ルマニア公爵、オデッサ公爵、いずれかの大貴族へ嫁がせようと思った。だが、それは彼等が嫌がるであろうと思ったし、国内に内乱の芽を植える事になるとも思った。

				　となれば、他国へ嫁がせるという方法が浮かんだ。

				　この時点でその対象はアラゴラ王国、トラスベリア王家、もしくは選帝公が浮かんだ。害にならぬ国と、害にはなるかもしれないが、役に立つ国。

				　まずアラゴラ王国。神聖スーザ帝国の侵略に遭い、国土の半分を失ったこの国にリニティアを送る意味は、あるにはある。厄介払いがその理由である。その他にも思い浮かんだが、取ってつけたような理由ばかりですぐに破棄した。

				　では、トラスベリアにリニティアを嫁がせたほうが良いのではないか。五人の選帝公はお互いに牽制し合い、国の覇権を握るべく争っている。ウラム公爵の頼みを聞き、南下してきたグレイグ公爵の後背を襲わせるという手を思いつき、イシュリーンはナルに相談したのだ。

				　これは昨日の出来事で、イシュリーンは食後の紅茶を挟んで彼に考えを話した。ナルは黙って彼女の話を聞き、話し終えた彼女にこう言った。

				「うん。いい考えだね。ただ、選帝公に送るより、もっと良い国があるはずだ」

				　彼は大陸西部の地図を卓上に広げた。そして、神聖スーザ帝国を指差す。

				「元凶はこの国だ。ウラム公爵、選帝公など、所詮は枝葉に過ぎない。帝国がある限り、グラミアと君は危険に晒される」

				　ナルは、目を見開き止まった彼女に笑みを向け、ダリウスを雇っていた国の名を口にした。

				「アルメニアがいい。帝国を挟んでいる。大国だしゴーダ騎士団とも同盟関係、ゴーダ騎士団はトラスベリア王家と選帝公であるシェブール公爵と仲が良い。ぐるりと帝国を包囲できる」

				「どこで学んだ？　ルヒティか？」

				「いろいろ……特にダリウスさんが詳しかった。さすがアルメニアで活躍しただけはあるよ。戦う事だけでなく、情勢に詳しい」

				　彼はさらに、アルメニアに妹を嫁がせる利を語った。

				　ナルによると、トラスベリアは所詮、力を持つ選帝公がぶつかり合う安定していない国であり、確かに大国かもしれないが、信用するのは危険である。それはイシュリーンも考えた事であったが、ナルが言う危険の意味を聞き、彼女は納得した。

				「彼等は国外より国内を優先させる。同時に事が起こった時、見捨てられる事になる。ウラム公爵はこれに気付いているだろうが、それでも頼らざるを得ないから、そうしているだけだ。俺らは違う道を探そう」

				　彼は、グレイグ公爵が軍を起こした時の為に、トラスベリアで変を起こす準備をしようと言っているのだ。それで北の脅威は封じ込める事ができる。ナルがどうやってそれを成すか知らない彼女であったが、きっと、王都で変を起こした時と同じ、彼女の知らない何かがあるのだろうと推測した。思えば、ルヒティも同じように不思議なところがあった。遠く離れた場所の事でも、地獄耳のように知っていたし、遠く離れた場所へもあの老人は陰から干渉していたように思うのだ。異民族達を争わせた方法など、まさしくそれだ。

				　ナルに訊けば教えてくれるかもしれないが、彼女はあえて尋ねなかった。それは、彼が自分に話す必要はないと判断する事なら、自分が知る必要のない事だと彼女は思うからだ。

				　ナルへの信頼を無言で示したイシュリーンに、彼が説明を続ける。

				　アルメニア王国。大陸西部の大国であり、強兵であり、豊かであり、偉大な国家。立憲君主制へと移行して間もないこの国が、神聖スーザ帝国の侵略を、ゴーダ騎士団領国との協働で退けただけでなく、その国境線を大きく東に押しだした事実は記憶に新しい。

				　人も揃っている。

				　ダリウスの主であったアルメニア王国軍元帥であり、国王の叔父であるカミュル・トルキア・モリペレントは、大陸西部に住む者であれば知らぬ者などいない。そして幕下には、剣聖と呼ばれるアリストロ・ドログバに、魔星と異名を取る魔導士のレミール・メネズがいる。そして大魔導士母子のシェスター親子もいる。

				　このアルメニアを統べるのは国民であり、王は飾りであるとされているが、影響力は巨大である。現在の王ヨハン・ラング・アルメニアは、立憲君主制への移行を宣言し、それでいて民を守る賢王と評されている。

				　そのヨハンは未だ独身で、だからイシュリーンは妹を妃として送り込めるのではないか。この動きそのものを牽制に利用できるのではないかと、ナルに同意した。

				「そして俺達は運が良い。ダリウスさんがいる。彼が使者として行ってくれれば、アルメニアはとりあえず耳を傾けてくれるだろう。実はこれこそ重要だ。帝国を牽制する事ができるからね」

				　帝国の目をアルメニアに向かせる事ができるかもしれない。グラミア一国で、大国である神聖スーザ帝国の攻勢を凌ぐのは不可能だ。敵の力を分散させる必要がある。同盟ではない。あくまでも、繋がりを保つだけ。

				　それ以上をナルは求めていない。なぜなら、連携を取るには離れ過ぎているからだ。であるなら、できる事で得られる結果を利用するべきだと考えていた。

				　ナルの意図を汲んだイシュリーンは、明日の戴冠式が終わってから、自分がダリウスに話すと言った。ナルから言うより、自分のほうが適任だと思ったのだ。

				　ナルとダリウスは友人だ。嫌だと言われたらナルは引き下がるしかない。だが、イシュリーンとダリウスは主従関係だ。友人だと言いたいが、金銭の関係は無視できない。

				　イシュリーンは、ダリウスが断るのではないかと思っていた。

				　それは、彼が地位を捨ててアルメニアを出た理由にあるのではないかと推測していた。

				　確かにペルシアに帰るというのも立派な理由だ。だが、イシュリーンはダリウスがまだ話さない理由があると感じていた。

				　彼女の口から、経緯が説明され、ペルシア人は腕を組んだ後、その両手を頭上に上げた。

				「降参です」

				　ダリウスが、長い話を聞く中で空となった茶器を眺め、息を吐き出し言葉を紡ぐ。

				「行きましょう。ただ、私がどうしてあの国を出たか……それは既に申し上げた通りの理由しかございません」

				　一礼したダリウスに、イシュリーンが瞳を揺らす。

				「ダリウスさん、面倒を頼んですまない」

				　ナルが頭を下げたのを受け、ペルシア人は手をひらひらとさせながら視線を窓へと向けた。その動作は、過去を脳裏に描き揺れる瞳を、二人から隠す為である。

				　だが、イシュリーンはそれを見逃してはいなかった。

			  

				　　　　　　　

				

				　グラミア王国歴一一五年暮れ。

				　王となったイシュリーンは慌ただしく軍を動かした。とは言ってもベオルードの防衛に当たっていた国軍は、その場に留めている。周辺都市の防衛を担っていた軍勢も、ベオルードに集結させ、この中継都市に七〇〇〇近くものグラミア王国軍が集結する。将軍レニアスは留任となり、対帝国に専念している。

				　神聖スーザ帝国はというと、占領地まで軍を退いたまま動かない。グラミア王国西部の都市リュゼに止まり、不気味な静観を決め込んでいた。どういう意図があって、帝国が動かないのか、イシュリーンには分からない。しかし、ナルは王にこう言っている。

				「共倒れを狙って軍を退き静観。荒れた国土を一気に蹂躙するつもりが、内戦は彼等の考えた以上に早く終わりそうです。さらに……雪に阻まれ動けぬといったところでしょう。そして、私の耳にも届く教皇の体調……どこもかしこも覇権争いという事です。陛下」

				　この皮肉に、王は苦笑した後、すぐさま動くと決めたのだ。敵が動かない今、この機会を逃さない為である。

				　彼女に従った軍兵は六〇〇〇を超える勢いで、諸侯の必死さの表れでもあった。この軍勢の中核は祖父を誅したハンニバル率いるオデッサ公爵軍一五〇〇で、続く国軍はそのまま近衛連隊となる。彼等の数は五〇〇で、次にロッシ公爵ゲオルグが一〇〇〇の軍勢で続く。そして諸侯の混成連隊だが、凡そ三〇〇〇人であった。彼らの中にはルブリン公爵アルウィンの軍勢から一部を割かれて北部討伐に回された五〇〇の連隊があり、指揮官はアルウィンの娘のリューディアである。もちろんルブリン公爵家の家老キシナーク伯爵コントラが彼女に付き従い、実質的な指揮を執る。

				　リューディアは大貴族のご令嬢らしく詩も踊りも宝石も好きだが、剣に乗馬はもっと好きという変わり者である。父はこれを叱り続けるのだが、母親は彼女の自主性を重んじ、また自分のできなかった我儘を娘に許した。結果として今のリューディアが出来上がっている。最近ではアルウィンの公務にも興味を持ち、父にあれこれと教えを乞うので、ついには彼も娘可愛さに負け、どこに行くにも供をさせるようになっていたが、内戦で決起した王女に参じる際にも、兄達ではなく彼女を従えていたところを見ると、アルウィンなりに彼女を認めていたのかもしれない。

				　リューディアは白馬に跨り、白いマントに大きな襟を立てた薄紅色の外衣を揺らす。絶世の美女とまでいかないが、大きな目に長い睫と、柔らかそうな唇は可愛らしい。

				　彼女は今、愛馬が雪に喜んでいると思い、白く染まった平原の先を見つめ唇を開いた。

				「私もまた嬉しい」

				「戦いが続くからですか？」

				　家老の問いに、彼女は首をぶんぶんと左右に振る。その仕草はまだ子供っぽいと言える。金色の髪がはらはらと舞い、粉雪は邪見にされたと知って退散した。

				「それもそうですが、私が嬉しく思うのはそこだけではありません。王陛下の書記官……書記官にしておくには惜しいと思います。ウラム公爵軍相手に寡兵での戦闘を挑んだ王陛下を助けました。オルタヴァ攻略も彼の策があったと聞きます。王都攻略では目立ちませんでしたが、ですがあれはそういうものでしょう？」

				　返答に窮したコントラの横で、ご令嬢は微笑む。

				　当初、リューディアのナル評は高いものではなかった。いや、評価すらしていなかったという表現が正しい。ルマニア公爵の城で、書記官となっていた彼と初めて会った際、彼女は嫌悪さえ覚えていた。戦う事など不可能ではないかと思われる体格が理由である。だが現在はといえば、内戦時に立てた二つの功を誇る事なく、王都攻略にあっても地味な仕事に徹した。また雑務も難なくこなせる優秀な者となっている。

				　そして彼を知る者を介して、ナル・サトウという男性は記憶喪失で、異国人だと知り、彼女は彼に興味を持っていた。外見は内面を映すものだが、それは必ずしもそうだと言えるものではないと彼女は思っていて、ナルについてもそう考えている。

				　ウラム公爵討伐戦に、彼女が参加すると言って我儘を押し通したのも、ナルという異国人のことを知りたいというものがあるからだ。しかし、それだけではない。

				「総勢六〇〇〇程。これだけ諸侯が、兵を集めて陛下に従った例はこれまでにありません。私は良い時代に生まれました」

				　公爵家のご令嬢ともなれば、小国の姫君に匹敵するのだが、彼女はそんなものよりも、時代が動く中に生きる今が楽しくて仕方ないのである。

				「籠の中で鳴き、決められた籠へと移される……華やかな世界の裏側で間違いなく私達は脅え暮らす一面もあります。こうして外を飛べるのは心地よい」

				　柔らかな口調と表情で機嫌の良さを示す彼女の言は、彼女達の生活を支える民の現実を知らないゆえの物言いであったが、しかしそれを、そういう意味で咎める者は彼女の周囲にはいない。

				「姫様、しかし勝ち戦かどうか決まったわけではありません。のんびりとした行軍も何やら不安です」

				　コントラのケチに、リューディアはくすくすと笑った。

				「先頭を行くオデッサ公は歴戦の方。輜重隊の速度が全体の速度と良くご存知なのでしょう。荷がまだ重い現在、無理をすれば馬や牛が潰れます。爺、私のお転婆が気に入らないからといって、全てにケチをつけるものではありません」

				「おや？　お転婆とご自覚がございましたか」

				　公爵家の姫君はそこでようやく唇を結び、家老の仕返しに唇を尖らせる。

				「ひどい爺……父上によくよく抗議しておきましょう」

				　そう言いつつ、その気のない彼女は家老の苦笑を半面で受けながら前を見る。

				　グラミア王国の近衛連隊が高々と六連星旗を連ね、王の存在を主張する王旗も負けじと風に揺れて遠目にも目立つ。

				　近衛連隊の旗は、通常のものとは違い、黒地に黄の六連星が描かれたものだ。その群れの中に、青地に白いスイレンがひとつ浮かぶ旗は、イシュリーンの居る場所を味方に示す王旗で、リューディアにはそれが、どこぞの池に浮かぶ花にも見える。蘭や薔薇といった豪華で人気のある花ではなく、可愛らしいが地味なスイレンを自らの旗に選んだ王の人柄を、リューディアは変わった御人だとも思うが、伝え聞く王の半生がそうさせるのかもしれないと思えていた。

				　彼女は、ここで思い出したように口を開いた。

				「しかし残念なのはダリウス卿がいらっしゃらない事です。彼の用兵、今度こそ拝見できると思ったのですが」

				　少女らしくない彼女の言だったが、これにはコントラも同意だった。

				　そして、それだけではない。

				　アルメニアにおいて、外人連隊の連隊長、王国元帥主席幕僚であったペルシア人を欠いて、グラミア最大の貴族相手の討伐戦を行うというのは、長くグラミアに生きてウラム公爵を嫌という程に知り、意識してきたコントラには不安なのだ。

				　不安というには大袈裟なものだが、笑い飛ばすには大きい。

				　コントラは睫に触れた粉雪で顔を顰め、頭上を見る。

				　灰色の空は、降らせる白い粒を止めないだろう。

				　ルブリン公爵家の家老は、演劇や舞踏会より模擬戦や遠駆けが好きだと言って憚らないご令嬢のやや後方で、胸中の雲行きも悪いと長い軍列の先を睨む。

				　南北縦断公道(グランミジュペル)を二日も進めば、ウラム公爵領に入る。

			  

				　　　　　　　

				

				　イシュリーン達にとって、眼前のドラガンと同じほどに気にかけている相手。

				　神聖スーザ帝国がそれである。

				　乱を予感し軍を退いた指揮官シュケルは、厳かな内装を権力欲で汚された教皇執務室の中で、むっつりとした顔を隠さない。体調不良で公務に支障をきたしたミハイロは引退し、新しい教皇がこの部屋の主である。

				　シュケルの隣で畏まるミヒャイルでさえ、その顔に汗を流し、新教皇の顔色を窺う。それを受けたフリードリヒは、二人を交互に眺めている。だが、シュケルが不機嫌であるのは、彼だけが原因ではない。

				　フリードリヒ・シュタイッツは、教皇フリードリヒ二世となり、自分の息のかかった司祭達の中から、一人の男を自分の後釜として枢機卿へと引き上げていた。その男が曲者だったのだ。

				　彼の名をベア・ベルテザッカーという。四十過ぎの彼は、金の力で枢機卿時代のフリードリヒ二世に取り入り、その権力基盤を支えていた。帝国南部の出身で、海洋貿易で栄えるミュンヘルの経済を牛耳っているとも言われるベアが、シュケルの直属の上役となり、聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)の総長を悩ませていた。

				　そしてついに今日は、朝から教皇執務室へと呼ばれ、嫌味をたっぷりと聞かされたあげく、昼前には教皇から次の言葉をかけられるに至った。

				「シュケルよ。失敗と他人に取られても仕方ない事であるな」

				　教皇の声に、シュケルが一礼する。その二人の中間に控えるベアが不敵に笑い、赤髪を本来の黒茶色に戻している総長を嘲笑した。

				「お前のいらぬ心配が招いた結果が、今のグラミアだ。王女が王になったと聞く。その下で諸侯もまとまりつつある。シュケル、弁解できるならばしてみろ」

				　ベアのシュケル批判はつまるところ結果論でしかない。結果が出た後に、指摘するのは簡単だ。あの時にこうしておけば良かったのだ。お前は愚か者だとは誰にでも言える。難しいのは、その時、どう判断し、動くかだが、シュケルは抗議しない。教皇と枢機卿に反論するなど、帝国では考えられないからだ。

				　それでも内心の不満を表情で表し、最低限の抵抗はしているところが、ベアの癪に障るところだった。

				　歴史ある美術品、調度品に囲まれた執務室で、教皇がベアを諌めた。それは、シュケルを助けるようで、自分の寛容さを示したいだけの行為であるとミヒャイルには感じられた。

				　教皇は、自己満足に陶酔した表情で言葉を続ける。

				「シュケルよ。ベア枢機卿の指揮でグラミアを攻めよ」

				　教皇の命に、シュケルは右頬の傷を歪め頷く。

				「異論がありそうだな？」

				　総長の表情の変化を見咎めた枢機卿が、鼻を鳴らして胸を反らした。その彼に一礼したシュケルは、「恐れながら」と前置きし、自らの考えを述べる。

				「雪が進軍の邪魔をするでしょう。クローシュ渓谷は難所……現在、確かにイシュリーンは反勢力を攻撃すべく北上しておりますが、その背後を狙うにはちと雪が深すぎます。軍の強さは行動速度と申します。ベオルードに国軍も控えております。のろのろと……」

				「黙れ！　痴れ者め！」

				　ベアが一喝した。

				　シュケルは口を閉じる。

				　ミヒャイルは瞼を閉じ、首をすくめた。

				「貴様の犯した過ちのせいでこうなっておる！　言い訳無用だ！　戦いたくなければそう言えばよかろう！　猊下」

				　ベアがシュケルを怒鳴りつけた後、教皇に向き直った。彼はシュケルを一瞥し、フリードリヒ二世に一礼する。

				「お許し下されば、私が信を置く者に軍を率いさせ、グラミアを併合してみせまする。慎重過ぎる者よりも、果断に前に出る者のほうが、小国相手には良いと考えます」

				　フリードリヒ二世は腕を組んだ。

				　──シュケルは有能だ。軍指揮官としても、政治家としても相談できる相手だ。だが……いや、だからこそ、予の思い通りに動かぬ。信頼できるが使いづらい面もある。

				　思案した教皇は、頷いて見せた。

				「よかろう。ベア枢機卿に一任しよう。シュケル！」

				　聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)の総長が、冷たい床に額をつけた。

				「お前はしばらく休養しておれ。相談事があれば人を遣わす。家族とも離れておったろう。神も、家族の為に羽根を休める事をお許しくださるはずだ」

				　シュケルは食いしばった奥歯が砕けぬようにと頬を弛め、教皇、枢機卿の順で礼をし、退室した。

				　その背に、フリードリヒ二世とベア枢機卿の会話がぶつかる。

				「枢機卿よ。イシュリーンとやらは生かして連れてこい。異教徒ながら、美しいそうだ。予自ら確かめてやり、悔い改めるようであれば、改宗させてやろうと思う」

				「は、必ずや。地上におわす神の子たる教皇猊下自らとは……異教徒といえども喜び震えるでしょうな」

				　──屑どもが！

				　シュケルが侮蔑に歪めた顔を、彼らに背を向ける事で隠した背後で、重厚な扉が閉じた。

				　ベオルードに国軍を留まらせたままにしたイシュリーンは、間違いなく帝国の攻勢を予感しており、それは雪が大地を覆った現在でも考えられるものとして構えているのだと彼は知っている。そして、たしかに自分は愚か者だと続けた。あの時、イシュリーンを攻めていれば、軽く捻る事ができたと後悔する。さらにシュケルは、こちらの損害を少なくしようと、物資消費を抑えようと、分かった振りをして乱を利用しようと、欲が出たから失敗したと自責した。

				　──済んだ事は良い。だが、二度と繰り返さぬ。

				　──イシュリーンめ、俺に助けられなければ、お前は死んでいたのだと知るべきだ。

				　──小娘、次はないぞ！

				「……か！　閣下！」

				　ミヒャイルの声で、我に返ったシュケルが立ち止まる。

				　ミヒャイルが中性的で整った顔立ちを、呆れたように変化させて総長を見つめていた。

				「なんだ？　どうかしたか？」

				　シュケルが何事かと問う。

				　ミヒャイルが失笑した。

				「どうかしたか？　ではありません。帝都に入ってもずっと教皇庁に籠りっぱなしだったでしょう？　ようやくご家族に会えるというのに、土産も持たず帰るつもりではないでしょうね」

				　言われてなければ、手ぶらだったと悔いたシュケル。

				「おお、すまぬ。ミヒャイル、任務を解かれた今は友人だ。そう畏まるな」

				「いえ、教皇庁を出るまで副官で代理です」

				　真面目な友人に笑ったシュケルは、ベアが信頼する者の手際を拝見しようと決めて歩きだす。そして、あの短期間で王都を落とし、多数の支持で王となったイシュリーンという女性は、能力にも臣下にも恵まれているのだと推測する。特に、ロッシ公爵、ルブリン公爵が考えられないほど積極的に彼女を支持している現在、以前の寄せ集めだったグラミアとは違う戦い方が必要であると彼は結論づける。ベアとその者がどう戦うか見物だと頬の傷痕を歪めた。そして、焦らずとも自分に指揮権は返ってくると考えた彼は、味方の敗北を願うような自分に苦笑し、ミヒャイルに怪訝な表情を向けられる。

				　通路を歩きながら、シュケルはさらに思考する。

				　──フリードリヒの自己満足の為にこれからの帝国は進むのだ。その歯車として生きねば、自分とて家族を守る事などできない。神など、この世界にいないと我々が証明しているではないか。皮肉な話だ。

				　決して口にする事のできない思いと、信仰が染みついている自分に、表情を消したシュケルが教皇庁から出た時、外は雪だった。

			  

				　　　　　　　

				

				　ルイスクの城では、ウラム公爵となったドラガンの周囲に戦うと決めた者達が集った。彼らは食事をする新当主を囲むように立ち並び、咀嚼に、喋りに忙しいドラガンの声を聞く。

				「まず当家存続が目的であるのは間違いない」

				　この一言から始まった彼の話は途中、飲み物と食事で中断されながら続いていた。

				　ドラガンとすれば、父親をはじめとする一族郎党を自らの手で殺したのは、自分の感情もあるが、これしか方法が無いようにも思えたからだ。

				　近侍から父親と姐が王都に籠ったと聞いた時、ドラガンは「馬鹿ども」と罵りを発していた。そして、このままでは滅びると推測し、世捨て人となっていた己の脳を、魔法研究以外の為に忙しく動かした。結果、跡取りである自分が、公爵家のこれまでを間違いであったと認める必要が、まずはあると弾きだす。

				　次に、そうしながら勝者であるイシュリーンを王として認めながらも、ただ頭(こうべ)を垂れて降伏したところで駄目だとも分かっていた。

				「ウラム公爵家そのものを彼女は嫌っているから。そこは個人的感情かもしれないが、そうさせたのは我々側にある。仕方ないと言うには重い仕打ちを王女にしてきたのは、俺が知るくらいだから、お前達はいちいち聞かされる必要もないな？　そして、こちらが記憶している事以上に彼女は覚えているに違いない……した側は忘れるが、された者は覚えているものだ。ここまでは、あの娘の感情の問題であるが、そう間違ってはいないだろうし、大事な要素である。では、王となったイシュリーンが、我々を許してはならないとする理は何か……」

				　ドラガンは蛇目(サペルアイ)をギョロリと動かして部下達を眺め、牛の内臓と野菜を煮込んだシチューを啜った。そして人参だけを器用に吐き出し匙(さじ)で拾うと、卓上へと放る。

				　嫌いなのだ。

				「新王となった彼女は……というより周囲かもしれんが、彼らはまずイシュリーンの王権を確固たるものにしたいはずだ。王に従う諸侯には様々な理由がある。ある者は、彼女が王となったのだからと満足してしまうかもしれず、ある者は、褒美をもらってさっさと帰りたいと考えているかもしれない。その他にも様々な保身や欲を、ウラム公爵家という敵に向け、これを倒すという名目でまとめあげる。実に分かりやすい。次の理由も似ている。王は我々に勝利すれば、この土地を諸侯に分け与えることができる」

				　彼は舌なめずりをした後に葡萄酒で喉を湿らせ、発言を続けた。

				「俺とすれば……父や姉の尻ぬぐいをせねばならんからな。戦う理由はあるし、いろいろと思うところもある。お前達も残ったという事は戦う理由があるのだろう。ではどうするかであるが、まず決定事項を伝えるとしよう」

				　彼は、香草と岩塩に包んで焼いたニジマスへと手を伸ばし、ナイフで身をほぐしながら一堂を睥睨した。

				「グレイグ公の救援はあてにしない」

				　家老であるアズレトが口を開きかけたが、新当主は手の動きだけでそれを制した。

				「まあ聞け。グレイグ公など頼れん。俺が王であれば、トラスベリア王家、他選帝公のいずれかに働きかけ、グレイグ公爵を封じ込める。無策というわけではあるまい。グレイグ公は動かぬものとして、これからを考えねばならぬ」

				　言いながら彼は苦笑し、まだ見ぬ新王はどんな女だろうかと頬を緩め、解したニジマスの身を咀嚼しながら喋る。

				「では、我らだけで新王に勝てるか？　まず無理だ」

				　断言しながらも声には悲嘆の色は無く、集まっている者達は、新当主が何を脳内に描いているのかと、固唾を飲んで見守る。

				「負けながら勝つ。ルイスク南の高原地帯は敵を迎え撃つに適している。ここで戦い、王に迫る。軍対軍では勝てぬが、伏兵による一撃で王を生け捕り、休戦に持ち込む。これしかない。殺してしまうと、収まらなくなって面倒なことになるからな。次……これができなかった場合は、籠城戦に引きずり込む」

				「伏兵による奇襲は賛成ですが、ルイスクを包囲させるので？」

				　アズレトの声に、ドラガンは頷く。

				　物事には色があると考える蛇目(サペルアイ)の男は、ただ恐れをなしてルイスク城壁の内側に籠るのと、それを狙ってそうするのでは、同じ結果でも全く性質は異なると認識していた。そして、都市を攻撃する敵の心理も、また変わると知っていた。

				「奴らが最も嫌がる事は何かというと、俺達が元気なうちに帝国軍が再び東進を始める事だ。例えばそれを最初から、我々が狙ったと相手にも分かる籠城戦であれば、王は無理に力攻めせず、公爵領の切り崩しを始めるかもしれない。それはとても困る。奴らが帝国との戦いで我々の土地から撤退したとしても、我々は自らの土地を荒らされているから、立ち直るまで時間がかかってしまう。ここは、彼女がルイスク攻略まで、あと少しだと信じて頑張ってもらう必要があり、他を捨て、これに集中する舞台を用意してやらねばならん。さすればルイスクに敵は集まり、しかし我々は城壁と都市で負けない戦いを春まで続ける事はできる」

				　彼はそこで言葉を止めると、水で喉を潤した後、続けた。

				「春になれば、帝国が再侵攻してくる。必ずそうなる。この時、撤退する王の軍を追い痛撃を浴びせれば、ウラム公爵家と帝国という二方面に敵を抱えたままにするのは損だという計算が感情を上回るだろう。そこでようやく、一族郎党の死が役立つ。これまでのウラム公爵家とは違うと、一族の死で示した俺が休戦を申し出れば、王と主だった諸侯も計算で応じるだろう。状況がこれを助けてくれるのだ。これを成り立たせてやる為にも、我々は領地を荒らされてはならない。負けても戦える力を保持しておかねばならない」

				　これが成れば、緊張状態の中でグラミアとウラム公爵家は両立できるとドラガンは結んだ。最上の結果が休戦というものに、皆の沈黙は長く、誰もが新当主の立てた方針に、綱渡りにも似た危うさを覚えたが、代案は無い。

				　例えば、初めから降伏すればどうかと考えるも、それでは逃げ出してしまった者達と同じになる。しかし、死ぬよりも良いのではないかと考え直す者達もいて、ドラガンは彼らが去る事を許した。

				　勝つのは不可能なのかと考える者達も当然いて、アズレトはその筆頭であったが、諸侯を悉く従えた王に挑み勝つのは、奇跡が何度も続かねば難しいと理解する。

				　一度だけ勝てば良いとするなら、それはドラガンの言う奇襲だろうが、王を殺せば、それこそ物事が収まらなくなる。すでにウラム公爵家は、ロッシ公爵やルブリン公爵に対抗できないまで力を落としているからだ。そして、勝ち続けるのも不可能だ。物量、兵力が違う。ドラガンの言う通り、帝国を利用し王家と対抗する術もあるが、実のところ彼らとて帝国に勝たれると良くない。帝国の標的に、ウラム公爵領が選ばれないと考えるお調子者はいない。

				　ドラガンが匂わせている事であるが、グラミア王には帝国と戦い、善戦してもらわねばならないのだ。

				　こうして改めて考えてみると、ドラガンは自らの置かれた立場というのが、非常に危く感じられる。それでも、自分が真っ先に諦めるわけにはいかないという念もある。

				　最後のウラム公爵となる可能性が高い自分が、それに相応しい悪あがきをする事で、後世の者達が楽しめるだろうと、研究者らしいところに帰結した彼の思考は、その表情にわざとらしい笑みを浮かべさせた。

				　ドラガンの方針は、その日の夕刻には計画となり、実行に移された。領地持ちの諸侯達は新当主の為に兵を集め、ドラガン自身も直轄領からかき集める。王軍が迫っているという情報が既に入っていて、時間との戦いも強いられた彼らは、それでも一〇〇〇近くの兵力と、戦えるだけの物資を確保できていた。もともと、王女の軍と戦う為に増援を組織していたのがこの時は功を奏したとも見える。一大勢力を誇っていた時に比べ、三分の一にも満たない戦力にドラガンは複雑なものを感じるが、だがこれでなんとかするのだと覚悟を決める。

				　王軍の北上は雪が速度を落としてくれており、ドラガンは天に感謝すると共に、貴重な時間を無駄にできないと、軍勢をすぐに南へと進めるべく、ルイスクを発った。これは軍議から二日後である。

				　ルイスクの南に広がるゴラン高原に入った軍勢の先頭で、ドラガンは白い化粧を施している一帯に目を見張った。陽光を反射させ眩しいそれを、馬を停めてしばらく見つめていた彼は、どうせなら戦えない程に、雪よ積もれと願う。

				「閣下」

				　新当主は、声のした方向に蛇目(サペルアイ)を転じた。

				　そこには兵装だが、兵士ではない者が控えており、ドラガンの馬が気配なく近寄った男に気付いて驚き嘶(いなな)いた。彼はウラム公爵家に協力する商会が雇う者達で、ウラム公爵領北部の山地奥深くに拠点を持っている事から、山者(ガラー)と呼ばれている。

				「申し訳ありません。進軍経路などは分かりますが、王がどこにおわすか、配置がどうかは不明です。王軍の周辺に相当の手練れどもがおりまして、我らではとても太刀打ちできませんで」

				　ドラガンは眉を寄せ、王が飼っているらしい手の者達はどんな奴らかと訝しむ。グラミア王を名乗るグラム家は、確かに商家から発展し権力を握った家ではあるが、諜報に長けていたというわけではない。

				「これからウラム公家が盛り返すに、そういう者達こそ必要だ……調べられる範囲で良い。当たってくれ。仲間に引き込めるならぜひそうしたい」

				　山者(ガラー)の男は一礼し、兵装のまま離れていく。

				　ドラガンは、自らの計画を訂正すると決めた。その者達が王軍周辺にいるのであれば、伏兵による奇襲は難しいと考え、ならば飛び込むかと決める。

				「おい、誰かルイスクの城に戻り、父上の首を持ってこい。それを土産に王と会う」

				　──楽しくなってきた。やはり、楽しみこそ生き甲斐だな！

				　彼は、蛇目(サペルアイ)を上機嫌に揺らした。

			  

				　　　　　　　

				

				　王軍がウラム公爵領のゴラン高原を前に停止した。難所であるという理由もあるが、そこに布陣する敵軍を斥候が見つけたからだ。ウラム公爵軍は整然と旗を連ね、高地に陣取り待ち構えていた。当然、先頭のオデッサ公爵軍は戦闘隊形へと陣形を変え、後続の軍を待ちつつ敵を見張る。

				　イシュリーンは馬車から降りると、近衛連隊に所属する侍女達に囲まれ天幕に入る。そこで甲冑に着替えるのだが、外からの声に視線を転じた。

				「陛下、お着替え中ながら失礼致します」

				　ナルの声だ。

				　グラミア語が随分と上達したと彼女は微笑み、侍女に肩当てをつけさせながら応える。

				「許す」

				「は！　アッピアーがアラゴラ王国のグルラダに現れたと、政務卿閣下から届きました。閣下は返還を求める使者を、アラゴラ王に遣わすとの事です」

				　白銀の甲冑は、職人達が技巧を凝らした逸品である。ボルニア公国の山中に多く住むザクセン人は、山猪族(ドワーフ)とも呼ばれ忌み嫌われる亜人種だが、精巧な時計や装飾品を作る優れた職人の集団でもあった。その彼等が作り上げた王の甲冑は、連結部分も滑らかで、鉄板一つひとつが薄いが丈夫である。表面も磨き上げられていて、彼女が天幕から出た時、輝きの中に立つかのようであった。

				　ナルが眩しさに目を細める。

				　甲冑の上に、マントと一体である青い外衣を着込んだ王は、銀の長髪を揺らして進み、書記官はその右斜め後方に続いた。

				　イシュリーンは、近衛連隊の敬礼を受けつつ進みながら、肩越しにナルを見て問う。

				「分かった。アッピアーはどう処す？」

				「彼が生きる場所は、この地上のどこにも存在しません、陛下」

				　ナルは力強い声で即答をする。その表情は、冷たい風に顔を打たれても、瞬きをしただけで能面を保っていた。これはルヒティの死より前の彼では難しかっただろう。そこに頼もしさよりも、切なさを覚えたイシュリーンだったが、自分がこれを彼に強いているのだと自覚する。ゆえに彼女は、感情を消した顔色で歩みを止めない。それは冷たく、他人を突き放す類のものであったが、彼女の場合、美しさに近寄りがたさが加味されて高貴さが増す。

				「彼が弟を殺害した証拠を以て、それを成すか？」

				　歩く王の問いに、続く書記官は答える。

				「いいえ、陛下。彼は偽物だったのです。不届き者を我々は許しません。王家を騙(かた)ろうとする男は幽閉でも足りません。ウラム公が陛下に強いたものを、奴の孫に償わせます」

				　彼の言は、本物であろうとも偽物だと発表して殺す事を意味している。キアフ攻略前の罠は、今も継続中であると彼は示した。

				　王は顎を指で撫で、立ち止まり振り返る。ナルはそこで同じく止まると、一礼し頭(こうべ)を垂れた状態を維持した。その耳に彼女の声が届く。

				「分かった。そうせよ」

				　イシュリーンが再び歩き出した。

				　ナルは、人差し指を内側に折る動作を二度して、従者を招くと耳打ちする。

				　イシュリーンは彼等から離れ、本陣中央へ向かう。その周囲を近衛兵が固め、長である連隊長のアビダル・ヴィダルは、王のやや後方で伝令の到着を知った。

				「陛下、オデッサ公からの伝令ですな」

				　アビダルの声に王は頷き、ナルが追いついて来たのを視界の端に止め、口を開いた。

				「全軍の展開は終えているな？」

				　近衛連隊長が答える。

				「終えております。低きから高きに攻め進むのは不利ですが、数は圧倒的でありますし、前衛はオデッサ公です。心配はありませんでしょう」

				　アビダルの発言中に伝令が姿を現し、イシュリーンは視線を転じていた。その横顔を眺めながら言い終えた近衛連隊長は、馬から飛び降りた騎手の身のこなしを称賛する。

				「オデッサ公の騎兵は、戦わずとも強いと分かります」

				「大地がこんな状態でも軽やかに雪を蹴る馬の強さは、異民族達相手に馬種の改良を重ねた結果であろうな」

				　イシュリーンの感心は、アビダルとは違うところであったが、二人の意見を、追いついていたナルがまとめた。

				「馬も乗り手も一流であれば、やはりオデッサ公の騎兵は王国一でしょうね」

				　王は頷き、彼等を敵にするウラム公爵に同情すらした。

				　伝令が声をあげる。

				「ご報告致します。ウラム公爵ドラガンなる者の使者が、王陛下への目通りを求めております。バザールを誅した証に首を差し出すとの事。お許し下されば、ウラム公爵ドラガン自ら、王陛下の御前に参上致すとの申し出でございます」

				「分かった。お前はオデッサ公に私が話をしたがっていると伝えよ」

				　一礼し去る伝令の背を見て、彼女はアビダルに命じる。

				「ゲオルグも呼べ」

				　近衛連隊長が部下達に命じ、王の言葉はロッシ公爵へと届けられるだろう。

				　イシュリーンはここでナルを見た。

				「ドラガン……ウラム公バザールの息子で、幽閉されていたと聞くが……もしバザールめが隠居する事で休戦を求めるなら、それは過去を奴が軽く考えている証拠であるとし、私は許せない理由を増やすが、お前はどう思う？」

				「愚考致しますに、バザールという男は、代理の者を前面に立て、自らは安全圏で物事を操ろうという癖があるのでしょうか……ならば、これは休戦の使者を装った刺客である可能性もあります。時間稼ぎの可能性もまたあります。会う必要はないかと……」

				　ナルの発言にアビダルは無言であったが、その目は賛意を露わとしていた。

				　イシュリーンは顎に指先をあて、しばらく沈黙する。

				　彼女は、バザールという男を許す気など毛先ほどもなく、ウラム公爵家を今のまま残すつもりも全くない。だから結局は、眼前の敵軍と戦うだろうと結論づけたが、相手が弱ければ弱いほどありがたいとも思えた。

				「ナル、アビダル。私はドラガンという男に会う」

				　臣下二人はお互いを見て、あえてそう決めた王の意は何かと考えた。だが、彼等が答えを弾きだすより早く、イシュリーンが笑い、言った。

				「ただ会って話をするだけの間抜けに私が見えるか？　向こうからのこのこと炎の中に飛び込んでくるのだ。焼き殺されても文句は言うまい……が、ハンニバルとゲオルグの意見も聞きたい。これはまだ決定ではない」

				　王の声からナルは、決定すると分かっていた。イシュリーンは二人の意見を聞くというより、二人の同意を取り付けるべく説得するために呼ぶのだと察している。であるから、彼はこれによって悪影響がでる物事に対処する必要があるとした。

				　ナルは、会見を申し込んできた相手を生け捕る、もしくは殺せば、それは始まったばかりの国政にも影響が出ると推測した。

				　──彼女が止む無く、そうしたという絵図がいるな。

				　グラミア王の書記官は、事実を歪めると決めた。

				　ウラム公爵ドラガンは、不作法者で王に対して不遜を通し、挑発し、剣すら抜いてみせたゆえに、彼女は仕方なく周囲に命じて彼を捕らえ、グラミア王軍はウラム公爵軍と戦ったとする。ならば会見場は固め、事実が外に出てはならないと結んだ。

				　会見の場で何があったか。

				　これは決して外に出してはならないとナルは思うがゆえに、王の前を辞し、雪上をしばらく歩いた。そして、鈴を鳴らす。

				「ここに……」

				　アブリルの声が背後でした。

				「ウラム公ドラガンに王陛下はお会いになる。会見場は幕で覆い、兵で固めるが、君たちもそこを囲んでくれ。中にいた敵は、絶対に外に出してはならない」

				　アブリルはこれだけで、ナルが何を狙っているか理解した。

				「承知しました」

				　ナルの背後から気配が消えた。

			  

				　　　　　　　

				

				　ゴラン高原は高さ一〇〇〇デール（一〇〇〇メートル）級の山々が作る高原地帯である。遠目には平坦に見えるここも、実際に踏み入ると起伏があり、また今は雪が降り積もっている。その高原でも高みにウラム公爵軍は陣取っていて、林を利用して軍勢を展開していた。それを正面に王軍も部隊配置を終え、両軍は五〇〇デール（五〇〇メートル）程の距離を取り対峙している。

				　その両軍の中間が、会見場となる。

				　そこを中心に、グラミア王の近衛連隊二個小隊を中心とした総勢一〇〇と、ウラム公爵軍一個連隊四〇が、それぞれの主を守るという名目で囲っていた。

				　王は遠目にもはっきりと見えるウラム公爵軍旗の多さに、意外さを覚えたが、はったりであろうとも思った。自らを大きく見せ交渉をしようと、相手が考えているに違いないと推測するイシュリーンは、交渉そのものをする気がない。だから彼女は、相手の工夫も意味がないと薄く笑う。

				　彼女は、会見場ではなく王軍本隊の後方、ロッシ公爵ゲオルグの隣に立っていて、近衛連隊長もそこにいた。

				「ナル殿は、上手くやりますかな？」

				　アビダルの問いに、ゲオルグも王を見る。

				　イシュリーンは、一抹の不安を苦笑で誤魔化し、問答無用で斬りかかれば問題ないと答えて二人に喉を鳴らさせた。

				　ゲオルグは、王となってさらに厳しくなられたと評し、アビダルは武断な方だと美女を眺めた。

				　二人の視線を無視して会見場を眺めるイシュリーンは、自ら会うという決断に反対を示したナル、ゲオルグ、ハンニバルの意見を聞き、受け入れてここにいる。

				　ナルは彼女に、おびき出すだけなら会う必要はなく、ただし偽物を立てる必要はあると伝え、二人の公爵もこれに賛同した。そして彼女も、自分で前に出たがる癖を反省したのだが、代わりにナルが会見場に立つこととなり、今は緊張している。

				　──こんなに緊張するなら、やっぱり自分で立てば良かった。

				　イシュリーンは瞼を閉じ、ナルが目的を達成して、無事な姿を見せてくれることを祈った。

				　一方、王の不安の原因であるナルは、会見場の中央でドラガンが現れるのを待っている。

				　彼は、相手がウラム公爵ドラガンと名乗った時点で、兵達に斬りかかれと命じていた。それは、相手が本物だろうが偽物だろうが、王への挑発と不敬を理由に殺したとすれば良いと言っている。また、ここでの事実は絶対に外へは出さないともしている。

				　現れたドラガンを害しても、王軍には影響はない。本物であるなら、楽に戦える展開になるだろうし、偽物であるなら、現状のまま変わらないからだ。いや、さらに敵対することになるだろうが、今更である。

				　ドラガンを殺した後、魔導士が空へと火球の魔法を放つ。一発だけなら成功、二発であれば失敗という意味で、どちらにしても、王軍前衛を務めるオデッサ公爵軍は前進を開始する予定であった。

				　成功であれば敵軍本隊に、失敗であれば会見場に、オデッサ公爵軍の猛者達が突っ込む手はずである。そして、どちらにしても、会見が終わるまでは戦闘が始まらないと考えているウラム公爵軍の先を取る格好となり、戦闘は有利になるに違いない。

				　新ウラム公爵の殺害と、眼前の軍勢排除が最上の結果で、最悪でも戦闘を有利に進められるという目論見が今回の罠にはあり、小細工だが効くだろうとハンニバルもナルに同意を示していた。

				「ドラガン卿、ご到着！」

				　ナルはここで意識を正面に向ける。そして、現れた男の美丈夫ぶりに驚き、次に相手の瞳で声を上げそうになった。

				　蛇目(サペルアイ)という奇病で、瞳の形状が爬虫類のように変化しているドラガンは、人も羨む美男であったから、余計に目が不気味に映える。これにナルだけでなく、その場に居合わせた兵達まで言葉を失っていた。

				「ドラガン卿！　そこで！」

				　言葉を取り戻した近衛兵の一人が声を出し、蛇目(サペルアイ)の男は止まる。

				　兵が十人ずつ左右に並ぶ奥、床几に座る仮面に甲冑姿の人物を、ドラガンはグラミア王だと認識し、顔も見せぬかと憤りを覚えた。ゆえに彼は、遠慮なくやらせてもらおうと口端を歪める。

				　それがナルに、この男は本物だと思わせると同時に、よくない予測をさせた。

				　ナルは、相手が名乗れば近衛兵が斬りかかると分かっていたが、ドラガンの方は、そのつもりすらなかった。

				　──近衛兵達が殺気立っている。これはお喋りすらしてもらえないという事か……ならば……。

				　ドラガンは決めた。

				　彼は従者を八人引き連れていた。この場では双方ともに帯剣していたが、ドラガンは自ら剣をはずして部下に渡すと、代わりに木箱を受け取る。頭部が収まるくらいだと不気味な想像をしたナルは、そこから本当に頭部が現れた事に仰天した。

				「首と胴体を私めに斬り離された父に代わり、挨拶仕る！」

				　火球の魔法を一瞬で発動させたドラガンは、それを空へと放つ。それが合図となり、取り決め通りウラム公爵軍は、王軍に攻撃を仕掛けるべく加速した。

				　怒号がウラム公爵軍から湧き起こり、罠にかけたはずのナルは、釣り出されたのはこちら側だったかと冷や汗を流した。だが、そうだからこそイシュリーンがここにいない事実に安堵もしていた。その彼を無視して、会見場はたちまち乱戦となる。

				　ドラガンは部下から、抜き身の剣を受け取っていて、仮面で顔を隠した王へと加速した。実際には偽物なのだが、ナルがその前に立ち、さらに近衛兵二人が、ナルとドラガンの中間に立ちはだかる。

				　戦意を漲らせたドラガンは、駆けながら双眸を細め、長剣を左右に鋭く払う。

				　近衛兵二人が一瞬で斬り殺され、ナルは驚愕で尻もちをつく。彼はこの時、目の前に迫る死の恐怖に、目を見開くばかりの有様となった。

				　迫るドラガンは、殺した相手の血を浴びて、髪から顔まで真っ赤であった。不気味な双眸も加味した邪悪さを前に、ナルは呼吸すら忘れる。

				「ナル殿！　後退を！」

				　王に変装していたアブリルが、飾りの甲冑を素早く剥ぎ取る。白装束姿となった彼女の右手で片手剣が光った。

				　それを合図に、周囲に潜んでいたテュルク族の女達が、ドラガン目掛けて一斉に飛びかかる。それらを防いだ彼は、報告にあった手練れとはこいつらだと確信し、現れるまで全く存在を悟らせなかった装束達に感嘆する。だが、それも乱戦の中ではすぐに消えた。

				　近衛兵達とテュルク族が協力し戦い、ウラム公爵軍は強い新当主に続けと奮闘する。

				　剣と剣がぶつかる派手な音が、会見場で乱れ鳴った。

				　ドラガンの前進を止めた部下達を前に、アブリルは動かないナルの隣に並ぶと、彼は動けないのだと気付いた。彼女は素早く部下に命じて、ナルを後方に運べと命じる。彼女の前方五デール（五メートル）先では、ドラガンと少数の敵が暴れまくっていて、さらにウラム公爵軍が、会見場に突っ込んで来た。

				　この時、グラミア王軍側において、ハンニバルは首を捻った。火球一発は成功という取り決めであったが、何かおかしいと異変を感じ取った彼は、自らの目で確かめるとオデッサ公爵軍に前進を命じた。しかし、ウラム公爵軍よりも遅れた。しかるに会見場とその周囲は、少数の王軍側が敵に半包囲されるという状況に陥る。

				　これを離れた王軍後方で見たイシュリーンは叫んでいた。

				「突っ込め！　急げ！」

				　駆け出した王を懸命に止めるアビダルの隣から、ゲオルグが離れる。彼は怒声をあげながら馬に飛び乗ると、さらに喚き散らした。

				「オデッサ公爵軍に遅れるな！」

				「会見場に急げ！　すぐそこだぞ！」

				「矢は駄目だ！　味方を収容してからだ！」

				　そこに味方がいるからと、ゲオルグは矢の斉射を禁じたが、ウラム公爵軍は遠慮なく矢を吐き出した。これはドラガンがそうしろと命じていたからである。

				　ドラガンの覚悟が罠を破り、ウラム公爵軍優位を作った。

				　

				「ナル殿！　後退を！」

				　アブリルの鋭い声は、ナルだけでなくドラガンにも届く。

				　蛇目(サペルアイ)を煌めかした男は、王は偽物であると知り、撤収すべしと決めたが、ナルを守ろうとドラガンに斬りかかったアブリルと彼女の部下達に邪魔される。それでも彼は、全てを防ぎ、躱し、後退してみせた。彼はこの時、アブリルの装束の腰から下に入った切れ目によって、晒された健康的な脚に驚く。そこで改めてアブリルを眺め、ニカーヴで顔を隠した相手の膨らんだ胸とくびれた腰を見て、相手は女かと知り、ナルを罵倒した。

				「ナルとやら！　女の後ろに隠れやがって！　金玉ついてんのか！　ああ!?」

				　吠え突進したドラガンに、ナルはハッと顔をあげる。その両眼が、ドラガンの前に立ちはだかったアブリルの背を捉えた。

				「アブリル！」

				　ナルに名を呼ばれた彼女は振り返らず、迫る敵の白刃を剣で防ぐ。力の差で体勢を崩された彼女だったが、それを利用し身を伏せると、追撃の斬撃を潜り抜けドラガンの脚に蹴りを見舞った。

				　膝裏を狙われたドラガンが舌打ちと共に揺れ、後方に転がり逃れる。起き上がりながら放たれた彼の一閃が、地面の雪を散らしてアブリルの前進を阻んだ。

				「ナル殿を運べ！」

				　アブリルの命令に、テュルク族の二人が動く。

				　彼女達は、ナルの腹部に拳を打ち込むと、身体から力が抜けた書記官を二人で担いだ。その周囲を数人の白装束が囲み、ドラガンは遠ざかるナルに罵声を浴びせる。

				「情けない奴！　恥──」

				　彼の罵りは、アブリルの剣によって中断させられた。

				　二人の周囲でも、王軍とウラム公爵軍の戦闘が激しさを増していく。そこにオデッサ公爵軍が接近していて、会見場であった場所は混乱の極みとなった。陣幕は既に破られ燃え落ち、敵味方入り乱れての乱戦は、組織も何もあったものではなかった。

				　その中で、ドラガンもアブリルも、離脱を図っていたが、両者の意識には違いがある。アブリルとしては、ナルを離脱させた今、この場に用はない。しかし、ドラガンはアブリルに用があった。

				「お前、装束達の頭か？　仲間になれ！」

				　ドラガンの誘いも、アブリルは相手にしない。彼女はドラガンの斬撃を、屈み後退することで躱しながら、足先で雪を彼にぶつける。腕で目をかばったドラガンは、距離を取ろうとするアブリルに舌打ちをすると同時に、一瞬で高等魔法を発動させた。

				　ドラガンが放った魔法は炎鞭(クウェレヴレ)。

				　帯状の炎がドラガンから放たれ、うねり踊り空中を裂くと、アブリルの進行方向に回り込む。その過程で、彼は部下に斬りかかっていた近衛兵一人を、この魔法で焼き殺している。蛇にも似た動きをする帯状の炎に触れた近衛兵は、裂かれた瞬間に炎に焼かれる。断末魔さえ飲み込んだ炎に、黒焦げとなった骸が雪上に倒れ、冷まされ音と煙を出した。

				　アブリルは結界を発動させつつ、追撃してきたドラガンの白刃を剣で防いだ。

				　この時、彼女の危機にテュルク族の戦士達が加勢する。彼女達はウラム公爵軍兵と戦っていたが、そのような場合ではないと、ドラガンに白刃を煌めかせ突進した。

				　アブリルは一息つけたが、周辺の戦況はこれで悪化の速度が増した。

				　見渡す限り人と人が殺し合い、剣が、盾が、振り回されては悲鳴をあげる。そこに血飛沫が舞い、雪はたちまち朱となった。

				　ドラガンは、撤退だと決めたが、目の前のアブリルを見ていた。

				「下らないなら、捕まえて帰ろう！　本気出すが、恨むなよ！」

				　蛇目(サペルアイ)が妖しく光り、彼は迫る白装束達に突っ込む。彼は突き出される剣を躱し、払われる刃を潜り、すれ違い様に一閃を加える事で、アブリルの部下達を斬り伏せると、剣を構えた彼女に接近した。

				　ドラガンが、振り上げた剣で垂直に斬る。それは鋭く力強い一撃で、剣の軌道が分かっていても、アブリルには剣で受け止めるのがやっとであった。一振り、二振りと、重い斬撃を防いだ彼女だったが、三度目を受けた時、わざと剣から手を離した。

				「何!?」

				　思わず叫んだドラガンは、懐に潜り込んできた敵に驚愕する。

				　勘で後ろに飛んだ彼は、だが強烈な一撃を胸に浴びる。跳躍がなければ、甲冑の上からでも肋骨をやられていたとドラガンが恐怖し、白刃を払うことでアブリルから離れる。だが彼女はそれも潜り進むと、太腿内側に忍ばせていた細身の短剣を右手に持っていた。

				　彼は彼女の斬撃を躱し、反撃を見舞う。それをアブリルは短剣で受け流し、軌道を変えることで対抗すると、ドラガンに身体ごとぶつかる。

				　体勢を崩した彼は、右脚を掴まれたと察する。

				　アブリルは剣を右手に、左手で掴んだドラガンの脚を軸にして回転する。身体を捻り、相手の膝をねじ切ろうとする彼女の動きだったが、同じ方向に身体を回転させたドラガンに防がれた。

				　地表を覆う雪の上で、二人は同時に立ち上がる。

				　粉雪を振り払うと同時の斬撃は、双方から放たれ、またしても軌道を逸らすことでアブリルに軍配があがる。ドラガンの剣は、彼の手から離れた。しかし、彼は飛んでいく剣を見もせず、右手でアブリルの肩を掴む。

				　彼女はその腕に短剣を突き立てるも、腹部を襲った衝撃で後方に飛ばされる。

				　アブリルは身体をくの字に折り、胃液を吐き出し、呼吸ができない苦しさに悶絶する。

				「お前が男であれば、俺の腕は無くなっていたな！」

				　ドラガンが短剣を抜き取り捨てると、外衣の下で腕を守った鎖帷子の袖を引きちぎり、アブリルに投げつけた。

				　彼女はそれを右手で払い防いだが、敵の接近を許す。

				　ドラガンに蹴り上げられた彼女は、衝撃を弱めようと飛んだ。だが、彼は蹴りを放った勢いを利用して、軸足を中心に回転する。

				　ドラガンの裏拳がアブリルの側頭部に打ち込まれた。弾かれたように飛ばされた彼女は、泥と雪の上を転がり、焦点の定まらない視界の向こう、両軍の兵達が入り乱れ殺し合う先で、ナルが、自分の名前を叫んだ気がした。

				「ナ……ル殿」

				　アブリルが呟いた時、彼女は首を掴まれ、引き起こされた。そしてドラガンは、唇の両端を歪め、彼女の腹部を再び殴ると、彼女を気絶させた。

				

				　イシュリーンは声を張り上げた。

				「進め！」

				　正面の敵を攻撃する王軍中で、イシュリーンは現れないナルを心配する。だが戦況はそれを許さず、彼女は全軍を前に出す事で彼を助けると決めた。これを受けたハンニバルとゲオルグは、さらにウラム公爵軍への攻勢を強める。

				　軍務卿が忙しく王の指示を伝令に差配する前方、オデッサ公爵軍中で、炎王(イフリル)は突き進むと決めた。

				「混戦！　混戦！　敵味方入り乱れて統制不能！」

				　伝令の叫びにハンニバルは急ぐ。

				「急げ！　味方を助けつつ、敵を包め！」

				　ハンニバルは怒鳴り、加速した。赤い甲冑で揃えられたオデッサ公爵軍精鋭一個連隊が、大乱戦の中心となっている会見場所へと突進する。

				　この時、ハンニバルは恋人の声を聞いた。彼は戦闘中にも関わらず姿を現したクルティナを見た。彼女は、アブリルを中心とする一派とは違い、ハンニバルの指揮下で動いている。だからこの時も、ハンニバルの命令を受けて敵の退路を探っていたはずだった。

				「何事だ!?」

				　怒鳴ったハンニバルに、白装束の彼女が一礼した。

				「敵、逃走用の馬を離れた地点で集結させております！　襲いますか!?」

				「殺れ！」

				　頷き去ろうとしたクルティナが、動きを止めた。ハンニバルの護衛達も戦闘とは関係のない声をあげる。

				　彼は、混戦の中を白装束の者達に抱えられ、こちらに向かってくるナルを見つけた。

				「助けろ！」

				　両軍の剣がぶつかり合う煌きの中を、白装束達はナルを守りながら走る。それを赤い甲冑の兵士達が迎え、ハンニバルが駆け寄った。彼は無造作に剣を払い、喚きながら突進してきた敵兵を斬り殺すも、一瞥もしない。

				「無事か!?」

				　ナルの身体を、彼女達から受け取ったハンニバルは、書記官の状態を確かめた。

				　怪我はなく、意識を取り戻したばかりのナルは舌を動かすのもままならず、だが懸命に紡ぐ。

				「頼む。ハンニバルさん……アブリルを！　ドラガンは魔導士だ！」

				　碧眼で前方を睨んだ男は、すぐさまナルを放す。その一言だけで、炎王(イフリル)は理解していた。彼はナルから罠を聞いた時、書記官はアブリルを王の偽物に仕立て上げるだろうと考えた。彼女であれば機転が利くし戦いも上手いとハンニバルは知っていて、いざという時に間違いはまず起こらないと思っていた。だがその彼女が、ナルだけを逃がして会見場に残ったという事実に、ドラガンというバザールの息子は油断ならない相手なのだと悟る。

				　ハンニバルは、ナルをクルティナに預けると、駆け出し叫んだ。

				「お前ら！　ついて来い！　突き抜ける！　クルティナ！　書記官を運べ」

				　赤い甲冑を纏った炎王(イフリル)は混戦の中を突き進んだ。

				　ナルはオデッサ公爵の連隊を見送りながら、間に合えと祈る。その彼に、クルティナが近づき、尋ねた。

				「貴方……姉様に何をさせたの？」

				　この問いは、彼女がハンニバルからナルの罠を知らされていなかったがゆえに発せられたものだ。クルティナの恋人は、彼女には感情的なところがあると分かっているから、姉が王の偽物になると知れば、危険だと反対してナルに詰め寄るのではないかと危惧したため何も知らせていない。そしてアブリルの方は、妹とハンニバルから距離を取っていて、ナルのする事をいちいち報告しようとも思っていなかったし、実際にしていなかった。ゆえにクルティナは、ハンニバルとアブリルから何も聞かされておらず、特に恋人からそうされたという事実が笑い飛ばせない疎外感を彼女に与えた。そしてクルティナは黒く染まる己の感情を隠そうともせずナルにぶつけていた。

				　クルティナの問いに、ナルは答える事ができない。彼女は彼から視線を転じ、アブリルがいるであろう方向を睨み、詰問する。

				「敵と直接ぶつからせたわけじゃないでしょうね？　テュルクは軍隊とは違うのよ……そんな使い方……」

				　ナルは何も答えず、クルティナはニカーヴの下で唇を噛んだ。彼女は役目でなければナルを放りだしていたかもしれない。それほどまでに煮えたぎるものを胸中に溜めこんだ彼女は、部下達と共にナルを担ぐ。

				「動けない事に感謝しなさい」

				　仕方ないから運ぶという意味だと、ナルは取った。

				

				　ハンニバルは前へと走りながら長剣を斜めに払い、敵一人を斬り捨てた。一閃で仕留めた相手を見もしない彼は、放たれた矢を手刀で叩き落とす。そして進む先に、女を担ぎ立ち去ろうとする男を見つけて怒鳴っていた。

				「貴様！　逃げるな！」

				　全身を返り血で赤く染めたドラガンは、長剣と短剣を部下から受け取り、腰に差しながら叫ぶ。

				「赤い甲冑か！　オデッサ公か!?　悪いが退却だ！　さすがの俺も今は勝てん！」

				　彼はぐったりとした白装束を左肩に担いでいた。

				「ふざけろ！」

				　ハンニバルは、そのまま突っ込む。敵兵がドラガンを守るべく盾と剣を構えたが、彼はその斬撃を受け止めすり抜け、相手は部下達に任せた。

				　ドラガンは部下から短剣を受け取ると、それをハンニバルに投げつける。正確に顔を狙われたハンニバルが、迫る短刀を長剣で叩き落とす。その隙に、蛇目(サペルアイ)の男は火球の魔法を発動させると、それを大地にぶつけ、泥を目くらましにした。

				　ハンニバルが、爬虫類を連想させる瞳の持ち主に怒鳴る。

				「蜥蜴(とかげ)野郎！　逃げるか!?」

				　ドラガンが叫び返す。

				「すまんな！　さらばだ！」

				　泥の幕をものともせず突進したハンニバルは、駆け抜けた先で払われた白刃に驚く。逃げるとみせかけて、追撃してきた男を殺そうとしたドラガンだったが、ハンニバルも強かった。剣を剣で受け止め、刃を泣かせると弾き返し、即座に斬撃を繰り出す。

                			

	








			
				　ドラガンはマントで剣勢を乱れさせ、右肩当てで受け止め、長剣を払う。ハンニバルの胴を狙ったが、炎王(イフリル)は後退せず前進した。

				　肩でぶつかるようにドラガンを押し、よろめく男の腕を狙う。蛇目(サペルアイ)の男はたまらず剣で受けるも、甲高い音を発して宙を舞ったそれを無視した。

				　ハンニバルの追撃が止まらないからだ。

				　炎王(イフリル)は剣を突き払い、ドラガンを防戦一方へと追い込む。魔導士である敵から離れれば魔法を使われて厄介だからだ。

				　炎王(イフリル)の勢いにドラガンも後退に必死となる。蛇目(サペルアイ)の男は抱きかかえたアブリルを盾にして、巧みな後退をすることで、ハンニバルに歯ぎしり混じりに声を絞り出させた。

				「くそ！」

				　炎王(イフリル)は、埒が明かないと予想外の行動を取る。

				　長剣を投げつけ飛びかかったのだ。

				「馬鹿野郎！」

				　ドラガンが怒鳴った。たまらず女を放り投げる。泥の中を転がった白装束のニカーヴが取れる。

				　ハンニバルは叫んでいた。。

				「アブリル！」

				　彼は彼女が瞼を開くのを見た瞬間、直感で身体を捻る。

				「しゅ！」

				　ドラガンが、鋭く吐き出した息の音と共に、一瞬前までハンニバルのいた場所に短剣を走らせていた。

				　炎王(イフリル)は腰の短剣に手を伸ばしながら、敵の攻撃を躱す。

				　彼等の周囲でも、敵味方入り乱れての乱戦が続く。ウラム公爵軍兵士が主を助けようと突っ込み、オデッサ公爵軍の兵士達も煌めく剣を連ねて叫んだ。

				　ハンニバルが接近戦に備え短剣を持ったが、二人を巻き込んだ両軍の激闘の中で、それぞれが敵に襲われ中断する。

				　ハンニバルはもどかしさに叫び、短剣を敵兵に突き立て、払い、体術で後方からの斬撃を躱す。敵の盾を奪い、迫る刃を防ぎきると、敵兵の顔面へと盾を打ちこみ、敵の手から剣を奪った。向けられる斬撃を悉く払いのけた炎王(イフリル)が、その場で左脚を軸に身体を回転させ、群がった敵兵達を斬り払い、のけ反らせる。

				　視線を走らせたハンニバルは、離れていくドラガンの背を見た。蛇目(サペルアイ)の男は、アブリルを抱え、味方をまとめながら後退を始めている。

				「おのれ！　蜥蜴！　その女を置いて行け！」

				　ハンニバルは邪魔する敵兵を斬り伏せ怒鳴った。

				　その前方で、距離を十分に取れたと喜ぶドラガンだったが、押し寄せるオデッサ公爵軍兵によって防戦一方となる。彼は最後列に盾を並べさせ、弓矢を絶え間なく吐き出させて対抗したが、ハンニバルが陣頭指揮を執るオデッサ公爵軍兵の強さは異常だった。丘陵地帯の地形を利用し、常に高所を位置取るウラム公爵軍なのだが、オデッサ公爵軍の前進を防ぐことができない。

				　ドラガンはついに決断する。

				　負傷した兵を盾に、戦える者からルイスクに撤退と決めた。彼は意識を取り戻して暴れるアブリルを兵達に縛らせ、命じる。

				「舌を噛まれたら厄介だ。猿轡(さるぐつわ)もしろ」

				　アブリルにその気は無かった。この時の彼女を、生へと執着させているのはただ一つ、ナルの無事を確かめていないという未練であった。

				「先に行け！　その女は魔導士だからな。あの封印の塔へ閉じ込めておけ。ちゃんと清掃してや……くそ！　ハンニバルめ！　少しは遠慮しろ！」

				　ドラガンが意識を戦闘へと戻したのは、オデッサ公爵軍の赤い連隊が、弓矢と魔法攻撃でウラム軍を乱し、一気に接近してきたせいである。

				「健康な奴からどんどん先に逃げろ！」

				　ドラガンの怒声に、部下達が応える。死んだ仲間を盾にして、血と内臓をまき散らしながら撤退するウラム公爵軍の凄まじさに、ハンニバルは侮蔑を浮かべた。

				「やっていい事と悪い事がある！」

				　緊急避難的なものではなく、狙ってそれをしている敵に怒った炎王(イフリル)がさらに攻勢を強める。彼は一戦士としても強かったが、本分はやはり部隊を率いて発揮された。

				「斉射五連！　後に前進」

				　敵が持ち直したと判断すれば、弓矢でその防御陣形を荒らす。生まれた動揺の隙に付け込み、歩兵を突っ込ませる。元々、貴族の私兵でありながら、異民族相手に連戦を重ねてきたオデッサ公爵軍は強く、指示を受けてからの反応が早い。この辺りはウラム公爵軍との質に開きがあり、さらに指揮官としてもハンニバルに軍配があがった。

				　オデッサ公爵軍の猛追を受け、喘ぐように踏ん張るウラム公爵軍殿(しんがり)の中で、ドラガンに伝令が叫んだ。

				「閣下！　後方の馬達が狙われております。お早目に！」

				「分かった！　逃げる！」

				　ドラガンは叫びながら、オデッサ公爵軍から放たれた矢を、血で濡れた右腕で叩き落とす。彼は痛みで渋面を作り、ハンニバルを恨んだ。

				　オデッサ公爵軍は組織と個人でウラム公爵軍を凌駕していた。兵士一人ひとりも強かったが、それが連動した時、ウラム公爵軍は包囲されていなくても、勝てなかったに違いない。それほどまでに、ハンニバルの指揮で戦うオデッサ公爵軍は統制が取れ、敵兵を殺すに特化された力を発揮していた。

				「オデッサ公め、さすがに軍兵が強い。諸侯の弱兵とは違う」

				　ドラガンは愚痴り、血を吐きながらも踏ん張る部下達に視線を転じて怒鳴る。

				「詫びはあの世で入れる。皆、死ね！」

				　苛烈な言葉を残した男が、馬達を集めていた箇所へと走る。その後方で、指揮官に死ねと言われた負傷兵達が、命そのものを壁とする事で、オデッサ公爵軍の突進を阻んだ。

				　だが、それも横合いから混成連隊の攻撃を受けた瞬間、瓦解した。

				　ばたばたと倒れるウラム公爵軍兵士達の血と肉が、呻きと絶叫が、ゴラン高原を汚して臭気と狂気を撒き散らす。その忌まわしさに、ハンニバルは怒りをさらに強めた。

				「蜥蜴(とかげ)を逃がすな！　くびり殺してやる！」

				　自ら走り、敵兵の首を裂く。死兵の中に更なる殺戮をまき散らし走った男は、素早く視線を走らせる。半瞬後、ハンニバルはドラガンが馬を駆けさせる背中を視認した。

				「アブリルをどこにやったー！」

				　味方から奪った弓に矢をつがえたハンニバル。

				　その間、わずか一呼吸。

				　矢を撃った瞬間、命中を確信し走りだすまで二呼吸。

				　ドラガンを助けたのは馬だった。

				　ウラム地方の軍馬は、トラスベリア種で大柄である。雪をものともしない馬力が魅力だ。この時、ドラガンが乗っていた馬もそうであり、彼の馬は、大柄な身体を跳躍させた。それは障害物を避ける為であったが、この瞬間にハンニバルの放った矢がドラガンに届く。

				　ドラガンは、臀部の激痛に声をあげた。

				　鎖帷子を突き破り、右脚付け根の裏、尻のあたりに深く刺さった矢に、ドラガンが汗を吹き出す。彼は右手を背後に回し、矢をへし折ると投げ捨て喚いた。

				「馬鹿野郎！　痛くて糞も出来んだろうが！」

				　彼は駆ける馬に急げと祈る。

				「急いでくれ。早く鏃(やじり)を出さんと俺は歩けぬようになるぞ！」

				　ドラガンの馬が、主の為に泥濘と雪を跳ね上げ、速度を増しながら北へと駆けた。

			  

				　　　　　　　

				

				　激戦から丸一日が経った。

				　魔法を反射させる施しをされた壁の中で、アブリルはただ座っていた。手首を擦るも痛みは取れない。骨は折れてないが、鈍痛は続く。ドラガンの拳を受けた右目の端が腫れているのが分かる。腹部は押さえると痛いが、大事ないと感じた。自ら宙に浮く事で、衝撃を和らげたおかげだと、身体にしみ込んだ癖に感謝する。

				　白装束は奪われ、毛織物の服とズボンを着ていた。彼女は服を脱がされる事に抵抗したが、縛られ猿轡をされた状態では、服を切り刻まれる事を防げなかった。幸い、兵士達は乱暴をするというのではなく、着替えと共にアブリルを部屋に置いて出て行った。

				　彼女が放り込まれたのは円柱の塔の頂上で、急いで清掃されたに違いないこの部屋にあっても、こびりついた血の匂いを、彼女は確かに嗅ぎ取っていた。

				　ここはドラガンが籠っていた塔である。

				　それをアブリルは知らない。

				　厠、風呂、寝台、卓、壁に埋め込まれた本棚を順に確認したアブリル。円形の部屋は、半径三デール（三メートル）の広さだった。

				　一人ここに置かれ、随分と時間が経過した頃、封印の術式が施された扉が叩かれ、緑玉の瞳が男を捉えた。

				「はは……腕と尻が痛い。お前のほうは大丈夫か？　部下達には手荒な真似はするなと言っておいたが？」

				　ドラガンだった。彼は野菜のスープが入った器と匙を卓に置き、壁に背中を預けた。右腕には包帯が巻かれていて、右脚を引きずるように歩くのは負傷のせいであると彼女は理解した。だが、その歩き方から大事ないものだと感じ取り、残念に思う。

				「私を捕らえても無駄だ。私には何も価値はない」

				　アブリルが視線を落とすと、ドラガンが鼻を鳴らす。

				「食べろ」

				　ドラガンに促がされ、彼女が匂いを嗅ぎ、匙ですくう。少しだけ口に含み、毒は入ってないと確認したところで、蛇目(サペルアイ)が笑った。

				「殺すつもりならもうしている。わざわざ拾ったお前を殺さない」

				　器を左手で持ち、右手で匙を口へと運ぶアブリルは、不気味な目をした男に視線を向けた。

				「拷問にかけないのか？」

				「拷問にかけて欲しいのか？」

				　質問に質問を返され、アブリルが目を細めた。この男の狙いが全く読めないからだ。危険を冒して自分を連れ帰ったドラガンが、何の為にそうしたのか分からない。情報を引き出す為の拷問にかけないなら、こうして質問するだけで自分がそれに応じるわけがないだろうと彼女は苦笑した。

				　それを見たドラガンが口端をねじ曲げる。そして、場違いな言葉を吐いた。

				「可愛い笑みだな」

				「馬鹿か？　お前は」

				　咄嗟に言い返し、苦笑を消したアブリルが、ドラガンから視線を外した。

				「お前らがどこの誰かなど知らない。俺が興味があるのは、お前達の特殊な技術だ。どうだ？　仲間にならないか？」

				　アブリルはスープを飲みながら無言を返す。

				「あいつらの倍を出す。なんなら、我が領地の鉄山の利権の一部を、お前達にやっても良い。あの会見場での現れ方……お前達は諜報こそ得意なのではないか？　そうだろ？　実はそれこそ、これからの俺には必要だからな。情報を集めるだけでなく、汚れ仕事もやってくれる部下が欲しいのだ」　

				「勝手に言っていろ。私は下っ端だ」

				　即答しながらアブリルは感じる。

				　この男は、あくまでも王と戦い勝つ為に、必要なものを欲していると。

				　そしてそれは一カ所を除いて当たっていた。

				　ドラガンは何も王に勝とうとは考えていない。一つの戦闘に勝ったとしても、ウラム公爵家を憎む王がいる限り、彼の勝利はないのだ。かといって、その王を殺せば、グラミアは混乱に陥り、帝国やトラスベリアが台頭してくる。それもまた彼の望む事ではない。彼は自分の領地を守る為に、王を殺してもならず、王に負けてもならない。では従えばいいではないかとも思うが、ただ頭(こうべ)を垂れるだけでは領地は守れない。腹立たしいが、自分の為に働くなら役立つから使ってやると王が妥協する必要があるとドラガンは考えている。しかるに彼には、王が感情を計算で抑え込むだけの力と結果を示さなければならない。その状態を作るにあたり、彼はアブリルと部下達の存在を知り、心底、手元に欲しいと願った。残念ながら、ドラガンの手元には諜報活動に長けた部隊などない。確かに情報を収集する者達はいる。しかしそれだけだ。であるから、アブリル達のような集団を、雇えば動いてくれる者達を彼は欲していた。

				　作り上げるには時間がないし、それは彼にもできる事ではないと諦めていた。

				　ドラガンは痛む尻を撫でながら、嘘を言ったアブリルに笑う。

				「嘘だ。白装束達はあの小男を守りながら、お前も守っていた。という事は、あの集団の頭はお前だ。もしくは、それに近い存在がお前だ。でなければ、早々に退散してただろ。だがしなかった……お前が俺の前に立っていたからだ……それにあのノッポだ。オデッサ公がお前の事を必死で助けようとしていた。俺はそれで確信を得たわけだ。で、どうだ？　鉄の他にも、いろいろ考えても良いぞ」

				　アブリルがスープの入った器を卓に置いた。

				「私には権限がないし、仮にそうであってもお前に仕える事はない」

				「あの小男に惚れているからか？」

				　アブリルは、卓に置いた器に手を伸ばすと、素早くドラガンへ投げつけていた。スープを床へと撒き散らし、器が男の顔に当たる。鼻と唇から血を流したドラガンは、躱さず受けた事に驚くアブリルへと歩み寄った。

				　彼女は左手の感触を確かめ、近づいて来たら、あの不気味な瞳を突くと決めていた。

				「火傷……処置が遅れたのか？」

				　ドラガンの声に、アブリルは苛立つ。

				　荒野で暮らすテュルク族に、処置も何もあったものではない。ただ水で冷やし、薬草で化膿や感染を防ぎ自己治癒力に任せるしかない自分達が、どうしてそうであるのか、この男は何も分かっていない。でありながら、優しさを示そうとする男の魂胆に彼女はただ腹が立った。

				「お前には関係のない事だ。私達は主とそのような関係には絶対にならぬ」

				　そうであるから、彼女はハンニバルと妹を許せないのだ。

				「まあいい。お前がどう思っていようと俺には関係のない事だ。それは一理ある。が、俺はそのお前と仲間が欲しい」

				　アブリルは彼を無視し、室内に籠る血の匂いの出所を探す。いや、出所というよりも、この場所全体に染みついているかのようなそれに気付き、この塔がどういうものかと考えていた。

				「無視か？　ならば聞け」

				　ドラガンは、喋り続ける事にした。この女を振り向かせる事ができるとしたら、それは利だけでは足らないと判断した。だが、理念だけでも足りないとも思う。何に反応を示すだろうかと考える。

				「お前の名は？　アブリルとあのノッポが言っていたが、本名か？」

				「……」

				「俺はドラガンだ。ウラム公バザールの子だ。」

				　ドラガンの名乗りにもアブリルは動かない。その横顔を蛇目(サペルアイ)の男はじっと見つめていた。長い睫毛と高く整った鼻筋、情の厚さを感じさせる唇。均衡を保ち、美を表現するそれらが余計に、火傷の痕を強調していた。

				「お前にも戦う理由があるように、俺にも当然それはある。あの王がそうであるように、俺はあの女と戦わねばならない」

				「王位を狙うのか？　そうしてまた、混迷極まる王国成立以前に戻るわけだな」

				　アブリルが反応したのを見て、ドラガンが喜色を浮かべる。

				「王位などいらぬ。俺はこの土地を守れれば良いだけだ。グラミア地方の混乱は俺の欲するところではない」

				「お前の存在自体が混乱の元だ。自害するか、再び外に出ぬかすれば、世の中はお前の望む方向へと進むはずだ」

				　アブリルの指摘に、蛇目(サペルアイ)が細まる。

				「それでは俺が楽しくないだろ」

				「矛盾だな……。さっさと殺せ。情報は諦めなさい」

				　気の強い女だと笑ったドラガンだったが、彼女のそれが懸命に作られているものだと見抜いていた。なぜなら、殺せと言った時の彼女の脚は、微かに震えていた。

				　彼女は死にたくないと考えながら、死ぬしかないと考えている。

				「俺は意味なく人は殺さん」

				　意味があれば殺すと言った男に、アブリルが視線を向ける。不気味な目が、彼女のつま先から顔まで舐めるように見ていた。

				「では、話を変えるか……もうすぐルイスクに王の軍が到着するだろう。攻城戦になるが、日に二度の食事は届ける。湯も毎日、届けてやる。掃除は自分でしろ。分かっていると思うが、この部屋の内壁は魔法を反射する。外には出られず、自分がびっくりする事になるぞ。自殺したいなら別だが……質問はあるか？」

				「私をここに閉じ込めて、それでどうにかなると思わない事だ！」

				　アブリルはそう怒鳴りながら顔をしかめる。大きな声を出したせいで、腹部がうずいたのだ。

				　それを見て、ドラガンが彼女に歩み寄る。

				　緑玉の瞳が揺れ、彼女はいつでも反撃できる様に構えた。

				「俺が近づけば、左の指で目を狙う。その後、苦しむ俺の股間を蹴りあげ、首を絞めて殺す……か？　やめておけ。お前の本領は闇からの一撃だろ？」

				　アブリルは戦慄した。まさに彼が言い当てた行動をしようと思っていたからだ。

				「痛むのだろ？　具合を診ようと思っただけだ」

				「医者でもないお前がどうやって診る？」

				　アブリルの瞳が、蛇目(サペルアイ)を睨んだ。

				　ドラガンもじっとアブリルを見る。

				　しばらく無言で向かいあったが、それを中断させたのはドラガンだった。

				「そうだな。確かにお前の言う通りだ」

				　彼は扉へと向かいながら、発言を続ける。

				「医者を寄こすから、診てもらえ。医者には手を出すなよ」

				　憎い敵のはずの男が、扉の向こうへと消えた。

				　アブリルは、脳裏にナルを描いていた。

				　無事であって欲しいと願い、細い息を吐き出し、瞼を閉じる。

				　口内に、あのツイカの味が広がったように感じて、彼女は少しだけ頬を弛めた。

				　一方、螺旋階段を下りながら、蛇目(サペルアイ)の男は舌打ちしていた。

				　あの女をどうやったら懐柔できるかと考えながら、ふと小男の事を思い出した。あいつは、どうやって彼女を味方にしたのだろうかと考える。

				　塔から出て、歩きながらぶつぶつと呟くドラガン。

				「恋仲というわけではないだろうな……。あの女はそう言っておったし、だが、信じる事もできんわけだ……」

				「閣下！」

				　塔から城の居住館へと歩く彼に、士官の一人が声を発した。それにドラガンが反応する。

				「おう！　軍議を開くゆえ集まれ。兵士達には休息と食事だ」

				　独り言を中断した男が、士官を走らせ、塔に振り返った。

				「あいつ、いい女だな……気の毒に」

				　彼の脳裏に、彼女の火傷の痕が浮かびあがっている。

				　ドラガンは、アブリルをどう取り込もうかと悩みながら居住館へと急いだ。

			  

				　　　　　　　

				

				　高原での戦闘から二日後の朝に、イシュリーンの軍はルイスクの南に到着した。これに、ルマニア公爵マルームが軍勢と共に合流し、七〇〇〇近い兵力となる。

				　そして、ルイスクへの攻撃を始めて三日目の現在、魔法と攻城兵器の攻撃にも、ウラム公爵軍の士気は高く、降伏勧告も無視されている。

				　ルイスクは北から東にかけて大きな湖に面しているため、陸からの突入は南と西となる。船を浮かべれば湖からも侵入できるだろうが、まさか戦場で船を造る事もできず、かといって近くの漁村の船では小さいし数が足りない。それで南と西の城門から市街地を狙う事となった。

				　ルマニア公爵マルームの到着は、イシュリーンを喜ばせている。

				　彼と、今は不在の兄は、決起の時からの付き合いで、ナルとダリウスを除けば、彼等ほど彼女を助けてくれた人間はいない。

				　内戦時の北進でも、マルームの働きが無ければ、物資の調達に困っただろう。それほど、彼の手際は見事で、細かく回数を増やしたり、一度に大量に運んだりという選択が絶妙だった。

				　そのルマニア公爵マルームは、西の城門を攻めたてながら、後方の兵站にも指示を与える。その隣で、ハンニバルが腕を組んで城壁を見上げた。

				「士気が落ちぬな。魔法の攻撃もよく防いでいる。隕石召喚(シューティングスター)でも使う事ができる味方がいればな」

				　炎王(イフリル)の軽口に、マルームが笑う。

				「それではダリウス卿にお願いして、アルメニアの首相閣下を連れてきて頂くように言っておけば良かったですね」

				　それが無理だと分かっている二人であるから、ただ笑いあった。その傍で伝令が声をあげる。

				「両公閣下、陛下がお呼びです」

				　頷き歩きだす二人。

				　除雪をした地面を進み、馬に跨り競うように本営へと向かう。ルイスクの南西に置かれた本営まで、一気に駆けた二人は、本営で近衛連隊の出迎えを受けながら、先に到着していたゲオルグを見つけた。

				「おお、ご両人。そちらはどうだ？」

				「全く。ま、攻城は時間がかかるもの。雪が溶けるまでには終わるでしょう」

				　マルームが薄く笑いゲオルグに応える。その二人より先に王の幕舎に進んだハンニバルが、その手前で片膝を突き一礼した。

				「参上いたしました。お呼びでしょうか？」

				「うん」

				　王は、豪華な幕舎の中から姿を現した。

				　鎖帷子の上に、鉄の胸当てと肩当てのみをつけ、その上からスイレンの絵柄が美しい外衣をまとっている。首のところには、赤いストールを巻き、肩から膨らんだ胸へと垂らしていた。だが、それよりも、スリットの入ったスカートから覗く、スラリと長い脚はタイツに包まれたのみで、これはどうしてこうなったとハンニバルは視線を逸らした。

				「陛下……軽装はよろしゅうございますが、怪我をなさいますぞ」

				　ゲオルグの苦言にもイシュリーンは耳を傾けない。少しだけ口端を弛めたのみで、三人の大貴族に用件を伝えようとする。

				　だが、いざイシュリーンが口を開いたと同時に伝令の声が彼女達に届き、王の口を閉じさせた。

				

				　ナルは地図を睨みながら、腕を組む。

				　戦術を考えているようで、実は違う。帰らないアブリルの事が心配でならないのだ。自らの策で彼女を失った男は、自責の念に襲われ、振り払うもまた襲われるという事を繰り返していた。

				「気にするな。連れ去ったという事は、そうする意味があるという事だ。殺すならあそこで殺している。助ければ良いだけだ」

				　ハンニバルはそう言ってナルを慰めたが、ナルはそれでも心配だった。

				「しかし、乱暴をされるかもしれませんよ」

				　そう言った彼に、炎王(イフリル)は真面目な顔で左右に視線を散らし、誰も周囲にいない事を確かめると、こう言った。

				「テュルク族は、女が男を選びます。もし、選んでもいない男が女にそれを迫れば……噛みちぎられるか握りつぶされるか……どちらにしても、生きていれば一生、後悔するでしょうな」

				　冗談だと思ったが、ハンニバルはどこまでも真面目な顔で、ナルは思わず自分がそれをされた時を想像して顔を歪めた。

				　とにかく、文句のひとつ、ふたつ、みっつも言ってきて当然である彼が、ナルを慰めてくれるので、ナルとしても必要以上に陰に籠らないで済んだ。

				

				　しかし一方で、アブリルの妹であるクルティナは辛辣だった。

				「テュルクを使う資格のない者が、どうしてそうしているのです？」

				「姉様は、ルヒティ様のご命令であるからと、今も貴方に協力しているようですが、それに甘えておられるのではないですか？」

				「よりによって、姉様を陛下の偽物に仕立て上げるなど……私達は奇襲、急襲を本分としておるのはご承知でしょう？　我々は、軍隊ではないのです」

				「貴方は、姉様を敵に差し出したにも等しい行いをしたのです」

				　ナルは、クルティナの態度と発言は姉を想ってのものであると甘んじて受け、彼女に反論をしなかった。ただ謝罪し、潔く認めたが、正直なところ、クルティナは気が強くて嫌いなタイプだと脳内で拒否反応を示している。だが、ハンニバルから見ては逆で、次のように言う。

				「感情に理屈をつけて言い張るところが、姉とは違って可愛いところだ」

				　ナルには全く可愛いとは思えない。だが、彼女の批判も当然だと諦め、絶対にアブリルを助けると決意する。ゆえに彼は、ルイスク攻城戦中である今も、目の前の問題をどう解決するかと悩みつつ、アブリル奪還の策を練っていた。

				　ナルは両手で頬を叩き、脳内で再生されるクルティナが自分へ向けた批判を追い出すと、目の前の作戦卓を見つめた。

				　大きな卓に地図とルイスク周辺の模型が置かれている。そこに駒や旗、人形等が並び、それはそのまま、ルイスク周辺の自軍の展開と、判明している敵の展開を表していた。

				　周囲の従者達が食糧や物資の書類を訂正したり、王都から続々と届く穀物の備蓄残量の記録を確認したり、新法の草案を論争したりとしているが、そういうものを一切無視した書記官は、知恵を絞りながら、少し地図から離れた。

				　この地点だけで全てを考えようとするから、全体が見えなくなるのかと悟り、彼は比較的余裕のありそうな従者達に命じて、周辺の地図を用意させる。さらに、それでは足りぬと言って、グラミアの地図を用意させた後、大陸西部の地図を持って来させた。

				　伝令達が、幕で隔たれた王や公爵達のいる場所でなにやら叫んでいる。先ほど、イシュリーンが公爵達を呼んだはずだが、それとは関係なさそうな伝令の声の調子に、彼はふと、そちらを見た。

				　何かあったなと感じ、報告を待つ。そうしながら、まとまった考え事が口から出ていた。

				「あの爬虫類野郎は外に出せば危険だ。かといって、ルイスク全体を壁で囲む事などできない。あいつがこっちに喧嘩を売りたくても、売れない状況を作るしかない」

				　独り言を吐いたナルの耳が、イシュリーンの声を捉えた。

				「ナル、ちょっと来てくれ」

				　陣幕を跳ね上げて移動した彼は、伝令の姿に目を開く。彼はよほど急いだらしく、泥だらけだった。

				「たった今、ベオルードから報が届いた。帝国が動き出した」

				　イシュリーンの声に、ナルは頷く。

				　予想していたとはいえ、動揺もある。それはドラガンを追い詰めたこの時にという思いもあるが、多くはアブリルの事だった。だが、だからこそ、彼がこれから言おうとしている事を成功させなければならないのだ。

				「ベオルードに向かっているので？」

				　ナルは、内心を努めて隠し伝令に問う。男は一礼し答えた。

				「は。帝国の……アラゴラ王国方面軍も合流の動きを見せております。現在は一万二〇〇〇程ですが、さらに増えるでしょう」

				　ナルは予想通りだと頷いた。

				「であるなら、今は一万二〇〇〇という事です。陛下、ベオルードに反転し、全軍で敵を討ちます」

				　ナルの断言に、居並ぶ諸侯が目を開く。それを受けた書記官は、堂々と述べる。

				「今……敵が合流する前なら兵力差はありません。こちらは国軍と合流する事で、更に地の利を活かせば勝つ事もできる。戦場は……地図を持ってきてくれ！」

				　従者が幕を跳ね上げ現れると、グラミア王国全体図を王の前に広げた。その一点をナルが差し、言う。

				「戦場はこのクローシュ渓谷」

				「お……お前！　その場所は昨年の！」

				　イシュリーンが驚き声を発したが、ナルは平然と言葉を続けた。

				「この場所は敵にとって縁起がよろしい。誘われたとも思わず、のこのこと来るでしょう。さらに、昨年と同じような動きを我々がすれば、楽しい記憶が鮮明に蘇るでしょうね」

				　彼はすらすらと作戦を説明し、一同を唖然とさせた。

				　マルームが隣のゲオルグに小声で話しかける。

				「いつ、この案を考えていたのだろうか？」

				「分からぬ……が、昨日、今日というわけではあるまい」

				　ナルは地図の上を、細い棒の先端を走らせ説明を続ける。

				「問題は、我が軍の撤退をあの蜥蜴(とかげ)が、黙って見過ごしてくれるかというところですが、おそらく出て来るでしょう」

				　ハンニバルが頷く。

				「書記官の申す通り。あの男は、自らの武に頼る傾向があります。確かに知恵もあるでしょうが、奴の本質は武です。陛下」

				　ナルと炎王(イフリル)を見たイシュリーンは、ではどうするかと目で問う。いくら敵が少数とはいえ、殿(しんがり)は危険だ。後退しながら戦うというのは、体力よりも心を折る。逃げながら戦うというのは、言うほど簡単ではない。

				　殿(しんがり)を誰に任せるかと問うた王に、ナルは全く違う事を答える。

				「という事で、逃げる我らは蜥蜴(とかげ)に追われるのですが、これを利用します。春まではこれでおとなしくなります」

				　イシュリーンが、ナルの横顔を眺めながら、すっかりと男の顔をした彼に見惚れていた。

				「春以降は、あの蜥蜴(とかげ)を利用してトラスベリアに蓋をすると共に、やつらを戦わせ、我らが帝国と戦っている邪魔をせぬようにしましょう。皮肉にも、ドラガンは強いがゆえに、国の役に立ってくれます」

				「できるか？」

				「できるのか？」

				　マルームとゲオルグが、ほぼ同時に声を出していた。

				「できます。まず、春以降の話をしましょう。こちらは分かりやすいですから……グレイグ公は遠いながらウラム公爵家の血を流しています。そして同盟関係にあった。過去形であるのは、ドラガンが父を殺したことに原因があります」

				　ナルは脳裏にルヒティを描いた。想像の中で、彼の先生はいつもツイカを飲んで酔って出てくる。

				「父殺しの男が公爵を僭称(せんしょう)している現在、これを認め同盟を維持するのは、グレイグ公の信用を失わせる事になります。そして、グレイグ公のウラム公爵領相続権の問題が、彼等の仲を裂くでしょう。グレイグ公は元々、雪が溶ければグラミアに介入する気満々でしたから、これをドラガンにぶつけます。哀れドラガンは、嫌でも我々の為に戦わざるを得ないのです。次に……」

				　ナルは水を飲んで喉を濡らし続ける。

				「冬の間、ドラガンをおとなしくさせる方法ですが、オデッサ公爵閣下がおっしゃった通り、あの蜥蜴(とかげ)は知恵が回る蜥蜴(とかげ)ですが、最終的には自ら解決を図ります。これは、自分に絶対の自信があるからですが、これが奴の弱点です。撤退を奴に見せてやれば、あいつは出てきます」

				「ナル……しかし、奴は出て来る理由がないぞ。籠っておれば、我らはいなくなる。その後、ゆっくりと失地回復をすれば良い。お前の策とやらも気になるが、出て来るかも気になる」

				　イシュリーンの発言に、ゲオルグが同意を示した。

				　ナルは二人に微笑んだ。

				「いえ、ドラガンは出てきます。領地を守る、民を守るというのもあるでしょう。そして、王軍に勝ったという事実を彼は欲しているはずです。このままグレイグ公と、グラミアの間で自立を保つならば、箔も馬鹿にはできません。陛下、しかるに我々は撤退において、次の罠を仕掛ける事で、あの蜥蜴(とかげ)を倒せるでしょう。が、あえてシッポだけを切るに止め、逃がします。彼には、グラミアの為にグレイグ公と戦ってもらわないといけないですから」

				　イシュリーンは、これまでにない厳しいナルの顔に見惚れ、薄く唇を開いていた。ナルは彼女の視線を横顔で受けながら、ドラガンのシッポを切る作戦を一同に説明する。

				　誰も彼の説明に口を挟まず、ナルが口を閉じたところで、ようやくハンニバルが感想を述べる。

				「なるほど……しかし、俺はあの蜥蜴(とかげ)を殺してやりたいがな」

				　オデッサ公爵が凄みのある笑みを浮かべ、それに誰も何も言わない。

				　ナルの策が貴族達の同意を得られた瞬間だった。

				　イシュリーンは、ナルに頷いた。

				「それでは陛下。準備を致します」

				　一礼し立ち去るナルの背中に、熱い視線が送られる。イシュリーンが、ナルの変貌に、王ではいられない想いを込めてその背中を見ていたからだ。

				　立ち去りながら、ナルは瞼を閉じた。

				　彼には話していない策がある。

				　だが、ここで話す必要は全くない。後で、ハンニバルにだけ告げればいい事である。それは、ドラガンを動けなくする作戦の中で、アブリルを取り戻す動きを同時に行う事であるが、王や軍務卿の許可は取らないと彼は決めていた。

				　ナルは、アブリルと一緒にツイカをまた飲みたいと願う。そして、自分の不甲斐なさを突きつけられた失敗を認め、だからこそドラガンを呪った。

				　ナルは、ルイスクの方向に視線を転じて念じる。

				　──ドラガン……お前は死ぬまで、イシュリーンと俺の為に戦うがいい。自分でそうと知らず、人形のように働け！

			  

				　　　　　　　

				

				　ルイスクを包囲した王軍の攻撃は、夜になっても収まらなかった。連日のように続く攻撃も、四日目の朝を迎え、外は明るいのかと、窓のない場所でドラガンが伸びをする。

				　軍の指揮を士官達に任せ、休みを取る時、彼は自然とここ──図書室にいた。よほどの事があればすぐに知らせろと言ってあった。

				　彼は、ほとんど兵士ばかりとなった城の中で、一人、蝋燭の灯りを頼りに、書物を広げている。そうしながらも、士官達から寄こされた伝令達の報告に、指示を与える彼は、自分が心底楽しんでいるのだと思えた。

				　魔導士達が綴ってきた研究成果が記された本を読みながら、筆に墨をつけ注釈を加える。

				　ドラガンは、何かを一つだけ考え続けるより、別のことをしながらのほうが捗るのだ。

				「錬成など結局は無理だった。となると……違う次元から引っ張ってきているのかな？」

				　彼がする禁呪の研究を咎める者など既におらず、堂々とできる今となっては、時間があれば書物を読み漁った。

				　世間的に許されなかった行為を、大貴族の息子だったから余計に許されなかったこの行為を、彼は子供の頃から隠れてやっていた。

				　研究する事自体は悪ではない。

				　使う方法が悪だから、悪になるのだと彼は結ぶ。だいたい、魔法だって使い方ひとつで悪になると、彼は考える。放火し放題ではないかと持論をふっかけたところで、父や周囲の偏見を解く事はできなかった。にも関わらず、幾人か顔ぶれこそ変わっていたが、ドラガンを偏見に満ちた目で見ていた者達が、危機にあって偏見を超えて彼を頼って来た。

				　俺の十年間は何だったのかと思わなくもないと鼻を鳴らしたドラガンだったが、誰かに必要とされるのは、久しぶりだと笑みを作る。

				　彼が蛇目(サペルアイ)を書物から逸らした時、耳は伝令の声を捉えた。

				「閣下！」

				　一人の伝令が、図書室の入り口に立つ。

				「避難した者達が、東部のゼルトに到着した模様。閣下もお早く」

				「俺が残っているから、お前達も付き合っているのではなかったか？　それに、楽しい拠点防衛の最中だぞ。おお、女に食事を持って行けと言って来い。俺は今、持っていけん」

				　伝令が走り去った後、彼は腕を組む。

				　考えようによっては、この都市を敵に渡すのもアリかと悩む。

				　狙いは、トラスベリアの選帝公グレイグ公爵の矛先に、王の直轄領を晒す事だ。グレイグ公はきっと自分を許すまいと彼は知っていた。なぜなら、父殺しの彼を、グレイグ公が認め、同盟を維持すれば、グレイグ公が信用を失うからだ。トラスベリア国内での影響力も弱まるだろう。天秤にかけるまでもなく、グレイグ公にはドラガンを守る理由がないのだ。

				　であるなら、グレイグ公はどうするか？

				　自分がグレイグ公ヴィルヘルムであれば、雪溶けと共に南下し、父殺しの息子を捕らえて処刑すると繋いだドラガンは、次のように結ぶ。

				　──グレイグ公ヴィルヘルムから見て……幸いな事に、ウラム公の馬鹿息子は軍のほとんどを失っている。グラミア王と戦い、さらに疲弊している。攻め滅ぼすには好機だ。そして、相続権を訴え領地を併合……雪が溶ければ王とグレイグ公に挟まれ、俺は詰みとなる。これを避ける為に、グレイグ公とグラミア王が、その領地を接するほうが良い。

				　ルイスクのあるザール州は、南をグラミア王家直轄領、北西をトラスベリア王国のグレイグ公爵領に接している。ここをグレイグ公に取らせる事で、グラミア王との対立を表面化させつつ、両軍の刃を躱す事ができるのではないかとの案を、彼は脳裏に描いていたのだ。

				　恋人と子を失って、生きる意味がなくなった彼を支えたのは、どこまで強くなれるかという執念にも似た興味と、召喚魔法の研究だったが、今の彼を生へと執着させるのは、間違いなく戦いの興奮だった。そして、強い敵である王、もしくはグレイグ公相手に、互角にやり合いたいという野望にも似た欲求だった。

				　だからといって、ドラガンは負けが嫌いだ。こんな楽しい事をやっているのに、自暴自棄になって、自らそれを手放すなど馬鹿だと感じてもいた。

				「ルイスクをあえて王に取らせ、現有戦力で保持できる領地に集中させたほうが良いかもしれん……が、一度、小さくなれば大きくなるのは大変だ。さて、どうするか」

				　彼は高い天井を見上げながら、考える。

				　帝国の宗教狂い共が、王軍の背後を脅かせばルイスクを捨てる必要もない。かといって、帝国と同盟を結ぶ事など考えないドラガンは、帝国の再侵攻が始まらないかと祈った。

				　だが祈りも束の間、彼は表情を歪めた。

				「俺も神頼みか……ルイスクを捨てたくないという思いが強いのだな」

				　一人、吐き出し笑った男が、書物を閉じる。

				　ルイスクは何と言ってもウラム公爵領で最も大きな都市である。この拠点を失うのはいかがなものかとも彼は思う。軍事的にみれば、この地点に留まり、敵対勢力に挟まれるのは危険だ。だが、領地経営上、ルイスクを失うのは、ドラガンにとって痛いのだ。

				　ここで彼は、論文を塔の中に置いたままだと思いだし、声を出していた。

				「あの部屋に研究論文を置いたままにしていたな。後で、取りに行こうか……。忙しくて忘れておったわ。しかし、副官が欲しい……一人であれもこれもできん」

				　考え事がころころと変わるのは、彼の癖であるかもしれない。

				　ドラガンは、燭台の炎を手で掴んで消していき、闇に包まれた図書室を後にする。

				　廊下に出た時、伝令とぶつかりそうになるも、彼は優雅な身のこなしでそれを躱した。一方、転んだ伝令は慌てふためき立ち上がり、一礼を忘れて要件を言った。

				「王軍から、休戦の使者です！」

			  

				　　　　　　　

				

				　アブリルは窓から差し込む光を頼りに、円形の部屋の中にある本棚を見ていた。ずらりと並ぶ魔法関連の書物らしいそれらを見て、領主の子ともなると、これらの高価な本も読めるのかと羨む。

				　彼女は魔導士だが、魔力はそう強くない。魔法だけを見れば、妹のほうが才能はあったし、専門的な訓練は受けていない。魔法が使える程度といった腕前である。

				　そのアブリルが書物を眺めているのは、ただ羨むばかりではない。

				　気を紛らわせる為だ。

				　アブリルは本棚に近づくと一冊を手に取り、寝台に戻り広げた。

				　ドラガンが、いつものように水と食事を運んで来た時に、話していた事を思い出す。

				「ま、俺が籠っていた塔が、今はお前を閉じ籠めている。運命を感じるだろ？　俺に手を貸せ」

				　無茶苦茶な論法だと鼻で笑ってやったが、やはりこの部屋に染みついた血の匂いの原因は、あの男にあるのかと知った。そして、ここでドラガンが何をしていたのか探りたいという欲求が芽生えていたが、どちらかというと、あまりに一つの事ばかり考えてしまう自分が嫌だったという理由が大きい。

				　彼女はナルの無事を知らない。

				　だから、彼が無事に後退できたかを、ずっと考えてしまうのだ。

				　五体満足に王の元に戻してやらねば、自分の判断の誤りで死んだ仲間達が無駄死にとなってしまうし、彼に後を託したルヒティをも裏切ることになる。そして、ナルを想うイシュリーンにも、申し訳がたたないと思っていた。

				　彼女は、ナルと王の関係を闇から見て知っていた。

				　遠慮が残る触れ合いでしかない二人であったが、そこにはお互いを大事に思う感情がたっぷりと含まれていた。

				　そして、それを思い出してしまうから、アブリルは辛いのである。

				　彼女が、再び蘇った心苦しさを誤魔化すように書物の頁を進めた。

				　それは本ではなかった。あのドラガンが、自らの考え、研究や実験結果、それに関する論文などを記したものだった。

				　瞳が蛇なら、字も蛇が這ったようであった。

				「紋様記号の法則の関……？　何かしら？」

				　魔法研究のものだと思った彼女は、魔法と関係のなさそうな単語の連続に首を傾げる。

				「天体の配列によって成功率が……読めない。汚い字！　オルトドス星座が北に輝くと……つまり夏から秋にかけてか……」

				　扉が叩かれた。

				　急いで書物を寝台の上に広げられた毛布の下に隠し、入ってきた男達を見る。

				　ドラガンではないと知って安堵すると共に、ぎらつく目を自分に向ける男達に、アブリルは不安も覚える。

				　先頭の男、立派な甲冑を纏った士官らしい男が鼻を鳴らし、口を開いた。

				「おい、火傷女。怪我の具合はどうだ？」

				「……」

				　視線を正面に向け、彼らに横顔を見せたままで沈黙を守ったアブリルに、男の舌打ちが聞こえた。

				「閣下が許可しないからそうされてないだけで、俺達はお前でもいいんだ。その顔であれば、どうせ男を知らんだろ？　相手してやろうか？」

				　アブリルは、軽く唇を噛むに止める。

				「おい！　お願いすればいいんだ。断ったりしないよ」

				　男達が下品な笑い声を連ならせるも、無視を決め込んだ彼女にそれも静かになった。

				「汚い顔のくせに……火傷女！　ほら、食え」

				　豚肉と野菜のスープが入った器を、卓に置いた士官の後で、彼の部下らしい男達が、水の入った壺に唾をはきかける。

				　彼等は、水の壺をアブリルに投げつけた。

				　躱す事すらせず、ただ彼等の笑い声を無視した彼女は、士官に頬を殴られる。

				　痛む左頬、ひどい火傷の痕がある頬に手をあて、無表情で士官を見つめた。

				　男は、侮蔑を浮かべ、彼女に唾を吐きかけ踵を返す。扉が閉じ、彼女は男達の嘲笑が遠ざかるのをただ聞いていた。

				　アブリルは、卓に置かれたスープの器を手に取る。何か入れられているのではないかとの不安が膨らむ。

				　彼女はそれでも、懸命に飲み込んだ。体力を失うと、ここから逃げることすらできなくなる。その時の為に、食事は取らなければならないと自分に命じる。水は、昨日のものをまだ、寝台の下に隠してある。好機がくるまで、耐えるしかないと自分に思い込ませた。

				　アブリルは、胃の中にスープが落ちたと感じた瞬間、吐き出しそうになるも懸命に堪えた。

				　──生きてここから逃げ出す為に。

				　──生きて一族の助けとなる為に。

				　──生きてナルの無事を確かめる為に。

				　アブリルはそこで、瞬きした。器を手から離し、もう一度、最後に出てきた男の名前を口にする。

				「ナル殿……？」

				　大きく息を吐き出したアブリルが、唇を何度も腕で拭う。汚れているかもしれない食べ物を口にしたと、ナルに知られたくないと感じたからで、そうしながら彼女は、ナルの顔を脳裏に描いた。

				　彼に会いたいと思った。ナルの声で、また自分の名前を呼んで欲しいと願った。

				　いつも、夜遅くまで、大事に思う女性の為に、厳しい現実と向かい合う彼の背中を見たいと祈った。

				　彼がどうして辛いと感じているか、アブリルにも分からない。それでも彼女は、ナルが確かに苦しんでいることを知っている。

				　何事かぶつぶつと呟きながら、敵を倒す方法を、人を殺す方法であるそれを考え続ける彼は、時たま狂ったように立ち上がり髪を掻き毟る。それでも再び彼女に背中を向け、考え始めるのだ。

				　背中を震わせ、呪文のような言葉を吐きながら、ナルがイシュリーンの為に、頭を使い続けているのを、毎晩のようにアブリルは彼の背後から見ていた。

				　一人の女性の為に心を削る男の背中は、触れたい、声をかけてあげたいとアブリルが思うほどに、孤独だった。

				　アブリルは懲りずにまた、ナルの背中を脳裏に描く。そして、ツイカを差し出してくれた時の、彼の笑顔をそれに重ねた。

				　身が震えるほどの切なさに、彼女は涙をこぼしていた。

				　妹の事を責めながら、大恩あるルヒティの孫に複雑なものを感じていながら、アブリルは彼らを責めることができない自分の想いを自覚した。

				　しかし、ナルはイシュリーンが好きなのだと彼女は知っている。

				　あの優しい男は、アブリルがそう思うナルは、王だけを見ている。

				　火傷の痕に指で触れた彼女は、そこを伝う涙の温かさに、死んでいった者達の事を考えた。

				　テュルク族の女達が殺されたのは、自分がナルに向ける気持ちのせいではないかと唇を震わせた。こういう事があるから、主とそのような関係にはならないと戒めたのではなかったかと、アブリルは涙を払った。

				　しかし彼女は、脳裏で笑うナルのせいで、これまで抑えていた感情が爆発し、涙を溢れさせてしまう。

				　口に手を当て、声を洩らすまいと必死になりながら、アブリルは激しく泣き崩れた。

                			

	








			
				　王から休戦交渉を任された使者が、ドラガンを初めて訪ねた日から五日後の昼。

				　王の軍が、休戦を結ばぬまま撤退を始めた。

				　この報告を受けたドラガンは、城の中を疾走しながら尻の痛みに顔を顰める。それでも速度を落とさず馬舎に向かう。愛馬を駆けさせ市街地を進む彼は、人気(ひとけ)のないルイスクに満足する。住民を避難させている彼は、王軍にとっては許せない敵だが、領民からすると優しい領主であるのかもしれない。

				　人がいれば兵ばかりというルイスクの中を駆け抜けたドラガンは、馬から飛び降り城壁上へと続く階段を駆け上がった。

				　再三の休戦要請を撥ね退け続けた彼は、そうしながら忙しく情報を集めていた。包囲されている現在、外の様子を知るのは困難だったが、放った者達のいくらかでも戻ればと考えていた。ウラム公爵家と付き合いのある商会からも鳩が届いたが、彼はあまり信用しなかった。というのも、商人達は結局、強い者達に靡(なび)く傾向があり、王にとって都合の良い情報を流すかもしれないと彼は考えていた。

				　鳩達は、神聖スーザ帝国が動きだしたという情報を運んできていた。

				　自分の望む情報が、この危機の時に齎(もたら)されたことに警戒したドラガンは、それを無視した。だが、何かの異変があったに違いないとも思う。

				　──休戦を、あの王が請うだけの理由があるに違いない。

				　こう考えながらも、確信できる答えもないままに休戦を結ぶようなことはしなかったドラガンに、痺れを切らしたのか、王軍が撤退を始めたのだ。

				「閣下！　ご覧ください」

				　城壁上で、士官の一人が指差した先では、オデッサ公爵旗が風を浴びながら南へと向かう。整然と撤退する彼らの後方に、近衛連隊、混成連隊、ルマニア公爵軍、ロッシ公爵軍と続くようであった。撤退準備の進み具合でそれらを計ったドラガンが、蛇目(サペルアイ)を細める。

				「殿(しんがり)はロッシ公か。面白味のない順番だな」

				　難しい撤退戦を、慎重で手堅い指揮官に任せたかと思い、城壁上で腕を組んだ彼は、隣に控えていたアズレトに命じる。

				「いつでも追撃ができるようにしておけ」

				「は……追いますので？」

				「逃げる敵は追うのが礼儀だ。罠である可能性もあるが、休戦を求めて来ていた矢先の撤退だ。情報が入り次第、動くかもしれんからな」

				　仮に自分が帝国の権力者であれば、ウラム公爵領に王が国内の動員兵力の四割に近い戦力を向けている今、王国中央の要であるベオルードを攻める好機とも取るだろう。

				　この都市があるかないかで、王家によるグラミアの統治能力は格段に変わる。東西南北の連結点であるからだ。

				　ドラガンは追撃の準備をするが、罠である可能性も高い現在、新しい情報が届くまでは慎重さは捨てられないと判断し、視線を前方、見るからに慌てて撤退をする諸侯の軍と、先発し南へと進むオデッサ公爵軍を見る。

				　彼は荷馬車の速度を目測し、空を見上げた。中天に輝く太陽を確認した彼は、腰の剣に手を伸ばす。

				「追撃するなら、敵がゴラン高原に入るあたりで追いつくだろう。夜襲になりそうだ」

				　身を翻し、階段を駆け下りながら右脚の具合を確かめた彼は、笑みを浮かべて馬に飛び乗った。

				「少し痛むが支障はない。軍務卿を殺しておけば、奴らは均衡を失う。ルブリン公一人が国家の重役に置かれる事を、良しとする者はいないだろう……」

				　彼は独り言を止めると、忙しく走り回る士官達に怒鳴った。

				「兵達に休息を取らせろ。物資は一戦に耐えうる量だけで良い。それで足りる。ロッシ公爵軍を壊滅させ、軍務卿の首を取る！　それで軍を引く！　出発命令に備えろ！」

				　気合いの声があちらこちらから上がり、蛇目(サペルアイ)を細めた男が興奮する馬の鬣(たてがみ)を撫でた。彼はそのまま城の方向に馬を進めながら、待ち望んでいた報告を受ける。

				　神聖スーザ帝国の軍が、王の留守を狙い、軍を動かしたと聞き、ドラガンは馬を止めた。

				「帝国が？　間違いないな!?」

				　間者からの報告を、ドラガンに届けた士官が一礼し答える。

				「は、複数の者達が同じ情報を持って帰って参りました。ルイスクに入るのも苦労したとの事。敵はこれを隠すのに、必死であったという事でしょう」

				「そうか！　分かった」

				　彼は王軍の撤退理由が帝国の再侵攻であると知り、ルイスクをこれで敵に奪わせないで済むと安堵すると共に、王軍の撤退が本物であると確信するに至った。

				　ドラガンは、スーザ神に感謝する。

				「スーザ神とやらも、たまには良い事をするな」

				　主の冗談に笑ったアズレトが一礼した。その後頭部に、ドラガンの声がかかる。

				「守備はそう必要ない。攻めて来る者達はいなくなるが、油断はするなよ。残りの全軍は出撃だ」

				　ドラガンは再び馬を加速させ、城へと急ぎながら思案する。

				　一撃で軍務卿を殺し、兵をまとめてルイスクに撤退。帝国を相手に王は戦いながら、内では貴族達が不満を高めるはずだ。なぜなら、これまでのウラム公爵が、ルブリン公爵に代わっただけとなるからだと、彼は口端を歪めていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　イシュリーンは、ナルの薦めに従い、ドラガンに使者を送って休戦を求めた。

				「腹が立つのは分かります。ですが、必要な手順です」

				　書記官はどこまでも無表情だった。

				　そして、何度も断られ続け、時間的にいよいよ余裕がなくなるぞと焦る王に、ナルがようやく撤退を進言した。そして、これまで悉く阻んできた、ウラム公爵家の間者達がルイスクに帰還するのを見過ごせと言う。

				「苦労して部下が持ち帰った情報です。我らが敵に流すよりも信用するでしょう。それに、これは事実であります。撤退する王は演技ではなく、本当に撤退するのだと確信したドラガンは、出て来ます」

				　こう言って、イシュリーンの前を辞して、ナルは混成連隊を率いる為に移動していった。

				　イシュリーンは馬に揺られながら、ナルの身を案じている。彼は罠だと言ったが、前回はこちらの予測を超えた敵が、その罠を突き破った。その失敗を誰よりも知るイシュリーンは、同じ事は繰り返したくないとナルに言ったが、彼は厳しい表情を保ったまま、今度こそ成功すると言う。

				　昨夜、王の幕舎で二人は会話をした。

				　当然、一人の女として、イシュリーンは大事に思う男の身を案じている事を告げる。ナルは照れながら答えた。

				「未知と既知では大きく違うが、推測するのと既知もまた大きく違う。俺は彼を知っている。イシュリーン、今度は大丈夫だ」

				　抱きしめられ、耳元で囁かれた王はただ頷いた。

				　それでも、こうまで不安になるのは、あのナルの変貌と、彼の抱きしめる力の弱さに原因がある。

				　いつも湛えていた笑みは消え、厳しい表情を保つナル。

				　イシュリーンは、彼がその表情の時、よくない事を考えていると知っていた。しかし、どうやら昨夜のナルは、それとも微妙に違うと感じた。そして、いつまでたっても力強く自分を抱きしめてくれない彼は、彼女の立場に遠慮をしているだけではないとも分かってしまった。しかし、彼の様子の理由は推測の域を出ない。

				　彼女は迷いを振り払うかのように、軽く頬を平手で叩く。

				　目の前から、見える限り前方まで、南へと行進する兵達の背中が長い列を作っていた。

				　ゴラン高原に入ってしばらく経つ。最後尾のロッシ公爵軍も、そろそろゴラン高原に入った頃だろうと推測したイシュリーンが、ひさしぶりに晴れた夜空を見上げた。雲が逃げた天で、瞬く星々を拝めるのは久しぶりだと口角をあげ気持ちを誤魔化す。

				　彼女が率いる近衛連隊の進む道の左右は、生え並ぶ木々の量が増えている。道も細い。除雪してきた道を反転して進んでいるからマシであったが、それでも行軍速度は落ちた。

				　敵が追いついて来るなら、ここだろうとナルは言っていた。

				　イシュリーンもそうだと考えていた。

				　視線を前に向けたまま、彼女は再び、昨夜の会話を脳内に蘇らせた。

				　自分であれば、撤退する最後尾の軍に突撃し、敵を前方へと追いやる。混乱を全体に広め、統制の効かない軍を打ち破る。といっても、今回は兵力に差がある為、目的は敵の壊滅ではないと定め、それを成せば引き上げるだろうとナルに話した王だったが、彼はこう答えた。

				「分かっている。敵の狙いは限られた兵力で、できる最大の結果を得る事。それは、殿(しんがり)を率いる指揮官の首。堂々と撤退し、内外に自分の事を誇らしげに広める魂胆だろう。そう心配しないでくれ。今度は大丈夫だから……」

				　そう言って、彼女の頬に唇を寄せてくれたナルだったが、それは一瞬でしかなかった。

				　もしかしたら会えなくなるかもしれないと、張り裂けそうな彼女の胸が、ナルの痩せた胸に当たる。男の遠慮をかき消すつもりで、強くナルを抱きしめたイシュリーンは、そっと押し離されて唇を閉じていた。

				

				　目を開いて記憶の沼から戻った王の身体を、木々の間を吹き抜ける冷たい風が撫でた。何やら、騒がしくなったとも感じた。

				　銀色の髪を風に舞わしたイシュリーンが、肩越しに背後へと視線を送る。

				　走り寄って来る伝令の姿に、彼女は確信した。

				「報告！　ウラム公爵軍がロッシ公爵軍を急襲しております！　予定通りです！」

				　始まったかと、王は祈るような気持ちで息を吐いた。

				　罠を張るべく、後方に展開した味方の無事を願い、王は言った。

				「よし。我らはこのままベオルードに向かう。国軍と合流した後、クローシュ渓谷にて皆を待とう」

				　伝令が一礼し、険しい表情の王から離れた。

				　イシュリーンは国軍と合流すべく先を急ぎながら、ナルの無事を主神(オルヒディン)に祈る。

				　彼女は、昨夜の感触を指先に思い出す。

				　繋いでいた手が、離される瞬間の指と指のかかり具合に、ナルの躊躇いが十分にあったと彼女は俯く。

				　だから彼女は、顔の前で左手を右手で包むようにして握ると、鼻をスンと鳴らした。

			  

				　　　　　　　

				

				　ドラガンはただ前へと進み、王軍を追った。輜重隊の速度に合わせる王軍はやはり速くなく、強行軍で追いついた彼は、逸る気持ちを抑え、騎兵達を馬から降ろし、続く歩兵の到着を待つ。その後、合流し六〇〇ほどになった連隊を一度休ませると、万全の状態でゴラン高原に入った。馬は撤退時に使う為、その場に残す。左右を森に挟まれた山道を、大柄な馬で進めば、横に広がれず意味がないと彼は考えていたので、あくまでも歩兵のみの編成でゴラン高原に入った。

				　夜空の下で南へと延びる細い道を、長い隊列で進むロッシ公爵軍を視認したのは、一刻半ほども経過した頃で、敵もこちらに気付いていた。

				　慌てて防御陣形へと移行する敵に、ドラガンは部下達と共に突っ込むと見せかけ、距離を縮めてまずは矢で、ロッシ公爵軍が形成中の防御陣形を乱れさせた。

				「それ！　つけ入れ！」

				　長剣を煌めかした男の迫力に、ロッシ公爵軍後方は、わっと声をあげ逃亡を始める。前へ前へと逃げだす弱々しさは、ドラガンでなくとも笑っていたに違いない。だが、そうだからといって、彼は手加減しない。

				　数日ぶりに晴れた夜空の下で、白刃が煌めき、ウラム公爵軍がロッシ公爵軍の後背に斬りかかった。この時、ロッシ公爵軍は忙しく隊列を組み直しながら、ドラガンを迎え撃つ。

				「雑魚はかまうな！　ロッシ公の首を取れ！　褒美をはずむぞ！」

				　兵達が歓声をあげ、ドラガンの期待に応えるべく突進する。その彼らの先頭で、死神の如く暴れ回る男は、放たれた魔法を結界で飛散させた。閃光が戦場で発生し、火の粉が両軍に降りかかる。それらの下で襲いかかる者達と、そうされる者達との間に明確な差が生まれた。

				　ロッシ公爵軍は統制を失ったように逃げる。

				　この時、ドラガンは思わず立ち止った。

				　脆すぎると感じたのだ。

				「閣下!?」

				　怪訝な表情をしたアズレトに声をかけられ、ドラガンは怒鳴っていた。

				「追うな！　おかしい！　盾を並べて、距離を取る！」

				　ウラム公爵軍が速度を落とし、整然と盾に身を隠しながら指揮官の指示に従う。

				　それを見たロッシ公爵ゲオルグが舌打ちする。彼は瞬時に判断し、自ら軍後方まで移動すると、その姿をウラム公爵軍に晒した。

				「敵は止まった！　迎撃態勢を整えろ！」

				　可能な限り、敵を高原の奥までおびき寄せるというのがゲオルグの役目だ。その理由をナルから聞かされた時、ゲオルグはなるほどと得心した。だからこそ、彼は自らを囮とすることで、ウラム公爵軍を釣ろうとしたのだ。

				　矢の射程範囲内で、両軍が向かい合う。ゲオルグはここまで来てウラム公爵軍を退かせてなるものかと、矢を浴びせた後、あえて兵を前進させると、らしくないほどに慎重な指揮をするドラガンの前衛にぶつけた。

				　押しあい、揉み合う二つの軍が、晴れた夜空の下で武器をぶつけ合い、火花を散らした。

				　蛇目(サペルアイ)を細め、前衛で剣を一閃した男が、血煙の下に倒れたロッシ公爵軍兵士から視線を転じて決断する。

				「撤退！　整然と退くぞ！」

				　ドラガンは確信していた。

				　このままロッシ公爵軍を追えば、ゴラン高原の高所に出る。そこは先日、両軍が死闘を繰り広げた場所であり、ある程度の軍を展開する事ができる広さを有する。

				　待ち伏せていた王軍に、囲まれる可能性があると彼は考えたのだ。

				「帝国の侵攻さえも俺を倒す罠に使うか!?　どれほどひねくれた奴が考えやがった!?」

				　ロッシ公爵軍は演技に忠実過ぎたがゆえに、ドラガンに見破られた。

				　蛇目(サペルアイ)の男は自ら最後尾に残り、兵達を叱咤しながら後退を命じる。

				　その時だった。

				　東の方向、南を前に立つドラガンから見て左方向から、突然の豪雨に襲われた時のような、肌がざわつく巨大な音が発生した。

				　木々と闇に隠れた王軍の別働隊が、ウラム公爵軍の側面から矢の斉射を浴びせたのだ。

				　矢音だと瞬時に判断したドラガンは、盾で身を守りながら怒鳴る。

				「盾ぃ！」

				　前から横から矢を浴びて、ドラガンの周囲で幾人かの兵士が倒れる。その中にあって、ドラガンは盾と剣で矢を防いだ。だが、あまりにも量が多く、幾本かが彼の身体に刺さる。甲冑と鎖帷子に守られたとはいえ、ドラガンに出血を強いる勢いはあった矢達を、彼は身体に生やしたまま、声を荒げた。

				「後退！　後退だ！」

				　帝国の大軍がベオルードに迫る今、少しでも早く国軍との合流を目指すべき王軍が、まさか軍を森の中で逆進させる余裕があったのかと呆れながら、ドラガンは闇に向かって矢を応射させた。そうでもしなければ、敵の矢を一方的に浴びる事になるからだ。

				　実のところ、これは彼が己で招いた事だ。ドラガンが、アブリルを連れ去っていなければ、ナルに強烈な印象を与えていなければ、ナルはわざわざ時間を犠牲にして、対ドラガンの罠を張っていなかっただろう。恐らく、ゴラン高原の道を破壊し、追撃を難しくするに止めたはずである。

				　ナルは混成連隊を率い、ロッシ公爵軍の撤退線上に並行して、森の中を北へと逆進していた。そしてゴラン高原に入ってすぐ、混成連隊をそれぞれの持ち場へと移動させる。奥まで引きずり込めないだろうと彼は考えていて、それはドラガンの能力から導き出した結論だった。

				　情報を得て、確信した後に撃って出て来るが、ロッシ公爵軍とぶつかり戦う中で、罠があると気付く可能性が高いだろう。それを前提に、罠を張る必要があった。

				　ナルは、両軍が戦闘を繰り広げる幅員四デール（四メートル）の山道から、東側に広がる森の中を、混成連隊を率いて北上し、敵の側面と後背に襲いかかれる場所に部隊を隠した。王の了承を得て、森の雪を払う作業があった為に、決行が今日となったのだ。あくまでも敵に不信がられないだけの雪を残しながら、部隊が動くに支障がないまでに除雪をした。その間、撤退が本当であると信じるように、──いや、実際に本当の事なのだが、ドラガンの疑惑を払ってやる為に、休戦の使者を何度も送り続けさせたのだ。

				　彼らはロッシ公爵軍と、それを追うウラム公爵軍が進む方向とは反対方向に前進しながら、東と北から、ウラム公爵軍を包むように展開していた。

				　彼らによって、ウラム公爵軍は退路を失った。

				　一気に距離を詰めるでもなく、ロッシ公爵軍と連動して弓矢で襲いかかってくる別働隊の登場に、ドラガンは周囲の耳にもはっきりと聞こえるほどの舌打ちをしていた。

				「くそ！　西に逃がしたいわけだな!?」

				　敵陣を突っ切り退却をしようかとも彼が考えた時、ロッシ公爵軍が攻勢を強めてきた。ゲオルグは矢と魔法でウラム公爵軍の脚を止める。北に向かってドラガンが突き抜けられないように、攻撃の手を休めない。

				　ドラガンは剣を振るいながら危険な矢を払い、味方をまとめようと必死になる。ウラム公爵軍六〇〇は、三方から攻められ危機に陥り、統制が難しくなった。兵力の差が、そのまま戦力の差となった。

				　逃げやすい方向へと一部の兵士が走り出し、ドラガンは再び舌打ちをする。そうしながら最前線に立ち続け、突進してくる敵兵を倒しまくる。

				「無闇に斬りかかるな！　魔法と矢で射殺せ！　獣は狩るものだぞ！」

				　戦場の中でもはっきりと聞こえた書記官の声に、ドラガンが斬り伏せた敵兵から視線を転じた。

				　白いローブを着て、耳まで隠す白い毛糸の帽子を被った書記官の姿を見つけたドラガンは、怒りのあまり叫んでいた。

				「小男！　貴様、女に守られていたくせに！　懲りずにまた出て来たか！」

				　またこいつかと、感情が高ぶる。

				　ナルは混成連隊を率いていて、ドラガンに姿を晒しながら、面倒そうに手を払う。

				　それを合図に、大量の矢が射出された。

				　ドラガンが盾で身体を守りながら、これだけ一度に放たれてはたまらぬと逃げる。敵陣を突っ切るにも、前から横から後ろから、同時に攻められていては不可能だと判断した。

				「近づくなよ！　手負いの獣は危ないからな！」

				　ナルの罵声に歯軋りをしたドラガンだったが、今は逃げることに集中するべきだと判断し、彼は軍をまとめて西の方向へと進む。山道から森の中に入り、積雪の少なさに違和感を覚えた彼だったが、それでも今は、三方向からの攻撃から逃げるしかない。

				　凹凸の激しい地面の雪は、現在は踝までを埋めるほどしか積もっていなかった。それでも、泥混じりのそれが彼等の速度を落とした。

				　問題は、ナルがウラム公爵軍を西へと向かわせたかった理由であるが、ドラガンは当然、後退する先、西の方向からも敵が現れるものと思っていた。

				　しかし、新手の敵は北から現れた。それはまさに、ルイスクの方向からであった。ウラム公爵軍を山道西側に押しやった後に、新手の部隊で撤退路を塞ぐのではなく、北側から圧力をかけるというナルの作戦は、ルイスクからウラム公爵軍を遠ざけようとする意図があり、それを感じ取ったドラガンは背筋を汗で濡らした。

				「くそ！　あいつめ！」

				　踏みとどまり、ドラガンを囲み守る兵達が気合いの声をあげる。彼らは盾と身体で主を守り、密集陣形で西へと進んだ。速度は当然出ない。潰走、逃走ではなく、整然と後退しているからだ。しかし、そうだからこそ凌ぐことができているとも言える。

				　新たに現れた敵が切り込んで来れば、逆襲し突破してやると目論んだドラガン。

				　ところが、北方向に現れた敵も、突撃ではなく、矢と魔法を浴びせてくるだけだった。

				　──時間が惜しいのではないのか!?

				　その徹底ぶりに喘いだドラガンは、叫んでいた。

				「腰抜けども！　そうまで俺が恐いか!?」

				　返されたのは矢と魔法ばかり。

				　彼は結界で部下達を守りつつ、応射を急がせる。戦闘開始時、六〇〇程もいたウラム公爵軍であったが、逃亡と戦死で四〇〇をかろうじて超える程度の戦力まで落ちていた。

				　一方で、序盤は逃げに逃げていた王軍であったが、そうであったが為に被害は少なく、別働隊が合流した今、圧倒的多数でウラム公爵軍を半包囲している。

				　宙で交差する矢の量が、見るからに違う。

				　ウラム公爵軍は、放った五倍にもなろうかという矢の雨に晒され、次第に応射するのも困難となっていった。木々がなければ、両軍の差はもっと出ていただろう。

				　アズレトが、ドラガンの腕を掴み叫ぶ。

				「閣下！　ルイスクへ！」

				「今、やっている！　全員で還るぞ！　こういう時こそ固まれ！　背中を見せるな！」

				　じりじりと後退をしながら、ウラム公爵軍はさらに西へと向かっていた。こうとなっては、ルイスクに直線で向かう事など不可能だとドラガンは諦め、脳内でいくつもの道を描き、どの道で撤退するかを考えていた。

				　その彼の脳裏に描かれるものは、全て時間がかかりそうな経路ばかり。

				　南と東方向からはゲオルグ率いるロッシ公爵軍と、ナル率いる混成連隊の二〇〇〇。北、ルイスクの方角から、ルマニア公爵軍を王に預け離れたマルーム率いる混成連隊の一四〇〇。

				　自軍の一〇倍に近い兵力に半包囲され、さらに徹底して弓矢と魔法で攻撃されたウラム公爵軍にあって、個人の武力を発揮できぬままのドラガンは、それでも防御陣形を維持する部下達を、できる限り生還させたいと願っていた。

				　ぱらぱらと放たれる矢であれば、剣と盾があれば払い落とし防ぎきる自信のあるドラガンだが、百に届こうかという量を一斉に放たれて、更にそれを連続的に行われては、盾に隠れるしか方法がない。

				　いつでも突撃をかけられるはずの敵が、徹底的に接近戦を排除していたのは、ドラガンを生かして活かすと決めた策と、無駄な兵の消耗を嫌ったナルのせいであった。

				　書記官は、帝国との戦闘を控えている今、被害の最小化に努めている。

				　声が枯れ、尻の傷が開いたドラガンは、鎖帷子の内側を血で濡らしながらも指揮を執った。彼が危惧するのは、この場所にハンニバルがいないことである。

				　──どこで待ち構えている!?

				　忙しく部下達に指示を出しながら、それを考え続けるドラガンであったが、半包囲の圧力に四〇〇程度の兵力では抗戦もできず、ひたすら押されるように西へと後退を続ける。ウラム公爵軍の兵士達が持つ木製の盾は、表面に描かれたウラム公爵家の紋章が見えないほどに、矢を生やしていた。

				　西へと後退を始めてから、半刻ほどが経過していた。

				　ドラガンは、火球の魔法をあえて宙に放ち、大地にぶつけ、部下達の後退を助ける。西へと後退し、東の方向を見る彼の左、北の空の一部が、妙に赤いと彼は感じ、視線を転じた。

				　半瞬後、木々の隙間からルイスクの方向が赤いと気付いた。

				「おのれ！」

				　ドラガンは、闇の中に浮かぶ赤い色は、ルイスクの城が燃える色だと悟り、一瞬後には怒鳴っていた。

				「これが本命だったか！　小男ぉ！」

				　彼は、腹の底から吠えた。

				　ウラム公爵軍を追撃するナルは、ドラガンより少し遅れて、ルイスクが燃えていると知った。

				「やれやれ、終わりだな。サヒン卿に伝令！」

				　ナルの指示で伝令が走る。混成連隊の一個大隊を率いるキリヤ伯爵サヒンに伝令を飛ばしたのは、彼の大隊が兵に装備させている武器の使用を命じる為だ。

				　伝令が齎した書記官の指示で、猫背の男が腕を前に突きだす。

				「弩だ。装填して斉射しろ。なぎ倒せ！」

				　連射の利かない弩であるが、扱いが簡単で訓練の行き届いていない私兵のキリヤ伯爵軍兵士でも簡単に扱える。筋力も必要としないので、サヒンは自軍にこれを装備させていたのだ。

				　盾を並べて後退するウラム公爵軍に、キリヤ伯爵軍が五〇の弩を構える。一呼吸後、弩から矢が放たれた。

				　弩が発射音を連続的に轟かせた時には、ウラム公爵軍から絶叫が湧き起こっていた。

				　恐るべき初速で飛び出した弩の矢によって、一〇人前後が一瞬で倒れ、次弾でほぼ同数のウラム公爵軍兵士がなぎ倒された。

				　盾を貫き人体を貫通した弩の矢が、肉と内臓をゴラン高原に撒き散らし、人体の一部を吹き飛ばす。木々は血と人肉を付着させ汚れ、地面を覆った雪の幕は、赤黒く染まった。

				　頭部の半分を失い、血と脳をこぼしながら倒れた兵士の隣では、右腕が千切れ、そこから覗く太い血管から血を噴射させた兵士が絶叫する。盾と甲冑ごと身体を貫かれ、背中から矢を突きだした兵士が、苦悶の中で血を吐きながら転倒した。

				　ドラガンは兵士達の壁で、その威力から逃れたが、次はないと瞬時に判断する。

				「敵の射線上に立つな！　木々を利用しうねりながら後退！　岩も利用しろ！」

				　なんてものを使いやがったと唾を地面に吐いた蛇目(サペルアイ)の男が、技量のない狩人が好んで使う武器の威力に呻く。

				「撤退！　弩の正面に立つな！」

				　ドラガンの怒声は絶え間なく続き、弓と弩から放たれた矢に抗いながら、ひたすら西へと後退し続ける。

				　一方でナルは、ルイスクが燃える赤い空を見ていた。

				　ハンニバルが成功したと確信しつつ、視線をウラム公爵軍に転じて苛烈な言葉を吐く。

				「倒れていない敵は倒れるまで撃て！　あの世で王に剣を向けた浅慮を後悔させろ！」

				　王軍から、大量の矢が吐き出され、それと同時に火球と稲妻の魔法が宙を裂いた。それらが発する爆発と閃光で、半面を闇の中で浮かび上がらせたナルは額の汗を拭う。

				　ドラガンをルイスクから誘いだすまでが第一段階、戦場に留める事を目的としたこの戦闘が第二段階、そして、赤く染まる北の方角を見て、第三段階が成功したと安堵する。

				　彼にとって、この第三段階の成功こそが求める結果であった。

			  

				　　　　　　　

				

				　ハンニバルはナルの指示で、ゴラン高原に入ってすぐに、森の中へ潜んでいた。彼と四〇人の部下達は、いつもは赤い甲冑を着ている精鋭達だったが、今だけはウラム公爵軍の甲冑で統一している。これらはゴラン高原での戦闘後に敵の死体から奪ったものだ。

				　一方で、彼らが脱いだ赤い甲冑は、他の者達が身につけ王に率いられベオルードに向かっているはずだ。

				　ウラム公爵軍が到着した。

				　彼らはゴラン高原を南下する王軍の後背を突くべく、森に潜んだハンニバルの一個連隊の前方二〇〇デール（二〇〇メートル）程を道に沿って突進していった。

				　息を潜め、それらをやり過ごした炎王(イフリル)が鋭く声を発する。

				「よし、急ぐぞ」

				　ハンニバルに率いられた精鋭四〇はたちまち馬上の人となる。彼等はほどなくして、ゴラン高原の北口とも言える丘陵地帯で、数十頭もの馬達が草を食んでいるのを見つけた。その周囲には、一個小隊ほどが馬達の世話をしていた。

				「馬を替えるか」

				　ハンニバルは笑みを浮かべて彼らを呼ぶ。馬の世話をしていたウラム公爵軍兵は、現れたハンニバル達を仲間だと思った。ウラム公爵軍の旗まで用意して敵を油断させたハンニバル達の周囲に、ウラム公爵軍兵が何事かと集まる。

				「これで全員か？」

				　ハンニバルの問いに、一人の男が頷く。

				「さっき、行ったばかりじゃないか。何かあったのか？」

				　そう問うたウラム公爵軍兵士は、味方は馬から降りていったはずだがと首を傾げていた。

				　だが、男には白刃で返答が為された。

				　瞬く間に斬り殺された馬の世話人達が、地面に転がった後、炎王(イフリル)が部下達に命じる。

				「五人、残れ。逃げる時の為に、馬達の場所を移動させて待っていろ。地図を出せ」

				　ハンニバルは、乗って来た馬を降りて、奪ったウラム公家の馬に乗り替えた。部下達にもそうしろと命じた彼の隣で、プレドヤクが地図を広げる。その一カ所を指差したハンニバルが、五名を指名して早口で告げた。

				「ここで合流だ。奴らの馬でルイスクに向かうが、撤収時にはどうなっているか分からん。ここで馬と共に俺達を待て。俺達が来るまでに敵に発見されたら逃げろ。まあ、ゴラン高原に入っていった時点で、ナル殿にこてんぱんにされているだろうがな」

				　一同が笑い合う。

				　ハンニバルは三五名の部下達と共に、速度を抑えて堂々と星空の下を北上した。慌てると逆に疑われると考えたからであったが、除雪もされて凹凸も少ない道では到着も早かった。

				　ルイスクに到着した彼は、何事かと顔を覗かせる城兵達に、胸を反らせて叫んだ。

				「閣下のご指示で帰還した。女を連れてこいと仰せだ！　門を開け！」

				　城壁の上から、男が身を乗り出す。甲冑とマントの豪華さで、遠目からでも士官だと分かった。

				「女!?　ああ、あの火傷のか!?」

				　この男は必ず殺してやると決めたハンニバルは、腹立たしさを声の大きさで誤魔化した。

				「そうだ！　敵の眼前に晒し、士気を削ぐとの仰せだ！」

				「分かった！」

				　城壁上で、士官が応えた。

				　焦れる炎王(イフリル)の前で、城門が馬一頭ほど抜けられるほどに開く。その隙間から彼は部下と共に市街地へと侵入した。

				　ハンニバルの部下の一部が、集団から離れ城門の下で停止する。彼らはわざと守備兵達に話しかけ、門を閉じさせないように動かなかった。

				「勝っているか!?」

				　城壁の上から士官が声をかけてきた。王軍の撤退を目にして、大軍でさえもドラガンには勝てないと信じている士官の発言に、ハンニバルが叫び返す。

				「当たり前だ！　すぐに戻る！　手間と時間が惜しい！　門は開いておけ！」

				　彼は、自分に手をあげて応えた士官から視線を前方に転じた。

				　あれだけの大軍に囲まれていたのが嘘のような現在、緊張を解くなというほうが難しいのだとハンニバルは笑っていた。そうしながら彼は先を急ぐ。一気に城まで到達し、似たやり取りを経て、城門の内側へと侵入した。馬から降りた彼は、歩み寄って来るウラム公爵兵に尋ねる。

				「おい！　女はどこだ!?」

				「は？　中庭の塔だろ？　何を言って……」

				　ウラム公爵軍兵が、不審で口を閉じた瞬間、彼の首から上が宙を飛んでいた。血潮が噴き上がり、ハンニバルが怒鳴る。

				「五人、ついて来い！　プレドヤク！　残りを率いて食糧庫と武器庫をやれぃ！」

				「は！」

				　信頼を置く士官が、兵達を率いて城に向かう。彼らは事前に目的の場所を、王都攻略時に寝返っていたウラム公爵領出身者達から聞きだしていた。

				　走り出したハンニバルの後方に、五人の部下が続く。すでに異変を察知した敵兵達が、建物から何事かと出て来た。それらを斬り捨て進むハンニバルは、一直線に塔へと向かった。

				　走りながら、炎王(イフリル)は叫ぶ。

				「裏切りだ！　裏切り者が出た！　合言葉を言わぬ者は斬れ！」

				　そんなものはない。

				　ハンニバルがなぜそうするのかナルに尋ねると、書記官は笑った。

				「これで同士討ちをしてくれたら、ハンニバルさん達が楽でしょ？」

				　混乱する城兵達を見て、尤もだと納得したハンニバルはさらに加速した。

				　塔はすぐにそれだと分かった。

				　白く輝く美しい城の中にあって、一か所だけ苔に覆われた不気味な円柱の建造物に、ハンニバルが突進する。幾人かのウラム公爵軍兵が怒鳴っていたが、彼が白刃を振るうと、血を撒き散らし黙った。

				　塔の扉を数人で破壊する。魔法を反射させる施しをされていた為、戦斧で叩き壊した。

				　螺旋階段を駆け上がり、頂上付近で文官らしい男を斬り殺したハンニバルは、木製の扉に体当たりをする。

				　壊れない。

				「戦斧！　早くしろ！　アブリル！」

				　ハンニバルが祈るように叫んだ時、扉の向こうから声がした。

				「ハンニバル様！」

				　アブリルの声に間違いないと彼は確信する。

				「扉から離れろ！」

				　何度も戦斧を叩きつけ、扉を破壊したハンニバルは、寝台の近くに裸足で立つアブリルを見つける。彼女は自分の名を叫ぶ炎王(イフリル)の元へと駆け寄った。

				　充血した彼女の目を見て、ハンニバルは泣き腫らしたのかと思ったが、理由を尋ねている場合ではなかった。恋人の姉が持つ意外な一面に驚きながらも、彼は力強く声を発した。

				「ナル殿が心配で眠れないと言ってるぞ。さ、帰ろう！」

				　アブリルの瞳が揺らぐ。

				「走れるか？」

				　ハンニバルの問いに、彼女は首を左右に振った。アブリルは、無理をすれば走れると思ったが、ここは無理をしてはならないと判断した。

				　兵士の一人が彼女を背負い、螺旋階段を駆け下りる。途中、下から昇って来た敵兵がいたが、先頭を走るオデッサ公爵軍兵に叩き斬られ落下していった。

				　アブリルを連れたハンニバル達が塔から内庭に出た時、城から盛大に炎があがっていた。炎王(イフリル)が、合図をし、部下の一人がいくつも火球の魔法を宙に放った。夜空の下で爆発したそれが撤収合図となり、プレドヤク達が城内から門まで駆けて来る。

				　ハンニバル達はその場で、戦いながら合流を待った。

				「武器庫はいくつかに分かれており、全てを破壊できてはおりません。食糧庫は半分ほど焼きました。あれだけを集めるのに、この季節と雪では一月(ひとつき)以上はかかるでしょう」

				　プレドヤクは、部下達と共に城内に侵入すると、まず敵の武器庫を燃やし、次に食糧庫にも火を放った。火球の魔法を何度も撃ち込み疲れているはずの部下達だったが、それでも晴れやかに声を弾ませて、ハンニバルに報告する。

				　炎王(イフリル)はそれに喜び、徒歩で市街地へと出る。馬達は騒動で逃げだし、いなくなっていたからだ。しかし、これは分かっていた事なので焦る必要もない。

				　市街地の中を駆け抜ける彼らは、市民達がほとんど騒いでいない事に気付く。いや、ルイスクの住民達が少なくなっているのだと悟った。

				　なぜ、そうなっているのか疑問に思ったハンニバルだったが、市街地を囲む城壁と城門を見て、突破する事だけに意識を向ける。

				　城の方向を指差し、何やら喚いていた守備兵達がハンニバル達に気付く。

				　この時、ハンニバルの部下達が剣を抜き放ち守備兵に襲いかかる。仲間だと思っていた者達に剣を向けられ、守備兵達は戦闘開始と同時に崩れていた。さらに、微かに開いた城門から、クルティナ率いるテュルク族の集団が侵入し、城門の開閉装置の近くにいた守備兵達に襲いかかった。

				　炎王(イフリル)は、先頭を走り彼らに突っ込む。恋人とその仲間達に逆襲しようと、剣を抜き放った守備兵に、彼は背後から斬りかかり殺した。

				　右に一閃し、敵兵の腕と胸を斬り裂き、左に払い二人目の首を切断せしめたハンニバルの横で、プレドヤクが敵兵の斬撃を躱し、すれ違い様にその右脚を斬り、倒れる男の首を後ろから突いた。

				　テュルク族が開閉装置を破壊し、味方の脱出を助ける。彼女達に襲いかかろうとした守備兵達を、ハンニバルが蹴散らした。アブリルを守る部下達を先に行かせながら、彼はすれ違い様に部下に怒鳴る。

				「おい！　弓を貸せ！」

				　部下から弓矢を受け取ったハンニバルは、アブリルを火傷の女と呼んだ男を城壁の上に見つけていた。その士官は、喚くばかりで下りてこない。

				　炎王(イフリル)の左手に弓が収まり、長剣を口に咥えた彼が右手に矢を持つ。

				　矢をつがえ、放つまで一瞬。

				　命中を確認する事なく、部下達の最後尾を走るハンニバルだったが、城壁上から悲鳴と共に士官が落下した音で、口端を歪めた。その後方にテュルク族達が続き、火球の魔法を大地にぶつけ、土煙が周辺に充満する。

				「急げ！」

				　炎王(イフリル)に率いられた精鋭達は、炎上し空を焦がすルイスクを背に、南へと急いだ。

			  

				　　　　　　　

				

				　ナルは、日の出を迎えたゴラン高原の、魔法で焦げた大地の上を歩いていた。敵兵の死体を確認しながら、ドラガンを探す。累々と転がる敵兵の死体の中に、蛇目(サペルアイ)の男がいないと確認した時、彼は安堵の笑みを浮かべた。

				　期待通り、逃げてくれたかと思い、また、戦おうにも武器と食い物が無くてはどうにもならないなと頷き、ナルはマルームとゲオルグに振り返る。

				「先に出発してください。俺はハンニバル卿を待ちます」

				　時間をかけてドラガンの死体を探した彼の執念に驚いていた二人だが、確かに、ここでドラガンが死んでいればナルの計画は変更を余儀なくされる。しかし、そうでありながら、ナルは一切の手加減をドラガンにしなかった。

				「殺してしまっても、他に方法があるのでしょうね。しかし、ドラガンが生きているほうが良いという事……ですか」

				　マルームが年配のゲオルグに尋ね、軍務卿は剣の柄に左手を置きながら頷く。

				「ナル殿！　先に陛下を追う！　だが、急げよ！　あまりにも遅れると、国軍の指揮官達に嫌味を言われるぞ！　それに、お前の策と指揮は見事だった！　次も要る！」

				　ゲオルグの言葉に、ナルは一礼する。

				　出発準備を終え、南へと進軍する三〇〇〇人余りの軍勢の後方で、ナルは一個中隊一〇〇人の護衛達に囲まれ瞼を閉じていた。彼らは、オデッサ公爵軍から書記官護衛の為に離れた猛者達で、ルヒティの下でナルが学んでいた頃から見知っている。その誰もが、ルヒティの弟子を誇らしく思い、彼の為にここで彼を守っている。

				　クルティナの部下が、森の中から現れナルに一礼した。

				「ハンニバル様、ご生還。アブリル様、救出成功。敵、武器と糧食の多くを失いました。軍事行動は少なく見積もっても三十日は行えない規模です」

				　歓声があがり、ナルは隣の兵士に肩を小突かれ喜ばれた。

				「ナル殿！　あの世の先代も、誇らしげに酔っぱらっておいででしょうよ！」

				　ナルが兵士に小突き返し、北へと歩きだす。誰もがナルに敬意を表して道を譲り、彼の名を叫び騒いだ。ナルは素直に嬉しく思うも、下るように続く山道の先から、馬蹄の響きがこちらに向かってきていると分かり先を急ぐ。

				　ナルは走っていた。

				　彼は駆けて来る一団へと走った。泥を跳ね上げ、急ぐあまりに何度か転倒する。兵士達がそれを見て笑う。

				「書記官殿！　昨夜の雄姿が台無し！」

				　笑い声を背に、固い笑みで走ったナルは、馬達が制止するのを見た。

				　大地に降り立ったハンニバルの隣に、自分を見て微笑む女性を見つける。

				「アブリル！」

				　ナルは叫び、また走った。

				　自分を守ろうと死地に残り、それでも生きて還ってきてくれた女性の為に走った。そして、彼女を助けた安堵と達成感から、言葉にならない声をあげた。

				　彼は、ルヒティを死なせたと思っている。もっと他に方法があったはずだが、自らの力不足、知恵不足で先生を失ったと後悔していた。そして、再び自分の失敗で、アブリルまで失いたくなかった。

				　自分の為に、アブリルの為に、ナルはどうしても彼女を助けたかった。

				　人目も憚らずアブリルを抱きしめたナルの首に、彼女はそっと鼻先で触れた。

				　緑玉の瞳を揺らした女性は、汗臭いナルの首に鼻をつけたまま瞼を閉じて微笑む。

				　アブリルは、ここまで馬で向かいながら、ハンニバルの口からナルの策を聞かされていた。そして、ドラガンを倒す以上に、自分の救出の為に、ナルはこの策を考え実行したのだと、妹の恋人から聞かされていた。

				　あのルヒティでさえ、テュルク族の扱いには冷淡な一面を見せていた。いや、本来はそうであるべきなのだ。だから彼女がいまだに敬愛するあの老人であっても、アブリルが敵の手に落ちたと知れば、躊躇いながらも切ったであろう。

				　しかし、ナルは違った。

				　彼は知恵を絞り、彼女を助けてくれた。一晩中、ナルは彼女の為に、戦ってくれていた。彼の身体から発する汗の匂いがそれを、アブリルに伝えてくる。

				　だから、自分の気持ちを殺す事など無理であると、ナルに抱きしめられた彼女には思えた。こんなにも、自分の還りを願ってくれ、その為に戦ってくれた彼への気持ちを、どうして消し去ることができるのかと、彼女は涙を流す。

				「すまない！　すまない……」

				　ナルが何度も謝る。しばらく彼の気のすむまで、そうさせていたアブリルだったが、ナルの抱きしめる力の強さに、溜まらず声を発していた。

				「ナル殿……痛いです」

				　本当は離れて欲しくなかったが、彼女は離れて欲しい意思を伝えた。こんなところで、感情のままに彼の腕の中に留まるのが恥ずかしかったのだ。

				　慌てて離れたナルは、緑玉の瞳が涙で濡れているのを見た。しかしそれは、痛みからではなく、安堵からのものであると彼は感じた。

				　彼女は微笑み、ナルの右手をそっと左手で握る。

				「ただいま……還りました」

				　アブリルは、ナルから顔を隠すように俯き、感謝と、彼以外には決して向ける事のない気持ちを込めた声を発した。

				「おかえり、アブリル」

				　ナルのその言葉が、これまでのどんな言葉よりも、アブリルは嬉しい。

                			

	








			
				　兵士達が見ない振りをしながら馬を進める隣で、プレドヤクがあからさまに、からかい笑う。

				　最後まで二人を見ていたハンニバルが、微笑みを残し、その場から離れた。

				　ナルが、彼女に右手を握られたままで歩きだす。自然と、彼の背中がアブリルの前に晒された。

				「行こう。アブリル」

				　アブリルは、ナルの背中をじっと見つめていた。

				　返事のない彼女に、ナルが肩越しに振り返る。

				　アブリルは頷き、言った。自分が笑顔であることを、彼女は気付いていても隠さない。

				「はい、お供します。ナル殿」

				　東の空から差し込む陽光が、木々の隙間を抜け、二人の影を西へと伸ばしている。長く伸びたそれを、繋いだ手の影が、架け橋のように結んでいた。

			  

				　　　　　　　

				

				　神聖スーザ帝国の都であるこの都市に名は無い。ただ帝都と呼ばれるここは、スーザ神を信仰する者達からすれば、生きているうちに一度は訪れたい聖地でもある。人口も八〇万人を超える大都市で、大国の都に相応しい規模を誇っていた。

				　教皇庁を中心点とする円は、半径一万デール（一〇キロメートル）にも及び、最も外側から内側に向かって二〇〇〇デール（二キロメートル）間隔で、円形の城壁が築かれている。それはそのまま、生活する者達の階位を示していて、聖職者達でも高位にある者達は教皇庁に近い地域に住居を構えていた。

				　もちろん、聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)の総長であるシュケル・クラニツァールもそうであるべきだが、彼は生家から移るのを嫌っていて、今も一介の騎士達が住む街区に住居がある。

				　シュケルの父は、騎士以上になる事はなかった。いや、息子の出世が凄まじいからそう思えるのだろう。

				　教皇フリードリヒ二世から休養という名目で遠ざけられている男は、自宅に友人であり副官のミヒャイルを迎えた。

				「ミューリュ、彼にはコーヒー、俺には葡萄酒だ」

				　シュケルの声に養女であるミューリュが微笑み、しかし反論した。

				「シュケル様もコーヒーになさいますね」

				「……」

				　頬の傷を撫でつつ唇を結んだ養父は、蜂蜜色の髪を揺らして一礼する養女を見つめる。彼女は面(おもて)をあげても微笑みを保ち、だが酒は駄目だとして踵を返した。

				　ミヒャイルが二人の様子を眺め笑い、美しいミューリュを褒める。

				「シュケル様、ミューリュどのがお美しくなられてお困りでしょう？　どこかの男に取られるくらいなら、私に下されば安心ですよ」

				　シュケルが失笑する。

				「ははっ！　女たらしにやれるか……それはそうと、お前……修道院の娘にだけは手を出すなよ」

				「……そのご忠告は遅すぎましたね」

				　笑ったシュケルにミヒャイルも破顔する。

				　容姿端麗で物腰も穏やかな騎士であるミヒャイルは、シュケルの知る範囲でも数人の恋人がいて、さらにコロコロと入れ替えが激しい。ただ、教団上層部の男娼として飼われていた少年期が彼にはあり、女性を相手にする事で自分は男だと思い出しているミヒャイルをシュケルは知っているから、注意はするが無理に止めはしない。

				　ひとしきり笑ったミヒャイルが、そう言えばと思い出したようにミューリュの年齢を尋ねた。

				「確か……十七か十八だった……はずだ」

				　シュケルが首を捻り、その様にミヒャイルが呆れた。彼は薄ら笑い、右拳を総長の肩にぶつける。

				　シュケルの呻き声に、友人の声が重なった。

				「年齢を忘れるとは駄目な父親です。葡萄酒を取り上げられても仕方ありませんね」

				「……どうせ酔わん」

				「酔う酔わないではありません。酒も過ぎれば毒になると彼女は言いたいのですよ」

				　聞かせるような口調のミヒャイルに、駄目な父親と言われた男は鼻を鳴らした。

				「酒を飲むくらいしかやる事がない」

				「あの青髪の剣士……彼の片腕を一閃で斬り飛ばした武人の発言とは思えませんね」

				　ミヒャイルはクローシュ渓谷での戦闘を出して、現在のシュケルを諌める。

				　あの時、あの場所で、寡兵のグラミア軍は総長旗目がけて滅茶苦茶に突っ込んで来た。普通の指揮官であれば後退したところを、シュケルは前に出て、敵の指揮官とぶつかったのだ。ミヒャイルの目から見ても強かった青髪のグラミア士官を、シュケルは一閃で斬り伏せた。左腕を失った指揮官を抱えて、敵が後退するところに、シュケルは凄まじい形相で追撃と叫んでいたのだ。

				　当時のシュケルを脳裏に描いたミヒャイルは、目の前の疲れた総長を眺め、かける言葉を探す。

				　教皇に休養を強いられて以降、シュケルは昼間から酒を飲み、夜となってもまだ飲んでいる。その姿を毎日のように見ている養女は、養父が家にいることに喜びつつも、だが彼らしくないと悲しみ、ミヒャイルを頼った。

				『シュケル様……お酒の量が増えて心配です。これまでこのように飲まれる方ではありませんでした。お酒を飲むのは悪い事ではないと思いますが、それをする理由に良くないものを感じます。一度、お越し頂けませんか？　ミヒャイル様でしたら、思うところをお話になられるはずです』

				　ミヒャイルは、ミューリュの願いを叶える為に、ここにいる。

				　彼は扉を一瞥し、まだミューリュが戻って来ない事を確認し口を開く。

				「シュケル様らしくない。ベアがどう足掻こうが一時の事。私が考えるに、イシュリーンは奴の犬になど負けませんでしょう」

				「ふむ……それはそれでまずい。教皇猊下に影響する」

				　シュケルが頬杖を突いた。

				　彼は毎日、酒を飲み暮らしているが、だからといって自暴自棄にはなっていない。

				　グラミアの情勢も耳に入れているし、彼なりに考えてもいる。ただ、あまりにも自分に対する怒りが大きく、酒がなければやっていられないのだ。

				　書斎の扉が、外から叩かれた。

				　現れたミューリュが、盆に杯を載せて二人へと笑みを向ける。

				　シュケルは「コーヒーか」とぼやき、養女と友人の失笑を買った。

				　頬の傷を撫でた総長が、コーヒーに口をつけ、出て行くミューリュの背に視線を送る。そして口を開いた。

				「結果として俺は失敗をしたのだ、ミヒャイル。あそこは単純に事を進めれば良かった」

				　平時では総長代理、戦時では副官を務める金髪の美男子が、今は友人としてシュケルを慰めるように声を出す。

				「閣下、しかしながら通常であれば閣下の判断は良いものであったと私も思います。ただ……計算外であったのはイシュリーンの速さでしょうか……」

				「うん……」

				　シュケルが窓へと視線を転じる。

				　澄み渡った空は望める限り蒼く雲はない。陽光は穏やかで冬らしからぬ空模様であった。

				「……小娘(イシュリーン)め」

				　総長が口端を歪めた。

				　ミヒャイルが微笑みを消し、言う。

				「野心豊かな女であったとは思いませんでしたね」

				「……野心であればいいがな」

				　総長はそこで立ち上がると、書斎の机に歩み寄り引き出しを開ける。ゴーダ騎士団領国から輸入された巻き煙草を箱から取り出し、一本をミヒャイルに渡すと、自らも唇に挟む。そして指先を擦りあわせ小さな炎を作った。

				「このようなことに魔法を使われるとは……」

				　ミヒャイルが笑い、勧められて火をもらう。煙を吸い、少し咳き込み吐いた彼をシュケルは笑い、自分も煙草に火を点け椅子に収まった。

				「俺は魔導士の血を引いているが、とても弱く、この程度の魔法しか使えん。早々に諦め剣と部隊指揮に活路を見出し騎士となったが……今ではそれは正解であったと分かる。そうだな……物事は過去を振り返り見つめなければ、その時の判断が正解かどうかなど分からんものだ。魔法を諦めた決断も、当時はとても苦しんだ。もしかしたら、今も同じ事が言えるかもしれない。過去を変えるのは、今の己の立ち位置、信念だ」

				「現在の状況はまだ途中であると？」

				「そうでなければやってられるか」

				　シュケルが煙草の煙と共に言い放ち、ミヒャイルは煙草に咽(む)せた。

				「小娘(イシュリーン)は残念ながら力を得た。オデッサ、ロッシ、ルブリンという大貴族共が揃って国の為に軍を動かしている現在、これまでと同じグラミア戦略は取れない。とは言っても……基本は同じで良い。大軍と物量で押す。大国は大国らしく戦えば良いだけだ」

				「閣下、一つ危惧している事がございます」

				　伏し目がちに言ったミヒャイルに、シュケルは視線を止めた。

				「イシュリーンは確かに優れた指揮官でありました。作戦立案、部隊指揮は認めるべきところであったと思います。しかし、内戦終結までの経緯を観察するに、あの女は戦略的思考も備えていると考えるに至りました。王女であった時は発揮できなかったそれも今は、王となれば別です」

				「うん……それは俺も思う。内戦の開始から終わりまでを絵に描いて、修正しつつ進めたに違いないという印象を受ける。あの女は王になるという目的ではなく、我々と戦う為に、王位もウラム公討伐も必要だからしたと受け取る事もできる。ただ……これは彼女から出たものであろうか……もし、そうであればこれまでにいくらでも垣間見る事ができたのではあるまいか。グラミア軍の動きから、受動ではない能動を感じ取れたのではないかと、俺は考える」

				　シュケルはそこで言葉を止めると、煙草からあがる紫煙を見つめる。ミヒャイルは思考する総長の邪魔はせず、ただコーヒーを楽しみ、ミューリュの腕前に感心していた。

				「人物を得たか？」

				　シュケルの言葉は、自問であった。ゆえにミヒャイルは無言を保つ。

				「集まった諸侯の中にいたか？　もしそうであるなら……それを使う度量が小娘(イシュリーン)にあるか……」

				　これが最も厄介だと、シュケルは舌打ちをした。

				　出自に関係なく能力ある者を信用し使うというのは、言うは容易いが難しいと、彼は誰よりも知っている。それは彼自身が聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)で行っているからだ。彼は出自や推薦を参考にしながらも、個人の能力と素質に重きをおいて騎士団を編制している。しかし様々な不満や妬みを招くこれに、彼は相当に神経を使っている。

				　一組織でさえ苦労があるのだから、国となれば、とても勇気が必要であるとシュケルは唸った。ゆえにイシュリーンがそうしているならば、彼は彼女を、小娘と蔑むのが難しくなる。

				　──グラミアにおいて、例えば諸侯の誰かを信用し重用するとなれば、他貴族の妬みや恨みを買う恐れもあり、慎重に行う必要があるはずだ。即位して間もない今、これを為す能力がイシュリーンにあるのならば……これは本当に、俺は魔物を野に放ったに等しい。

				　シュケルはここで、イシュリーンがヴィラの娘とグラミア人に呼ばれ敬われている事実を思い出す。

				「神格か……」

				　シュケルの声にミヒャイルが反応する。

				「何か？」

				「イシュリーンはグラミアにおいて、ヴィラの娘、生まれ変わりと言われているな。それが関係しているのかもしれん」

				　古くから大陸西方諸国の人々が大切にしてきた信仰であるラグーラの神々は、古代文明崩壊後、現在の世界が構築されるまで活躍したとされる。神々の物語では、彼等は今も天界(メビウス)で人間達を見守りながら、冥界(アビス)の神々や、南方大陸(ローグ)の神々と戦っている。

				　天界(メビウス)側の神々を束ねる主神オルヒディンは、グラミア山脈で生まれたと言い伝えられていて、彼の恋人とされる女神ヴィラもそうである。つまりグラミア人にとってこの信仰は、赤子の時から慣れ親しんだものであり、犯されるべきではない大切なものに等しい。

				　この信仰の女神に喩えられるイシュリーンを、グラミアの人々がどれだけ慕っているのかなどスーザ神に仕えるシュケルには分かるはずもない。いや、騎士で司祭で総長でありながら、神はいい加減だと決めつけている彼にとって、グラミア人がイシュリーンに向ける敬愛など、「それがどうした」程度の認識でしかない。ところが、これが問題になってくるのでは対処しなければならない。

				　いや、対処というより、前提に物事を進めなければならないと彼は考えるに至る。

				「魔女だな、あの女は」

				　シュケルの言葉に、ミヒャイルが笑う。

				「捕まえて裁判でもしますか？」

				　副官の冗談に、シュケルは苦笑を返して、続けた。

				「ま、今の俺にできるのは、教皇猊下の為にも、ベアの犬が勝てるようにと祈るだけだ」

				　シュケルが自らを嘲り、ミヒャイルは笑うに笑えず真面目な顔のまま指で挟んだ煙草を弄んだ。灰皿に落ちた灰に、煙草を押し付けるようにして消した副官が、総長を窺うように見て口を開く。

				「情報が足りません。人を入れましょう」

				　シュケルは短くなった煙草を吸い、煙を吐き出しながら手で握り潰した。熱いだろうにとミヒャイルが眉根を寄せたが、総長は表情一つ変えず言う。

				「聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)は不慣れだ。聖皇騎士団(ハイトパプスト・オルディーン)のハインリヒを頼れ……彼ならば既に着手しているはずだ……だが、あちらもこちらも情報を共有しないからな……縦割りの辛いところだ」

				　ミヒャイルは頷き、確かに彼ならと顎を摘まんだ。

				「分かりました。さっそく訪ねてみましょう」

				　椅子から腰を浮かしたミヒャイルが、見送ろうとするシュケルを手の動きで止める。

				「ここで結構ですよ。閣下、たまに騎士団本部に顔を出してください。我々は、総長はどんなお顔であったか忘れてしまいそうですよ」

				　こう言ったミヒャイルに、シュケルは照れたような笑みを向けた。

				「では明日。たまに出仕するくらいならば咎めもないでしょう」

				　副官は、そう残して去って行った。

				　シュケルは一人、こめかみを揉みながら苦笑を消せない。頬の傷痕を指で撫で、今の自分に笑う。

				　扉が叩かれ、ミューリュが杯を下げようと現れた。彼女を前に自嘲の笑みを消した彼が、躊躇ったが今しかないと言う。

				「ミューリュ」

				「はい」

				「明日は教皇庁に顔を出すが、明後日はまた休む。皆でたまには出かけよう。母上の世話をお隣に頼んでくる」

				　微笑み頷く養女は、弾んだ声を返す。

				「ジェジェとジュリも喜びます」

				　妹達の名前を使った彼女だったが、自分の感情をそれでシュケルには伝えた。

				　家にいる時は穏やかで、優しく、頼りがいのある養父が、軍を率いて異国を侵略している男であると彼女は知っている。ゆえに彼女は、シュケルが戦争に出かける事なく、家にいる今が嬉しかった。そして、家族の為に時間を割いてくれるのは更なる喜びである。

				　小さい妹達の笑顔を予想した彼女は、これを早く知らせたいと妹達が待つ食堂へと急ぐ。

				　シュケルは、彼女が去ってもまだ椅子から動かない。

				　妹達や、病で伏したままの母親を文句も言わず世話してくれるミューリュに、感謝をすべく目を閉じる。

				　嫌な記憶を甦らせた。

				　神聖スーザ帝国による南部諸国侵攻は、常に圧倒であったわけではない。苦戦はいくつもあった。その中で、シュケルも失敗を犯した。

				　帝国軍南部方面軍は、ボルニア公国の精鋭による奇襲、横撃を受けて、山中で凄惨な後退戦を強いられた。ボルニア公国軍兵の強さと、生活圏を守るべく彼等に協力した亜人種の獰猛さを前に、スーザ人達は夜営中という事もあって崩れ、懸命に逃げた。

				　この中に、シュケルの率いる中隊一〇〇人もいた。

				　彼の存在が、この中隊を苦境に陥れたとするのは、歪んだ見方かもしれないが事実である。彼はただ逃げる帝国兵達とは違い、敵の攻勢に反撃しつつ整然と後退しようとした。しかし、あまりにも味方がだらしなく、彼の中隊だけが頑張ったところでどうにかなるものでもなかった。

				　たちまち彼等は囲まれる。

				　このシュケルの危機を救ったのは、彼の上官であった騎士で、大隊長を務めるアリアス・ファンデルファルトという騎士だった。彼は奮戦する部下達を助けようと、殿(しんがり)として戦ったのだ。

				　結果、シュケルは助かり、アリアスは戦死した。

				　アリアスの妻は、夫よりも早く他界しており、一人娘であったミューリュだけが残る。

				　生還したシュケルであるが、肋骨を折っていて戦地から後方へと送られる。頬の傷も、この撤退戦でのものだ。彼は療養を利用し帝都に帰還すると、ミューリュに父親の戦死を伝えた。そして遺体の回収はできなかったとも正直に話した。

				　ミューリュは毅然と立ち続け、シュケルの詫びにも心を乱さず、最後までただ聞いた。

				　後日、戦地に再び赴いたシュケルは休戦まで戦い抜き、帝都へ帰還すると、修道院に入っていたミューリュを養女に迎えた。

				「五年だ」

				　シュケルは声を漏らしていた。

				　彼は、未だに「父様」と呼んでくれないミューリュを想う。

				「そうだ……俺は待つのは得意なはずだ。挽回の時はきっと来る」

				　シュケルは立ち上がる。

				　書斎の窓へと歩いた彼は、溜息で窓ガラスを曇らせていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　クローシュ渓谷を空から見れば、広大な森の中を鮮やかに流れる川の碧さに目を奪われるだろう。そしてこの渓谷では、北から襲いかかる雪雲も、不思議と力を弱める。大地に積もる雪の量も、尾根や谷間であってもそう深くない。北方にそびえる山脈の影響ではないかとは学者達の意見だが、確かめようはなかった。

				　この場所が度々、戦場となるのは、この場所が王国西部と中央の境であるからだ。

				　帝国にしてみればグラミア中央部への侵入を阻む難関であり、グラミアにしてみれば、これより東はなんとしても守りたい土地なのである。

				　そのクローシュ渓谷で、軍靴の底に鉄製の爪を装着し、氷のように固い雪を削りながら、人間達は戦っている。湿った雪が氷となっている箇所があちこちにある為、こうしないと指示に応えて行動ができない。

				　両軍が、絶え間なくぶつかり合い、渓谷は殺意と狂気に満ちていた。

				　信じる神が違う。

				　生まれた場所が違う。

				　立派な理由ではないかもしれないが、彼等が殺し合うには十分だった。

				　その人間達の一方、殺し合いをふっかけた勢力が神聖スーザ帝国である。その軍は新たな指揮官の下、グラミア軍に襲いかかっていた。

				　帝国の指揮官カイザル・ボルディアは、若々しい顔に口髭と顎鬚を蓄え、冷たい空気と戦闘の喧しさにも関わらず、常に戦場に近い場所に本陣を置いた。その彼の青い瞳に、生意気な小国の軍勢が映る。

				　昼前となっても、冷たい風が止まない。

				　彼は聖職者であり戦士であるから、鎖帷子の上に法衣を着込んでいる。

				　カイザルはスーザ教団の騎士なのだ。

				　だが、例えば聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)のように、戦闘を主な職務とする騎士ではない。戦士としての力量はともかく、彼にとって戦う事は、神に祈るついでといったところだ。

				　やや垂れ目で、口角があがっているところなどはナルに似ているかもしれない。といっても、彼の場合、笑みではなく、嘲りが唇の形に出ているだけだった。

				　枢機卿となる前のベアについていた彼は、帝国の南に位置する小国への侵略を担当する軍団の中で、大隊を指揮し武功を重ねていた。

				　いきなり軍団規模の指揮官に指名されたカイザルだったが、これまでの規模と違う軍を、現在までは無難に統率している。

				　その男が眺める先で、明らかに優勢である味方の部隊が、前方の斜面、小高い丘の頂に躍り出ると、スーザ神の旗を振るって奮戦していた。

				「序盤こそ一進一退であったが、まあ……こうなる」

				　カイザルが幕僚に笑みを向けた。

				　神聖スーザ帝国軍一二〇〇〇。実際に戦闘に参加するのは、一万といったところだが、それでもグラミア軍の参加兵力を凌駕しており、小高い丘の連なりを利用して布陣したグラミア軍であっても、数にものを言わせ押しこむのに、半日とかからなかったというのが現在の状況だと彼は判断していた。

				　剣と矢、魔法と神の加護で、異教徒を後退させ続け、小高い丘を登った兵達の数がどんどんと増える。その数が一〇〇〇を超えたあたりで、まずは敵の出鼻をくじいたとカイザルは馬を進めた。

				「これより全軍、渓谷に入る。奴らにとっては忌まわしい場所だ。すぐにその記憶を鮮明なものとしてやろう」

				　指揮官の発言を、書記が書類に記す。どのような経緯で戦闘が進み、勝利したのかを教団上層部に報告する為である。

				　魔法で破壊された森の中を、馬で進むカイザルは、転がる異教徒達の死体が予想よりも少ないと訝しむ。だが、彼はそれでも馬を進め、グラミア軍の狙いを確認するべく丘の上に立つ。神聖スーザ帝国軍兵士達が、東の方向、下る斜面を前進しながら川へと向かっていた。その先にまた小高い丘があり、そこでグラミア軍が、隊列を整え展開している光景にカイザルは笑いを誘われる。

				「被害を抑えつつ、どこかで一気に出て来るつもりか。よろしい、全軍に停止命令。敵は我が軍が攻め疲れたところで逆襲をかけるつもりだ。前衛と後衛を交代させ、さらに攻めてやる」

				　カイザルの指示に、伝令達が慌ただしく散った。

				　木々の隙間で息をひそめるグラミア軍は、高所に陣取り動かない。彼らはあくまでも防御に専念していて、それは帝国兵達の嘲笑の対象となっていた。

				「異教徒を殺しまくって、俺は騎士になるんだ」

				「あんな腰抜け達を殺しても、神はお喜びにはなられないぞ」

				「異教徒なんだから殺して当たり前だ。いかに奴らが苦しんで死ぬかが大事だ」

				「それは勝手に、お前が言っているだけだろうが」

				　兵達が冗談を言い合い、だらしのないグラミア人達を笑いながら前進を止める。盾を並べて、異教徒達を睨みつつ、後衛の仲間達と入れ代わるようにすれ違った。

				　それが数千人単位で行われた光景に、なかなか見事なものだとイシュリーンが頬を弛めた。汗で濡れた額を手の甲で拭い、後方に従う片腕の男に振り返る。

				　視線がぶつかり、ジグルドが微笑んだ。

				「如何致しました？」

				「敵は慎重だな。だからこそ、こちらの予定通りだが、しかし腹が立つのは仕方ない」

				　王の言葉に、ジグルドが鮮やかな青い髪を片手で撫でながら笑った。

				「敵としてみれば、アラゴラ方面軍との合流もありますので、時間がかかればかかるほど良いのでしょう。それに、この渓谷から東を征するのが彼等の本来の目的であり、無謀な前進は望んでおらぬでしょうね」

				　答えながらジグルドが、クローシュ渓谷の北に聳(そび)えるグラミア山脈を仰いだ。標高三〇〇〇デール（三〇〇〇メートル）を超える山々が連なるそれは、その昔、古代文明時代の戦争で、地面が盛り上がり形成された山脈であると言われている。そして、主神オルヒディンが現れた聖地だ。

				「オルヒディン、貴方の加護を……」

				　イシュリーンは祈り、ジグルドの見る方向へと視線を転じた。

				　ナルの作戦は、グラミア軍が敵をひきつけ渓谷を後退する。これに釣られた帝国が渓谷の中へと移動した頃合いで、別働隊が北から敵の後背に躍り出るといったものだった。

				　実際にはもっと細かい。

				　こうなった場合はこう、こうであればこうすると、ナルは全ての展開に合わせ、打つ手をイシュリーンに説明していた。

				「ジグルド、ナルを紹介しよう。とても頼りになる男だ」

				　王の発言に、片腕の青年が瞼を閉じた。

				　彼は、ナルという人物に会いたいと思うと同時に、会いたくないとも思っていた。原因はイシュリーンだ。いや、彼は王に対し、男女の感情を向けているというわけではない。

				　それでも、これまでイシュリーンを守ってきた自分に、何の断りも無く奪っていった男が憎いという気持ちを自覚していた。

				　長年、イシュリーンを近くで見てきた彼には分かる。

				　王の書記官であるナルが、彼女にとってただの側近、臣下、友人ではないと。

				　その二人の耳に、伝令の報告がぶつかった。

				　帝国軍が前進を再開した。

				「全軍！　矢！　整然と後退しつつ敵をさらに誘いこむぞ！」

				　ジグルドの声に、兵士達が気合いの声で応えた。その中を青い髪の士官は、自らの指揮下である左翼の方向へと走る。

				　片腕となって、随分と努力をしたのだろうと、王は目を細める。それほどに、彼の走り去る様子は、まさか左腕が無いとは思えぬほどに力強い。

				　イシュリーンが、ジグルドから視線を転じて西を見た。

				　空に放たれた数千の矢が、帝国軍目掛けて駆けて行く。

				　そして敵からも放たれた矢と空中で交差し、煌めき、大地に降り注いだ。

				　イシュリーンは護衛達に盾で守られながら、後方に向かって斜面を歩く。そうしながら、敵を一度、押し返した後、一気に後退して見せる事で、帝国軍の慎重さを奪うかと考えていた。

				　王はレニアスへと伝令を走らせていた。

				

				　グラミア軍が、王の号令で一斉に反撃に出たのは、昼を少し過ぎた頃であった。

				　高低差の激しい地形と雪、川を利用し部隊を展開したグラミア軍は、多数の敵を巧みに分断しながら押し返していく。

				　渡河をあえて許し、砂丘と泥と草の上に上陸した敵を、一斉に矢と剣で川へと突き落とす。

				　高所から岩を落とし、スーザ人達が絶叫と共に斜面を転がり落ちる。

				　木の幹に切れ目を入れておき、敵が迫った呼吸でそれらを切り倒し混乱させる。

				　復讐に猛る帝国軍が、隊列を組み直し、負傷兵を後方へと運び前線を構築し直すと、イシュリーンの指示で矛を収め後退した。

				　優勢が劣勢に切り替わる前兆を、攻め疲れで攻撃の勢いが衰える瞬間を、イシュリーンは完璧に読んだ。

				　この時、グラミア軍右翼を指揮していた将軍レニアスは、王の指示を知らせる角笛を聞き、唸った。

				「この腕……邪魔がなければあの時も勝っておったに違いない」

				　伝令達を走らせながら、レニアスは迫る敵部隊に矢を浴びせる。盾を並べて防ぎながら前進する帝国軍に、魔法までもぶつけさせた彼は、右翼部隊を構成する連隊群を後退させ始める。

				　そして騎兵。

				　アルドゥランは完璧に騎兵の集団を統制し、後退するグラミア軍を助けるべく、敵軍と自軍の狭間を疾走する。呼吸を乱された帝国兵達は、こちらも騎兵をと、斥候、伝令が叫ぶも、グラミア騎兵は颯爽と去り、敵に追撃を許さない。

				　スーザ人達は、森の中を駆け抜ける敵騎兵の巧みさに喉を鳴らし、距離を取り整然と部隊の入れ替えに励むグラミア軍前衛に緊張を増す。

				　騎兵に払われていた霧が、再び地表に漂い始める。

				　帝国軍前衛が、角笛の合図で前進した。

				　グラミア軍中では伝令が走り、王の言葉を指揮官達に伝える。

				「一〇〇デール（一〇〇メートル）程、一気に後退。敵にこの尾根を奪わせよ。との事です」

				「了解したと伝えろ！　皆！　聞いたな!?」

				　指示を受けたレニアスが吠え、士官達の気合いの声に身を翻す。その彼に護衛達が盾を連ねて続いた。

				　うねる地形を、整然と東へ移動するグラミア軍。

				　谷へと下り、丘を登る。

				　矢を放ち後方へと進む兵士達。

				　その先に、弓に矢をつがえる兵達が列を並べて待つ。

				　仲間が通り過ぎた直後、帝国軍へと彼等も矢を放つ。そして、後方へと進む。

				　絶え間なくこれを繰り返し、スーザ人達の追撃を許さないグラミア軍は、イシュリーンの指示通り、一〇〇デール（一〇〇メートル）で停止する。そこは、先ほどまで彼等がいた尾根から東にある谷を越えた先、次の丘の頂きだった。

				　この時のグラミア軍は、右翼が最も東に位置し、左翼が最も西にあった。それは空から見ると、右翼から左翼へ中央を中心に右方向に回転しているかのような動きである。ただ、左翼もわずかに後退をしている事から、帝国の攻勢を一点で支えるというものではなかった。

				　帝国軍の攻勢を受け流しながら、彼等を死地へと招くイシュリーンの指揮は冴え、ジグルドはやはり王になるべくしてなったと喜んだ。

				　彼は左翼を構成する連隊群を率い、右翼と同数、二〇〇〇の兵を操っている。イシュリーンを補佐し、数多の戦場で軍を指揮してきた青年は、この時も剣だけが存在価値ではないと、敵味方に知らしめていた。

				　グラミア軍の連動した動きに、帝国軍指揮官カイザルは書記官に筆を止めさせた。

				　彼は短く神に祈ると、不甲斐ない兵達を奮い立たせる為にも、苛烈な言葉を吐かねばならないと決めた。

				「異教徒相手に何をしている！　後ろに倒れるくらいなら、前に倒れて敵に抱きつけ！　役に立って死ね！」

				　怒鳴りながら馬に飛び乗る。護衛達に守られるように彼は前衛へと進み、その彼に追従する形で本陣も前に出た。

				　帝国兵達が、それに遅れまいと走る。

				　帝国士官の一人が、前方を指差しカイザルに言った。

				「ご覧ください！　敵、王の本陣があのように前に出ております！」

				「昨年、シュケル卿に蹴散らされたくせに忘れて出てきたか、小娘」

				　彼から見て、敵右翼がやけに後退しているように見えた。

				「あのように右翼のみ後退させて、こちらの左翼を釣り出し、横撃でも加えるつもりだろうが、グラミアの田舎貴族相手に戦っているのと違うぞ！」

				　カイザルは角笛を鳴らさせ、全軍の前進速度を落とすと、本陣前方で出番を待つ遊軍二〇〇〇に、敵左翼を攻撃させる。

				　右回転をするように釣りだされていた帝国軍左翼が、矢戦に移った。

				　これまで前へと圧力をかけていた帝国軍左翼が、グラミア軍右翼と距離を取る。盾と木々を利用し、グラミア軍から放たれる矢を防ぎながら、前衛と後衛を後退させていく。

				　一方で、ジグルドが指揮する左翼は、敵の猛攻に支えきれないとばかりに押され始めた。

				　イシュリーンは伝令から左翼の状況を確認し、角笛を鳴らさせる。

				　それまで、踏ん張っていたグラミア軍左翼が後退を始める。

				　カイザルは、ここが勝負所だと判断し、自軍右翼へと遊軍を向かわせ、部隊を巧みに入れ替えながら、グラミア軍左翼に連続的な打撃を与え続けた。

				　矢と魔法に援護された帝国軍右翼前衛歩兵が、グラミア軍左翼を押しまくる。

				　イシュリーンはジグルドに伝令を送りながら、一気に後退する呼吸を計っていた。

				　冷静な敵の指揮官も、拮抗した戦況に熱くなった。さらに、イシュリーンの企みを見破ったという興奮から、前掛かりになると断じた彼女は、時は今だと判断する。

				　伝令を走らせ、中央、右翼、左翼を一斉に後退させた。

				　カイザルは、視覚、斥候、伝令から敵の後退を知り、手の平を拳で叩いた。

				　周囲の士官達から歓声があがり、神を称える叫びが連呼される。その中で、カイザルは右手を前方、東へと突き出し怒鳴った。

				「よし、一気に押せ！」

				　帝国軍が渓谷を東進した。

				　カイザルは不敵な笑みを浮かべ、後退するグラミア軍を眺める。

				　敵は渓谷の尾根に布陣し、帝国軍に矢を浴びせながら、それでも進むスーザ人達に、たまらず斜面を下り、登り、逃げる。これが何度か繰り返され、次第に逃げる敵の速度が増していった。

				　一押しすれば潰走するのではないかとカイザルは思い、士官の一人に振り返った。

				「勇ましい女と聞いていたが何の事はない。王女だなんだと担ぎあげられていただけの小娘だったようだな」

				「左様でございますな。騎兵に敵を追わせますか？」

				「そうさせよう。一個中隊ごとにまとまり、敵を追わせろ」

				　平坦な場所に比べ、その突撃力を活かせないのではないかとの危惧で、これまでカイザルは騎兵の大量投入を躊躇っていたが、逃げる敵を追うならやはり騎兵だと考えを改める。

				　斜面を味方の援護で駆け上がり、斜面を下り敵に追いつき蹂躙するだろう騎兵の姿を脳裏に描いたカイザルが、帝国書記官に声をかける。

				「派手に書けよ。上層部の方々だけでなく、後世の人まで知る事になるのだからな」

				　書記の男が笑みを作り、視線を書類へと戻す。

				「閣下、空が低い。雨か雪になります」

				　気象士の声に、カイザルが空を見上げる。

				　夕闇が迫る西の空から、東の空へと、黒い雲が魚の鱗にも似た連なりを見せる。それは重く低く、カイザルに圧迫感を与えた。

				　渓谷は多くの川が谷底を流れ、それらに分断された丘や砂丘、森林が散らばる。騎兵を放つも、悪天候で馬が動けなくなるかもしれないと考えたカイザルが士官を見る。

				「急ぐ必要はない。時間は我らの味方だ。兵を後退させ野営の準備だ。皆、戦い疲れておるだろうからな」

				　ある士官が、何事か言おうと口を開きかけたが、カイザルの強い視線を受けて止める。

				『いくらベア閣下の寵愛(ちょうあい)があろうと、女如きが口を出すな』

				　カイザルの目は、こう主張していた。

				　ベアに取り立てられた男は、同じくそうされたその士官を疎ましく思っている。

				　エリザ・グロスクロイツという名を持つ士官は女性である。そうでありながら、彼女が帝国軍士官でいられるのは、いや、いなくてはならないのは、ベアの為であり、彼の愛人である妹の為であり、そして家の為だ。

				　金色の瞳を瞼で隠したエリザは、白い肌を汗に濡らしたまま、グラミア軍へと視線を転じる。

				　恩人であるベアと、妹の為に彼女は言うべきか迷った。だが、エリザに振りむきもせずカイザルが言い放った言によって、それを諦める。

				「枢機卿を出した名門も、後取りが女ばかりでは閣下のご好意にすがるしかないであろう。が、目障りだ。適当に武勲をつけてやるから、おとなしくしていろ」

				　彼女は一礼し、指揮官の近くから離れる事を選んだ。

				　茶色の長髪が冑を脱いだ彼女の肩にかかり、背中へと流れる。尖った顎から、汗の滴が滴るのを白い手で拭った。

				　長い睫毛を揺らしたエリザは、カイザルの油断が大事にならねば良いと感じながらも、敵もまた脆いと思う。

				「カイザル卿の油断が、閣下の首を絞める事にならなければ良いが」

				　勝てるうちに勝っておかないと勝機を失う。確かに慎重さは大事だが、場合によっては優柔不断と取られてしまう。

				　──シュケル・クラニツァール総長でさえ、慎重になったがゆえに失敗した。いや、結果としてそうなったというだけで、彼の選択は見事なものだった。あの時は、まさかグラミア王家が短期間で敗れると誰も予想していなかった。

				　しかし結果は、わずかな期間で内戦は終結。グラミアは対帝国に一枚岩となっている。いや、一部、ウラム公爵家はまだ王家と戦っているが、大敗して立ち直るのにも時間はかかるだろう。

				　シュケルは確実な方法を選択した。だが、失敗したのだ。彼はあの時、王女を倒し、ベオルードを陥(お)とすべきだったのだと彼女は思う。

				　これは、現在の帝国軍にも言えると彼女は思っている。今であれば、逃げる敵に騎兵をぶつけ、潰走させる事も可能ではないか。

				　だが、カイザルの意見も間違いではない。豪雨ともなれば、谷間は泥濘と化し、斜面は滑り、騎兵は身動きが取れなくなるかもしれない。そして、これからは夜となる。慎重になるのも無理はない。

				　騎兵一個中隊を預かる彼女は、自分の中隊が待機する方向へと歩きながら、白い息を宙に吐き出した。

				　エリザの考え。カイザルの判断。

				　どちらも正解なのかもしれない。推測、予測には答えがない。難しいのは決断をし、行動に移す事だ。そうして初めて帰結する。答えが出た後、ああだこうだとケチをつけるのは、誰でもできると彼女は自嘲した。

				　カイザルは決断したのだ。

				　好きにはなれないが、指揮官としては従うに値する男だと彼を評し、エリザは右手で素早く印をきった。

				　自分の不安が、杞憂(きゆう)で終わるようにと祈りを込めて。

			  

				　　　　　　　

				

				　グラミア山脈。

				　山々の連なりといえば、グラミア人は誰でもこの山脈の名を出す。

				　その山脈を、軍を率いて進むと決めた小柄な男が、冷たい風に唇を震わせながら毛糸の帽子を深く被った。

				「寒いと思うから寒い。寒くない……寒くない」

				　強がりを言ったナルは、雪混じりの風を顔に浴びて瞼を閉じる。北側から山脈に入り、公道に沿って南側へと出たこの場所で、ナルは震えながらシチューの鍋の前でガタガタと震えている。

				　冬の期間、南北縦断公道(グランミジュペル)は一切の通行が出来なくなる区間がある。その為、東西横断公道(シルクロード)よりも経済への影響は小さい。

				　その閉ざされた南北縦断公道(グランミジュペル)の支路を通過し、山脈に入ってさらに南へと進むグラミア軍別働隊は三〇〇〇弱。ドラガンを倒した諸侯の軍である。

				　諸侯の混成連隊を主力とする為、国軍に比べれば頼りない軍勢ではあるが、クローシュ渓谷の西に進出し、帝国の後背を突く予定だった。

				　ゲオルグは、ルイスク包囲中にこの策を聞き、

				「現実的ではない。わざわざ敵の背後に出る為に、山脈を越える必要はない」

				　と発言していた。その彼に、ナルはこう説明した。

				「来ないと思った方向から、敵が現れる。これを帝国に植え付けておきたい」

				　ゲオルグとマルームは、彼の狙いに首を傾げていたが、ハンニバルは何やら考え込んだ後に賛成を示し、王もナルを支持した。

				　それと、単純に王の後を追っていては、クローシュ渓谷への到着が随分と遅れるともナルは理由を付け足し、ゲオルグとマルームもそこでようやく納得したのだ。

				　険しい道だが、距離は山脈越えのほうが圧倒的に短い。ベオルード経由で敵の後背に進出するには、南回りの経路を取るしかなく、それは相当に時間がかかる。

				　冬の山越えに、ナルはもっと過酷なものを想像していたが、グラミア山脈は、常に風が吹いているせいで、積雪が多くなかった。だが、そうはいってもやはり雪はある。先頭を進むロッシ公爵兵達が、積雪の多い箇所は雪を踏み固めて進み、その後を後続の兵達が続いた。一〇〇〇デール（一キロメートル）進む度に休みを取り、また同じ距離を進むといった道程は、兵の疲労を濃くした。魔法で吹き飛ばしては雪崩の恐れもあり、また敵にそれで別働隊の存在を知られる為、彼等は地味な作業を繰り返し進むしかない。また、面倒であったのは山脈の南側を進む時だった。北側に比べ、雪が湿って重く、踏み固め安い反面、氷の様な箇所が多かった。別働隊兵士達は、軍靴の底に金具で作った爪のようなものを装着し進んだが、簡単に進めるわけではない。

				　そして、人が進む以上に困難だったのは荷馬車。

				　傾斜路では一気に底まで滑り落ちるため、車輪を固くし、馬と人で曳いたり押したりと大変だった。

				　その彼等が、グラミア山脈を越えてクローシュ渓谷の北端、グラミア軍と帝国軍が戦う場所から、北に三〇〇〇デール（三キロメートル）の地点に到着したのは、イシュリーンが後退戦を本格化させた頃である。本来ならすぐにでも戦場に向かうべきなのだが、この場所で休んでいる。

				　山越えの別働隊を指揮したゲオルグはナルに相談をして、少数の犠牲者達の埋葬を理由に、兵達を休ませる判断をした。焦って戦場に駆けつけたところで、役に立たない兵では王を喜ばせる事などできないと、二人は意見を一致させたのだ。

				　こうして野営地を設置した別働隊の中で、ゲオルグはナルと並んで座っている。軍務卿は見るからに体調が悪そうな書記官を眺め、眉を寄せた。ナルは震えの止まらない手に苦労しつつ、兎肉と共にジャガイモと人参と煮込んだスープを口に運んでいる。

				「おい、異常な震えだな。まさかとは思うが、熱が高いのではないか？」

				　ゲオルグが彼に声をかけると、ナルが気だるそうな顔でスープを飲み込み、答える。

				「分かりません……が、相当に身体がだるいし関節も痛い。風邪っぽいです」

				「自分の管理もできない奴が、敵の管理などできんぞ」

				　厳しい言葉をかけながら、ゲオルグが従者を走らせる。従軍している軍医を呼びに走らせたのだ。といっても、正式な医者ではなく、あくまでも止血や応急措置の訓練を受けた医者もどきと表現したほうが適切だろう。

				「閣下、先に休ませてもらいます」

				「しっかり休めよ。明日は攻撃だぞ」

				　ゲオルグはナルを心配しながらも、忠告を忘れない。

				「しかし、書記官。お前は身体を鍛えないと駄目だな。剣を振ったり、走ったりは何も戦う為だけにしているのではない」

				　ふらふらと立ち上がり、軍務卿に一礼したナルは、手の平を額にあてて溜め息を吐く。

				　──くそ寒いのに熱い。苦しい。

				　体温計などないこの世界で、どれくらいの発熱かは分からないが、彼を不安にさせるのは、そういうものではなかった。

				「薬……どんなものを出されるのだろ？」

				　彼は、この世界での薬をまだ経験した事が無かったのだ。

				　ふらふらと歩くナルと、直線距離で十デール（十メートル）も離れていない場所で、こちらも薬の世話になる人物がいた。

				　リューディアだ。

				　彼女は、ウラム公爵軍を罠に嵌めた夜戦にも、混成連隊の中に混じって参加していた。ナルの近くで戦っていた。だからといってはおかしいが、体調がよくない。いや、心の疲労が、身体に現れていると言える。

				　リューディアは、瞼を閉じる度に、あの夜の光景が、脳内で再生されるので呻く。

				　これまで、部隊指揮や剣術を、学問として学んできた彼女は、戦争の本来の姿を目の当たりにして、衝撃を受けていた。

				　人から、こうまで大きな声が出るのかと驚く程の絶叫、怒声、断末魔が、あの夜の奇襲戦には充満していたからだ。

				　腕、脚、そして千切れた臓器が、赤く染まった雪上を汚していた。

				　リューディアは今なお、瞼を閉じても、不気味な光景を消せないでいる。

				　食事も喉が通らず、無理に食べれば吐き出してしまう彼女は、自分がどれだけ甘い考えで軍中にいるかと自責する。そして、白い大地に倒れた兵達を思い出し、あそこにもしかしたら、自分がいたかもしれないと恐怖を拭えない。

				　彼女の幕舎が揺れ、コントラが現れる。寝台に潜り、毛布を顔まで被ったお嬢様に、家老は甘い蜜と、苦い薬を差し出した。

				「薬です。弱った胃腸を整えます。お飲みください」

				「爺、思うに私のこれは、胃腸が理由ではありません」

				「いいのです。薬を飲めば治ると信じる事も、時に人を助けます」

				　コントラが、水筒から杯へと水を注ぐ。

				　リューディアは、瓶を開け、蜜を指ですくい取る。それを舐め、粉末状の薬を匙ですくい、口の中に放り込むと、水と一緒に飲み込んだ。

				　ゲップをした彼女を、コントラが注意する。

				「お嬢様、はしたのうございますぞ」

				「……他人の前ではしません」

				「そういう問題ではありません」

				　苦笑する彼女は、指の蜜を舐めとる。その仕草をまた、コントラが叱るが、リューディアはそれを遮るように言う。

				「私、決めました」

				「……何をでございます？」

				　彼女は、蜜の瓶に指を突っ込み、舌で舐めとりながら喋る。

				「私、もう……戦(いくさ)をあれこれと学ぶのはやめます。戦場にも、もちろん出ません」

				　コントラとすれば、周囲からどんなに言われようとも止まらなかったリューディアの口から、このような発言がされるとは意外だったが、それでもあの光景を目の当たりにすれば、こうなるのも当然かと思えた。というのも、彼からしても、ウラム公爵軍に対したロッシ公爵軍と混成連隊の奇襲は、凄まじいものだったのだ。

				　一方的に嬲(なぶ)り殺すという表現をもってしても、優しいといえる戦況だった。

				　通常、離れての矢戦は、白兵戦の前哨戦だという理解がコントラにはあり、最後まで少数の敵を、圧倒的な矢の量で黙らせ、退かせ、殺しまくったあの夜は異常だ。

				　そして弩は、下手な狩人が好む道具として笑うには、残酷な武器だった。

				　コントラは、自分でさえそう思うのだから、リューディアが戦闘に恐怖したのも無理はないだろうとして、お嬢様を労わるべく微笑む。しかし、彼女はやはり、彼の予想に留まらない。

				「ですから私は、お父様の近くで政務を学ぼうと思います。グラミアがこれからイシュリーン陛下の下、大きく変わるでありましょうから、内務、外交が重要になるに違いありませんもの」

				「……」

				　家老が無言であったのは、戦に出るよりもマシかという計算と、彼女に普通のご令嬢を求めても、それは蝶に飛ぶなと求めるに等しいという思いからであった。

				　しかしながらと、コントラは彼女に言う。

				「お嬢様、ですが途中で抜ける事はいけません。クローシュ渓谷で、帝国との戦闘が待っております。これに参加し、負い目なくお父上のお近くで学びなされ」

				　リューディアは、家老の言を素直に受け入れる。

				　彼女は、蜜の瓶をコントラに返すと、寝台から出て、はにかんだ。

				「爺、皆には、風邪だと言ってね」

				　コントラは、無言で頷いて見せた。

			  

				　　　　　　　

				

				　雨はやはり降った。

				　だが、激しいものではなく、早朝になると発生した濃霧のほうが帝国軍を苦しめる。

				「だが、敵も同条件だ」

				　カイザルは味方を鼓舞し、谷と尾根を越えて進む自軍に加速を命じる。濃霧の先で、剣と盾、矢と魔法が絶叫と悲鳴を発生させ、スーザ語とグラミア語の罵り合いが彼の耳まで聞こえてきた。

				　思ったよりも、敵が近くにいた。

				　カイザルが冷や汗で背筋を濡らした時、士官達と護衛が彼の周囲を固める。

				「お退(さ)がり下さい！　敵は近いですぞ！　ここから五〇〇ウェルト（五百メートル・帝国の単位）先で戦闘中です」

				　伝令の声に、スーザ人の悲鳴が重なる。

				　だが、カイザルは首を縦に振らなかった。それどころか、本陣を前に出せと命じる。

				「勇敢に戦う兵達に隠れ、後ろでこそこそとする臆病者と一緒にするな！　進むも退(さ)がるも、皆と一緒である！」

				　周囲の護衛達が興奮に顔を紅潮させ、書記がここぞとばかりに筆を紙面に走らせた。

				　指揮官の決意に、帝国軍は攻勢をさらに強める。

				　矢と魔法でグラミア軍の足を止め、剣と槍を構えて突進する。

				「神よ！　あなたの子を守りたまえ！」

				　彼らは祈り、武器を振るい、異教徒を押しまくった。防戦一方の敵を朝から昼過ぎまで追撃し、敵味方の死体を乗り越え叫ぶ。

				　カイザルは、騎兵の投入を決めた。

				「グラミア人共、雨に感謝しろ。そのおかげで一日、生き延びる事ができたのだからな」

				　右翼と左翼の後方に温存していた、一〇〇〇の騎兵が動き出す。それぞれ一〇〇ずつにまとまり、両翼の歩兵連隊群を追い越しながら加速していく。

				　木々も泥も砂も川も、彼らの速度を無にする事は出来なかった。雪混じりの大地を、凹凸(おうとつ)を形成する谷間と尾根を越えて突進した彼らは、雄叫びと神への祈りを大音声で吐き出し、馬に鞭を入れた。

				　渓谷が震え、グラミア軍はその時を待つ。

				「突っ込め！」

				　この時、カイザルの許可を得て、騎兵一個中隊を率いていたエリザは、天候と地形から軽装で統一された騎兵の先頭で、長い槍の感触を確かめていた。

				「神よ、どうかご加護を！」

				　彼女は祈りながら、昨日の不安が蘇るも、信仰でそれを払った。

				　グラミア軍と戦う味方が、騎兵の進路を作る為に左右に散りながら敵に矢を放つ。霧の中に狙いも定めず弓矢を放つも、その行為自体が援護となり、帝国軍騎兵連隊は小隊ごとの塊となって、逃げて行くグラミア軍の背中を、白い世界の先にうっすらと捉えた。

				　──カイザルは好かぬが、ベア猊下には恩がある。

				　エリザは歯を食いしばり、槍先を進行方向上に向けたまま姿勢を低くする。

				　斜面を駆け下り、登った瞬間、霧を抜けた。

				「あ！」

				　エリザは刹那で反応し、鐙を利用し体重を右にかける。馬が右方向に曲がった。敵から隠れるように、馬の右腹に身体を隠した彼女の耳に、意味の分からないグラミア語の大音声が飛び込む。

				「撃てぃ！」

				　空気を裂く数百の音。

				　矢だった。

				　後方に続く騎兵が、正面からそれを浴び、馬も人も谷底へと落ちて行く。馬の嘶きと、人の悲鳴で、霧が揺らいだ。

				　左腹に矢を浴びたエリザの馬が、主を守るべくそれでも疾走した。だが、水平に展開していたグラミア軍は、士官達の絶叫に合わせ、第二射、第三射と、矢を放つ手を休めない。

				　弓に矢をつがえる兵の隣で、矢を放つ者がいる。その後方で、射手に矢を渡す兵がいて、グラミア軍から数百の矢が、絶えまなく前方、帝国軍に吐き出され続けた。

				「馬を撃て！」

				　無慈悲な指示も、グラミア語で発せられてはエリザには分からない。彼女は倒れた馬から投げ出され、十デール（十メートル）下の谷底へと斜面を転がり落ちる。

				　騎兵連隊に所属していた魔導士が、血を吐きながら火球の魔法を宙に二発、放った。

				　後方の味方に、危険を知らせる為である。

				　エリザが、次々と転がり落ちてくる味方と馬を避けながら、仲間に危険を知らせた魔導士に駆け寄る。彼は胸を射抜かれ、口から泡立った血を吐き、呻くように言った。

				「逆襲……があるぞ」

				　その魔導士は、エリザの肩を掴み喋ると、目を見開いたまま自ら吐いた血の中に落ちた。

				「谷底にも撃ちこめ！」

				　何を言っているか理解できなかったエリザだったが、グラミア語に続き、弓矢を谷底へと向ける敵兵を見て悟る。味方の死体や馬の影に隠れ、彼女は唇を噛んだ。

				　頭上を大量の矢が通過し、呻いていた仲間達が叫ぶ。

				「うわあああ！」

				「お母さん！　母さぁん！」

				「助けてくれぇ！　殺さないでくれぇ！」

				　同時多発したスーザ語の悲鳴、懇願。

				　弓弦の音がする度に、エリザの耳に届いていた仲間達の声が消えていく。彼女も、左肩に食い込んだ矢に出血を強いられた。

				　──派手に逃げていたのは、騎兵を誘い出す為か！

				　エリザは汗を噴き出し、矢を抜こうと右手で掴むと、歯を食いしばり力を込める。痙攣するかのように震えたエリザは、矢を引き抜いた後、涙の味に喘ぐと双眸を鋭く細めた。グラミア軍の一部が、盾を並べて尾根から下り、帝国軍へと前進しているのが彼女の両眼に映る。

				　彼らは矢の援護を受けながら、霧に吸い込まれるように次々と西に向かっていく。

				　騎兵を排除した後、逆襲に移る異教徒達。

				　エリザは、妹の笑顔を脳裏に描いた。

				　ひどく会いたいと感じる。

				　近くで火球の魔法が炸裂した。谷底で動くスーザ人達を、蹴散らす為にグラミア軍が放ったのだ。

				　爆音と閃光でエリザの目と耳は一時的に機能を失い、彼女は爆風に飛ばされながら、絶叫しているはずの自分が泥と血まみれで地面を転がっていると知る。

				　血肉で汚れた谷へと、グラミア軍が尾根から降りて来て、乗り越えて行く。

				　エリザは四肢が無事であると気付くも、味方の千切れ飛んだ死体の重みで這い進むしか許されない。呼吸をする度に鼻腔を襲う濃い血の匂いが、彼女に胃液を吐き出させた。咽(む)せ、喘(あえ)いだエリザは、涙で滲んだ視界で動くグラミア人達を呪う。

				　ここで、グラミア語の怒声があちこちで発生した一瞬後、谷底へと再び、火球、雷撃の魔法が撃ち込まれた。それは、スーザ人が生きる事を許さぬという意思の表れである。

				　エリザは、それらから逃れるように、悲鳴をあげる身体を鞭打ち立ち上がると、懸命に走る。だが、その後方で凄まじい爆炎があがった。

				　爆発と轟音。続く熱風と衝撃。

				　彼女は吹き飛び、斜面に身体を叩きつけられ谷底へと転がり落ちる。

				　エリザは、暗転する視界に敵兵達を映しながら、意識を失った。

			  

				　　　　　　　

				

				　カイザルは伝令の報告に汗を噴き出し、動揺しながらも声を張り上げた。

				「怯むな！　優勢が互角になったに過ぎん！　騎兵を孤立させるな！　前に出るぞ！」

				　一部の谷と尾根を隠していた霧は、昼を過ぎてようやく晴れ始める。止んでいた風が吹き始めたからだ。それでも、重く残る場所もあり、渓谷を空から見れば霧と森の織りなす絶景に感嘆したであろう。

				　だが、そこで戦う人間達には、たまったものではなかった。

				　視界が確保された場所もあれば、隠れて見えない先もあり、余計な緊張を強いられるからだ。これは異国人であるスーザ人達をより苦しめた。

				　カイザルは、霧の晴れた箇所を選んで進んだ。本陣を前に出すと同時に、味方を鼓舞し続け、前衛と後衛を交代させながら圧力を強めた。グラミア軍の反撃を、固い防御陣形で防ぎ、反発力を活かして敵軍に反撃をぶつける。

				　攻撃に反撃が成される。

				　応酬が絶え間なく続く。

				　激しく戦う彼等に流血は避けられない。それでも、兵力の差で帝国軍がじわりと押し始めてようやく、カイザルが額の汗を拭った。

				「敵は霧も利用したのか？」

				　指揮官の呟きに、士官の一人が応じる。

				「利用したといっても霧が発生すると予測していたとは思えませぬ。発生したから利用したというのが正しいでしょう。逃げる敵のほうが、先に霧のない場所に出たというだけの事。騎兵連隊に大きな被害が出たのは痛いですが、大勢に影響はないものと存じます」

				「よし！　簡単に事を成そうとした俺の判断が悪かったという事だ。敵が神懸かっていたわけではない」

				　カイザルは、いちいち一つの失敗で悔やんでいられるかとばかりに、夜までにさらに押し込んでやると目論んだ。

				　彼の的確な指示で、帝国軍は傷ついた騎兵を収容しつつ、殺された仲間達の分まで戦い、グラミア軍をついには押し返す。だが、グラミア軍は後退すると見せかけては、谷に潜ませていた伏兵による逆襲を計り、両軍は一歩も譲らない戦況となった。

				　そして、この時にグラミア騎兵が効く。

				　アルドゥラン率いる騎兵連隊五〇〇は、帝国軍が前衛部隊を後続と入れ替える間隙を突き、味方歩兵の後退を助けた。彼は獅子奮迅と呼ぶに相応しい戦いぶりで、グラミア強しの印象をスーザ兵達に植え付ける。

				　カイザルは伝令の絶叫に、頭が替わればこうも化けるかと敵を評した。話に聞いていたグラミア軍とは違うと、目の前の敵に感嘆すらしてしまう。

				　この時、彼の前に新たな伝令が飛び込んでくる。

				「お退がり下さい！　敵騎兵が味方を突破！」

				「抜剣！」

				　カイザルの怒号に、金属音が連なり続いた。誰もが指揮官を守ると退かず進み、神への祈りをはっきりと声に出す。そこに、馬蹄の轟きが迫った。

				　煙霞(えんか)を払い除け現れた騎兵の集団は、凶暴な煌めきを放ち帝国軍本陣に突っ込む。木々の遮りも鮮やかに躱す一団は速度を落とさない。

				　カイザルが唾を飛ばし叫ぶ。

				「矢！　引きつけ撃て！」

				　帝国軍本陣周辺に展開していた部隊群が、素早く弓矢を構える。だが、矢をつがえるより早く、グラミア騎兵連隊が帝国軍本陣に殺到した。

				　アルドゥランの隻眼がカイザルを捉える。

				　カイザルは、長剣を抜き放ち叫んだが言葉にならない。

				　この時、アルドゥランは選択を迫られた。

				　当初の予定通り、敵軍中を突っ切り敵の後方に抜ける。もしくは、カイザルを討ち取った後に、突っ切るの二つだ。

				「あの指揮官旗を目指せ！　あれが敵将だ！」

				　アルドゥランは後者を選んだ。

				　彼の号令に、グラミア騎兵連隊が加速する。

				　スーザ人達は、カイザルを守るべく人の壁を作る。盾を地に突き立て、弓矢を放つ。

				　刹那。

				　衝突が発生した。

				　木々と荒れた地面が馬蹄を乱すも、騎兵の迫力がスーザ人達の勇気を挫(くじ)く。

				　馬の嘶き、兵の叫びが、霧を払い除ける。

				　矢の斉射を正面から受けつつ、肉を斬らせて骨を断つ騎兵が、スーザ人達を突き、薙ぎ払い、突進する。

				　散開で対抗する帝国軍は、カイザルの指揮で本陣は堪え、矢を左右から敵に浴びせた。

				　木々を利用し矢を避ける指揮をしたアルドゥランは、だが自らの腹部に走った痛みに舌打ちをする。このまま突き抜けたとしても、代わりを任せる者はいないと判断し、撤退の角笛を吹き鳴らさせた。しかし当然、帝国軍がこれを逃すはずがない。

				　カイザルは、囲み殺せと命じるべく、喉の痛みも無視して叫ぼうとしたが、新たな情報に口を閉じる。

				　現れた伝令が、カイザルの脇で膝をつき叫んだ。

				「左翼！　斜め後方から敵の攻撃を受けております。至急、援軍を！」

				「……！」

				　カイザルは汗に濡れた顔で、色を失せた士官達を睥睨した。

				「敵は騎兵の突撃を囮に、霧の中を移動したのか？」

				　誰も何も答えない。

				　カイザルは右翼に伝令を飛ばし、中央に寄るべく指示を出すと共に、左翼へと連隊を派遣するよう伝令を走らせた。

				「騎兵に構っている場合ではない。左翼を立て直す！」

				　彼の怒声に、士官の一人が一礼し口を開く。

				「霧の中、こうも見事に我が軍の後方に回り込めるはずがありませぬ」

				　これを受けて、カイザルは怒鳴った。

				「どうやったかはいい！　現実に敵は後ろにいる！　問題はどう対処するかだ！　急いで左翼に兵を回せ。退路を断たれると厄介だぞ！」

				　彼は動揺を表に出さないように努めつつ、素早く指示を出し、左翼の軍容に厚みをもたせるべく部隊を回す。そうしながら、薄くなる右翼を支える為に、中央との距離を縮め、敵の攻勢を撥ね返すと決めた。

				　この彼の考えが、指示通りに実行されていれば、帝国軍は持ち直したかもしれない。断定できないのは、それが成されなかったからだ。

				　ジグルドは動きを激しくする帝国軍右翼を見て、敵の異変に気付いていた。

				「こちらを押し込み、包み込もうとしていた敵がそれを止める？　陛下に伝令！　敵に動きを自由に取らせるな！」

				　ジグルドは後退する敵右翼前衛に、矢をぶつけ後衛の歩兵連隊までも突進させた。血と悲鳴の中で、派手な金属音が止まない。

				　隻腕の青年は叫んだ。

				「喰らいつけ！　猟犬のごとく敵を離すな！」

				　ジグルドは、不可解な動きをする敵から、別働隊の到着を推測した。

				　グラミア軍左翼は、帝国軍右翼に激しい攻撃を加え、矢と魔法で敵の部隊運動を許さない。防戦する事に必死となった帝国軍右翼は、カイザルの指示を実行できないまま時間と兵を失った。

				　グラミア軍中央でイシュリーンは、敵左翼後方で上がった火球の魔法と、ジグルドからの伝令によって味方の到着を確信した。すぐさま、抜き放っていた剣を前に向け、腹の底から声を出す。

				「別働隊が到着した！　全軍！　前に出よ！」

				　温存していた遊軍まで一気に投入した彼女は、自らも近衛連隊と共に帝国軍へと接近する。帝国軍は明らかに動揺していて、退くか進むか迷うように動けず、グラミア軍とぶつかり、意図せず戦闘状態となる。

				　イシュリーンは魔導士達に魔法を発動させながら、矢も遠慮なく放たせ続けた。この援護で、自軍歩兵連隊を敵の正面にぶつけた彼女は、敵軍中に突撃をしたアルドゥランに伝令を向かわせる。彼女は、彼の負傷を知らない。

				「敵中央と左翼の間に突っ込め！　敵の左翼を分断し、レニアスと私で殴殺する！」

				　撤退途中にこれを受けたアルドゥランは、長槍をついに地面に捨てた。両手で手綱を掴むと、噴き出す脂汗で濡れた身体もそのままに、馬に加速を命じる。腹部に刺さった矢は内臓に達していると知る彼は、ならば役に立って死ねるまでもてと、自らに言い聞かせた。

				「騎兵！　続け！　王陛下が請われておられる！　我を勝たせよと命じておられる！　今！　死に場所を得ずしていつ得るか!?　続けぇ！」

				　アルドゥランは、怒声に続き咆哮した。

				「突撃(チャージ)！」

				　彼の部下達は、口々に「突撃(チャージ)！」と叫び、斜面を駆け上がり、飛ぶように下った。馬蹄の轟きは大地を揺るがし、木々は脅えたように震える。アルドゥランの騎兵連隊は、木々の隙間を疾走し、草枝を倒し折り加速をすると、帝国軍中央と左翼の中間に到達する。彼等は渦を巻くように動き、一塊の凶器となってスーザ人達をなぎ倒した。

				　その破壊は凄まじく、渓谷が揺れたとイシュリーンが錯覚する程であった。彼女は、頼もしい臣下に触発され、自らも指揮下部隊群と共に前進をする。

				　──あの先にナルがいる。

				　彼女は、湧き上がる勇気に身震いした。

				「この機を逃すな！」

				　王の怒声に、歩兵達が敵に肉薄し、騎兵が馬蹄を轟かせ敵軍中に飛び込んでいく。

				　グラミア軍騎兵連隊五〇〇が死の道を駆け、重量と速度を槍先に乗せ、帝国兵にスーザ語の悲鳴を喚かせ続ける。その先頭でアルドゥランは、既に馬上で絶命していたが、彼の執念が乗り移ったかのように、馬は猛り嘶くと、敵目掛けて突き進んだ。これに続くグラミア騎兵連隊は、スーザ人達を馬で蹴散らし、槍で突き崩す。そして速度を保ち敵軍中を突っ切る。

				　彼等が作った隙間に、イシュリーンが歩兵を突っ込ませた。

				　矢を放つ兵達と、盾を前に進む兵達が、交互に入れ替わりながら前進する。帝国軍はこの圧力を前に、ずるずると後退するしかなかった。

				　盾を持つ兵達の後ろから、一斉に突撃兵が前に出る。長剣を煌めかせて敵に迫った彼等は、グラミアの怒りを代弁するかの如く、帝国軍兵を突き崩していく。誰もが王の声に押され、剣を振り、槍を突いた。そして、右翼のレニアスが、中央の動きに連動し、矢と魔法と剣を敵左翼へと打ち込む。

				　帝国軍左翼はグラミア軍の集中攻撃に遭い、防戦に徹する事も難しくなる。

				　完全に敵左翼を崩したイシュリーンは、近衛連隊を率いて敵中央にぶつかった。

				　ここで一歩でも下がれば、帝国軍中央による左翼支援が容易となる。

				　イシュリーンはこれを嫌った。

				　勇敢なスーザ兵が、幾人か軍中を突破して彼女を視認したが、たちまちグラミア人に殴殺されて、地に伏せる。

				「汚らわしいスーザ人に、私の顔を晒すな！」

				　王の怒声に、グラミア軍兵が気合いの声を発し応えた。

				　イシュリーンは、剣を前に突き出し声を絞り出す。

				「進めぇ！　グラミアを守るは！　我らだ！」

			  

				　　　　　　　

				

				　ゲオルグはナルの献策を受け容れて、混成連隊を帝国軍左翼後方にぶつけると決めていた。

				　あえて敵の左翼を狙ったのは理由がある。

				　敵の退路を完全に絶つ兵力はないと彼が判断した事と、敵左翼が最も近くにいたからという二つの理由だ。

				　帝国軍は、中央と左翼の間に入り込んだグラミア軍の一部へ攻勢を強め、穴を作り左翼を中央に吸収しながら、襲いかかるグラミア人に防御を固くする。

				　その手腕は、相当に戦い慣れた指揮官だとゲオルグは判断し、ナルに振り返った。

				「おい、思ったよりも敵が固い。そろそろ仕上げよう」

				　軍務卿は、咳を連発して返事をしないナルに顔を顰めて見せた。ナルは彼に背を向けると、オナモミを煎じた薬を水も無しで飲む。

				　軍務卿が苦笑し、居並ぶ諸侯達がそれに釣られた。彼等は皆、士官達に前線の指揮を任せ、ナルの命令を受けるべく集まっていた。わざわざそうしたのはゲオルグの指示である。軍務卿は内戦、ウラム公討伐、そして今回の対帝国とナルと共に戦い抜いており、書記官を認めている。だからゲオルグは、立案者であるナルに花を持たせようと考えていた。

				　薬を飲み、深呼吸したナルが皆の前に歩み出る。

				　ゲオルグがその後方に立ち、ハンニバルとマルームが先頭となって、諸侯が整列した。

				　書記官が咳払いをして声の調子を確かめると、頷き口を開く。

				「まず、敵を釣り出すように後退を演じる。敵がどうであろうとここはそうする。我らに釣られればしめたものだが、そうでなくとも敵はこの隙を利用し後退するか部隊の入れ替えを行おうとするだろう……」

				　ナルがここで一同を眺め、皆が自分を見ていると確認して続けた。

				「角笛を合図に停止。反転し攻勢をかける。敵は我々と王陛下の国軍に挟撃されていて、縮こまっているが為に固いだけだ。ゆるめば崩れる。突けば散る。攻勢の先頭はオデッサ公爵閣下！　よろしいか？」

				　ナルの視線を受けて、ハンニバルが頷く。

				　諸侯連隊を構成する貴族達がナル一人を見る。

				　彼は、瞼を閉じて、叫んだ。

				「勝つ！　絶対に勝つ！　グラミアは勝つ！」

				　ゲオルグが直立し、ハンニバルが括目し、マルームが雷に打たれたように背筋を伸ばす。そこにいた諸侯達は皆、驚くほどに大きな声を出したナルに圧倒され、また彼の気迫に押され、息を飲んだ。

				「ウラム公討伐は何の為か!?　皆がここに集うのは何の為か!?　帝国を退け！　国を守る為だ！　家と領地を守る為だ！　俺達がするんだ！」

				　高熱で汗を流しながらも、ナルは一呼吸だけ置き、喉が裂けんばかりに声を張り上げた。

				「女神ヴィラの娘を勝たせろ！」

				「女神ヴィラの娘を勝たせる！」

				　ハンニバルとマルームが、興奮で顔を染めて同時に叫んでいた。そして一瞬後には、集まった諸侯全員が叫ぶ。

				「勝つぞ！　女神ヴィラの娘を勝たせる！」

				　それは戦場の騒音、怒声、悲鳴を凌駕し、渓谷に響き渡ったと錯覚しかねない大きさとなった。

				「始める！」

				　ナルの鋭い声に、ゲオルグが頷き怒鳴る。

				「やるぞ！　角笛が合図だ！」

				　軍務卿の宣言で諸侯が踵を返し、一気に高まり凝縮された戦意が外へと放出される。

				　伝令達が、訓練された犬達が、熱気に押されて一斉に駆けた。

				　諸侯達が、護衛達を引き連れ、気合いの声と共にそれぞれの部隊へと急ぐ。

				　王書記官は、震える足を叱咤して歩く。木々に邪魔されていても、彼は前方に、はっきりと敵の姿を捉えていた。斥候が齎す情報が、彼に敵が最後の悪あがきを前方でしていると教えていた。

				　帝国軍左翼を前に、グラミア諸侯の混成連隊は包むように広がっていたが、ナルの指示が広まるにつれ、潮が引くように後退を始める。

				　ナルは高熱でふらつきながらも、角笛を持つ兵に命じた。

				「五十、ゆっくりと数えて吹け」

				　頷いた兵を見たナルは、耐えていた倦怠感と関節痛に負けてフラついたが、隣のゲオルグが抱え支えたので転倒を免れた。

				「書記官、よく務めた」

				　ゲオルグに肩を叩かれたナルは、感謝を一礼で示すと、兵達に担がれ後方に運ばれるに任せた。

				　

				　ハンニバルは赤い装備に戻した旗下の連隊を率いて前線に出る。この時の彼には一〇〇程しか従っていなかったが、ルイスク突入を成功させた猛者を中心とした部隊は、強いオデッサ公爵軍の中でも選りすぐりだった。その先頭でハンニバルは、後退する味方に釣られて出て来た敵に笑みを向ける。

				　彼の手には、ゴーダ騎士団領国から取り寄せた魔法合鉄(ミスリル)で作った弓がある。この弓は、上下の先端に刃物がついていて、射るだけでなく、斬る、突くも可能とした危険な武器だった。

				「者共！　敵はスーザ人だ！　存分にやれ！」

				　ハンニバルの怒声に、オデッサ公爵連隊の兵達が喚声をあげ、黒い縁取りの赤い軍旗を掲げた。旗中央に描かれた金色の獅子三頭は、オデッサ公爵家、民、領地を意味していると言われている。オデッサ地方の人々は、幼い頃からこれを見て、オデッサ人ならば、この旗が立つ下で敵を討てと教えられてきた。

				　気迫漲る彼等の耳に、懸命に帝国軍と戦う諸侯の兵達に、角笛の咆哮が届く。

				　マルームが叫んだ。

				「よし！　反転しろ！　斉射の後、突撃！」

				　彼は叫びながら、木々の隙間から続々と現れ帝国軍へと迫る赤い連隊を見た。

				　ハンニバルはその先頭で、弓に矢をつがえた瞬間に放つ。一呼吸ほどの時間しか要しない神業で放たれた矢は、前進した帝国軍前衛の一人を後ろに吹っ飛ばした。

				　炎王(イフリル)の矢を受けた兵は、矢に頭部を貫かれ絶命していた。

				　赤い一団が、一気に加速する。甲冑を着ていても素早い彼等は、先頭の男に後れまいと息を弾ませる。彼等の指揮官は、走りながら腰の矢筒に手を伸ばす。そして二本を抜き取ると、同時につがえて、放った。

				　一本は帝国軍士官の頭部に突き刺さった。

				　もう一本は、角笛を持っていた敵の喉を貫いた。

				「行け！」

				　炎王(イフリル)の声に、オデッサ公爵軍兵が一斉に抜剣する。

				　盾でスーザ人を吹き飛ばす前衛。

				　乱れた敵隊列に、後列が突っ込む。

				　斬撃の煌めきが咲き乱れ、血飛沫が悲鳴と共に湧き起こった。

				　部隊指揮官を討たれ、命令系統が乱れた帝国軍は後退も前進もできず、殺到するオデッサ公爵軍兵の餌食となる。

				　スーザ人達は、懸命に抗いながら絶望を見た。

				　後退していた諸侯の軍勢が、停止し空に大量の矢を放ったのだ。

				　諸侯混成連隊が放った矢の半分は樹木に邪魔され、スーザ人に届かなかったが、彼等の意識を上にと向けることに成功していた。

				　動揺する敵軍を前に、ハンニバルは矢を撃ちまくる。ろくに狙いをつけないくせに、驚くべき正確さで敵の命を奪う彼の技量は、何万回と繰り返された鍛錬の成果である。

				　ハンニバルの弓弦が楽器にも似た律動を奏でた。彼の指が矢を放すは、敵の命が散るを意味する。それほどに凄まじい腕前を披露する炎王(イフリル)は、矢が尽きたと笑い進んだ。

				「溝鼠(スージリアン)共！　貴様らが悲鳴など図々しい！　鼠らしく鳴け！」

				　ハンニバルの怒声で、オデッサ公爵軍は攻撃を激しくしていく。

				　帝国軍左翼が、オデッサ公爵連隊との衝突点を起点にして、歪みを生み、乱れた。

				　それはグラミア軍本隊に活力を与え、帝国軍指揮官に決断を迫る。

				　カイザルは伝令から続々と齎(もたら)される忌々しい報告に戦慄(わなな)き、雄叫びをあげ感情を爆発させると、興奮冷めやらぬまま従者の襟を掴み怒鳴った。

				「渓谷から撤退！　右翼の部隊を中央に回せ！　殿(しんがり)は俺が率いる。弓矢！　矢だ！　敵の追撃を遅らせろ！　すぐやれ！」

			  

				　　　　　　　

				

				　太陽が西の稜線に吸い込まれる頃、神聖スーザ帝国軍はクローシュ渓谷から撤退した。

				　カイザルは左翼の被害の大きさに唸り、ここで踏ん張り、この一戦を勝っても兵の消耗が激しいと判断した。彼はアラゴラ方面軍との合流を急ごうと頭を切り替える。

				「枢機卿猊下に良い報告したさに焦った愚かさだ。笑え」

				　カイザルは士官達にそう言って、自ら笑ったがすぐにそれを静めると、他国の地で倒れた軍兵の為に祈った。

				　神聖スーザ帝国グラミア方面軍がリュゼに撤退する。

				　かくして、イシュリーンは戴冠後初の対帝国戦に勝利した。

				　王は自軍の戦いぶりに満足し、全軍に野営地までの撤退を命じると、明日の早朝、ベオルードへ帰還すると宣言した。

				　それから彼女は、興奮が静まる戦場で、戦死者の中にアルドゥランがいると知る。

				　グラミア国旗をかけられ運ばれる戦死者の列を前に、イシュリーンは動かない。その後ろに、レニアスとジグルドが並び、近衛連隊が整列を始めた。

				「レニアス閣下はナル……殿をご存知ですか？」

				　ジグルドの囁きに、老将は首を左右に振り答える。

				「知らん。しかし、この勝利は彼の策だ。国軍を敵の正面に囮で使いつつ、逆転攻勢の本命にもした。敵の背後を別働隊で突いた。これは指揮系統が乱れるのを防ぐ目的で、国軍と諸侯の軍を分けたという見方もできるが、不利を有利に変える発想は後から聞けば簡単なことであると思えるほど単純だ。また、敵はこれから、我々と戦う時、背後にも気を配らねばならん……これはとても大きい勝利だ」

				「……同意です。陛下は良き人を得られました。が、気になるのは異国人ということです」

				　ジグルドの不安に、レニアスが薄く笑う。

				「儂もその不安は同じだが、大丈夫だろう。あの陛下が信頼を置かれる人だ……」

				　レニアスの言い様に、ジグルドはこれまでのイシュリーンの半生を嘆いたが、しかし、だからこそ今の彼女がいるのだと王の背中を眺める。

				　二人の前方で、イシュリーンが振り返り、レニアスの名を呼ぶ。

				「控えております」

				　一礼し応えたレニアスに、イシュリーンが告げた。

				「次の言を、国内外に広めよ」

				　将軍が目配せし、ジグルドが兵に筆を取れと命じる。この場にナルがおらず、書記官代理は近衛連隊の士官が務めた。

				　レニアスとジグルド、近衛兵達を前に彼女は感情の乱れない顔と声で、言葉を紡ぐ。

				「戦いをせず、逃げ回れば我らの平和は約束されるか？　戦いを否定し、交渉によって帝国との争いを鎮静化させることは可能か？　否(ノー)だ。彼等が戦いを望み、我らが受けるはしばらく続くだろう。そのグラミアにあって私は、グラミアの大地と民を守るべく戦う。ゆえに、今、目の前の光景は、これから何度も繰り返される。それでも私は、グラミア王として、一人のグラミア人として、神と、皆(みな)と共に戦い、勝ち、立ち続ける」

				　彼女は唇を閉じ、銀髪を舞わして足を踏み出した。

				　居並ぶ者達が、頭(こうべ)を垂れ、左右に退がり道を作る。

				　イシュリーンは、躊躇いなくその道を進んだ。

			  

				　　　　　　　

				

				　冷たい雨に頬を打たれて、エリザは意識を取り戻した。

				　クローシュ渓谷の谷の一つで意識を失ったまま、気付けば夜となっていた。だが、深夜ではなく、太陽が沈んでまだ間もないと、西の空に浮かぶ雲の腹が、微かに輝いていることで知った。

				　同国人達が累々と倒れるそこで、濃い血の匂いに周囲を見渡し、綺麗な死体などないと瞼を閉じる。息のある者達が、呻きながら斜面を這いあがっている。

				　グラミア人達は、ここに自分達を放っておけば、獣たちに喰い殺されるだろうと考え、放置したのだとエリザは腹を立てた。

				　その彼女の耳に、狼の遠吠えが聞こえた。

				　空を見上げると、雪が降り始めた。

				　戦場となった森は、焦げ、荒れ、傷つき、怒りに満ち溢れているように、エリザには感じられる。

				　彼女は震えながら立ち上がり、全身の痛みにくぐもった悲鳴をあげる。特に右腕が痛く、折れていると感じた。右腕の腕当て以外の甲冑を脱ぎ、左脚を引きずるように歩いた。こちらは捻挫だろうと判断する。馬や人の死体が散らばる中を這い、血と雪と泥で滑る斜面をよじ登った。

				　エリザはその場で振り返る。

				　谷間のあちこちで、火球の魔法がまだ燃えていた。そして、スーザ人の死体を燃やすことで、ゆるやかに谷間を炎に包もうとしている。それでもきっと、降りだした雪と雨がそれを消すだろう。

				　先ほどまで自分が倒れていた場所は、味方の千切れた身体が、折り重なり敷き詰められていて、皮肉にもそれで助かったのだと涙を流す。

				　谷を埋めた死。

				　エリザは、嗚咽を漏らした。

				　──彼等は、こうまで無残に殺されなければならなかったか？　神の導きに従い、異教徒を成敗する為に戦った彼等に、このような仕打ちを受ける罪があるというのか？

				　神は何も答えない。

				　エリザは、血と涙で汚れた頬を拭った。這い上がる仲間達を助け、自分の力で動ける者達だけで西へと向かう。五体満足な者などいない。歩きながら、出血の多さに倒れる者もいたが、助ける余裕は誰にも残されていなかった。

				　歩く彼女の唇が震え、腹の底で渦巻いた形容しがたい激しさが、口から世界へ飛び出した。

				「ぁあああああ！」

				　彼女は叫んだ。

				　共に歩くスーザ人達が、沈んだ瞳に怒りを点して、顔をあげて彼女に続いた。

				「ぁあああああ！」

				「ぁあああああ！」

				　叫ばずにはいられない彼女は、そうしながら振り返り、東の空を見る。

				　闇に包まれ、しんしんと雪を吐き出し続ける雲を睨んだ。

				　残酷なまでに美しく、地上の汚れも白一色に染め上げる神の奇跡に、エリザは凄まじい怒りと痛みに身体を震わせ、グラミア人を呪う。

				「許さぬ！　異教徒め！　……私は決してお前達を許さぬ！」

				　雪の勢いが増し、慟哭するエリザ達を、白い世界が包もうとしていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　グラミア軍はそれぞれの野営地へと引き上げている。

				　イシュリーンは、自分の幕舎がある渓谷中央ではなく、北部の別働隊野営地にいた。それは、ナルがいるからだ。

				　彼女は、ナルの幕舎の中にいる。湯浴みを終えた身体を寝着で包み、高熱で寝込む彼の寝台に滑り込むと、毛布で自分と彼を包んだ。

				　寝汗をかくナルの首を、イシュリーンは指で拭った。恋人の背後から身体を寄せ、眠る彼の背中に頬を寄せる。

				　彼女は、あの小屋でのように、彼を温めてあげたいと思っていた。

				　イシュリーンの白い手が、ナルの前に回され、寝台に投げ出されていた彼の腕に触れ止まる。

				「イシュ……ン」

				　寝言で自分の名を言った彼の首に、彼女は鼻先を触れて瞼を閉じた。そうしながら、彼の手の平を上に向け、そこに自分の手を重ねて置いた。

				　この時、彼女の目から一筋の涙がこぼれたのは、戦闘で死んでいった者達への悲しみと感謝、そして、自分の為に還ってきてくれ、さらに助けてくれたナルの存在をこうして確かめた安堵と喜びからだった。

				　一つの寝台で眠る男女を、暗闇から見守っていた二つの緑玉の瞳が瞼で隠された。

				　アブリルは、ナルを包むように眠るイシュリーンを羨み、あの場所に自分がいたいと願った。

				　だが、それは叶わないだろう。

				　ナルは、イシュリーンを愛しているのだ。

				　アブリルは瞼を閉じ、気配を消したまま幕舎から出る。そして、誰にも見つからない場所に急ぎ、ようやく肩を震わせたのだった。

				〈了〉

                			

	








			
　シュケルは白い息を吐いた。

				　馬の鬣を撫でた彼は、太陽が沈む稜線を眺め、燃えるように赤い西の空に双眸を細める。

				　夜がくる。

				　敵地での夜営、それも制圧していない地域での夜は恐ろしい。

				　ボルニア公国に侵入した神聖スーザ帝国軍は当初、圧倒的な兵力で小国を蹂躙した。しかし国土の半分ほどを制圧した頃から、ボルニア公国を支援すべく、ボルニアの周辺五カ国が連合し、軍を派遣する。

				　ラーベ王国、ロンバルト王国、レディナ王国、グリス半島共和国、ルキフォール公国の五か国による救援軍は万を超えた。さらに、ルキフォール公国の同盟国であるリヒシュテク公国もボルニア支援に動き、この国と同盟を組むグラミア王国とアラゴラ王国までもが、派兵を決定したのは一月(ひとつき)前のことだった。

				　さすがの帝国もこれには危機感を募らせ、教皇ミハイロ二世は次々と軍を南部に集める。

				　かくして帝国軍は三万にも膨れ上がり、三人の枢機卿と三つの騎士団がボルニアに入ることとなる。

				　聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)で中隊長を務めるシュケルも当然、これに従軍している。しかるに今、国全体が山地であるボルニアの中で、険しい自然に悩まされ、亜人種の襲撃を恐れつつ、ボルニア公国軍に備え、行軍している。

				　彼が進む道は、幅が一ウェルト（一メートル）程でしかなく、荷馬車で物資を運ぶことが難しい。ゆえに人が運ぶしかないのだが、これがまた厳しい。道の左右は緩やかな斜面が上へと伸びていて、木々や茂みや岩が人の侵入を拒んでいる。

				　行軍速度はあがるはずもなく、しかし急げと上は急かす。

				　シュケルは五つの小隊を束ねていて、一〇〇人の部下を指揮している。彼ら全員を故郷(くに)に帰らせるのは無理だと諦めているとしても、せめて戦闘で倒れてくれと思わずにはいられない。それほどに、兵達の疲弊は深刻さを増している。

				　シュケルは、すぐ後ろに続く小隊長であり友人のミヒャイルに声をかける。

				「大隊長のところに行ってくる」

				　軍靴が土を踏む音は絶えず、鎖帷子や甲冑がガチャガチャと煩(うるさ)いため、二人の会話の声は大きい。

				「隊長、ぜひ休憩を進言してきてください」

				　大きな荷物を背負うミヒャイルは、その中が天幕に使う金具ばかりであると知っていて、わざと飛び跳ね派手な金属音を周囲に撒き散らした。

				　失笑が連なる。

				　女と見紛う美形のミヒャイルは、わざと身体をくねらせてみせた。

				「シュケルさまぁ……頼りにしてますぅ。座って休みたいですぅ」

				　笑い声がいくつも重なって、シュケルは友人の肩を拳骨で殴る。

				「そんな野太い声で懇願されても気持ちわるいだけだ。行って来る」

				　馬の腹を蹴ったシュケルは、大隊長がいるはずの前方へと向かう。

				　──それにしても……この愚かさは何だ？　大軍がこのような道を長々と進むとは……。

				　シュケルは冑を脱ぎ、冬だというのに汗ばむ額を皮手袋で拭う。緊張で流れる汗だと気付き、彼は周囲に視線を散らしながら馬を操った。道からはずれ、他の者では苦労する足場でも馬を軽やかに進めた。その技術に、行軍中の兵達から感嘆の声があがる。

				　大隊長アリアス・ファンデルファルトは、暗い顔で馬を進めていた。その彼にも、兵達の弾んだ声が届き、行軍中だぞと諌めるべく振り返ると、シュケルを見つけて、彼の馬術を認める。

				「隊長、お話があります」

				「陽が落ちたら休憩」

				　アリアスには、シュケルの『お話』が何であるのかお見通しで、それは自分も上官に掛け合ったばかりであったからである。

				「総長閣下は、枢機卿猊下のご指示を優先することしか考えておられない。数が多ければ勝てると思う者が上にいると、現場が困るという事だ……総長閣下は猊下の鸚鵡(おうむ)……情けない」

				　アリアスの愚痴に、シュケルは無言であった。彼はアリアスから視線を転じて西の空を眺める。

				　──もう陽が落ちる。

				　シュケルはそこで頷き、アリアスに会釈をして離れようとしたが、大隊長が声をかけて止めた。

				「シュケル」

				　馬を停めたシュケルは、指でチョイチョイと呼ぶ仕草をするアリアスの隣に並ぶ。大隊長は声量を抑えて、周囲を気にして不安を口にする。

				「俺が敵であれば、今の俺達こそ叩き潰す機会だと考える。野営は十分に注意しよう。この長く伸びた軍列は……敵にしてみれば、願ってもないご馳走だからな」

				　シュケルは答えず、西の空を再び仰ぐ。

				　熟れたトマトのような色合いだった太陽の天辺が、黒い山々に隠れ、空に余韻が漂うのみであった。

				　それはとても不気味で、不吉で、シュケルには前触れに思えてならなかった。

			  

				　　　　　　　

				

				　ボルニア公国軍は数こそ少ないが、精強である。それは武を尊ぶ風潮が強いからだ。これまで帝国軍が勝ち続けてきたのは、圧倒的な兵力と物量の差で押しまくったからだが、各国の支援を受けたボルニア公国は、この差を埋めることに成功していた。さらにボルニア人達は、国内に生息する亜人種達とも協力関係を築く。

				　耳長族(エルフ)と呼ばれるヒッタイト人は、若々しく美しい姿で数百年を生きる。

				　山猪族(ドワーフ)と呼ばれるザクセン人は、上背はないが筋肉の塊たる体躯は脅威だ。

				　さらに二ウェルト（二メートル）を超える熊にも匹敵する巨躯で、重い武器を振り回しては殺戮に酔う好戦的な巨人族までもが、帝国軍を敵だと認識するに至っていた。彼らとボルニア人による初の合同作戦は、大規模夜襲であり、ノロノロと進む大軍の先頭たる第三師団に、彼らの牙は向けられた。

				

				　最初に気付いたのは誰であっただろうか。

				　歩哨に立った者達の誰かに違いない。彼はきっと、闇の向こうにそれを見たに違いない。それはスーザ人達が、武器や盾を抱えて眠り始めた頃であったに違いない。

				　木々の隙間、目を細め窺う闇の中に、獣とは違い、明らかな敵意に濁り光る眼が浮かび上がる。一つ、二つ、数えきれなく増えた時、彼らの口から、侵略者への怒りと憎しみが咆哮となって飛び出す。

				　木々が騒ぎ、大地は揺れ、スーザ人達は飛び起きた。その瞬間に、幾人の命が消されただろうか。

				　剣で、斧で、槍で、斬られ貫かれた侵略者達は、神の名を叫ぶ余裕などなかった。

				　アリアスの言は、現実となる。

				　警戒していたシュケルと彼の中隊は、注意をしてやったのに崩壊した隣の隊に巻き込まれる。スーザ人同士が喚き押し合いする中に、亜人種とボルニア人達が殺意のみを胸に、各々の武器を煌めかせて突入した。

				　軍列が伸びた帝国軍は、側面からの急襲で分断され、統制が取れなくなる。そして、これまで勝ち続けてきた者達は劣勢に慣れておらず、我先にと逃亡を始めた。

				　シュケルは周囲に苛立ち、目の前の敵を睨む。巨人族の巨大な棍棒が振り下ろされる直前、彼の長剣は切っ先を星空に向けていた。煌めきさえも生じる間の無い一閃が、巨人族の胸を斬り裂くと、鮮血と断末魔があがる。

				　中隊は完全に囲まれていた。

				「ずるずると後退すると死ぬぞ！　固まれ！」

				　中隊長の指示に、ミヒャイルが斬撃で応えた。彼は既に剣を二本失っていて、それは敵を斬りすぎた為だ。美しい顔を返り血で汚す彼は、三本目の剣でザクセン人の胴を貫く。鎖帷子の網目を狙った一突きで、肉と内臓を破壊された山猪族(ドワーフ)は目から光を失った。

				「ハッ！　斬っても減らんとは鼠のようだな！」

				　ミヒャイルが怒鳴り、部下に襲いかかる敵兵を背後から斬り捨てる。首が半分ほど千切れたボルニア兵が、前かがみに倒れながらバシャバシャと血を背後に撒き散らした。谷間の道はたちまち赤く汚れ、斜面の木も岩も例外ではない。

				「ミヒャイル！　お前の小隊を先頭に押し返す！　周りの味方を助け、固まって後退するぞ！」

				　シュケルは指示を出しながら、耳長族(エルフ)の矢を叩き落とした。それと同時に身を翻し、迫る白刃を剣で受けると、地面に落ちている矢を左手で拾う。

				　山猪族(ドワーフ)の斧が彼を狙うも、シュケルは屈み躱すと敵の足に矢を突き刺した。

				　凄まじい咆哮が山猪族(ドワーフ)からあがるが、シュケルの一閃がそれを絶えさせる。彼はそのまま剣を振りぬき、身体も回転させ、振り向いた時には剣を投げている。矢をつがえる耳長族(エルフ)に、シュケルの剣が突き立った。

				　シュケルは走り、ヒッタイト人の顔面から剣を引き抜く。血と脳漿(のうしょう)を溢して倒れる敵を蹴り倒し、剣を右に払い、左へと振る。軸となる彼の身体は全くブレず、舞うように進むと、左右に死体を増やしていった。

				　指揮官の勇戦に兵達はまとまり、シュケル中隊は敵の包囲を突破し、壊滅しつつある味方を助ける。

				「神様ぁ！　神様ぁ！　痛い！　痛いよぉ！」

				　腕が千切れたスーザ人が、喚き叫んで涙していて、シュケルは黙れとばかりに剣を振ると、その男の首を胴体から斬り飛ばした。

				「死ぬなら黙って死ね！　邪魔をするな！」

				　苛烈な言葉も、生きようとする部下を守ろうとする意思からだ。

				　ミヒャイルは盾を投げ捨て、右手に長剣、左手は短剣を構えていた。その彼が血路を開き、兵達がその背中を守る。シュケルは遅れる味方を叱咤しつつ、迫る敵を悉(ことごと)く斬り捨て退けた。彼の中隊を中心にスーザ人達は活路を見出そうとするが、それは局地的なものでしかなく、奇襲側は頑張る彼の中隊に人を次々と回す。それが可能な程、この夜の帝国軍はだらしがなかったのである。いや、行軍で疲労困憊(こんぱい)したところで夜襲を受ければ、無理もない結果であったかもしれない。

				　厚い敵の壁に、シュケルの中隊は進むも退くも難しくなる。倒れる者達が増え始め、シュケルも肩で息をするまで消耗を強いられていた。

				　──こんな馬鹿な死に方があるか！　娘達が大人になるまで絶対に生きるぞ、俺は！

				　彼は素早く周囲を確かめ、ミヒャイルに叫ぶ。

				「集まれ！　山に逃げ──」

				　彼は咄嗟に、剣を顔の前に出していた。

				　目の前に戦斧が迫っている。

				　火花と金属音がパッと散り、シュケルの剣と、敵の戦斧がぶつかった。だが、彼の剣は戦斧の勢いを止めることができず、押し込められ、持ち主の顔を傷つける。

				　頬に食い込んだ自分の剣で、シュケルは怒りを増幅させた。

				「貴様！」

				　彼は蹴りを敵に見舞い、その足で踏み込むように前に出る。同時に斬撃を放つと腕と胸を裂かれたザクセン人が後ろに倒れる。血飛沫の中でシュケルは片膝を突くと、ぬるりとした感触を唇に覚えた。

				「大丈夫ですか!?」

				　ミヒャイルが彼に駆け寄り、助け起こそうとしたがシュケルは拒否して自ら立つ。

				「少しは男前になったか!?」

				　こんな時にとミヒャイルが苦笑し、見もせず後ろに剣を突きだす。

				　ボルニア兵が腹から背中に貫かれ、血反吐と呪詛を吐いて倒れた。

				「シュケル！　シュケル！」

				　シュケルの耳は、アリアスの声を聞く。

				「ここです！」

				「後退だ！　俺が殿(しんがり)を受け持つ。お前は味方の後退速度を保つに努めろ！」

				　アリアスが部下達と共にシュケルに合流する。

				「大隊長、俺が殿(しんがり)を──」

				　シュケルを遮り、アリアスが怒鳴る。

				「駄目だ！　俺の隊では偉い奴が後から逃げるのが決まりだ！」

				　そんな決まりがいつからとシュケルは薄ら笑い、ミヒャイルに命じる。

				「先に行け！　強い奴がいたら殺しておけよ！」

				「お任せを！」

				　アリアス率いる大隊は一〇〇程まで数を減らしていて、シュケルの部下も二〇人程しか立っていない。それでも皆、生きる為にと身体を動かす。食糧も水もないままの撤退は地獄であろうとも、今、この戦場もまた同じとあって、スーザ人達は神に祈る暇さえ許されず、後退に後退を重ねた。

				　だが執拗に追撃され、スーザ人達は次々と血を流して倒れた。

				　シュケルは、血と汗で濡れた顔を歪め、さっさと逃げ出していればと歯軋りをする。

				　頬の傷から、血がドッと溢れた。

				　スーザ語の怒声に、彼は視線を彷徨わせる。

				　アリアスの声は、咆哮から、断末魔となった。

				　ボルニア兵に肩を斬られ、巨人族の棍棒で腰を砕かれた彼に、シュケルは駆け出そうとしたが、ミヒャイルが止める。

				「隊長！　貴方まで死にたいか!?」

				　シュケルは瞬時に迷いを断ち切り、アリアスの頭部が、ザクセン人の戦斧で真っ二つとなった時には、背を向けて後退を急いでいた。

				　──もっと早くに逃げていれば！

				　忸怩たる思いも、迫る追っ手の喚声に払われる。

				　シュケルは、必死に逃げたのだった。

			  

				　　　　　　　

				

				　ちらちらと粉雪が舞う。

				　帝都の冬空は晴れていて、雪もやがて止むだろう。

				　教皇庁を遠目に眺め、シュケルは包帯の巻かれた胸を衣服の上から押さえつつ、白い息を吐き出して、胸中の曇りも払えたならばと歯軋りをする。

				　思い出すだけでも吐きそうだと、経験した者達は口を揃えるボルニアでの撤退戦は、帝国軍の惨敗、いや完敗だった。

				　シュケルの中隊だけでも、生き残ったのはシュケルとミヒャイル、そしてレーヴにクリストフの四人だけだった。帝国軍南部方面軍第三師団全体でも、半数が行方不明という有り様だった。こうまで被害が拡大したのは、第三師団が夜襲を受けた時、後続の第一、第二師団が早々に撤退をしていたことも理由のひとつだ。しかも逃げて来るであろう味方を収容しようともしなかったのである。

				　聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)を従えるフリードリヒ枢機卿は怒り狂い、南部方面軍を構成する軍指揮官達と、彼らの上役である同僚達を激しく非難した。されたほうも反論できないために黙るしかなく、自然と南部侵攻の主導権がフリードリヒと聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)に移る動きとなる。だが、聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)も組織を維持するのが難しいほどに欠員が出ており、臨時の募集をしなければならなかった。この為、帝国軍の動きは緩やかになる。そしてこれが幸か不幸か、シュケルの出世を早め、彼は療養を終えて復帰後、総長付参謀兼大隊長となる予定だった。

				　それは大隊長を務めていた騎士達が皆、戦死したからだ。

				　凄まじい撤退戦だったと、生き延びたからこそ言えるというものだ。その中で、シュケルも無事ではなかった。彼は肋骨を骨折していて、無理をして内臓を傷つけでもしたらという周囲の勧めを受けて、療養のため帝都に帰還している。

				　娘達は喜び、母親は安堵した。しかしシュケルは、妻の墓を訪ねたところで、やはりと思い立ってしまう。

				　教皇庁で確認したファンデルファルト家の場所は、シュケルの家から街区を三つも離れたところにある。今さらのように痛む胸を気にしつつ、シュケルは歩いてアリアスの家を訪ねた。

				　雪で隠された庭は白一面で、彼の足跡だけがそれを乱した。

				　木造二階建ての家は、大隊長を務めた男の住居とは思えないほどに質素だった。ところどころ修繕されてはいるが、それはきっと、アリアスの手によるものだろう。

				　玄関の前に立ち、呼び鈴を鳴らしたシュケルは当然、アリアスの妻が現れるものと思っていた。しかし返事はなく、しばらく待っても、誰も現れない。

				　諦めて帰ろうと振り返った時、雪が激しくなっている事に気付く。軒下から空を窺うと、灰色の雲がいつの間にか空を覆いつつあった。

				　──下ばかり見て歩いていたのか……情けない。

				　庭へと出た彼は、敷地の入り口で蜂蜜色の髪を手で梳く少女を見た。

				　彼女も彼を見る。

				「どちら様でしょうか？」

				　彼女は、「雪が」と言ってシュケルを屋根の下まで誘った。

				「聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)の騎士シュケル・クラニツァールと申す。位階は司祭だ。君は？」

				　シュケルが問うと、少女は「ああ」と可愛らしい唇を開き、一礼した。

				「失礼いたしました。ミューリュ・ファンデルファルトと申します」

				「お母上はお出掛けか？」

				「……母は流行り病で既に他界しておりますが……あの、どういったご用件でしょうか？」

				　──神よ……あなたは……なんと惨い仕打ちをされるのか……。

				　シュケルは、少女の前で両膝を突くと、腰から短剣を抜き取り差し出す。

				「アリアス隊長の下で中隊長をしておりました。貴女のお父上は、私と部下達を救う為に戦死しました。どうぞ……許せぬとあれば、これで私を刺しなさい」

				　ミューリュと名乗った少女は、無言で佇む。

				　シュケルも動かない。だが彼は、少しだけ顔をあげた。自らの差し出す剣は抜き身で、握ればすぐに彼を斬れる。だがそれに触れようともしないミューリュは、震える脚で立ち続ける。

				　シュケルは、差し出す剣の腹が、少女の溢した涙で濡れるのを見た。

				「シュケル様……父様の最後、話してくださいますか？　たくさんの人を、助けた様子を聞かせてくださいますか？」

				　シュケルは瞼を閉じ、語り始めた。

			  

				　　　　　　　

				

				　聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)の総長付参謀となったシュケルは、総長を支え、作戦を立案し、軍を指揮してボルニア公国内での占領地を確固たるものにすると、連合の要であるルキフォール公国の懐柔に動いた。ここがボルニアに味方しているので、リヒシュテク公国を経由してグラミアとアラゴラが軍を派遣してくると上層部を説得した。

				「お前の責任でやれ」

				　許しを得たと受け取ったシュケルは、ルキフォール公国に使者を遣わし、追い返されてもしつこく繰り返した。同時に、ボルニア公国内に展開する各国の軍に流言を撒く。

				「ルキフォール公国王が、帝国の使者と頻繁に会っている」

				「帝国は、ルキフォール公国には攻めない。代わりにルキフォール公国は帝国に敵対するなと決まったらしい」

				　シュケルはさらに、ボルニア公国内において、敵としてルキフォール公国軍が現れれば、軍を退く、停戦を申し出るという二つの事を徹底した。聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)主導の作戦に、他の騎士団は不満を募らせたが、先の撤退戦で第三師団を見殺しにしたという負い目もあり、渋々と従う。

				　ルキフォール公国軍は、連合軍の中で立場を失い、孤立して撤退を選択するに至る。こうなると、連合国と帝国に挟まれたルキフォール公国は戦々恐々となり、手を差し伸べる帝国と手を結ぶ結果となった。これで、ルキフォール公国と同盟関係であったリヒシュテク公国は連合から離脱。この国を通過して軍を派遣していたグラミアとアラゴラも撤退となる。

				　シュケルが狡猾であったのは、ここで力攻めに出るのではなく、休戦協定をボルニアと結んだことだろう。

				　彼は、ボルニア人に協力する亜人種の切り崩しも狙っていて、現状のように侵略者である帝国相手に、一致団結している彼らをそうするのは難しくとも、軍を一度、占領地まで完全に撤退させた後、静観すれば勝手に割れると見ていた。そもそもが相容れない関係だ。価値観、文化、生活様式、外見などなど、全てが異なる。

				　帝国はこれで、ボルニアの一部を削り取り、前哨基地とするべく投資を行う。そしてルキフォール公国を操り、南部諸国への攻撃を継続した。傭兵として続々とルキフォールの地に入るスーザ人達が、帝国の意思というより、シュケルの策がどのようなものかを物語っている。

				　彼はボルニア公国との休戦協定の使者も務め、無事にこれを終えると、総長と枢機卿に提言する。

				「南部諸国を切り崩すには、リヒシュテクとアラゴラを手中に収めることが早道です。南部諸国の西、北、東をぐるりと囲み、海は海軍で封じます」

				　彼の案は、フリードリヒ枢機卿によって教皇に上げられ、許可待ちとなった。

				

				　シュケルは休戦状態のボルニアから帝都へと引き上げると、ミューリュを訪ねた。しかし、彼女は修道院に入ったと、ファンデルファルト家の隣に住む婦人から聞かされる。

				「ご両親がお亡くなりになって……他に身寄りもいなかったみたいで」

				　彼は、どこの修道院に入ったかと婦人に尋ね、その日のうちにミューリュを見つけた。

				　彼女は当初、養女として迎えたいというシュケルの申し出を断った。

				「貴方様が私に、負い目を感じる必要はございません。シュケル様が私の父様を奪ったわけではありませんから」

				「負い目で誘っているのではない。同情でもない。君の父上と、君への感謝だ。父上が俺を生かし、君も俺を生かしてくれた……」

				　シュケルとミューリュは、修道院の聖堂で向かい合っていて、気を利かした司祭によって誰も邪魔はしなかった。

				　スーザ神を意味する太陽の模様が、聖堂奥のガラス窓に描かれていて、昼間に聖堂を訪れると、神の恵みをその窓から受けることができると言われている。

				　その窓へと視線を転じた少女は、長い睫を涙で濡らした。

				「神様は……私の家族をどうしてか……私から奪ってしまわれます。私がシュケル様のご厚意をお受けして、貴方様の家族になったなら……」

				　ミューリュが、シュケルを見つめ、言葉を紡ぐ。

				「神様は……今度は貴方様を天にお連れしてしまうかもしれません。それでも、私を家族にしてくださいますか？」

				　シュケルは、ミューリュを娘として抱きしめる。震える彼女を両腕で包み、父親にならせて欲しいと願いを込めて口を開いた。

				「ミューリュ……帰ろう。俺達の家に帰ろう。母上と妹達を紹介する。俺の妻は……明日、墓に一緒に行こう。新しい娘だと、妻にも紹介したい」

				　ミューリュが嗚咽を漏らす。

				　シュケルは、この少女が、母親を失い、戦に出掛けた父の帰りを待ちながら、あの家に一人で居た時間の長さを思い、父親を失った今の孤独を感じ取り、ただ少女の髪を撫でていたが、半面に届く光を眩しく感じてその方向を見る。

				　太陽の模様が描かれたガラス窓がある。

				　聖堂の正面奥にある巨大なそれに、シュケルは「ああ」と声を漏らしていた。

				　──分かった。神よ……お前はいないのだな？　妻を失った時、あれだけ祈ったのにと……俺の信心が足りなかったのかと悩んだが……この少女の不幸……彼女と同じ悲しみが、いたるところに溢れているのは、お前などいないという意味なのだな？

				　シュケルは、頬に残る傷痕を歪めて薄く笑うと、ミューリュに囁く。

				「帰ろう、ミューリュ。ここにも神はいない」

				　シュケルの声に、ミューリュは小さく頷く。

				　二人は、修道院を後にした。

				〈了〉　

                                			

	
			
				あとがき

				

				　二巻にお付き合いくださいまして、ありがとうございます。

				　レジェンド・オブ・イシュリーン二巻『涙』をお届けできたことを嬉しく存じます。

				　戦記モノらしからぬサブタイトルなのですが、私にとっては、これしかないというサブタイトルですね。いろいろと候補があった中で、サイコロに頼ることなくすんなりと決めた当時を今でもよく覚えています。

				　この章で、グラミア側のキャラクターは八割程、揃いました。設定では後世において、イシュリーンを支えた六名の人物を指して『グラミアの六連星』と呼んでいますが、全員が登場済みです。ＷＥＢ版と書籍版では内容が変わりますので、この六人も変わります。

				　そして重要なものが、三人の関係ですね。戦いの行方と同じくらい、気にして頂ければと思います。

				　敵方に関しても触れますと、シュケル・クラニツァールの家族が出てきました。彼も父親で、家庭を持っております。巨大な組織の中で、苦労する管理職でもあります。面倒な上司の下で我慢する姿などは、親近感さえ覚えてしまったものです。

				　彼等、敵味方に別れて戦うキャラクター達が、どのような運命を辿るのか最後まで描いていきたいと願っております。

				　さて、設定集なるものがありませんので、分かりにくいかもしれないところを追記しておきます。

				　この世界において、爵位は四種類です。公爵、伯爵、子爵、男爵ですね。男爵は一代限りの爵位とされています。高級官僚に箔をつける際に用いられる爵位と理解して頂いて構いません。

				　次に言語ですが、国々や民族ごとに言語はありますので、通訳がいないと他国人と意思疎通は難しいです。公用語というものがありますので、それを学んでおけば、どこに行っても通じる相手はいるでしょう。グラミア語は公用語ではありませんので、グラミア人識者の多くは、アルメニア語を外国語として学ぶことが多いです。

				　最後に、二巻を送り出すにあたってご尽力くださいました皆様に御礼を申し上げます。

				　一二三書房の皆様、ありがとうございます。六月から現在にいたるまで、毎月のように忙しい日々をお過ごしかと思いますが、その中でも誠実なご対応に感謝しております。

				　イラストを担当して下さっている匈歌ハトリ様、二巻も相変わらず素晴らしい絵をありがとうございます。挿絵があがってきた時、一ページ目を見て、「ああ！」と声を出していました。そこには、幼い頃のイシュリーンが、私の想像を超える出来栄えで描かれており、しばらく見入っておりました。本当に頭が下がります。

				　そして、一巻からお付き合いくださっている皆様、二巻を初めて手に取ってくださった皆様、数ある物語の中で、レジェンド・オブ・イシュリーンを手に取り、読んでくださいましてありがとうございます。厚く御礼を申し上げます。

				

				二〇一五年九月二十二日　木根楽

			

	



木(き)根(こん)楽(らく)

 

　『小説家になろう』上で、２０１２年初夏から２０１４年夏までの約二年間、作者として活動。犬好きで、ビーグル犬と暮らしています。猫も好きですが、猫アレルギーなので、諦めています。
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